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岐阜県大野郡白川村白山山麓の蛾類

，

遠藤弘志¹・ 笠井初志¹・ 宮﨑弘規¹・大和田守²・説田健一

¹， ¹， ¹， ²

¹岐阜県博物館サポーター，日本蛾類学会会員 ²国立科学博物館名誉研究員

要旨

岐阜県大野郡白川村白山山麓庄川左岸の支流林道沿い付近において， 年 月から 年 月にかけて蛾類分布調査

を行い，採集した 科 種について報告する．

はじめに

岐阜県内の蛾類分布調査は古くから行われているが，詳

細な分布状況はまだ充分に把握されていない．今回，大野郡

白川村庄川左岸の林道付近において 年 月から

年 月にかけて蛾類分布調査を行なった．今回は積雪期を

除いて月に一度継続的な調査を行ない採集した 科

種を報告する．

なお本調査は，飛騨森林管理 支 署の入林許可、白山林道

管理事務所の白山林道内事業実施の承認，特別保護地区内

における動物の捕獲の許可（環中地国許第 号及び

第 号）を得て行った．
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図1．調査地．1：白山白川郷ホワイトロード（三方岩駐車場），2：馬狩谷付近，3：荒谷付近，
　　　4：大白川付近
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調査地の概要

岐阜県大野郡白川村は日本海に注ぐ庄川の上流地域で，

左岸側は白山（ ｍ）を中心とする山稜が連なっている．

調査は白山白川郷ホワイトロード 以下ホワイトロード

と記す の三方岩駐車場と白川郷展望駐車場付近，馬狩谷の

大窪池上流から卒塔婆峠口まで，荒谷の中流ダムから荒谷

林道口と大白川の白水湖から白山公園線口までの周辺で行

なった．標高は ｍから ｍでほとんどはブナを主体

とする冷温帯林である．調査地の三方岩駐車場（図 ）付

近は最も標高は高いが，シラベなどの針葉樹は稜線石川県

側にわずかに見られるだけでダケカンバ優占帯となってい

る．馬狩谷の大窪から飯島までは一部過去の伐採のためか

シラカンバなどが見られるが，ブナ，ミズナラを中心とする

落葉広葉樹林が広く分布する（図 ）．大白川，荒谷では

ブナ，ミズナラ，ミズメなど主林木の樹高は ｍ以上にな

る（図 ）．林床はチシマザサ，ハイイヌツゲ，エゾユ

ズリハ，オオバクロモジなどの日本海側によく見られる植

物が多い．また大白川では崖地が所々に見られ，ミツバイワ

ガサなどが見られる．また白山・自然休養林ワリ谷にはアイ

バソウ，オノエヤナギなどからなる湿原も見られる．

 
調査方法と実施状況 

調査地を地形・植生の特徴を参考にホワイトロード，馬狩

谷，荒谷，さらに大白川沿いに 4 地域を選んで行なった（図

2）.調査時期は冬期の閉鎖期間を除いた 5 月から 11 月にか

けて，概ね月に 1 回実施した．大白川地域は災復旧工事の

ため調査回数が少なくなった．調査は 2019 年に 9 回，2020
年に 6 回行なった． 
採集調査はカーテン法，ボックス法，糖蜜法および歩行し

ながら捕虫網で行った．カーテン法は，それぞれ高さ 1.5～2
ｍ×幅 1.8～2ｍの直方形（図 3-1），あるいは幅 1.6ｍ×高さ 1.8
ｍの４面十字立体型の白布（図 3-2）に 100～200Ｗの水銀灯

2～4 灯，ブラックライト蛍光灯 20Ｗ等を適宜使用した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図2．調査地域．1：ホワイトロード地域，2：馬狩谷地域，3：荒谷地域，4：大白川地域

国土地理院地図加工
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日没から夜明けに点灯し，その間随時採集した 11 月は 20

時頃に飛来がほとんどないことを確認して採集時間を短縮

した．ボックス法は 6Ｗの捕虫器用蛍光ランプと 6Ｖのバッ

テリーを用いた小型ロビンソントラップを使用し，日没前

から夜明け過ぎまで点灯し翌朝に回収した（図 3-3, 4）．糖

蜜法はリンゴジュースと黒糖で調整し，常緑植物の葉やガ

ードレールなどに日没頃噴霧し 20 時頃まで見回り採集し

た． 
調査日にはカーテントラップを 1～3 基と，ロビンソント

ラップを 1～6 基設置した（地図 1）．なお三方岩駐車場では

カーテン法のみ行なった．今回のカーテントラップの設置

は延べ 22 ヶ所，小型ロビンソントラップは 50 ヶ所と糖蜜

法は 3 ケ所であった（図 2）． 
調査で得られた標本は展翅標本あるいは三角紙標本にし，

一部は交尾器を解剖顕鏡して同定した．標本は筆者らの手

元と岐阜県博物館に保管した． 

結果と考察

白川村白山山麓の蛾類については，岐阜県昆虫目録Ⅱ 遠

藤ほか， で 種が文献収録によって報告された．そ

の後，遠藤らが白川村大窪・馬狩・大牧地域を 年から

年に亘って調査した結果として 種を報告し 遠藤，

新たに 種を加えた．さらに白山 船越， な

どの報告が加わり総種数は 種となった．種数からし

て比較的良く調査された地域ではあるが，ホワイトロード

付近，白川村野谷荒谷周辺の記録はほとんどなく残された

地域であり，今回その調査を行なうことができた．大白川に

ついては，通年に亘った記録がないため，この地域も含めて

調査を行なった．ただ大白川沿いの白山公園線では災害復

旧工事により入れる時期が限定されたことは残念であり，

今後に機会があれば調査したい地域である．

さらに馬狩谷地域のホワイトロード馬狩料金所付近の馬

狩・大窪・飯島地区では全てロビンソントラップによる調査

を行なった

小型ロビンソントラップについては，高山市奥飛騨温泉

郷神坂右俣・左俣の蛾類 遠藤他， で調査への活用に一

定の効果を上げる事を報告している．この結果を踏まえ本

調査ではカーテン法と併用して広い範囲に設置した．小型

ロビンソントラップの特徴として軽量で扱いやすく，カー

テントラップが設置できない狭い場所や林内，道路際での

設置が可能な事，ライトに誘引されボックスに入った個体

は見落されることがなく捕獲できる事から多く活用した．

結果として本調査では 科 種（表 1）を記録する

ことができた 目録と採集記録 ．

採集記録は，採集日，地域とトラップ記号で，採集地，地

域メッシュ，標高，採集方法，採集者を表記した一覧表（表

2）を末尾に付した. 
今まで記録のなかった 種が追加され白川村白山山麓

で総種数は 種となった

採集法別では，カーテントラップで 種，小型ロビン

ソントラップが 種で，小型ロビンソントラップを多用

したことで，カーテン法に遜色ない種数を記録できた．糖蜜

採集は 種と適時期の調査が出来なくて種数は伸びていな

い．

小型ロビンソントラップの効果としては，採集した全

種のうち 種 が小型ロビンソントラップだ

けで採集されており，調査には有効であった．

今回の調査で小型ロビンソントラップだけで 回以上採

集された種としてコヨツメエダシャク，フタクロテンナミ

シャク，ヒメコブヒゲアツバ，キベリシロナミシャク，スミ

コブガ，ツマオビアツバ，ミスジアツバ，マダラコヤガ，ク

ロモクメヨトウなど 種あり，ほかにも 回採れた種が

種あった．また岐阜県未採集種のシノノメマルハキバガを

はじめ採集事例の少ない種としてヤマトマルハキバガ，ト

ウヒオオハマキ，ネアカナカジロナミシャク，ハイマダラコ

ヤガなどが採集された．

結果が示すようにカーテントラップに小型ロビンソント

ラップを併用することは有効であるが，設置場所の多様な

選択を進めることで，より効果的に精度を上げた調査が期

待できる．

日本産蛾類標準図鑑Ⅰ Ⅳ 岸田， ；広渡ほか，

；那須ほか， の分布の記述から➀本州（四国，九

州に分布する種も含む，以下同じ）と北海道に分布域を持ち

南西諸島に分布域がない種（北の要素を持つ種）と，②本州

3 2 1
4 

4 

図3．トラップの設置状況．1：長方形カーテントラップ（荒谷），2：四面十字立体型カーテントラップ
　　 (三方岩駐車場），3,4：小型ロビンソントラップ（馬狩谷）．

3 2 1 4 

.
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と南西諸島に分布域を持ち北海道には分布域がない種（南

の要素を持つ種）に着目した．

年から 年に行なわれた白川村の調査で，当地

の蛾相の特徴として県内飛騨東北部の山地と共通する寒地

系種が多い 遠藤ほか， とした．本調査で飛騨東北部と

共通する北の要素を持つ種が 種追加され 種になっ

た．主な種類はトガリヒロバキバガ，ウツギアミメハマキ，

トウヒオオハマキ，ナカグロツマジロヒメハマキ，マゲバヒ

メハマキ，ニセリンゴハマキモドキ，イワテカマトリバ，イ

ツスジエダシャク，ツマキウスグロエダシャク，ネアカナカ

ジロナミシャク，マツクロスズメ，ヒメキアシドクガ，ミヤ

マキシタバ，ウスクビグロクチバ，ニセマガリキンウワバ，

ミヤマショウブヨトウなどである．

当地で記録した 種のうち北の要素を持つ種は

種（全種の ％）と比較的多く，一方南の要素を持つ種は，

種（同 ）と少ない．これらの主な種にはホソオビキマ

ルハキバガ，ナカジロヒメハマキ，キベリトガリメイガ，セ

スジノメイガ，クロスカシトガリノメイガ，キスジシロフタ

オ，クロフシロエダシャク，エグリエダシャク，ツマキリウ

スキエダシャク，カギバアオシャク，ウスクモナミシャク，

シモフリスズメ，キイロスズメ，ツマキホソバ，ネスジキノ

カワガ，キノカワガ，ヒメエビイロアツバ，オオトビモンア

ツバ，ウスヅマアツバ，ソトウスアツバ，ソトウスグロアツ

バ，オオシロテンクチバ，ヤマトホソヤガ，クロコサビイロ

ヤガ，チャイロカドモンヨトウ，ハジマヨトウ，ヒマラヤハ

ガタヨトウ，キミャクヨトウ，マエジロアカフキヨトウなど

がある．

年から 年にかけて遠藤らによって行なわれた

県南西部の海津市南濃町 当調査地より南に約 の調

査では 種 岐阜県の蛾を調べる会， が記録され，

そのうち北の要素を持つ種は 種（同 ），南の要素

を持つ種は 種（同 ％）であった．当調査地を南濃町

と比較すると，明らかに北の要素を持つ種の比率が高く，南

の要素を持つ種の比率は低いことが示された．

白山は高山帯を有し西側に高標高地を示す山地はなく西

限界とされる植物が多い．同様に本州の南限に当たり中部

地方以北に産すると考えられる種として，シラフオオヒメ

ハマキ，ウスキモンノメイガ，ウスグロマルモンノメイガ，

シロフタオ，ウラモンウストビナミシャク，ウラモンカバナ

ミシャク，マエフタテンナミシャク，ニセツマアカシャチホ

コ，シロジマシャチホコ，カバイロコブガ，ミヤマキシタバ，

オオムラサキキンウワバ，シロケンモン，オオホソバケンモ

ン，ハンノケンモン，キクセダカモクメ，ウスムラサキヨト

ウ，エゾクロギンガ，ミヤマカバキリガ，エゾチャイロヨト

ウ，ミヤマヨトウ，シロオビハイイロヤガ等が採集された．

また本調査の標高 から にかけての地域は

裏日本型のブナ林として落葉広葉樹林帯を形成し，ブナを

優占にミズナラ，シナノキ，ウダイカンバ，ハウチワカエデ，

下層にはエゾユズリハ，イヌツゲ，ネマガリダケなどからな

る．それらに由来すると考えられる種としてオオエグリキ

バガ，アカネハマキ，ウスグロフユハマキ，サッポロヒメハ

マキ，シロアシヨツメモンヒメハマキ，ネアオフトメイガ，

クロオビノメイガ，オビカギバ，スグリシロエダシャク，ハ

ルタウスクモエダシャク，ナミスジフユナミシャク，ウチス

ズメ，エゾギンモンシャチホコ，シロスジシャチホコ，シロ

シャチホコ，タカムクシャチホコ，ウグイスシャチホコ，マ

ルモンシャチホコ，ブナアオシャチホコ，ヒメキアシドクガ，

カバイロコブガ，カバイロリンガ，ソトキイロアツバ，ミヤ

マキシタバ，ヒメシロシタバ，ゴマシオキシタバ，ヨシノキ

シタバ，シロシタケンモン，エゾモクメキリガ，ハイイロハ

ガタヨトウ，シロクビキリガ，ミカヅキキリガ，シラホシキ

リガ，フタスジキリガ，ヒメギンガ，ウラギンガ，アトジロ

キリガ等が採集された．

当調査の遇産蛾としてはシンジュキノカワガ（ Ⅷ ，

♀），クロコサビイロヤガ（ Ⅶ ， ♀），マエジロ

アカフキヨトウ（ Ⅷ ， ♂）が高標高地の三方岩駐

車場（ ）で採集された．

県初記録は次の 種であった．シノノメマルハキバガ，ナカ

ジロヒメハマキ，オオカバスソモンヒメハマキ，ムツテンナミ

シャク．これらの種は注目すべき種で取り上げた． 
 

注目すべき種

シノノメマル

ハキバガ

北海道，本州に分布し，近県では石川県，富山県，愛知県で

も記録されている．本調査では荒谷林道で Ⅵ に ♀

がロビンソントラップで採集された．岐阜県初記録．山地性

の種．寄生植物はゴボウ キク科 が知られているが，ヨーロ

ッパではアザミ属 キク科 などが寄主として知られている

ので 坂巻， ，ゴボウ以外の寄主があるものと思われる．

（図 ）

ヤマボクチマルハキバガ

日本では北海道 村松 ，本州に分布し，北陸地方では

石川県の白山山麓の白山市六万山 富樫， で採集され

ている．岐阜県では白山山麓の平瀬岩屋ケ谷の 月に採集

があるが 宮野， ，本調査では Ⅸ に ♂が三

方岩駐車場で 例目が採れた．今のところ県内では白山山

麓以外では採集されていない．寄主植物はオヤマボクチ，ナ

ンブトウヒレン キク科 が知られている．旧名ノブキヒラ

，

.

.

.

.

.

.
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タマルハキバガ．（図 ）

ヤマトマルハキバガ

本州に分布し北陸地方では富山県 富山県蛾類博物館，

で記録されている．県内では山県市伊往戸 宮野，

で 月に記録されている．本調査では荒谷で

Ⅴ に ♂がロビンソントラップで採れた．岐阜県 例

目．寄主植物はハギ属 マメ科 が知られている．（図 ）

トウヒオオハマキ

千島列島，北海道，本州に分布する．本州では中部地方など

の山地帯上部から亜高山帯に限られる傾向にある．岐阜県

では飛騨東部の飛騨市 宮野， ，高山市 船越， ，

宮野， ，下呂市 神保ほか， などで記録されてい

る．本調査にて初めて飛騨西部の白川郷展望台 で

Ⅷ に ♀をロビンソントラップで採集した．寄主植

物はトドマツなどモミ属とトウヒ属 マツ科 が知られて

いる．（図 ）

図 ． ：シノノメマルハキバガ， ：ヤマボクチマルハキバガ， ：ヤマトマルハキバガ， ：トウヒオオハマキ， ：ナカジロヒメハマ

キ， ：スノキツマジロヒメハマキ， ：ゴトウヅルヒメハマキ， ：オオカバスソモンヒメハマキ， ：ヒメクロホシフタオ， ：ヒゲブ

トシロオビヒメエダシャク， ：イツスジエダシャク， ：ムツテンナミシャク， ：ネアカナカジロナミシャク， ：マエフタテンナ

ミシャク， ：ヒメキアシドクガ， ：ハイマダラコヤガ， ：ウスクビグロクチバ， ：ヤマトホソヤガ， ：ミヤマショウブヨト

ウ， ：マエジロアカフキヨトウ．

1 2 3 4 

5 6 7 8 

9 10 11 
 

12 
 

13 
 

14 15 16 

17 18 19 20 
 

9 9 

1 2 3 4 

5 6 7 8 

10 11 12 

13 14 15 16 

17 18 19 20 

5

岐阜県大野郡白川村白山山麓の蛾類



04 調査研究報告（説田） docx  

6 
 

ナカジロヒメハマキ

本州～南西諸島に分布し 月まで見られる 駒井， ．

本調査では大白川で Ⅶ に ♀が採集された．岐阜県

初採集．寄主植物はサクラソウ科，ヤマモモ科が知られる．

（図 ）

スノキツマジロヒメハマ

キ

千島列島，北海道，本州に分布している．北陸地方では石川

県白山市釈迦林道 富沢ほか， などの白山山麓

や富山県 富山県蛾類博物館， でも採集されている．白

山周辺では標高 ｍ前後の山地に見られるが，個体数の

少ない種と思われる．本調査では三方岩駐車場で

Ⅷ に ♀が採集された．岐阜県初記録．寄主植物はクロ

ウスゴ，オオバスノキ，スノキ ツツジ科 が知られている．

（図 ）

ゴトウヅルヒメハ

マキ

千島列島，北海道，本州に分布し北陸地方では石川県白山市

六万山の白山山麓 富沢， や富山県でも記録されてい

る 富山県蛾類博物館， ．岐阜県では高山市荘川町六厩

で 月に記録されている 宮野， ．本調査にて大白川

で Ⅶ に ♂が採集された．岐阜県２例目で山地性の

少ない種である．寄主植物はツルアジサイ アジサイ科 ，シ

ナノキ アオイ科 が知られている．（図 ）

オオカバスソモンヒメハマ

キ

千島列島，北海道，本州に分布する．愛知県，新潟県で記録

されている．本調査にて荒谷で Ⅵ に ♂が採集され

た．岐阜県初記録．寄主植物は未知．（図 ）

ヒメクロホシフタオ

北海道，本州，四国，九州に分布し，クロホシフタオ属の最

小型種．本調査では Ⅵ に大白川で ♂ Ⅵ

に荒谷にて ♂が採集された．富沢・大和田 によって

報告された“ウスチャオビフタオ ． ”は本種の

変異個体であることが判明したので ここに訂正しておく．

（図 ）

ヒゲブトシロオビヒメエダシ

ャク

本種は佐藤 によりシロオビヒメエダシャク ．

の隠蔽種として新種記載された．北海

道，本州 岩手，秋田，宮城，新潟，長野，岐阜 に分布する．

県内では温見峠で６月に記録され 宮野ほか， ， 例目

として本調査地の荒谷で Ⅴ に ♂が採集された

この ケ所ではともに両種が採集されている．佐藤

はブナ帯を主な生息域と推測しているが両地ともに同様に

ブナ帯である．（図 ）

イツスジエダシャ

ク

北海道，本州，四国，九州に分布し，本州では高標高の山地

に分布する．岐阜県では高山市奥飛騨温泉郷神坂左俣

遠藤ほか， ，乗鞍岳畳平 船越ほか，

，下呂市落合濁河 田中 など飛騨東部で

確認されている．本調査で飛騨西部では初めて白山山麓の

三方岩駐車場 で Ⅶ に ♂が採集された．石

川県側の白山市白山林道 富沢ほか， などの

ｍの白山山麓で採れている．寄主植物は，広食性と推定され

ている 佐藤， ．（図 ）

ムツテンナミシャク

北海道と本州の東北地方，中部地方山地に局地的に産する

希少種．本調査では Ⅵ に三方岩駐車場にて ♂が

採集された．県内では初記録である．白山の西側に当たる石

川県の白山市で記録されている 富沢， ．（図 ）

(Oberthür) ネアカナカジロ

ナミシャク

北海道，本州，四国に産するが，本州では亜高山帯で見られ

る．県内では高山市奥飛騨温泉郷神坂左俣林道ワサビ平 遠

藤ほか， 同平湯峠 遠藤， で得られている．本

調査では Ⅸ に白山白川郷ホワイトロード展望台に

設置したロビンソントラップにて採集した．白山側では初

記録となる．近県では石川県白山市で記録されている 富沢，

．（図 ）

マエフタテンナミシャ

ク

本種は北海道 本州中部地方以北 四国に 月に産するが

少ない．県内では高山市荘川町六厩で 年 月に ♂が

記録されている 宮野， ．本調査ではホワイトロード展

望台で Ⅷ に ♂が採集され県内 ヶ所目となった．

近県では石川県白山市六万山の白山山麓 富沢， ，富山

県にて記録されている 富山県蛾類博物館， ．（図

）
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ヒメキアシドクガ

北海道，本州の東北地方北部，中部地方山地に産する．県内

では高山市奥飛騨温泉郷神坂ワサビ平にて ♂ ♀が記録さ

れている 遠藤ほか， ．本調査では平瀬大白川間名古谷

出合上にて Ⅶ に ♂ ♀が採集された．県内 ヵ所

目の記録となる．寄主植物はハルニレ ニレ科 である．（図

）

ハイマダラコヤガ

本州の愛知，三重，広島，大阪，岩手など局地的に採れてい

る．県内では高山市国府町（船越， ，土岐市和泉町（宮

野， ）で記録されているが少ない種である．本調査では

Ⅵ に馬狩谷白谷に設置したロビンソントラップに

て ♂を採集した．（図 ）

(Hübner) ウスクビグロクチバ

本種は北海道，本州の中部地方周辺の高標高地に産する．本

調査で Ⅵ に ♂， Ⅶ に ♀を三方岩駐車

場で採集した．県内では高山市朝日町濁河峠 （岐阜県

の蛾を調べる会， ）があり， ヵ所目の記録となる．近

県では隣接する石川県白山市白山林道 中宮温泉

で記録され 当地の岩崖や崩壊地に生息域が関連す

ることを推察されている 富沢ら 寄主植物のイワ

オウギ（マメ科）は高標高地の草地・砂礫地に分布する．（図

）

ヤマトホソヤガ

本種は本州の中部以西から四国，九州，対馬，トカラ列島に

産する日本固有種である．県内では美濃地方で数ヶ所の記

録があり 岐阜県昆虫分布研究会， ，南の要素を持つ種

である．本調査では三方岩駐車場で Ⅸ に ♂，

Ⅸ に ♀を採集した．寄主植物はクヌギであり，発生地

から高標高地へ上がってきたものと考えられる．（図 ）

ミヤマショウブヨトウ

北海道，東北地方，関東地方，中部地方の標高 以上

の山地に産し少ない種である．本調査において三方岩駐車

場にて Ⅷ に ♂が得られた．同時に広域種である

ショウブヨトウも飛来した．県内では乗鞍岳の採集（宮

田 があるだけで極めて少ない種である．（図 ）

マエジロアカフキヨ

トウ

国内の以前の採集は屋久島のみであったが，その後奄美大

島，熊本で発見され，愛媛県，兵庫県，鳥取県 松尾，

の他に愛知県（間野ほか， では ヶ所で報告されてい

る．県内では乗鞍岳（船越， ，中津川市付知峡（平坪，

で記録されている．その後遠藤弘志により高山市平湯

峠 Ⅹ で ♂，池田町池田山 Ⅺ で ♂が採

集された（未発表 ．本調査では三方岩駐車場にて

Ⅷ に ♂が採集された．近似種のアワヨトウ同様に移動

性が強いと推測され，今後も各地で採集されると思われる

が，どこまで定着しているかは興味があり注目したい．（図

）
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布研究会，岐阜． 
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目録と採集記録 
目録と採集記録における蛾類の分類と種の配列，種名

（学名・和名）の表記は，概ね，日本産蛾類標準図鑑Ⅰ Ⅳ

岸田， ；広渡ほか， ；那須ほか， に準

じた．記録は採集地域，雌雄個体数，採集日とトラップ記

号の順に記した．

目録と採集記録 
INCURVARIOIDEA マガリガ上科 
ADELIDAE ヒゲナガガ科 
Adelinae ヒゲナガガ亜科 
1．Nemophora aurifera (Butler) ホソオビヒゲナガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 f．  
TINEOIDEA ヒロズコガ上科 
TINEIDAE ヒロズコガ科 
Euplocaminae クシヒゲヒロズコガ亜科 
1．Pelecystola strigosa (Moore) クシヒゲキヒロズコガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
YPONOMEUTOIDEA スガ上科 
YPONOMEUTIDAE スガ科 
Yponomeutinae スガ亜科 
1．Yponomeuta tokyonellus Matsumura マユミオオ

スガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a．  
2．Yponomeuta polystictus Butler オオボシオオスガ 
 大白川：1♂,2-IX-2019 f．  
3．Yponomeuta sociatus Moriuti ツルウメモドキスガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,2-IX-2019 f．  

4．Yponomeuta kanaiellus Matsumura ニシキギスガ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
5．Yponomeuta osakae Moriuti マユミハイスガ 
 荒谷：1♂,21-X-2020 e．  
6．Yponomeuta meguronis Matsumura マサキスガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  
Argyresthiinae メムシガ亜科 
1．Argyresthia subrimosa Meyrick オオキメムシガ 
 馬狩谷：1♂,9-X-2019 c．  
YPSOLOPHIDAE クチブサガ科 
1．Ypsolopha parenthesella (Linnaeus) ウスイロクチ

ブサガ 
 荒谷：1♂,30-IX-2020 b．  
2．Ypsolopha albistriata (Issiki) ギンスジクチブサガ 
 大白川：1♀,21-X-2020 g．  
3．Ypsolopha fujimotoi Moriuti サビイロクチブサガ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 a； 1♀,30-V-2019 f．  
4．Ypsolopha longa Moriuti マユミオオクチブサガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f．  
5．Ypsolopha acuminata (Butler) ホソトガリクチブサ

ガ 

科　　　　名 種数 科　　　　名 種数
ADELIDAE　ヒゲナガガ科 PYRALIDAE　メイガ科
TINEIDAE　ヒロズコガ科 CRAMBIDAE　ツトガ科
YPONOMEUTIDAE　スガ科 DREPANIDAE　カギバガ科
YPSOLOPHIDAE　クチブサガ科 EPICOPEIIDAE　アゲハモドキガ科
DEPRESSARIIDAE　ヒラタマルハキバガ科 URANIIDAE　ツバメガ科
XYLORYCTIDAE　ヒロバキバガ科 GEOMETRIDAE　シャクガ科
OECOPHORIDAE　マルハキバガ科 LASIOCAMPIDAE　カレハガ科
LECITHOCERIDAE　ヒゲナガキバガ科 EUPTEROTIDAE　オビガ科
PELEOPODIDAE　エグリキバガ科 BOMBYCIDAE　カイコガ科
GELECHIIDAE　キバガ科 SATURNIIDAE　ヤママユガ科
LIMACODIDAE　イラガ科 BRAHMAEIDAE　イボタガ科
ZYGAENIDAE　マダラガ科 SPHINGIDAE　スズメガ科
COSSIDAE　ボクトウガ科 NOTODONTIDAE　シャチホコガ科
TORTRICIDAE　ハマキガ科 LYMANTRIIDAE　ドクガ科
CHOREUTIDAE　ハマキモドキガ科 ARCTIIDAE　ヒトリガ科
PTEROPHORIDAE　トリバガ科 MICRONOCTUIDAE　アツバモドキガ科
CARPOSINIDAE　シンクイガ科 NOLIDAE　コブガ科
THYRIDIDAE　マドガ科 NOCTUIDAE　ヤガ科

計

表1．科別種数
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 荒谷：1♂,2-VI-2020 e．  
6．Rhabdocosma aglaophanes Meyrick ムラサキクチ

ブサガ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
GELECHIOIDEA キバガ上科 
DEPRESSARIIDAE ヒラタマルハキバガ科 
1．Agonopterix propinquella (Treitschke) シノノメマ

ルハキバガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 d．  
2．Agonopterix mutuurai Saito ヤマボクチマルハキバ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a．  
3．Agonopterix japonica Saito ウスマダラヒラタマル

ハキバガ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 a； 2♀,2-VI-2020 c； 1♀,2-

VI-2020 e．  
4．Agonopterix yomogiella Saito ヨモギヒラタマルハ

キバガ 
 馬狩谷：1♀,9-X-2019 c．  
5．Agonopterix phaeocausta (Meyrick) ムジチャヒラ

タマルハキバガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a．  
6．Agonopterix costaemaculella (Christoph) モンシロ

ヒラタマルハキバガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  
7．Agonopterix selini (Heinemann) アズサアサギマル

ハキバガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
8．Agonopterix yamatoensis Fujisawa ヤマトマルハ

キバガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f．  
XYLORYCTIDAE ヒロバキバガ科 
1．Pantelamprus staudingeri Christoph トガリヒロ

バキバガ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d．  
OECOPHORIDAE マルハキバガ科 
Oecophorinae マルハキバガ亜科 
1．Schiffermuelleria zelleri (Christoph) カノコマルハ

キバガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c．  
2．Acryptolechia malacobyrsa (Meyrick) ホソオビキ

マルハキバガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
3．Carcina homomorpha (Meyrick) ウスムジヒゲナガ

マルハキバガ 

 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
LECITHOCERIDAE ヒゲナガキバガ科 
Torodorinae オビヒゲナガキバガ亜科 
1．Halolaguna sublaxata Gozmány コゲチャヒゲナガ

キバガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
PELEOPODIDAE エグリキバガ科 
1．Acria ceramitis Meyrick ネズミエグリキバガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
GELECHIIDAE キバガ科 
Metzeriinae モグリキバガ亜科 
1．"Gelechia" acanthopis Meyrick ソバカスキバガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b．  
Teleiodinae モンキバガ亜科 
1．Recurvaria comprobata (Meyrick) シロクロキバガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
2．Altenia inscriptella (Christoph) イシガケモンハイ

イロキバガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 f．  
Aristoteliinae カザリキバガ亜科 
1．Polyhymno corylella (Omelko) カギツマフトオビキ

バガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 

1♀,8-VII-2019 f．  
2．Polyhymno trapezoidella (Caradja) クルミシント

メキバガ 
 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
Dichomeridinae フサキバガ亜科 
1．Dichomeris harmonias Meyrick モンフサキバガ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
2．Dichomeris ustalella (Fabricius) カバオオフサキバ

ガ 
 荒谷：2♀,23-VII-2019 b； 1♂1♀,2-VI-2020 a． 大

白川：1♂1♀,8-VII-2019 j．  
3．Dichomeris tostella Stringer ムモンフサキバガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 a． 大白川：1♀,8-VII-2019 c．  
ZYGAENOIDEA マダラガ上科 
LIMACODIDAE イラガ科 
1．Kitanola uncula (Staudinger) マダライラガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,23-VII-2019 b； 2♂

1♀,2-VI-2020 a．  
2．Narosoideus flavidorsalis (Staudinger) ナシイラガ 
 ホワイトロード：2♂,3-VIII-2020 c；  1♂,3-VIII-

2020 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂,8-VII-2019 b． 
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大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 2♂
1♀,8-VII-2019 f； 21♂,8-VII-2019 g； 7♂,8-VII-
2019 h； 3♂,8-VII-2019 j．  

3．Monema flavescens Walker イラガ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
4．Scopelodes decolatus Sasaki キマダラテングイラ

ガ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
5．Scopelodes yoshimotoi Sasaki ウスイロテングイラ

ガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
6．Phrixolepia sericea Butler アカイラガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c．  大白川：1♂,13-VI-

2019 b； 2♂,8-VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 e； 
4♂,8-VII-2019 f．  

7．Austrapoda dentata (Oberthür) ムラサキイラガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 e； 3♂2♀,8-VII-2019 f．  

8．Parasa hilarula (Staudinger) クロシタアオイラガ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：2♂,30-V-2019 c；  2♂,30-V-
2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 2♂1♀,8-VII-2019 b； 
1♂,23-VII-2019 b；  3♂,2-VI-2020 a．  大白川：

1♂,13-VI-2019 b； 3♂,13-VI-2019 d； 3♂,8-VII-
2019 c；  1♀,8-VII-2019 f；  8♂,8-VII-2019 g； 
2♂,8-VII-2019 j．  

9．Ceratonema sericeum (Butler) ウストビイラガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 f．  
10．Naryciodes posticalis Matsumura ヒロズイラガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
ZYGAENIDAE マダラガ科 
Chalcosiinae ホタルガ亜科 
1．Neochalcosia remota (Walker) シロシタホタルガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,8-

VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b． 大白川：6♂,8-VII-
2019 h．  

COSSOIDEA ボクトウガ上科 
COSSIDAE ボクトウガ科 
Zeuzerinae ゴマフボクトウ亜科 
1．Zeuzera multistrigata leuconota Butler ゴマフボ

クトウ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
TORTRICOIDEA ハマキガ上科 

TORTRICIDAE ハマキガ科 
Tortricinae ハマキガ亜科 
1．Acleris tigricolor (Walsingham) トラフハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
2．Acleris leechi (Walsingham) ギンヨスジハマキ 
 大白川：1♀,13-VI-2019 e．  
3．Acleris razowskii (Yasuda) ニセウスギンスジキハ

マキ 
 ホワイトロード：2♀,2-IX-2019 a．  
4．Acleris platynotana (Walsingham) フタスジクリイ

ロハマキ 
 大白川：1♀,13-VI-2019 a．  
5．Acleris submaccana (Filipjev) ミヤマミダレモンハ

マキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：3♂,2-VI-

2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  
6．Acleris caerulescens (Walsingham) キボシエグリ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
7．Acleris exsucana (Kennel) ウツギアミメハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
8．Acleris phantastica Razowski & Yasuda アカネハ

マキ 
 大白川：1♀,2-IX-2019 d．  
9．Phalonidia chlorolitha (Meyrick) アミメホソハマ

キ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
10．Phtheochroides clandestina Razowski ヨモギオオ

ホソハマキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,25-

VIII-2019 b．  
11．Eulia ministrana (Linnaeus) ボカシハマキ 
 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-

VI-2020 b． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-
2019 d．  

12．Gnorismoneura mesotoma (Yasuda) トビモンハ

マキ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：2♂,8-VII-2019 f．  
13．Homonopsis foederatana (Kennel) ツヅリモンハ

マキ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
14．Pseudeulia vermicularis (Meyrick) ハイジロハマ

キ 
 荒谷：2♀,2-VI-2020 a．  
15．Archips audax Razowski アトキハマキ 

11

岐阜県大野郡白川村白山山麓の蛾類



 

12 
 

 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  
16．Archips ingentana (Christoph) オオアトキハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
17．Archips oporana (Linnaeus) マツアトキハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
18．Archips viola Falkovitsh ムラサキカクモンハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂2♀,23-VII-2019 b． 大

白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-
VII-2019 j．  

19．Archips xylosteana (Linnaeus) カクモンハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
20．Archips fuscocupreana Walsingham ミダレカク

モンハマキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：2♂,8-

VII-2019 c．  
21．Archips nigricaudana (Walsingham) シリグロハ

マキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
22．Choristoneura diversana (Hübner) コスジオビハ

マキ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
23．Choristoneura adumbratana (Walsingham) リン

ゴオオハマキ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 f．  
24．Ptycholoma lecheana circumclusana (Christoph)

オオギンスジハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-

2020 a． 大白川：1♂1♀,13-VI-2019 d．  
25．Ptycholoma imitator (Walsingham) アミメキハマ

キ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-

VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
26．Pandemis cinnamomeana (Treitschke) アカトビ

ハマキ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c； 1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♂,15-IX-2020 c． 
荒谷：2♂,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 f．  

27．Pandemis chlorograpta Meyrick ウストビハマキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,8-VII-2019 c．  

28．Pandemis corylana (Fabricius) ウスアミメトビハ

マキ 

 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
29．Pandemis monticolana Yasuda ヤマトビハマキ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b．  
30．Pandemis heparana (Denis & Schiffermüller) ト

ビハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 c．  
31．Lozotaenia coniferana (Issiki) トウヒオオハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
32．Neocalyptis liratana (Christoph) フタモンコハマ

キ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♀,21-X-2020 f．  
33．Diplocalyptis congruentana (Kennel) トビモンコ

ハマキ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a．  
34．Diplocalyptis nigricana (Yasuda) ニセトビモンコ

ハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
Olethreutinae ヒメハマキガ亜科 
1．Cryptaspasma marginifasciata (Walsingham) ヘリ

オビヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a； 2♂,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
2．Eudemis brevisetosa Oku ツママルモンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
3．Eudemis lucina Liu & Bai ナカグロマルモンヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
4．Aterpia flavipunctana (Christoph) オカトラノオヒ

メハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f； 3♂,2-VI-2020 d．  
5．Aterpia praeceps (Meyrick) ナカジロヒメハマキ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 f．  
6．Hedya inornata (Walsingham) オオサザナミヒメハ

マキ 
 馬狩谷：10♂2♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-

2019 f； 1♀,8-VII-2019 j．  
7．Hedya dimidiana (Clerck) シロモンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 e； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 大
白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  

8．Hedya simulans Oku ナガウスツマヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
9．Hedya vicinana (Ragonot) シラフオオヒメハマキ 
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 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  
16．Archips ingentana (Christoph) オオアトキハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
17．Archips oporana (Linnaeus) マツアトキハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
18．Archips viola Falkovitsh ムラサキカクモンハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂2♀,23-VII-2019 b． 大

白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-
VII-2019 j．  

19．Archips xylosteana (Linnaeus) カクモンハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
20．Archips fuscocupreana Walsingham ミダレカク

モンハマキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：2♂,8-

VII-2019 c．  
21．Archips nigricaudana (Walsingham) シリグロハ

マキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
22．Choristoneura diversana (Hübner) コスジオビハ

マキ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
23．Choristoneura adumbratana (Walsingham) リン

ゴオオハマキ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 f．  
24．Ptycholoma lecheana circumclusana (Christoph)

オオギンスジハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-

2020 a． 大白川：1♂1♀,13-VI-2019 d．  
25．Ptycholoma imitator (Walsingham) アミメキハマ

キ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-

VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
26．Pandemis cinnamomeana (Treitschke) アカトビ

ハマキ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c； 1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♂,15-IX-2020 c． 
荒谷：2♂,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 f．  

27．Pandemis chlorograpta Meyrick ウストビハマキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,8-VII-2019 c．  

28．Pandemis corylana (Fabricius) ウスアミメトビハ

マキ 

 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
29．Pandemis monticolana Yasuda ヤマトビハマキ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b．  
30．Pandemis heparana (Denis & Schiffermüller)

トビハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 c．  
31．Lozotaenia coniferana (Issiki) トウヒオオハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
32．Neocalyptis liratana (Christoph) フタモンコハマ

キ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♀,21-X-2020 f．  
33．Diplocalyptis congruentana (Kennel) トビモンコ

ハマキ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a．  
34．Diplocalyptis nigricana (Yasuda) ニセトビモンコ

ハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
Olethreutinae ヒメハマキガ亜科 
1．Cryptaspasma marginifasciata (Walsingham) ヘリ

オビヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a； 2♂,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
2．Eudemis brevisetosa Oku ツママルモンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
3．Eudemis lucina Liu & Bai ナカグロマルモンヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
4．Aterpia flavipunctana (Christoph) オカトラノオヒ

メハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f； 3♂,2-VI-2020 d．  
5．Aterpia praeceps (Meyrick) ナカジロヒメハマキ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 f．  
6．Hedya inornata (Walsingham) オオサザナミヒメハ

マキ 
 馬狩谷：10♂2♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-

2019 f； 1♀,8-VII-2019 j．  
7．Hedya dimidiana (Clerck) シロモンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 e； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 大
白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  

8．Hedya simulans Oku ナガウスツマヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
9．Hedya vicinana (Ragonot) シラフオオヒメハマキ 
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 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
10．Hedya atropunctana (Zetterstedt) クロテンツマ

キヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,2-VI-

2020 a．  
11．Pseudohedya retracta Falkovitsh オオナミスジキ

ヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
12．Pseudohedya plumbosana (Kawabe) ニセギンボ

シモトキヒメハマキ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b．  
13．Apotomis vaccinii Kuznetzov スノキツマジロヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
14．Apotomis jucundana Kawabe ナカグロツマジロ

ヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
15．Olethreutes captiosana (Falkovitsh) モンギンス

ジヒメハマキ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
16．Olethreutes pryerana pryerana (Walsingham) キ

スジオビヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-
2019 d；  1♀,8-VII-2019 c；  2♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 j．  

17．Olethreutes morivora (Matsumura) コクワヒメハ

マキ 
 荒谷：2♂,2-VI-2020 d．  
18．Olethreutes transversana (Christoph) オオクリモ

ンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
19．Olethreutes electana (Kennel) ウツギヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
20．Olethreutes hydrangeana Kuznetzov ゴトウヅル

ヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
21．Celypha flavipalpana (Herrich-Schäffer) コキス

ジオビヒメハマキ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d．  
22．Lobesia incystata Liu & Yang トドマツチビヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
23．Ancylis nemorana Kuznetzov カギバヒメハマキ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  

24．Ancylis partitana (Christoph) カバカギバヒメハ

マキ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  
25．Ancylis upupana (Treitschke) コゲチャカギバヒ

メハマキ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 c．  
26．Ancylis selenana (Guenée) フタボシヒメハマキ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 f．  
27．Kennelia xylinana (Kennel) マゲバヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
28．Rhopalovalva amabilis Oku ブナヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
29．Spilonota prognathana (Snellen) ハシバミシロヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
30．Epinotia ulmicola Kuznetzov ニレコヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  
31．Epinotia rasdolnyana (Christoph) セクロモンヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a． 馬狩谷：1♀,9-X-

2019 c． 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
32．Epinotia nisella (Clerck) ヤナギメムシガ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 b．  
33．Zeiraphera subcorticana (Snellen) ミドリモンヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
34．Gypsonoma oppressana (Treitschke) タテヤマヒ

メハマキ 
 大白川：2♀,8-VII-2019 c．  
35．Notocelia rosaecolana (Doubleday) バラシロヒメ

ハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f． 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
36．Epiblema foenella (Linnaeus) ヨモギネムシガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
37．Epiblema inconspica (Walsingham) クロウンモン

ヒメハマキ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 e．  
38．Epiblema pryerana (Walsingham) プライヤヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♀,13-VI-2019 e．  
39．Eucosma rigidana (Snellen) オオカバスソモンヒ

メハマキ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
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 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  
16．Archips ingentana (Christoph) オオアトキハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
17．Archips oporana (Linnaeus) マツアトキハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
18．Archips viola Falkovitsh ムラサキカクモンハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂2♀,23-VII-2019 b． 大

白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-
VII-2019 j．  

19．Archips xylosteana (Linnaeus) カクモンハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
20．Archips fuscocupreana Walsingham ミダレカク

モンハマキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：2♂,8-

VII-2019 c．  
21．Archips nigricaudana (Walsingham) シリグロハ

マキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
22．Choristoneura diversana (Hübner) コスジオビハ

マキ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
23．Choristoneura adumbratana (Walsingham) リン

ゴオオハマキ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 f．  
24．Ptycholoma lecheana circumclusana (Christoph)

オオギンスジハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-

2020 a． 大白川：1♂1♀,13-VI-2019 d．  
25．Ptycholoma imitator (Walsingham) アミメキハマ

キ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-

VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
26．Pandemis cinnamomeana (Treitschke) アカトビ

ハマキ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c； 1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♂,15-IX-2020 c． 
荒谷：2♂,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 f．  

27．Pandemis chlorograpta Meyrick ウストビハマキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,8-VII-2019 c．  

28．Pandemis corylana (Fabricius) ウスアミメトビハ

マキ 

 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
29．Pandemis monticolana Yasuda ヤマトビハマキ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b．  
30．Pandemis heparana (Denis & Schiffermüller)

トビハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 c．  
31．Lozotaenia coniferana (Issiki) トウヒオオハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
32．Neocalyptis liratana (Christoph) フタモンコハマ

キ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♀,21-X-2020 f．  
33．Diplocalyptis congruentana (Kennel) トビモンコ

ハマキ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a．  
34．Diplocalyptis nigricana (Yasuda) ニセトビモンコ

ハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
Olethreutinae ヒメハマキガ亜科 
1．Cryptaspasma marginifasciata (Walsingham) ヘリ

オビヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a； 2♂,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
2．Eudemis brevisetosa Oku ツママルモンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
3．Eudemis lucina Liu & Bai ナカグロマルモンヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
4．Aterpia flavipunctana (Christoph) オカトラノオヒ

メハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f； 3♂,2-VI-2020 d．  
5．Aterpia praeceps (Meyrick) ナカジロヒメハマキ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 f．  
6．Hedya inornata (Walsingham) オオサザナミヒメハ

マキ 
 馬狩谷：10♂2♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-

2019 f； 1♀,8-VII-2019 j．  
7．Hedya dimidiana (Clerck) シロモンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 e； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 大
白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  

8．Hedya simulans Oku ナガウスツマヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
9．Hedya vicinana (Ragonot) シラフオオヒメハマキ 
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 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
10．Hedya atropunctana (Zetterstedt) クロテンツマ

キヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,2-VI-

2020 a．  
11．Pseudohedya retracta Falkovitsh オオナミスジキ

ヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
12．Pseudohedya plumbosana (Kawabe) ニセギンボ

シモトキヒメハマキ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b．  
13．Apotomis vaccinii Kuznetzov スノキツマジロヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
14．Apotomis jucundana Kawabe ナカグロツマジロ

ヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
15．Olethreutes captiosana (Falkovitsh) モンギンス

ジヒメハマキ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
16．Olethreutes pryerana pryerana (Walsingham)

キスジオビヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-
2019 d；  1♀,8-VII-2019 c；  2♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 j．  

17．Olethreutes morivora (Matsumura) コクワヒメハ

マキ 
 荒谷：2♂,2-VI-2020 d．  
18．Olethreutes transversana (Christoph) オオクリモ

ンヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
19．Olethreutes electana (Kennel) ウツギヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
20．Olethreutes hydrangeana Kuznetzov ゴトウヅル

ヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
21．Celypha flavipalpana (Herrich-Schäffer) コキス

ジオビヒメハマキ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d．  
22．Lobesia incystata Liu & Yang トドマツチビヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
23．Ancylis nemorana Kuznetzov カギバヒメハマキ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  

24．Ancylis partitana (Christoph) カバカギバヒメハ

マキ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c．  
25．Ancylis upupana (Treitschke) コゲチャカギバヒ

メハマキ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 c．  
26．Ancylis selenana (Guenée) フタボシヒメハマキ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 f．  
27．Kennelia xylinana (Kennel) マゲバヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
28．Rhopalovalva amabilis Oku ブナヒメハマキ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
29．Spilonota prognathana (Snellen) ハシバミシロヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
30．Epinotia ulmicola Kuznetzov ニレコヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  
31．Epinotia rasdolnyana (Christoph) セクロモンヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a． 馬狩谷：1♀,9-X-

2019 c． 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
32．Epinotia nisella (Clerck) ヤナギメムシガ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 b．  
33．Zeiraphera subcorticana (Snellen) ミドリモンヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
34．Gypsonoma oppressana (Treitschke) タテヤマヒ

メハマキ 
 大白川：2♀,8-VII-2019 c．  
35．Notocelia rosaecolana (Doubleday) バラシロヒメ

ハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f． 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
36．Epiblema foenella (Linnaeus) ヨモギネムシガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
37．Epiblema inconspica (Walsingham) クロウンモン

ヒメハマキ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 e．  
38．Epiblema pryerana (Walsingham) プライヤヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♀,13-VI-2019 e．  
39．Eucosma rigidana (Snellen) オオカバスソモンヒ

メハマキ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
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40．Eucosma metzneriana (Treitschke) トビモンシロ

ヒメハマキ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 d． 大白川：

1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 j．  
41．Rhopobota naevana (Hübner) クロネハイイロヒ

メハマキ 
 荒谷：1♀,30-IX-2020 b． 大白川：1♀,8-VII-2019 c．  
42．Rhopobota falcata Nasu マダラカマヒメハマキ 
 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
43．Antichlidas holocnista Meyrick ツマキハイイロヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
44．Dichrorampha latiflavana Caradja キオビヘリホ

シヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
45．Cryptophlebia yasudai Kawabe オオアシブトヒメ

ハマキ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
46．Parapammene selectana (Christoph) コスジオビ

キヒメハマキ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
47．Cydia japonensis Kawabe シロアシヨツメモンヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：2♂,3-VIII-2020 c． 大白川：2♀,8-

VII-2019 c．  
48．Cydia glandicolana (Danilevsky) サンカクモンヒ

メハマキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  
CHOREUTIDAE ハマキモドキガ科 
Choreutinae ハマキモドキガ亜科 
1．Choreutis pariana (Clerck) ニセリンゴハマキモド

キ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a．  
PTEROPHORIDAE トリバガ科 
Pterophorinae カマトリバガ亜科 
1．Oidaematophorus iwatensis (Matsumura) イワテ

カマトリバ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
CARPOSINIDAE シンクイガ科 
1 ． Heterogymna ochrogramma seriatopunctata 

Matsumura クロボシシロオオシンクイ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
THYRIDOIDEA マドガ上科 
THYRIDIDAE マドガ科 
Siculodinae マダラマドガ亜科 

1．Pyrinioides aureus Butler ハスオビマドガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♀,8-

VII-2019 c．  
PYRALOIDEA メイガ上科 
PYRALIDAE メイガ科 
Galleriinae ツヅリガ亜科 
1．Cataprosopus monstrosus Butler マエグロツヅリ

ガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
Pyralinae シマメイガ亜科 
1．Hypsopygia regina (Butler) トビイロシマメイガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c．  
2．Orthopygia placens (Butler) ツマキシマメイガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 j．  
3．Pyralis regalis subregalis Caradja ギンモンシマメ

イガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♀,26-

VI-2019 c． 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
4．Pyralis albiguttata Warren シロモンシマメイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
5．Endotricha minialis (Fabricius) キベリトガリメイ

ガ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-

VII-2019 f．  
6．Endotricha olivacealis (Bremer) ウスベニトガリメ

イガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：3♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♀,8-
VII-2019 j．  

Epipaschiinae フトメイガ亜科 
1．Lista ficki (Christoph) ナカムラサキフトメイガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 e． 馬狩谷：2♀,26-

VI-2019 c． 荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♀,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂1♀,8-VII-2019 g．  

2．Termioptycha nigrescens (Warren) クロフトメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a．  
3．Salma amica (Butler) オオフトメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,13-
VI-2019 d．  

4．Salma elegans (Butler) ナカアオフトメイガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
5．Orthaga achatina (Butler) ナカトビフトメイガ 
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 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
6．Orthaga onerata (Butler) ネアオフトメイガ 
 荒谷：3♀,23-VII-2019 b．  
Phycitinae マダラメイガ亜科 
1．Acrobasis frankella (Roesler) オオアカオビマダラ

メイガ 
 荒谷：2♂,23-VII-2019 b．  
2．Acrobasis malifoliella Yamanaka リンゴハマキマ

ダラメイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
3．Acrobasis encaustella Ragonot ウスアカマダラメ

イガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
4．Acrobasis rubrizonella (Ragonot) ギンマダラメイ

ガ 
 荒谷：2♀,23-VII-2019 b； 1♀,30-IX-2020 d．  
5．Furcata dichromella (Ragonot) フタグロマダラメ

イガ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a．  
6．Neorufalda pullella Yamanaka アカウスグロマダ

ラメイガ 
 大白川：2♂,8-VII-2019 f．  
7．Ceroprepes patriciella Zeller ウスアカネマダラメ

イガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a．  
8．Ceroprepes ophthalmicella (Christoph) ウスアカモ

ンクロマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 2♂,3-VIII-

2020 c； 1♂,15-IX-2020 b．  
9．Ceroprepes nigrolineatella Shibuya スジグロマダ

ラメイガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂2♀,2-VI-2020 a．  
10．Addyme obscuriella (Inoue) ウスクロスジマダラ

メイガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  
11．Etielloides curvellus Shibuya イタヤマダラメイ

ガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 c．  
12．Salebriopsis albicilla (Herrich-Schäffer) クチキハ

イイロマダラメイガ 
 荒谷：2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
13．Salebriopsis monotonella (Caradja) ハイイロマダ

ラメイガ 
 ホワイトロード：2♀,23-VII-2019 a．  

14．Ortholepis infausta (Ragonot) シロスジクロマダ

ラメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂

1♀,30-V-2019 c； 2♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂
1♀,13-VI-2019 d； 1♂1♀,8-VII-2019 c．  

15．Sciota mikadella (Ragonot) ミカドマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c．  
16．Sciota manifestella (Inoue) アカグロマダラメイガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 c．  
17．Dioryctria abietella (Denis & Schiffermüller) マ

ツノマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 大白川：1♀,13-

VI-2019 b．  
18．Oncocera semirubella (Scopoli) アカマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
19．Oncocera faecella (Zeller) シモフリマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
20．Cryptoblabes loxiella Ragonot カラマツマダラメ

イガ 
 ホワイトロード：2♀,23-VII-2019 a． 大白川：2♀,8-

VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 j．  
21．Patagoniodes nipponellus (Ragonot) トビスジマ

ダラメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 1♀,25-VIII-

2019 b； 2exs.,25-VIII-2019 c； 1♂,3-VIII-2020 c； 
1♂,15-IX-2020 b； 1♀,15-IX-2020 c．  

22．Paraemmalocera gensanalis (South) オオマエジ

ロホソメイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
CRAMBIDAE ツトガ科 
Crambinae ツトガ亜科 
1．Glaucocharis exsectella (Christoph) シロエグリツ

トガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
2．Microchilo inouei Okano チビツトガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
3．Pseudargyria interruptella (Walker) ホソスジツト

ガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 f．  
4．Chilo niponella (Thunberg) ニカメイガモドキ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
5．Chilo christophi Bleszynski オオバツトガ 
 荒谷：2♂,30-V-2019 c．  
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 荒谷：2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
13．Salebriopsis monotonella (Caradja) ハイイロマダ

ラメイガ 
 ホワイトロード：2♀,23-VII-2019 a．  

14．Ortholepis infausta (Ragonot) シロスジクロマダ

ラメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂

1♀,30-V-2019 c； 2♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂
1♀,13-VI-2019 d； 1♂1♀,8-VII-2019 c．  

15．Sciota mikadella (Ragonot) ミカドマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c．  
16．Sciota manifestella (Inoue) アカグロマダラメイガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 c．  
17．Dioryctria abietella (Denis & Schiffermüller)

マツノマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 大白川：1♀,13-

VI-2019 b．  
18．Oncocera semirubella (Scopoli) アカマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
19．Oncocera faecella (Zeller) シモフリマダラメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
20．Cryptoblabes loxiella Ragonot カラマツマダラメ

イガ 
 ホワイトロード：2♀,23-VII-2019 a． 大白川：2♀,8-

VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 j．  
21．Patagoniodes nipponellus (Ragonot) トビスジマ

ダラメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 1♀,25-VIII-

2019 b； 2exs.,25-VIII-2019 c； 1♂,3-VIII-2020 c； 
1♂,15-IX-2020 b； 1♀,15-IX-2020 c．  

22．Paraemmalocera gensanalis (South) オオマエジ

ロホソメイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
CRAMBIDAE ツトガ科 
Crambinae ツトガ亜科 
1．Glaucocharis exsectella (Christoph) シロエグリツ

トガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
2．Microchilo inouei Okano チビツトガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
3．Pseudargyria interruptella (Walker) ホソスジツト

ガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 f．  
4．Chilo niponella (Thunberg) ニカメイガモドキ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
5．Chilo christophi Bleszynski オオバツトガ 
 荒谷：2♂,30-V-2019 c．  
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6．Chrysoteuchia diplogramma (Zeller) ウスクロスジ

ツトガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 3♂1♀,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-
2019 f．  

7．Chrysoteuchia distinctella (Leech) テンスジツトガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：1♂,2-

IX-2019 d．  
8．Chrysoteuchia porcelanella (Motschulsky) ナカモ

ンツトガ 
 大白川：2♂,8-VII-2019 c．  
9．Crambus argyrophorus Butler シロスジツトガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,13-

VI-2019 d．  
10．Crambus pseudargyrophorus Okano ニセシロス

ジツトガ 
 ホワイトロード： 1♀,2-IX-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c．  
11．Crambus hachimantaiensis Okano ミヤマウスギ

ンツトガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a．  
12．Catoptria permiaca (Petersen) ヒシモンツトガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
13．Catoptria munroeella Bleszynski オオヒシモンツ

トガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a．  
14．Catoptria amathusia Bleszynski ヒメフタテンツ

トガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
15．Flavocrambus striatellus (Leech) クロスジツトガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  馬狩谷：

1♀,25-VIII-2019 d． 大白川：1ex.,8-VII-2019 f．  
Scopariinae ヤマメイガ亜科 
1．Scoparia spinata Inoue ノリクラヤマメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,3-VIII-2020 c．  
2．Scoparia latipennis Sasaki マダラヤマメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
3．Eudonia truncicolella (Stainton) ヒラノヤマメイガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b；  1♀,15-IX-

2020 c．  
4．Eudonia microdontalis (Hampson) スジボソヤマメ

イガ 
 荒谷：1♂,30-IX-2020 a．  

5．Eudonia persimilis Sasaki ウスグロヤマメイガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
Pyraustinae ノメイガ亜科 
1．Torulisquama evenoralis (Walker) セスジノメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  
2．Torulisquama obliquilinealis (Inoue) ヒメセスジノ

メイガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 2♂1♀,3-VIII-

2020 c； 1♂,15-IX-2020 a． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：1♂,8-VII-2019 f； 3♂2♀,8-VII-2019 j．  

3．Circobotys heterogenalis gensanalis (South) キホ

ソノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 c； 2♂,2-VI-2020 a．  
4．Circobotys nycterina Butler カギバノメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,23-VII-2019 b． 
大白川：1♀,13-VI-2019 d； 2♂1♀,8-VII-2019 c； 
1♀,8-VII-2019 f．  

5．Prodasycnemis inornata (Butler) キムジノメイガ 
 ホワイトロード：3♂,3-VIII-2020 c；  1♂,3-VIII-

2020 e．  
6．Mutuuraia terrealis (Treitschke) スジマガリノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a．  
7 ． Perinephela lancealis honshuensis Munroe & 

Mutuura キイロノメイガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c． 
大白川：1♂,13-VI-2019 d；  1♂,13-VI-2019 e； 
2♂,8-VII-2019 c．  

8．Paliga minnehaha (Pryer) マエベニノメイガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a．  
9．Proteurrhypara ocellalis ocellalis (Warren) ナカミ

ツテンノメイガ 
 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 j．  
10．Paratalanta taiwanensis sasakii Inoue キイロフ

チグロノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 c．  
11．Yezobotys dissimilis (Yamanaka) ウスチャオビキ

ノメイガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
12．Pyrausta unipunctata Butler ヒトモンノメイガ 
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 荒谷：1♂,30-IX-2020 a．  
13．Pyrausta pullatalis (Christoph) マエキモンノメ

イガ 
 ホワイトロード：2♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,30-

V-2019 f． 大白川：2♂,8-VII-2019 f．  
14．Pyrausta limbata (Butler) トモンノメイガ 
 荒谷：1♂1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,8-VII-2019 

j．  
15．Anania albeoverbascalis Yamanaka ウスヒメト

ガリノメイガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
16．Piletocera sodalis (Leech) コガタシロモンノメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  荒谷：2♂

1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 f．  
17．Camptomastix hisbonalis (Walker) ハナダカノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：

1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：2♀,23-VII-2019 b．  
18．Mabra charonialis (Walker) ミツテンノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d． 荒谷：2♂
1♀,23-VII-2019 b． 大白川：2♂1♀,2-IX-2019 f．  

19．Pycnarmon lactiferalis (Walker) ゴマダラノメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 c．  
20．Pycnarmon pantherata (Butler) クロオビノメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
21．Spoladea recurvalis (Fabricius) シロオビノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a； 1♀,15-IX-2020 a． 

荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
22．Pagyda quinquelineata Hering マタスジノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a．  
23．Cnaphalocrocis medinalis (Guenée) コブノメイガ 
 ホワイトロード： 1♂,2-IX-2019 a；  1♂,15-IX-

2020 a； 2♂,15-IX-2020 b． 大白川：1♀,2-IX-2019 f．  
24．Bocchoris inspersalis (Zeller) シロモンノメイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 

1♀,8-VII-2019 j．  
25．Analthes semitritalis orbicularis (Shibuya) シロ

ヒトモンノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 a．  

26．Tyspanodes striatus striatus (Butler) クロスジノ

メイガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 c．  荒谷：1♂,30-V-2019 c；  5♂,30-V-
2019 e；  1♂,30-V-2019 f；  1♂,23-VII-2019 b； 
1♀,2-VI-2020 a； 1♂4♀,2-VI-2020 b． 大白川：

1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 f； 5♂,8-VII-2019 g．  

27．Nacoleia commixta (Butler) シロテンキノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂4♀,26-VI-
2019 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

28．Nacoleia sibirialis (Millière) クロフキノメイガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
29．Dolicharthria bruguieralis (Duponchel) ハイイロ

ホソバノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a． 大白川：1♀,8-

VII-2019 j．  
30．Omiodes tristrialis (Bremer) シロアシクロノメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c．  
31．Omiodes indistinctus (Warren) トガリシロアシク

ロノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♂,25-VIII-
2019 d． 荒谷：1♂,2-VI-2020 a． 大白川：3♂,2-IX-
2019 f．  

32．Omiodes noctescens (Moore) キバラノメイガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
33．Botyodes principalis Leech オオキノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♂,30-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 f．  
34．Botyodes diniasalis (Walker) タイワンウスキノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a．  
35．Pleuroptya ruralis (Scopoli) ウコンノメイガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 c．  
36．Pleuroptya deficiens (Moore) シロハラノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c； 1♂,15-IX-2020 a． 荒谷：1♂,30-V-2019 f； 
1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 d； 1♀,8-VII-2019 f．  

37．Pleuroptya quadrimaculalis (Kollar) ヨツメノメ

イガ 
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 荒谷：2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
38．Pleuroptya harutai (Inoue) オオキバラノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
39．Pleuroptya chlorophanta (Butler) ホソミスジノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
40．Pleuroptya expictalis (Christoph) ウスキモンノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂
1♀,8-VII-2019 f．  

41．Conogethes pinicolalis Inoue & Yamanaka マツ

ノゴマダラノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a．  
42．Syllepte fuscomarginalis (Leech) クロヘリノメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
43．Syllepte invalidalis (South) ツチイロノメイガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
44．Syllepte fuscoinvalidalis Yamanaka オオツチイ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
45．Togabotys fuscolineatalis Yamanaka ウンモンシ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-
2019 j．  

46．Palpita nigropunctalis (Bremer) マエアカスカシ

ノメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c； 2♂,15-IX-2020 a； 5♂11♀,15-IX-2020 b； 
1♂5♀,15-IX-2020 c． 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 c． 
荒谷：1♂,30-V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-
V-2019 e； 1♂1♀,30-V-2019 g； 1♂,23-VII-2019 b； 
1♂,2-VI-2020 a；  1♂,30-IX-2020 a．  大白川：

1♀,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f； 1♂1♀,8-VII-2019 g； 
1♀,2-IX-2019 d．  

47．Cydalima perspectalis (Walker) ツゲノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  

48．Talanga quadrimaculalis (Bremer & Grey) ヨツ

ボシノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b；  1♂,3-VIII-2020 c．  大白川：1♂,8-VII-
2019 f； 1♂,8-VII-2019 j．  

49．Cotachena alysoni Whalley クロスカシトガリノ

メイガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-2019 b．  
50．Maruca vitrata (Fabricius) マメノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 2♂,15-IX-

2020 a．  
51．Nomophila noctuella (Denis & Schiffermüller) ワ

モンノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b．  
52．Herpetogramma magnum (Butler) キモンウスグ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 c；  1♂,2-IX-

2019 a； 2♂,3-VIII-2020 c； 2♀,3-VIII-2020 e． 馬
狩谷：1♀,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：3♂,2-IX-2019 f．  

53．Herpetogramma moderatale (Christoph) クロフ

キマダラノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  
54．Herpetogramma luctuosale zelleri (Bremer) モン

キクロノメイガ 
 大白川：23♂9♀,8-VII-2019 g．  
55．Diasemia reticularis (Linnaeus) シロアヤヒメノ

メイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
56．Uresiphita tricolor (Butler) モンシロルリノメイ

ガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
57．Uresiphita suffusalis (Warren) シュモンノメイガ 
 大白川：2♀,8-VII-2019 g．  
58．Pseudebulea fentoni fentoni Butler モンスカシキ

ノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  荒谷：2♂

1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 28♂
15♀,8-VII-2019 g； 4♂2♀,8-VII-2019 h； 2♂,8-
VII-2019 j．  

59．Udea intermedia Inoue，Yamanaka & Sasaki ニ

セハイイロルリノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a．  
60．Udea lugubralis (Leech) ウスマルモンノメイガ 
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 荒谷：2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
38．Pleuroptya harutai (Inoue) オオキバラノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
39．Pleuroptya chlorophanta (Butler) ホソミスジノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
40．Pleuroptya expictalis (Christoph) ウスキモンノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂
1♀,8-VII-2019 f．  

41．Conogethes pinicolalis Inoue & Yamanaka マツ

ノゴマダラノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a．  
42．Syllepte fuscomarginalis (Leech) クロヘリノメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
43．Syllepte invalidalis (South) ツチイロノメイガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
44．Syllepte fuscoinvalidalis Yamanaka オオツチイ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
45．Togabotys fuscolineatalis Yamanaka ウンモンシ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-
2019 j．  

46．Palpita nigropunctalis (Bremer) マエアカスカシ

ノメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c； 2♂,15-IX-2020 a； 5♂11♀,15-IX-2020 b； 
1♂5♀,15-IX-2020 c． 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 c． 
荒谷：1♂,30-V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-
V-2019 e； 1♂1♀,30-V-2019 g； 1♂,23-VII-2019 b； 
1♂,2-VI-2020 a；  1♂,30-IX-2020 a．  大白川：

1♀,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f； 1♂1♀,8-VII-2019 g； 
1♀,2-IX-2019 d．  

47．Cydalima perspectalis (Walker) ツゲノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  

48．Talanga quadrimaculalis (Bremer & Grey) ヨツ

ボシノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b；  1♂,3-VIII-2020 c．  大白川：1♂,8-VII-
2019 f； 1♂,8-VII-2019 j．  

49．Cotachena alysoni Whalley クロスカシトガリノ

メイガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-2019 b．  
50．Maruca vitrata (Fabricius) マメノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 2♂,15-IX-

2020 a．  
51．Nomophila noctuella (Denis & Schiffermüller)

ワモンノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b．  
52．Herpetogramma magnum (Butler) キモンウスグ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 c；  1♂,2-IX-

2019 a； 2♂,3-VIII-2020 c； 2♀,3-VIII-2020 e． 馬
狩谷：1♀,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：3♂,2-IX-2019 f．  

53．Herpetogramma moderatale (Christoph) クロフ

キマダラノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  
54．Herpetogramma luctuosale zelleri (Bremer) モン

キクロノメイガ 
 大白川：23♂9♀,8-VII-2019 g．  
55．Diasemia reticularis (Linnaeus) シロアヤヒメノ

メイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
56．Uresiphita tricolor (Butler) モンシロルリノメイ

ガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
57．Uresiphita suffusalis (Warren) シュモンノメイガ 
 大白川：2♀,8-VII-2019 g．  
58．Pseudebulea fentoni fentoni Butler モンスカシキ

ノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  荒谷：2♂

1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 28♂
15♀,8-VII-2019 g； 4♂2♀,8-VII-2019 h； 2♂,8-
VII-2019 j．  

59．Udea intermedia Inoue，Yamanaka & Sasaki
ニセハイイロルリノメイガ 

 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,2-IX-
2019 a．  

60．Udea lugubralis (Leech) ウスマルモンノメイガ 
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 荒谷：2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
38．Pleuroptya harutai (Inoue) オオキバラノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
39．Pleuroptya chlorophanta (Butler) ホソミスジノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
40．Pleuroptya expictalis (Christoph) ウスキモンノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂
1♀,8-VII-2019 f．  

41．Conogethes pinicolalis Inoue & Yamanaka マツ

ノゴマダラノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a．  
42．Syllepte fuscomarginalis (Leech) クロヘリノメイ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
43．Syllepte invalidalis (South) ツチイロノメイガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
44．Syllepte fuscoinvalidalis Yamanaka オオツチイ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
45．Togabotys fuscolineatalis Yamanaka ウンモンシ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-
2019 j．  

46．Palpita nigropunctalis (Bremer) マエアカスカシ

ノメイガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c； 2♂,15-IX-2020 a； 5♂11♀,15-IX-2020 b； 
1♂5♀,15-IX-2020 c． 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 c． 
荒谷：1♂,30-V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-
V-2019 e； 1♂1♀,30-V-2019 g； 1♂,23-VII-2019 b； 
1♂,2-VI-2020 a；  1♂,30-IX-2020 a．  大白川：

1♀,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f； 1♂1♀,8-VII-2019 g； 
1♀,2-IX-2019 d．  

47．Cydalima perspectalis (Walker) ツゲノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  

48．Talanga quadrimaculalis (Bremer & Grey) ヨツ

ボシノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b；  1♂,3-VIII-2020 c．  大白川：1♂,8-VII-
2019 f； 1♂,8-VII-2019 j．  

49．Cotachena alysoni Whalley クロスカシトガリノ

メイガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-2019 b．  
50．Maruca vitrata (Fabricius) マメノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 2♂,15-IX-

2020 a．  
51．Nomophila noctuella (Denis & Schiffermüller) 

ワモンノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b．  
52．Herpetogramma magnum (Butler) キモンウスグ

ロノメイガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 c；  1♂,2-IX-

2019 a； 2♂,3-VIII-2020 c； 2♀,3-VIII-2020 e． 馬
狩谷：1♀,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：3♂,2-IX-2019 f．  

53．Herpetogramma moderatale (Christoph) クロフ

キマダラノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  
54．Herpetogramma luctuosale zelleri (Bremer) モン

キクロノメイガ 
 大白川：23♂9♀,8-VII-2019 g．  
55．Diasemia reticularis (Linnaeus) シロアヤヒメノ

メイガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
56．Uresiphita tricolor (Butler) モンシロルリノメイ

ガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
57．Uresiphita suffusalis (Warren) シュモンノメイガ 
 大白川：2♀,8-VII-2019 g．  
58．Pseudebulea fentoni fentoni Butler モンスカシキ

ノメイガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  荒谷：2♂

1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 28♂
15♀,8-VII-2019 g； 4♂2♀,8-VII-2019 h； 2♂,8-
VII-2019 j．  

59．Udea intermedia Inoue，Yamanaka & Sasaki 
ニセハイイロルリノメイガ 

 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,2-IX-
2019 a．  

60．Udea lugubralis (Leech) ウスマルモンノメイガ 
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 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 1♀,25-VIII-
2019 b．  

61．Udea exigualis (Wileman) ウスグロマルモンノメ

イガ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a； 1♂,15-IX-2020 a． 

荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f； 2♂,2-VI-
2020 a； 1♀,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  

DREPANOIDEA カギバガ上科 
DREPANIDAE カギバガ科 
Drepaninae カギバガ亜科 
1．Agnidra scabiosa scabiosa (Butler) マエキカギバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：9♂1♀,26-VI-2019 b； 5♂1♀,25-
VIII-2019 e． 荒谷：2♂2♀,30-V-2019 c； 1♂,30-
V-2019 d； 1♂1♀,30-V-2019 e； 2♂,30-V-2019 f； 
2♂,8-VII-2019 b； 2♂,2-VI-2020 a； 2♂1♀,2-VI-
2020 b；  1♂,2-VI-2020 d．  大白川：1♂,8-VII-
2019 c；  1♀,8-VII-2019 d；  1♂,8-VII-2019 g； 
1♂,8-VII-2019 j．  

2．Microblepsis acuminata (Leech) オガサワラカギバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 c；  2♂,30-V-2019 f；  1♀,30-V-2019 g； 
3♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,8-
VII-2019 c； 1♀,2-IX-2019 e．  

3．Pseudalbara parvula (Leech) ヒメハイイロカギバ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c ；  1♂,8-VII-2019 b ；  2♂1♀,23-VII-
2019 b； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c． 大白

川：2♂2♀,13-VI-2019 b； 1♂1♀,13-VI-2019 d； 
2♂,8-VII-2019 f； 7♂,8-VII-2019 g； 1♂1♀,2-IX-
2019 e； 1♀,2-IX-2019 f．  

4．Nordstromia grisearia (Staudinger) エゾカギバ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 1♂1♀,3-VIII-2020 c； 
1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♂,15-IX-2020 c． 荒谷：

1♂,30-V-2019 b；  4♂,30-V-2019 c；  1♂,30-V-
2019 d； 1♀,30-V-2019 e； 1♂1♀,30-V-2019 f； 
1♀,23-VII-2019 b；  2♂,2-VI-2020 a；  2♂,2-VI-
2020 b； 1♀,30-IX-2020 a． 大白川：2♂1♀,13-VI-
2019 d； 2♂,8-VII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 e．  

5．Sabra harpagula olivacea (Inoue) ウスオビカギバ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：2♀,30-V-2019 c； 
1♂,30-V-2019 e ；  1♂,2-VI-2020 a ；  1♂,2-VI-
2020 b．  大白川：2♀,13-VI-2019 d；  1♂,8-VII-

2019 e．  
6．Drepana curvatula acuta Butler オビカギバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 4♂,25-VIII-
2019 e；  3♂,2-IX-2019 c．  荒谷：2♂1♀,30-V-
2019 c； 1♀,30-V-2019 d； 1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-
VI-2020 a． 大白川：1♂1♀,13-VI-2019 b； 1♂,13-
VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 j； 
5♂,2-IX-2019 e； 1♂,2-IX-2019 f．  

7．Tridrepana crocea (Leech) ウコンカギバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 荒谷：1♀,2-

VI-2020 a．  
8．Callidrepana palleola (Motschulsky) ウスイロカギ

バ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a；  1♂,3-

VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b； 1♂1♀,2-
IX-2019 c．  荒谷：1♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-
2019 f；  1♂,30-V-2019 g．  大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,8-VII-2019 c； 3♂,8-VII-2019 g．  

9．Ditrigona virgo (Butler) フタテンシロカギバ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 f； 1♀,23-

VII-2019 b． 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  
10．Deroca inconclusa phasma Butler ホシベッコウ

カギバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 b． 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
11．Callicilix abraxata abraxata Butler マダラカギバ 
 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 f．  
12．Auzata superba superba (Butler) ヒトツメカギバ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-2019 b． 

馬狩谷：4♂,26-VI-2019 b； 1♂1♀,26-VI-2019 d； 
1♀,2-IX-2019 c．  大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c； 
1♀,8-VII-2019 e；  3♀,8-VII-2019 f；  2♂,8-VII-
2019 g； 1♂,8-VII-2019 j．  

13．Oreta pulchripes Butler アシベニカギバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,2-IX-

2019 a． 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 b； 1♂,25-VIII-
2019 d． 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 b． 
大白川：1♂1♀,13-VI-2019 b； 4♂1♀,8-VII-2019 c； 
1♀,8-VII-2019 d； 1♀,8-VII-2019 e；  2♂,8-VII-
2019 f； 1♂,8-VII-2019 j； 1♀,2-IX-2019 d．  

14．Oreta turpis Butler クロスジカギバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
Cyclidiinae オオカギバガ亜科 
1．Cyclidia substigmaria nigralbata Warren オオカ
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ギバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-V-2019 b； 

2♂,30-V-2019 c； 3♂,30-V-2019 e； 46♂4♀,30-V-
2019 f； 2♂,30-V-2019 g； 2♂,30-V-2019 h； 1♀,2-
VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 b； 6♂2♀,2-VI-2020 c； 
1♂,2-VI-2020 d； 1♂,2-VI-2020 f． 大白川：2♂,13-
VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 
3♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

2．Mimozethes argentilinearia (Leech) ギンスジカギ

バ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：8♂,26-

VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c； 2♂,26-VI-2019 d； 
1♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 f． 大白

川：3♂,13-VI-2019 c； 3♂2♀,8-VII-2019 e； 3♂
2♀,8-VII-2019 f； 7♂2♀,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-
2019 h； 1♀,2-IX-2019 f．  

Thyatirinae トガリバガ亜科 
1．Euparyphasma maxima (Leech) ナガトガリバ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：9♂

3♀,26-VI-2019 b； 4♂3♀,26-VI-2019 d． 荒谷：

1♂,23-VII-2019 b；  1♂,2-VI-2020 a；  1♀,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 d；  1♂,8-VII-2019 f；  2♂,8-VII-2019 g； 
1♂,8-VII-2019 j．  

2．Thyatira batis batis (Linnaeus) モントガリバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：3♂,30-V-2019 g；  1♂,30-V-
2019 h； 1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  

3．Macrothyatira flavida flavida (Butler) キマダラト

ガリバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 大白川：4♂,8-

VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  
4．Monothyatira pryeri (Butler) ウスベニトガリバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
5．Habrosyne dieckmanni (Graeser) ウスベニアヤト

ガリバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c；  1♂,30-V-2019 f；  1♂,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a． 大白川：3♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 d； 2♂,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f．  

6．Habrosyne pyritoides derasoides (Butler) アヤトガ

リバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a．  荒谷：5♂,30-V-2019 c；  3♂1♀,30-V-
2019 g． 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

7．Ochropacha duplaris (Linnaeus) フタテントガリバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 大白川：

3♂,13-VI-2019 b； 1♂2♀,8-VII-2019 c．  
8．Tetheella fluctuosa (Hübner) ヒトテントガリバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 d； 1♂1♀,8-VII-2019 e．  

9．Tethea ampliata ampliata (Butler) オオバトガリ

バ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：60♂

3♀,26-VI-2019 b；  45♂5♀,26-VI-2019 c；  31♂
12♀,26-VI-2019 d．  荒谷：7♂1♀,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 g； 1♀,30-V-2019 h； 1♂,23-VII-
2019 b； 6♂,2-VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 b． 大白

川：1♂,13-VI-2019 c； 3♂1♀,13-VI-2019 d； 4♂
2♀,8-VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 4♂1♀,8-VII-
2019 f； 11♂8♀,8-VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 h．  

10．Tethea octogesima octogesima (Butler) ホソトガ

リバ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 c． 荒

谷：2♀,8-VII-2019 b．  
11．Tethea consimilis consimilis (Warren) オオマエ

ベニトガリバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：17♂1♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-
2019 c； 9♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 
2♂1♀,8-VII-2019 f； 4♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-
2019 j．  

12．Nemacerota suzukiana (Matsumura) ナカジロト

ガリバ 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a．  
13．Parapsestis albida Suzuki ウスジロトガリバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：5♂11♀,26-VI-2019 b； 4♂2♀,26-
VI-2019 c； 1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：12♂4♀,30-
V-2019 c； 12♂,30-V-2019 d； 5♂3♀,30-V-2019 e； 
1♂1♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 1♀,30-V-
2019 h； 2♂,23-VII-2019 b； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂
1♀,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂
1♀,13-VI-2019 d； 2♂3♀,8-VII-2019 c； 2♂1♀,8-
VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 g．  

14 ． Parapsestis argenteopicta argenteopicta 
(Oberthür) ギンモントガリバ 

 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：
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ギバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-V-2019 b； 

2♂,30-V-2019 c； 3♂,30-V-2019 e； 46♂4♀,30-V-
2019 f； 2♂,30-V-2019 g； 2♂,30-V-2019 h； 1♀,2-
VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 b； 6♂2♀,2-VI-2020 c； 
1♂,2-VI-2020 d； 1♂,2-VI-2020 f． 大白川：2♂,13-
VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 
3♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

2．Mimozethes argentilinearia (Leech) ギンスジカギ

バ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：8♂,26-

VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c； 2♂,26-VI-2019 d； 
1♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 f． 大白

川：3♂,13-VI-2019 c； 3♂2♀,8-VII-2019 e； 3♂
2♀,8-VII-2019 f； 7♂2♀,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-
2019 h； 1♀,2-IX-2019 f．  

Thyatirinae トガリバガ亜科 
1．Euparyphasma maxima (Leech) ナガトガリバ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：9♂

3♀,26-VI-2019 b； 4♂3♀,26-VI-2019 d． 荒谷：

1♂,23-VII-2019 b；  1♂,2-VI-2020 a；  1♀,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 d；  1♂,8-VII-2019 f；  2♂,8-VII-2019 g； 
1♂,8-VII-2019 j．  

2．Thyatira batis batis (Linnaeus) モントガリバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：3♂,30-V-2019 g；  1♂,30-V-
2019 h； 1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  

3．Macrothyatira flavida flavida (Butler) キマダラト

ガリバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 大白川：4♂,8-

VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  
4．Monothyatira pryeri (Butler) ウスベニトガリバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
5．Habrosyne dieckmanni (Graeser) ウスベニアヤト

ガリバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c；  1♂,30-V-2019 f；  1♂,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a． 大白川：3♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 d； 2♂,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f．  

6．Habrosyne pyritoides derasoides (Butler) アヤトガ

リバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a．  荒谷：5♂,30-V-2019 c；  3♂1♀,30-V-
2019 g． 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

7．Ochropacha duplaris (Linnaeus) フタテントガリバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 大白川：

3♂,13-VI-2019 b； 1♂2♀,8-VII-2019 c．  
8．Tetheella fluctuosa (Hübner) ヒトテントガリバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 d； 1♂1♀,8-VII-2019 e．  

9．Tethea ampliata ampliata (Butler) オオバトガリ

バ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：60♂

3♀,26-VI-2019 b；  45♂5♀,26-VI-2019 c；  31♂
12♀,26-VI-2019 d．  荒谷：7♂1♀,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 g； 1♀,30-V-2019 h； 1♂,23-VII-
2019 b； 6♂,2-VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 b． 大白

川：1♂,13-VI-2019 c； 3♂1♀,13-VI-2019 d； 4♂
2♀,8-VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 4♂1♀,8-VII-
2019 f； 11♂8♀,8-VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 h．  

10．Tethea octogesima octogesima (Butler) ホソトガ

リバ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 c． 荒

谷：2♀,8-VII-2019 b．  
11．Tethea consimilis consimilis (Warren) オオマエ

ベニトガリバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：17♂1♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-
2019 c； 9♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 
2♂1♀,8-VII-2019 f； 4♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-
2019 j．  

12．Nemacerota suzukiana (Matsumura) ナカジロト

ガリバ 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a．  
13．Parapsestis albida Suzuki ウスジロトガリバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：5♂11♀,26-VI-2019 b； 4♂2♀,26-
VI-2019 c； 1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：12♂4♀,30-
V-2019 c； 12♂,30-V-2019 d； 5♂3♀,30-V-2019 e； 
1♂1♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 1♀,30-V-
2019 h； 2♂,23-VII-2019 b； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂
1♀,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂
1♀,13-VI-2019 d； 2♂3♀,8-VII-2019 c； 2♂1♀,8-
VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 g．  

14．Parapsestis argenteopicta argenteopicta 
(Oberthür) ギンモントガリバ 

 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：
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28♂6♀,26-VI-2019 b ；  3♂1♀,26-VI-2019 c ； 
4♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-2019 b； 2♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 7♂,30-V-2019 e； 
11♂1♀,30-V-2019 f； 4♂,30-V-2019 g； 5♂,30-V-
2019 h； 1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b； 
3♂,2-VI-2020 a； 4♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b ；  2♂,13-VI-2019 c ；  2♂1♀,13-VI-
2019 d； 1♂4♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f； 8♂,8-VII-2019 g； 2♂1♀,8-VII-
2019 h．  

15．Mimopsestis basalis basalis (Wileman) ネグロト

ガリバ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 c．  荒谷：1♀,30-V-2019 a；  1♂,30-V-
2019 c； 2♂,30-V-2019 g； 1♀,8-VII-2019 b． 大
白川：2♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂
1♀,13-VI-2019 d； 1♂1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

16．Epipsestis ornata (Leech) ムラサキトガリバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
17．Mesopsestis undosa (Wileman) ナミスジトガリバ 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：2♂,30-V-2019 e； 

7♂,30-V-2019 f； 2♀,2-VI-2020 c． 大白川：2♀,13-
VI-2019 b； 4♂,13-VI-2019 c； 2♂1♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 j．  

18．Betapsestis umbrosa (Wileman) タケウチトガリ

バ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c； 2♀,3-VIII-2020 e． 馬狩谷：1♀,26-VI-
2019 b； 1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：1♀,30-V-2019 d； 
1♂1♀,30-V-2019 f； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-
VI-2020 c．  大白川：3♂1♀,13-VI-2019 b；  2♂
1♀,13-VI-2019 d； 2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

EPICOPEIIDAE アゲハモドキガ科 
1．Psychostrophia melanargia Butler キンモンガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c．  
GEOMETROIDEA シャクガ上科 
URANIIDAE ツバメガ科 
Epipleminae フタオガ亜科 
1．Eversmannia exornata exornata (Eversmann) シ

ロフタオ 
 大白川：3♀,8-VII-2019 f．  
2．"Epiplema" styx (Butler) クロフタオ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 d． 荒谷：2♀,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-2020 a． 
大白川：4♂,8-VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 f； 
1♀,8-VII-2019 h； 1♀,2-IX-2019 f．  

3．Dysaethria cretacea (Butler) キスジシロフタオ 
 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
4．Dysaethria moza (Butler) クロホシフタオ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 2♀,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：3♂2♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：

1♀,2-VI-2020 a；  1♀,30-IX-2020 a．  大白川：

2♀,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f； 2♂,8-VII-2019 j； 1♀,2-IX-2019 f．  

5．Dysaethria illotata (Christoph) ヒメクロホシフタ

オ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,23-VII-

2019 a． 荒谷：4♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b．  

6．Oroplema oyamana (Matsumura) カバイロフタオ 
 ホワイトロード：2♀,23-VII-2019 a．  
GEOMETRIDAE シャクガ科 
Ennominae エダシャク亜科 
1．Abraxas grossulariata conspurcata Butler スグリ

シロエダシャク 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
2．Abraxas sylvata microtate Wehrli キタマダラエダ

シャク 
 荒谷：2♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 1♀,2-

VI-2020 a． 大白川：1♂1♀,13-VI-2019 d； 4♂,8-
VII-2019 f．  

3．Abraxas niphonibia Wehrli ヒメマダラエダシャク 
 ホワイトロード： 1♂,2-IX-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 
4♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 大白川：1♂,13-
VI-2019 d； 1♂2♀,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 
j．  

4．Abraxas fulvobasalis Warren クロマダラエダシャ

ク 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
5．Abraxas latifasciata Warren ヒトスジマダラエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：2♀,2-VI-

2020 a；  1♂,30-IX-2020 a．  大白川：1♂,13-VI-
2019 d； 4♂1♀,8-VII-2019 f．  

6．Abraxas miranda miranda Butler ユウマダラエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
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28♂6♀,26-VI-2019 b ；  3♂1♀,26-VI-2019 c ； 
4♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-2019 b； 2♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 7♂,30-V-2019 e； 
11♂1♀,30-V-2019 f； 4♂,30-V-2019 g； 5♂,30-V-
2019 h； 1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b； 
3♂,2-VI-2020 a； 4♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b ；  2♂,13-VI-2019 c ；  2♂1♀,13-VI-
2019 d； 1♂4♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f； 8♂,8-VII-2019 g； 2♂1♀,8-VII-
2019 h．  

15．Mimopsestis basalis basalis (Wileman) ネグロト

ガリバ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 c．  荒谷：1♀,30-V-2019 a；  1♂,30-V-
2019 c； 2♂,30-V-2019 g； 1♀,8-VII-2019 b． 大
白川：2♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂
1♀,13-VI-2019 d； 1♂1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

16．Epipsestis ornata (Leech) ムラサキトガリバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
17．Mesopsestis undosa (Wileman) ナミスジトガリバ 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：2♂,30-V-2019 e； 

7♂,30-V-2019 f； 2♀,2-VI-2020 c． 大白川：2♀,13-
VI-2019 b； 4♂,13-VI-2019 c； 2♂1♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 j．  

18．Betapsestis umbrosa (Wileman) タケウチトガリ

バ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c； 2♀,3-VIII-2020 e． 馬狩谷：1♀,26-VI-
2019 b； 1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：1♀,30-V-2019 d； 
1♂1♀,30-V-2019 f； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-
VI-2020 c．  大白川：3♂1♀,13-VI-2019 b；  2♂
1♀,13-VI-2019 d； 2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

EPICOPEIIDAE アゲハモドキガ科 
1．Psychostrophia melanargia Butler キンモンガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c．  
GEOMETROIDEA シャクガ上科 
URANIIDAE ツバメガ科 
Epipleminae フタオガ亜科 
1．Eversmannia exornata exornata (Eversmann)

シロフタオ 
 大白川：3♀,8-VII-2019 f．  
2．"Epiplema" styx (Butler) クロフタオ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 d． 荒谷：2♀,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-2020 a． 
大白川：4♂,8-VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 f； 
1♀,8-VII-2019 h； 1♀,2-IX-2019 f．  

3．Dysaethria cretacea (Butler) キスジシロフタオ 
 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  
4．Dysaethria moza (Butler) クロホシフタオ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 2♀,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：3♂2♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：

1♀,2-VI-2020 a；  1♀,30-IX-2020 a．  大白川：

2♀,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f； 2♂,8-VII-2019 j； 1♀,2-IX-2019 f．  

5．Dysaethria illotata (Christoph) ヒメクロホシフタ

オ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,23-VII-

2019 a． 荒谷：4♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b．  

6．Oroplema oyamana (Matsumura) カバイロフタオ 
 ホワイトロード：2♀,23-VII-2019 a．  
GEOMETRIDAE シャクガ科 
Ennominae エダシャク亜科 
1．Abraxas grossulariata conspurcata Butler スグリ

シロエダシャク 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
2．Abraxas sylvata microtate Wehrli キタマダラエダ

シャク 
 荒谷：2♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 1♀,2-

VI-2020 a． 大白川：1♂1♀,13-VI-2019 d； 4♂,8-
VII-2019 f．  

3．Abraxas niphonibia Wehrli ヒメマダラエダシャク 
 ホワイトロード： 1♂,2-IX-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 
4♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 大白川：1♂,13-
VI-2019 d； 1♂2♀,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 
j．  

4．Abraxas fulvobasalis Warren クロマダラエダシャ

ク 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
5．Abraxas latifasciata Warren ヒトスジマダラエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：2♀,2-VI-

2020 a；  1♂,30-IX-2020 a．  大白川：1♂,13-VI-
2019 d； 4♂1♀,8-VII-2019 f．  

6．Abraxas miranda miranda Butler ユウマダラエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  

21

岐阜県大野郡白川村白山山麓の蛾類



 

22 
 

7．Lomaspilis marginata (Linnaeus) シロオビヒメエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：4♂2♀,30-V-2019 c； 1♂1♀,30-V-
2019 g；  1♂,30-V-2019 h．  大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 5♂,13-VI-2019 c； 1♂2♀,13-VI-2019 d； 
1♂1♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 d； 3♂,8-VII-
2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 j．  

8．Lomaspilis mitsuii Sato ヒゲブトシロオビヒメエ

ダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
9．Ligdia japonaria Leech シロスジヒメエダシャク 
 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b； 2♂1♀,26-VI-2019 d． 

荒谷：1♀,30-V-2019 a； 1♀,30-V-2019 c； 2♂,30-
V-2019 e； 2♂3♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 
1♂,23-VII-2019 b； 3♂1♀,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-
2020 d． 大白川：1♀,13-VI-2019 d； 1♂,13-VI-
2019 e；  1♂,8-VII-2019 f；  5♂,8-VII-2019 g； 
3♂,8-VII-2019 j．  

10．Ligdia ciliaria Leech キブサヒメエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a．  
11．Ninodes splendens (Butler) ウチムラサキヒメエ

ダシャク 
 荒谷：5♂,30-V-2019 f； 1♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-

2020 d．  
12．Orthocabera sericea sericea Butler キスジシロエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♀,2-IX-2019 a．  
13．Myrteta punctata (Warren) ホシスジシロエダシ

ャク 
 馬狩谷：4♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 g． 

大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♀,8-VII-2019 f．  
14．Myrteta angelica angelica Butler クロミスジシロ

エダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c；  1♂,2-IX-2019 b；  1♀,15-IX-2020 b； 
1♀,15-IX-2020 c． 荒谷：1♂,30-IX-2020 d； 8♀,21-
X-2020 e；  1♀,21-X-2020 f．  大白川：1♂,2-IX-
2019 e； 4♀,21-X-2020 h．  

15．Taeniophila unio (Oberthür) ミスジシロエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c； 1♂,2-IX-2019 a； 1♂2♀,2-IX-2019 b； 
1♂,3-VIII-2020 c； 1♂,15-IX-2020 a； 1♀,15-IX-
2020 b．  荒谷：2♀,30-V-2019 c；  1♂2♀,30-V-

2019 f； 1♀,30-V-2019 h； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-
VI-2020 b． 大白川：1♀,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-
2019 d；  1♀,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 e； 
1♀,8-VII-2019 g；  1♀,8-VII-2019 j；  1♀,2-IX-
2019 e．  

16．Lomographa simplicior simplicior (Butler) クロ

ズウスキエダシャク 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 2♀,15-IX-2020 a； 2♂
6♀,15-IX-2020 b．  

17．Lomographa bimaculata subnotata (Warren) フ

タホシシロエダシャク 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
18．Lomographa temerata (Denis & Schiffermüller)

バラシロエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 2♂1♀,25-VIII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 b； 
1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂
1♀,30-V-2019 d； 1♂2♀,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-
2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b； 1♂,2-
VI-2020 c． 大白川：2♀,13-VI-2019 a； 1♀,13-VI-
2019 d；  1♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 f； 
2♀,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 j．  

19．Lomographa nivea (Djakonov) ウスオビシロエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c．  
20．Cabera insulata Inoue ミスジコナフエダシャク 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 a． 大白川：1♂,13-VI-2019 a； 4♂,13-VI-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

21．Cabera purus (Butler) コスジシロエダシャク 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 d； 
1♀,23-VII-2019 b； 1♂2♀,2-VI-2020 a． 大白川：

3♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-
2019 e； 2♂1♀,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 g； 
2♀,8-VII-2019 j．  

22．Cabera griseolimbata griseolimbata (Oberthür)
アトグロアミメエダシャク 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-
2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：13♂22♀,26-
VI-2019 b；  4♀,26-VI-2019 c；  13♂11♀,26-VI-
2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-
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 荒谷：1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
18．Lomographa temerata (Denis & Schiffermüller)

バラシロエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 2♂1♀,25-VIII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 b； 
1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂
1♀,30-V-2019 d； 1♂2♀,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-
2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b； 1♂,2-
VI-2020 c． 大白川：2♀,13-VI-2019 a； 1♀,13-VI-
2019 d；  1♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 f； 
2♀,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 j．  

19．Lomographa nivea (Djakonov) ウスオビシロエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c．  
20．Cabera insulata Inoue ミスジコナフエダシャク 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 a． 大白川：1♂,13-VI-2019 a； 4♂,13-VI-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

21．Cabera purus (Butler) コスジシロエダシャク 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 d； 
1♀,23-VII-2019 b； 1♂2♀,2-VI-2020 a． 大白川：

3♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-
2019 e； 2♂1♀,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 g； 
2♀,8-VII-2019 j．  

22．Cabera griseolimbata griseolimbata (Oberthür)
アトグロアミメエダシャク 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-
2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：13♂22♀,26-
VI-2019 b；  4♀,26-VI-2019 c；  13♂11♀,26-VI-
2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-
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2020 a；  1♂,2-VI-2020 b．  大白川：2♂,8-VII-
2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 
7♂2♀,8-VII-2019 g； 5♂2♀,8-VII-2019 h； 1♂,8-
VII-2019 j．  

23．Parabapta aetheriata (Graeser) フタスジウスキ

エダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 a；  1♀,30-V-2019 c；  8♂

1♀,30-V-2019 d；  1♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-
2019 f； 1♂,2-VI-2020 a； 3♂1♀,2-VI-2020 b； 
1♀,2-VI-2020 d．  大白川： 2♂,13-VI-2019 a； 
1♀,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-
2019 c； 9♀,8-VII-2019 g．  

24．Parabapta clarissa (Butler) ウスアオエダシャク 
 荒谷：1♂2♀,30-V-2019 c； 1♂3♀,30-V-2019 g； 

1♂,2-VI-2020 a ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 b ； 
4♂,13-VI-2019 c；  1♀,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-
2019 e．  

25．Rhynchobapta cervinaria bilineata (Leech) フタ

スジオエダシャク 
 大白川：1♂,13-VI-2019 e．  
26．Pseudepione magnaria (Wileman) ニッコウキエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♀,21-X-2020 b． 荒谷：1♀,21-X-

2020 e； 1♂1♀,21-X-2020 f． 大白川：1♂,21-X-
2020 h．  

27．Euchristophia cumulata cumulata (Christoph) ウ

スオビヒメエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,25-VIII-

2019 b； 1♂,25-VIII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 b． 馬
狩谷：24♂9♀,26-VI-2019 b； 1♂1♀,26-VI-2019 c； 
12♂8♀,26-VI-2019 d； 7♂,25-VIII-2019 e； 1♂,2-
IX-2019 c． 荒谷：2♂1♀,30-V-2019 c； 2♂,30-V-
2019 d； 4♂6♀,30-V-2019 e； 3♂4♀,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 g； 2♂1♀,30-V-2019 h； 1♂1♀,23-
VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 7♂,2-VI-2020 b． 
大白川：1♀,13-VI-2019 a； 1♂1♀,13-VI-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 e；  1♀,8-VII-
2019 f； 5♂10♀,8-VII-2019 g； 5♀,8-VII-2019 h； 
4♂4♀,8-VII-2019 j．  

28．Synegia hadassa hadassa (Butler) ハグルマエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 j．  
29．Synegia ichinosawana (Matsumura) マルハグル

マエダシャク 

 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a． 大白川：1♀,8-
VII-2019 f．  

30．Ecpetelia albifrontaria (Leech) シロズエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 h； 1♀,2-VI-2020 a．  
31．Petelia rivulosa (Butler) コトビスジエダシャク 
 荒谷：4♂,8-VII-2019 b．  
32．Astygisa morosa morosa (Butler) ヨスジアカエダ

シャク 
 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
33．Platycerota incertaria (Leech) ツマキエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 2♀,25-VIII-

2019 b； 1♂,25-VIII-2019 c； 1♀,2-IX-2019 b； 
1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♂,2-IX-2019 c． 荒谷：

1♂,30-V-2019 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,2-
IX-2019 e．  

34．Chiasmia hebesata (Walker) ウスオエダシャク 
 馬狩谷：2♂1♀,26-VI-2019 d； 2♂,25-VIII-2019 e． 

荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
35．Macaria shanghaisaria Walker シャンハイオエダ

シャク 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d． 荒谷：2♂,8-VII-2019 b． 

大白川：1♂,8-VII-2019 h．  
36．Oxymacaria normata proximaria (Leech) ウスキ

オエダシャク 
 馬狩谷：2♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂,2-VI-2020 c．  
37．Luxiaria amasa amasa (Butler) トビカギバエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,23-VII-

2019 a．  
38．Aporhoptrina semiorbiculata (Christoph) アトム

スジエダシャク 
 荒谷：2♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-

VI-2020 c．  
39．Euryobeidia languidata languidata (Walker) シ

ロジマエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 c；  1♀,2-IX-

2019 a．  
40．Antipercnia albinigrata albinigrata (Warren) ゴ

マダラシロエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a．  
41．Dilophodes elegans elegans (Butler) クロフシロ

エダシャク 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b．  
42．Metabraxas paucimaculata Inoue ウスゴマダラエ

ダシャク 
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2020 a；  1♂,2-VI-2020 b．  大白川：2♂,8-VII-
2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 
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1♀,2-VI-2020 d．  大白川： 2♂,13-VI-2019 a； 
1♀,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-
2019 c； 9♀,8-VII-2019 g．  

24．Parabapta clarissa (Butler) ウスアオエダシャク 
 荒谷：1♂2♀,30-V-2019 c； 1♂3♀,30-V-2019 g； 

1♂,2-VI-2020 a ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 b ； 
4♂,13-VI-2019 c；  1♀,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-
2019 e．  

25．Rhynchobapta cervinaria bilineata (Leech) フタ

スジオエダシャク 
 大白川：1♂,13-VI-2019 e．  
26．Pseudepione magnaria (Wileman) ニッコウキエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♀,21-X-2020 b． 荒谷：1♀,21-X-

2020 e； 1♂1♀,21-X-2020 f． 大白川：1♂,21-X-
2020 h．  

27．Euchristophia cumulata cumulata (Christoph)
ウスオビヒメエダシャク 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,25-VIII-
2019 b； 1♂,25-VIII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 b． 馬
狩谷：24♂9♀,26-VI-2019 b； 1♂1♀,26-VI-2019 c； 
12♂8♀,26-VI-2019 d； 7♂,25-VIII-2019 e； 1♂,2-
IX-2019 c． 荒谷：2♂1♀,30-V-2019 c； 2♂,30-V-
2019 d； 4♂6♀,30-V-2019 e； 3♂4♀,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 g； 2♂1♀,30-V-2019 h； 1♂1♀,23-
VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 7♂,2-VI-2020 b． 
大白川：1♀,13-VI-2019 a； 1♂1♀,13-VI-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 e；  1♀,8-VII-
2019 f； 5♂10♀,8-VII-2019 g； 5♀,8-VII-2019 h； 
4♂4♀,8-VII-2019 j．  

28．Synegia hadassa hadassa (Butler) ハグルマエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 j．  
29．Synegia ichinosawana (Matsumura) マルハグル

マエダシャク 

 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a． 大白川：1♀,8-
VII-2019 f．  

30．Ecpetelia albifrontaria (Leech) シロズエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 h； 1♀,2-VI-2020 a．  
31．Petelia rivulosa (Butler) コトビスジエダシャク 
 荒谷：4♂,8-VII-2019 b．  
32．Astygisa morosa morosa (Butler) ヨスジアカエダ

シャク 
 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
33．Platycerota incertaria (Leech) ツマキエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 2♀,25-VIII-

2019 b； 1♂,25-VIII-2019 c； 1♀,2-IX-2019 b； 
1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♂,2-IX-2019 c． 荒谷：

1♂,30-V-2019 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,2-
IX-2019 e．  

34．Chiasmia hebesata (Walker) ウスオエダシャク 
 馬狩谷：2♂1♀,26-VI-2019 d； 2♂,25-VIII-2019 e． 

荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
35．Macaria shanghaisaria Walker シャンハイオエダ

シャク 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d． 荒谷：2♂,8-VII-2019 b． 

大白川：1♂,8-VII-2019 h．  
36．Oxymacaria normata proximaria (Leech) ウスキ

オエダシャク 
 馬狩谷：2♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂,2-VI-2020 c．  
37．Luxiaria amasa amasa (Butler) トビカギバエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,23-VII-

2019 a．  
38．Aporhoptrina semiorbiculata (Christoph) アトム

スジエダシャク 
 荒谷：2♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-

VI-2020 c．  
39．Euryobeidia languidata languidata (Walker)

シロジマエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 c；  1♀,2-IX-

2019 a．  
40．Antipercnia albinigrata albinigrata (Warren)

ゴマダラシロエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a．  
41．Dilophodes elegans elegans (Butler) クロフシロ

エダシャク 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b．  
42．Metabraxas paucimaculata Inoue ウスゴマダラエ

ダシャク 
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 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
43．Metabraxas clerica Butler オオシロエダシャク 
 馬狩谷：5♂1♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-

2019 c；  1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 g； 
1♂,8-VII-2019 j．  

44．Arichanna tetrica (Butler) キジマエダシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c ；  1♂4♀,30-V-2019 d ；  2♂7♀,30-V-
2019 e； 4♂3♀,30-V-2019 f； 1♂,2-VI-2020 a； 5♂
8♀,2-VI-2020 b； 1♂1♀,2-VI-2020 c； 1♀,2-VI-
2020 d． 大白川：14♂7♀,13-VI-2019 a； 1♂,13-
VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d．  

45．Arichanna melanaria fraterna (Butler) キシタエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：2♂,8-

VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
46 ． Arichanna gaschkevitchii gaschkevitchii 

(Motschulsky) ヒョウモンエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  2♂,2-IX-

2019 b； 1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂1♀,23-VII-
2019 b．  

47．Alcis angulifera (Butler) ナカウスエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a；  1♀,21-X-

2020 b．  荒谷：2♂,9-X-2019 d；  1♂1♀,30-IX-
2020 a； 5♂,21-X-2020 e； 4♂2♀,21-X-2020 f． 大
白川：1♂,21-X-2020 h．  

48．Alcis medialbifera Inoue ヒメナカウスエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂2♀,2-

IX-2019 b； 1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♂2♀,15-IX-
2020 b； 1♂,21-X-2020 c．  

49．Alcis pryeraria (Leech) オオナカホシエダシャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
50．Alcis picata (Butler) シロシタオビエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b； 2♂,25-VIII-

2019 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
51．Alcis extinctaria moesta (Butler) イツスジエダシ

ャク 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a．  
52．Pseuderannis lomozemia (Prout) ウスバキエダシ

ャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c． 大白川：1♀,13-VI-2019 b．  
53．Pseuderannis amplipennis (Inoue) ウスバシロエ

ダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 d； 1♀,30-V-2019 h．  
54．Rikiosatoa grisea (Butler) フタヤマエダシャク 

 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
55．Ramobia basifuscaria (Leech) ネグロエダシャク 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♀,21-X-2020 b． 

大白川：1♀,21-X-2020 h．  
56．Ramobia mediodivisa Inoue ナカジロネグロエダ

シャク 
 ホワイトロード： 1♂,2-IX-2019 b；  1♀,15-IX-

2020 a； 1♂1♀,15-IX-2020 b； 2♂4♀,15-IX-2020 c． 
荒谷：1♂,21-X-2020 e； 1♀,21-X-2020 f．  

57．Anaboarmia aechmeessa (Prout) マルバトビスジ

エダシャク 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♀,2-IX-2019 b； 

1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d． 大
白川：1♂,2-IX-2019 d．  

58．Gigantalcis flavolinearia (Leech) フタキスジエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,21-X-2020 a． 荒谷：2♂,21-

X-2020 f．  大白川：1♂,21-X-2020 h；  1♀,28-X-
2020 a．  

59．Apocleora rimosa (Butler) クロクモエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-2019 a． 

大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♀,8-VII-2019 g．  
60．Deileptenia ribeata (Clerck) マツオオエダシャク 
 ホワイトロード： 2♀,26-VI-2019 a；  2♂,2-IX-

2019 b； 1♂,15-IX-2020 b； 4♂,15-IX-2020 c． 馬
狩谷：3♂3♀,26-VI-2019 d； 4♂,2-IX-2019 c． 荒
谷：4♂,23-VII-2019 b； 2♂1♀,2-VI-2020 a． 大白

川：3♂,8-VII-2019 g．  
61．Cleora insolita (Butler) ルリモンエダシャク 
 荒谷：1♂3♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f； 1♂

2♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b． 大白川：1♀,13-
VI-2019 a ；  1♂2♀,13-VI-2019 d ；  1♀,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 1♀,8-
VII-2019 j．  

62．Cusiala stipitaria kariuzawensis (Bryk) セブトエ

ダシャク 
 荒谷： 2♂1♀,30-V-2019 c；  1♀,8-VII-2019 b； 

1♂,2-VI-2020 a．  
63．Ectropis aigneri Prout ウストビスジエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：

3♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d．  
64．Ectropis excellens (Butler) オオトビスジエダシャ

ク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 9♂,30-

V-2019 f； 1♂,23-VII-2019 b．  

 

24 
 

 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
43．Metabraxas clerica Butler オオシロエダシャク 
 馬狩谷：5♂1♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-

2019 c；  1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 g； 
1♂,8-VII-2019 j．  

44．Arichanna tetrica (Butler) キジマエダシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c ；  1♂4♀,30-V-2019 d ；  2♂7♀,30-V-
2019 e； 4♂3♀,30-V-2019 f； 1♂,2-VI-2020 a； 5♂
8♀,2-VI-2020 b； 1♂1♀,2-VI-2020 c； 1♀,2-VI-
2020 d． 大白川：14♂7♀,13-VI-2019 a； 1♂,13-
VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d．  

45．Arichanna melanaria fraterna (Butler) キシタエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：2♂,8-

VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
46．Arichanna gaschkevitchii gaschkevitchii 

(Motschulsky) ヒョウモンエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  2♂,2-IX-

2019 b； 1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂1♀,23-VII-
2019 b．  

47．Alcis angulifera (Butler) ナカウスエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a；  1♀,21-X-

2020 b．  荒谷：2♂,9-X-2019 d；  1♂1♀,30-IX-
2020 a； 5♂,21-X-2020 e； 4♂2♀,21-X-2020 f． 大
白川：1♂,21-X-2020 h．  

48．Alcis medialbifera Inoue ヒメナカウスエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂2♀,2-

IX-2019 b； 1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♂2♀,15-IX-
2020 b； 1♂,21-X-2020 c．  

49．Alcis pryeraria (Leech) オオナカホシエダシャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
50．Alcis picata (Butler) シロシタオビエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b； 2♂,25-VIII-

2019 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
51．Alcis extinctaria moesta (Butler) イツスジエダシ

ャク 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a．  
52．Pseuderannis lomozemia (Prout) ウスバキエダシ

ャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c． 大白川：1♀,13-VI-2019 b．  
53．Pseuderannis amplipennis (Inoue) ウスバシロエ

ダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 d； 1♀,30-V-2019 h．  
54．Rikiosatoa grisea (Butler) フタヤマエダシャク 

 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
55．Ramobia basifuscaria (Leech) ネグロエダシャク 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♀,21-X-2020 b． 

大白川：1♀,21-X-2020 h．  
56．Ramobia mediodivisa Inoue ナカジロネグロエダ

シャク 
 ホワイトロード： 1♂,2-IX-2019 b；  1♀,15-IX-

2020 a； 1♂1♀,15-IX-2020 b； 2♂4♀,15-IX-2020 c． 
荒谷：1♂,21-X-2020 e； 1♀,21-X-2020 f．  

57．Anaboarmia aechmeessa (Prout) マルバトビスジ

エダシャク 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♀,2-IX-2019 b； 

1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d． 大
白川：1♂,2-IX-2019 d．  

58．Gigantalcis flavolinearia (Leech) フタキスジエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,21-X-2020 a． 荒谷：2♂,21-

X-2020 f．  大白川：1♂,21-X-2020 h；  1♀,28-X-
2020 a．  

59．Apocleora rimosa (Butler) クロクモエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-2019 a． 

大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♀,8-VII-2019 g．  
60．Deileptenia ribeata (Clerck) マツオオエダシャク 
 ホワイトロード： 2♀,26-VI-2019 a；  2♂,2-IX-

2019 b； 1♂,15-IX-2020 b； 4♂,15-IX-2020 c． 馬
狩谷：3♂3♀,26-VI-2019 d； 4♂,2-IX-2019 c． 荒
谷：4♂,23-VII-2019 b； 2♂1♀,2-VI-2020 a． 大白

川：3♂,8-VII-2019 g．  
61．Cleora insolita (Butler) ルリモンエダシャク 
 荒谷：1♂3♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f； 1♂

2♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b． 大白川：1♀,13-
VI-2019 a ；  1♂2♀,13-VI-2019 d ；  1♀,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 1♀,8-
VII-2019 j．  

62．Cusiala stipitaria kariuzawensis (Bryk) セブトエ

ダシャク 
 荒谷： 2♂1♀,30-V-2019 c；  1♀,8-VII-2019 b； 

1♂,2-VI-2020 a．  
63．Ectropis aigneri Prout ウストビスジエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：

3♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d．  
64．Ectropis excellens (Butler) オオトビスジエダシャ

ク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 9♂,30-

V-2019 f； 1♂,23-VII-2019 b．  
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65．Ectropis crepuscularia (Denis & Schiffermüller)
フトフタオビエダシャク 

 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-
2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,25-VIII-
2019 d；  3♂1♀,2-IX-2019 c．  荒谷：5♂,30-V-
2019 a； 1♀,30-V-2019 c； 5♂1♀,30-V-2019 d； 
3♂,30-V-2019 g；  1♀,23-VII-2019 b；  1♂,2-VI-
2020 a． 大白川：1♂,13-VI-2019 e； 25♂9♀,8-VII-
2019 g； 15♂,8-VII-2019 j； 1♂,2-IX-2019 d； 2♂
1♀,2-IX-2019 f．  

66．Hypomecis roboraria displicens (Butler) ハミスジ

エダシャク 
 馬狩谷：17♂,26-VI-2019 c； 36♂2♀,26-VI-2019 d． 

荒谷：2♀,8-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 d； 2♂,8-VII-2019 e；  1♂,8-VII-
2019 f； 16♂,8-VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 h； 
16♂,8-VII-2019 j．  

67．Hypomecis lunifera (Butler) オオバナミガタエダ

シャク 
 荒谷：1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b．  
68．Hypomecis punctinalis conferenda (Butler) ウス

バミスジエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a． 荒谷：2♂

1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 12♂2♀,30-V-
2019 f； 1♂1♀,2-VI-2020 b； 4♂,2-VI-2020 f． 大
白川：2♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-
VII-2019 c； 2♀,8-VII-2019 f； 1♂1♀,8-VII-2019 
j．  

69．Calicha ornataria (Leech) ソトシロオビエダシャ

ク 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 e； 6♂5♀,30-V-2019 f； 

1♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♀,13-
VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 g．  

70．Microcalicha fumosaria fumosaria (Leech) クロオ

オモンエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a． 大白川：1♂,2-

IX-2019 d．  
71．Microcalicha sordida (Butler) シタクモエダシャ

ク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 d； 1♂,30-V-2019 g． 大白川：

2♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 j．  
72．Paradarisa consonaria (Hübner) シナトビスジエ

ダシャク 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 

1♀,30-V-2019 c ；  1♀,30-V-2019 d ；  1♂,2-VI-

2020 a． 大白川：1♂3♀,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-
2019 b； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  

73．Racotis petrosa (Butler) ナミスジエダシャク 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
74．Phanerothyris sinearia noctivolans (Butler) ウス

グロナミエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♀,30-V-2019 f； 1♂,2-VI-

2020 e； 2♂,2-VI-2020 f．  
75．Satoblephara parvularia (Leech) ハラゲチビエダ

シャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  
76．Myrioblephara nanaria (Staudinger) チビトビス

ジエダシャク 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
77．Aethalura ignobilis (Butler) ハンノトビスジエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂

1♀,30-V-2019 a； 2♂2♀,30-V-2019 c； 10♂7♀,30-
V-2019 d；  14♂18♀,30-V-2019 f；  2♂2♀,2-VI-
2020 a； 1♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 大白

川：1♀,13-VI-2019 b；  1♀,13-VI-2019 d；  2♂
4♀,13-VI-2019 e； 2♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 e； 3♀,8-VII-2019 f； 16♂8♀,8-VII-2019 j．  

78．Ophthalmitis albosignaria albosignaria (Bremer & 
Grey) ヨツメエダシャク 

 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 3♂,30-V-2019 f． 大白

川：1♂,8-VII-2019 j．  
79．Ophthalmitis irrorataria (Bremer & Grey) コヨ

ツメエダシャク 
 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e． 

荒谷：1♂1♀,30-V-2019 f； 1♂,2-VI-2020 c． 大白

川：1♂,13-VI-2019 a．  
80．Parectropis similaria japonica Sato シロモンキエ

ダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：

2♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

81．Abaciscus albipunctata (Inoue) シロテントビスジ

エダシャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：2♂,30-

V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♂1♀,8-VII-
2019 c； 2♂,8-VII-2019 f．  

82．Jankowskia fuscaria fuscaria (Leech) チャノウン

モンエダシャク 
 馬狩谷：5♂,26-VI-2019 c．  
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83．Jankowskia pseudathleta Sato キタウンモンエダ

シャク 
 馬狩谷：4♂,26-VI-2019 d． 荒谷：5♂,8-VII-2019 b； 

1♂,23-VII-2019 b． 大白川：3♂1♀,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f； 40♂4♀,8-VII-2019 g； 2♂6♀,8-
VII-2019 h； 12♂,8-VII-2019 j．  

84．Phthonosema tendinosaria (Bremer) リンゴツノ

エダシャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  2♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：5♂1♀,26-VI-2019 c； 10♂2♀,26-
VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-2019 c；  1♂,8-VII-
2019 b； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：4♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 c； 2♀,8-
VII-2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 f； 4♂,8-VII-2019 g．  

85．Phthonosema invenustaria invenustaria (Leech)
トビネオオエダシャク 

 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 c； 1♂,3-VIII-
2020 c．  馬狩谷：7♂,26-VI-2019 c；  8♂,26-VI-
2019 d．  荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c；  3♂,30-V-
2019 f； 1♂,23-VII-2019 b． 大白川：3♂,13-VI-
2019 c； 2♂,8-VII-2019 g； 16♂1♀,8-VII-2019 j．  

86．Xandrames latiferaria latiferaria (Walker) シロ

スジオオエダシャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
87．Xandrames dholaria Moore ヒロオビオオエダシ

ャク 
 馬狩谷：2♂1♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-

2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f； 13♂
1♀,8-VII-2019 g； 8♂,8-VII-2019 j．  

88．Amblychia insueta (Butler) チャマダラエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 2♂1♀,25-

VIII-2019 b ；  12♂,25-VIII-2019 c ；  3♂,2-IX-
2019 b ；  1♂1♀,15-IX-2020 a ；  4♂5♀,15-IX-
2020 b； 6♂9♀,15-IX-2020 c； 2♀,15-IX-2020 d． 
馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d； 1♀,25-VIII-2019 e； 
11♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,30-
IX-2020 a； 2♀,21-X-2020 e． 大白川：5♂,2-IX-
2019 d； 8♂6♀,2-IX-2019 e； 3♂,2-IX-2019 f．  

89．Duliophyle agitata agitata (Butler) ヒロオビエダ

シャク 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 b； 5♂,25-VIII-2019 c； 5♂,2-IX-2019 b． 馬
狩谷：3♂,25-VIII-2019 e； 8♂,2-IX-2019 c． 荒谷：

1♂,30-V-2019 a． 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  

90．Scionomia anomala (Butler) ツマキウスグロエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 c；  1♀,2-IX-

2019 b． 大白川：2♀,2-IX-2019 d； 1♀,2-IX-2019 e．  
91．Scionomia mendica (Butler) ソトキクロエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,15-IX-

2020 b；  2♂,15-IX-2020 c．  馬狩谷：1♀,26-VI-
2019 c； 2♂2♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-IX-
2020 a． 大白川：2♂,8-VII-2019 g．  

92．Phigaliohybernia fulvinfula Inoue チャオビフユ

エダシャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
93．Biston betularia parva Leech オオシモフリエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e．  
94．Biston robustum robustum Butler トビモンオオ

エダシャク 
 荒谷：2♂,30-V-2019 c．  
95．Biston regalis comitata (Warren) ハイイロオオエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  2♂,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  
96．Amraica superans superans (Butler) ウスイロオ

オエダシャク 
 馬狩谷： 4♂3♀,26-VI-2019 b ；  10♂1♀,26-VI-

2019 c； 11♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 
1♂,30-V-2019 c ；  2♂,30-V-2019 e；  2♂,30-V-
2019 f； 8♂1♀,30-V-2019 h； 1♀,8-VII-2019 b； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 f． 
大白川：1♂,13-VI-2019 b；  6♂,13-VI-2019 c； 
4♂,13-VI-2019 e； 2♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-
2019 f； 7♂2♀,8-VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 j．  

97．Lassaba nikkonis (Butler) ニッコウエダシャク 
 荒谷：2♂,30-V-2019 e； 1♀,2-VI-2020 a； 2♂1♀,2-

VI-2020 b．  
98．Colotois pennaria ussuriensis Bang-Haas カバエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♂,6-XI-2019 b； 1♂,21-X-2020 b． 

荒谷：1♂,21-X-2020 e． 大白川：1♂,28-X-2020 a．  
99．Descoreba simplex simplex Butler ハスオビエダ

シャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 b；  1♀,30-V-2019 c；  1♂

2♀,30-V-2019 h．  
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100．Wilemania nitobei (Nitobe) ニトベエダシャク 
 ホワイトロード：2♂,21-X-2020 b． 荒谷：2♂,21-X-

2020 e． 大白川：2♂,21-X-2020 g； 2♂1♀,21-X-
2020 h； 2♂,28-X-2020 a．  

101．Angerona prunaria turbata Prout スモモエダシ

ャク 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 d； 2♂,8-VII-2019 e．  

102．Angerona nigrisparsa Butler ゴマフキエダシャ

ク 
 馬狩谷：9♂3♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c； 

6♂,26-VI-2019 d； 3♂,25-VIII-2019 e； 1♂,2-IX-
2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 h； 1♀,23-VII-2019 b； 2♂1♀,2-VI-
2020 c． 大白川：15♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-
2019 d；  2♂,13-VI-2019 e；  1♂,8-VII-2019 c； 
1♀,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 19♂,8-VII-
2019 g； 2♂1♀,8-VII-2019 h； 6♂1♀,8-VII-2019 
j．  

103．Bizia aexaria Walker ツマトビキエダシャク 
 荒谷：1♂,8-VII-2019 b．  
104．Exangerona prattiaria (Leech) オイワケキエダ

シャク 
 馬狩谷：6♂1♀,26-VI-2019 c； 1♂,26-VI-2019 d． 

大白川：1♂,13-VI-2019 e； 14♂,2-IX-2019 e．  
105．Menophra senilis (Butler) ウスクモエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 c；  1♂1♀,26-VI-2019 d；  1♂,25-VIII-
2019 e；  1♂,2-IX-2019 c．  荒谷：1♂1♀,30-V-
2019 c； 1♂1♀,30-V-2019 d； 1♀,30-V-2019 e； 
1♀,30-V-2019 f ；  1♀,30-V-2019 g ；  1♂,30-V-
2019 h； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：1♀,13-VI-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♀,2-
IX-2019 e．  

106．Phthonandria atrilineata atrilineata (Butler) ク

ワエダシャク 
 荒谷：1♂,8-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 g； 

2♂,8-VII-2019 h．  
107．Cryptochorina amphidasyaria (Oberthür) ヒゲ

マダラエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e．  
108．Psyra boarmiata subcuneata Inoue ミスジキリ

バエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c； 1♂,2-IX-2019 b． 馬狩谷：1♀,25-VIII-
2019 d． 大白川：1♂,2-IX-2019 f．  

109．Epholca arenosa (Butler) サラサエダシャク 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 

1♀,30-V-2019 f；  1♂,8-VII-2019 b；  2♂,2-VI-
2020 b； 3♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 f． 大白

川：1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 d； 1♂,8-
VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 h．  

110．Proteostrenia leda (Butler) シロモンクロエダシ

ャク 
 大白川：1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f； 1♀,8-

VII-2019 g．  
111．Nothomiza formosa (Butler) マエキトビエダシ

ャク 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 d． 荒

谷：1♀,30-V-2019 c． 大白川：3♂,2-IX-2019 e．  
112．Ennomos nephotropa Prout キリバエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 3♂,25-VIII-

2019 c； 3♂,2-IX-2019 b； 1♂,9-X-2019 a； 1♀,15-
IX-2020 a； 4♂,15-IX-2020 b； 1♂,21-X-2020 a； 
2♂,21-X-2020 b． 馬狩谷：1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：

2♂,9-X-2019 d． 大白川：10♂,2-IX-2019 d； 6♂,2-
IX-2019 e； 2♂,21-X-2020 g； 2♂,21-X-2020 h； 
1♂,28-X-2020 a．  

113．Odontopera arida arida (Butler) エグリヅマエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

2♀,15-IX-2020 a；  1♂,15-IX-2020 c；  2♂,21-X-
2020 b； 1♀,21-X-2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 
3♂1♀,30-V-2019 b； 1♂,30-V-2019 c； 2♂1♀,30-
V-2019 d； 2♂,30-V-2019 e； 3♂,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 g ；  1♂,2-VI-2020 a ；  1♂,2-VI-
2020 b； 1♀,2-VI-2020 d； 1♂,21-X-2020 e． 大白

川：1♀,13-VI-2019 b； 1♂,21-X-2020 g； 2♂,21-
X-2020 h．  

114．Odontopera aurata (Prout) キイロエグリヅマエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 b； 6♂,25-VIII-2019 c； 2♂,2-IX-2019 b． 馬
狩谷： 1♂,25-VIII-2019 e．  大白川： 1♀,8-VII-
2019 g； 1♂2♀,2-IX-2019 e； 1♂,21-X-2020 g．  

115．Acrodontis fumosa (Prout) オオノコメエダシャ

ク 
 荒谷：1♂,9-X-2019 d； 1♂,21-X-2020 e． 大白川：

1♂,21-X-2020 g； 2♂,21-X-2020 h．  
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100．Wilemania nitobei (Nitobe) ニトベエダシャク 
 ホワイトロード：2♂,21-X-2020 b． 荒谷：2♂,21-X-

2020 e． 大白川：2♂,21-X-2020 g； 2♂1♀,21-X-
2020 h； 2♂,28-X-2020 a．  

101．Angerona prunaria turbata Prout スモモエダシ

ャク 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 d； 2♂,8-VII-2019 e．  

102．Angerona nigrisparsa Butler ゴマフキエダシャ

ク 
 馬狩谷：9♂3♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c； 

6♂,26-VI-2019 d； 3♂,25-VIII-2019 e； 1♂,2-IX-
2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 h； 1♀,23-VII-2019 b； 2♂1♀,2-VI-
2020 c． 大白川：15♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-
2019 d；  2♂,13-VI-2019 e；  1♂,8-VII-2019 c； 
1♀,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 19♂,8-VII-
2019 g； 2♂1♀,8-VII-2019 h； 6♂1♀,8-VII-2019 
j．  

103．Bizia aexaria Walker ツマトビキエダシャク 
 荒谷：1♂,8-VII-2019 b．  
104．Exangerona prattiaria (Leech) オイワケキエダ

シャク 
 馬狩谷：6♂1♀,26-VI-2019 c； 1♂,26-VI-2019 d． 

大白川：1♂,13-VI-2019 e； 14♂,2-IX-2019 e．  
105．Menophra senilis (Butler) ウスクモエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 c；  1♂1♀,26-VI-2019 d；  1♂,25-VIII-
2019 e；  1♂,2-IX-2019 c．  荒谷：1♂1♀,30-V-
2019 c； 1♂1♀,30-V-2019 d； 1♀,30-V-2019 e； 
1♀,30-V-2019 f ；  1♀,30-V-2019 g ；  1♂,30-V-
2019 h； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：1♀,13-VI-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♀,2-
IX-2019 e．  

106．Phthonandria atrilineata atrilineata (Butler)
クワエダシャク 

 荒谷：1♂,8-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 g； 
2♂,8-VII-2019 h．  

107．Cryptochorina amphidasyaria (Oberthür) ヒゲ

マダラエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e．  
108．Psyra boarmiata subcuneata Inoue ミスジキリ

バエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c； 1♂,2-IX-2019 b． 馬狩谷：1♀,25-VIII-
2019 d． 大白川：1♂,2-IX-2019 f．  

109．Epholca arenosa (Butler) サラサエダシャク 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 

1♀,30-V-2019 f；  1♂,8-VII-2019 b；  2♂,2-VI-
2020 b； 3♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 f． 大白

川：1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 d； 1♂,8-
VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 h．  

110．Proteostrenia leda (Butler) シロモンクロエダシ

ャク 
 大白川：1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f； 1♀,8-

VII-2019 g．  
111．Nothomiza formosa (Butler) マエキトビエダシ

ャク 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 d． 荒

谷：1♀,30-V-2019 c． 大白川：3♂,2-IX-2019 e．  
112．Ennomos nephotropa Prout キリバエダシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 3♂,25-VIII-

2019 c； 3♂,2-IX-2019 b； 1♂,9-X-2019 a； 1♀,15-
IX-2020 a； 4♂,15-IX-2020 b； 1♂,21-X-2020 a； 
2♂,21-X-2020 b． 馬狩谷：1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：

2♂,9-X-2019 d． 大白川：10♂,2-IX-2019 d； 6♂,2-
IX-2019 e； 2♂,21-X-2020 g； 2♂,21-X-2020 h； 
1♂,28-X-2020 a．  

113．Odontopera arida arida (Butler) エグリヅマエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

2♀,15-IX-2020 a；  1♂,15-IX-2020 c；  2♂,21-X-
2020 b； 1♀,21-X-2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 
3♂1♀,30-V-2019 b； 1♂,30-V-2019 c； 2♂1♀,30-
V-2019 d； 2♂,30-V-2019 e； 3♂,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 g ；  1♂,2-VI-2020 a ；  1♂,2-VI-
2020 b； 1♀,2-VI-2020 d； 1♂,21-X-2020 e． 大白

川：1♀,13-VI-2019 b； 1♂,21-X-2020 g； 2♂,21-
X-2020 h．  

114．Odontopera aurata (Prout) キイロエグリヅマエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 b； 6♂,25-VIII-2019 c； 2♂,2-IX-2019 b． 馬
狩谷： 1♂,25-VIII-2019 e．  大白川： 1♀,8-VII-
2019 g； 1♂2♀,2-IX-2019 e； 1♂,21-X-2020 g．  

115．Acrodontis fumosa (Prout) オオノコメエダシャ

ク 
 荒谷：1♂,9-X-2019 d； 1♂,21-X-2020 e． 大白川：

1♂,21-X-2020 g； 2♂,21-X-2020 h．  

27

岐阜県大野郡白川村白山山麓の蛾類



 

28 
 

116．Acrodontis kotshubeji Sheljuzhko ヒメノコメエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 a．  
117．Xerodes albonotaria albonotaria (Bremer) モン

シロツマキリエダシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂

1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 1♂,2-VI-2020 a； 4♂
1♀,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-VI-2019 a； 4♂
1♀,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d．  

118．Xerodes rufescentaria (Motschulsky) ミスジツマ

キリエダシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 e； 1♂,30-

V-2019 h； 1♂,23-VII-2019 b．  
119．Zanclidia testacea (Butler) キマダラツマキリエ

ダシャク 
 荒谷：3♂,8-VII-2019 b．  
120．Eilicrinia wehrlii Djakonov ミミモンエダシャク 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c．  大白川：1♂,13-VI-

2019 d；  1♂,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 e； 
1♀,8-VII-2019 f．  

121．Fascellina chromataria Walker エグリエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
122．Ocoelophora lentiginosaria lentiginosaria (Leech)

テンモンチビエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 9♂3♀,30-V-2019 f． 大白

川：3♂1♀,8-VII-2019 g； 1♀,2-IX-2019 f．  
123．Pareclipsis gracilis (Butler) ツマキリウスキエダ

シャク 
 大白川：1♀,8-VII-2019 e．  
124．Selenia sordidaria Leech ハガタムラサキエダシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：2♂,13-

VI-2019 a．  
125．Selenia adustaria Leech ウスムラサキエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 2♂1♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d； 4♂,30-V-2019 e； 4♂1♀,30-V-
2019 f； 1♂1♀,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 
5♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-
VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d．  

126．Selenia tetralunaria (Hufnagel) ムラサキエダシ

ャク 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-
2019 a； 1♂,2-IX-2019 b． 馬狩谷：2♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 2♂,8-VII-2019 b． 
大白川：1♂,8-VII-2019 e； 4♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-
VII-2019 j．  

127．Agaraeus parva distans (Warren) コガタイチモ

ジエダシャク 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♂,21-X-2020 e．  
128．Garaeus specularis Moore キバラエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 3♂,25-

VIII-2019 c； 2♂,15-IX-2020 a； 1♂,15-IX-2020 b； 
1♂,15-IX-2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,9-
X-2019 d； 1♂,30-IX-2020 a； 2♂1♀,21-X-2020 e． 
大白川：1♂,2-IX-2019 d； 2♂,2-IX-2019 e； 2♂,21-
X-2020 g； 2♂4♀,21-X-2020 h．  

129．Xyloscia subspersata (Felder & Rogenhofer) ト

ガリエダシャク 
 荒谷：3♂1♀,30-V-2019 f； 1♂1♀,30-V-2019 h．  
130．Endropiodes abjecta abjecta (Butler) ツマキリエ

ダシャク 
 大白川：1♀,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-2019 d； 

1♀,8-VII-2019 g．  
131．Endropiodes indictinaria (Bremer) モミジツマ

キリエダシャク 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a； 1♂2♀,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：4♀,26-VI-2019 d； 1♀,25-VIII-
2019 d；  1♀,25-VIII-2019 e．  荒谷：3♂,30-V-
2019 a； 1♂6♀,30-V-2019 c； 2♂5♀,30-V-2019 d； 
5♂6♀,30-V-2019 e； 4♂18♀,30-V-2019 f； 1♀,30-
V-2019 g； 3♂,23-VII-2019 b； 3♀,2-VI-2020 a； 
1♀,2-VI-2020 e． 大白川：11♂1♀,13-VI-2019 a； 
1♂,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 3♀,13-VI-
2019 e； 1♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 h．  

132．Endropiodes circumflexa Inoue ツツジツマキリ

エダシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a．  
133．Plagodis dolabraria (Linnaeus) ナカキエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,15-IX-

2020 a．  馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c；  1♀,26-VI-
2019 d；  1♂,25-VIII-2019 e．  荒谷：2♀,30-V-
2019 c； 1♂2♀,30-V-2019 h； 1♂,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,13-VI-2019 d．  

134．Plagodis pulveraria japonica (Butler) コナフキ

エダシャク 
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116．Acrodontis kotshubeji Sheljuzhko ヒメノコメエ

ダシャク 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 a．  
117．Xerodes albonotaria albonotaria (Bremer) モン

シロツマキリエダシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂

1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 1♂,2-VI-2020 a； 4♂
1♀,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-VI-2019 a； 4♂
1♀,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d．  

118．Xerodes rufescentaria (Motschulsky) ミスジツマ

キリエダシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 e； 1♂,30-

V-2019 h； 1♂,23-VII-2019 b．  
119．Zanclidia testacea (Butler) キマダラツマキリエ

ダシャク 
 荒谷：3♂,8-VII-2019 b．  
120．Eilicrinia wehrlii Djakonov ミミモンエダシャク 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c．  大白川：1♂,13-VI-

2019 d；  1♂,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 e； 
1♀,8-VII-2019 f．  

121．Fascellina chromataria Walker エグリエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
122．Ocoelophora lentiginosaria lentiginosaria (Leech)

テンモンチビエダシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 9♂3♀,30-V-2019 f． 大白

川：3♂1♀,8-VII-2019 g； 1♀,2-IX-2019 f．  
123．Pareclipsis gracilis (Butler) ツマキリウスキエダ

シャク 
 大白川：1♀,8-VII-2019 e．  
124．Selenia sordidaria Leech ハガタムラサキエダシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：2♂,13-

VI-2019 a．  
125．Selenia adustaria Leech ウスムラサキエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 2♂1♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d； 4♂,30-V-2019 e； 4♂1♀,30-V-
2019 f； 1♂1♀,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 
5♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-
VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d．  

126．Selenia tetralunaria (Hufnagel) ムラサキエダシ

ャク 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-
2019 a； 1♂,2-IX-2019 b． 馬狩谷：2♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 2♂,8-VII-2019 b． 
大白川：1♂,8-VII-2019 e； 4♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-
VII-2019 j．  

127．Agaraeus parva distans (Warren) コガタイチモ

ジエダシャク 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♂,21-X-2020 e．  
128．Garaeus specularis Moore キバラエダシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 3♂,25-

VIII-2019 c； 2♂,15-IX-2020 a； 1♂,15-IX-2020 b； 
1♂,15-IX-2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,9-
X-2019 d； 1♂,30-IX-2020 a； 2♂1♀,21-X-2020 e． 
大白川：1♂,2-IX-2019 d； 2♂,2-IX-2019 e； 2♂,21-
X-2020 g； 2♂4♀,21-X-2020 h．  

129．Xyloscia subspersata (Felder & Rogenhofer)
トガリエダシャク 

 荒谷：3♂1♀,30-V-2019 f； 1♂1♀,30-V-2019 h．  
130．Endropiodes abjecta abjecta (Butler) ツマキリエ

ダシャク 
 大白川：1♀,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-2019 d； 

1♀,8-VII-2019 g．  
131．Endropiodes indictinaria (Bremer) モミジツマ

キリエダシャク 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a； 1♂2♀,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：4♀,26-VI-2019 d； 1♀,25-VIII-
2019 d；  1♀,25-VIII-2019 e．  荒谷：3♂,30-V-
2019 a； 1♂6♀,30-V-2019 c； 2♂5♀,30-V-2019 d； 
5♂6♀,30-V-2019 e； 4♂18♀,30-V-2019 f； 1♀,30-
V-2019 g； 3♂,23-VII-2019 b； 3♀,2-VI-2020 a； 
1♀,2-VI-2020 e． 大白川：11♂1♀,13-VI-2019 a； 
1♂,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 3♀,13-VI-
2019 e； 1♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 h．  

132．Endropiodes circumflexa Inoue ツツジツマキリ

エダシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a．  
133．Plagodis dolabraria (Linnaeus) ナカキエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,15-IX-

2020 a．  馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c；  1♀,26-VI-
2019 d；  1♂,25-VIII-2019 e．  荒谷：2♀,30-V-
2019 c； 1♂2♀,30-V-2019 h； 1♂,2-VI-2020 a． 
大白川：1♂,13-VI-2019 d．  

134．Plagodis pulveraria japonica (Butler) コナフキ

エダシャク 
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 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♀,2-IX-
2019 b； 1♀,3-VIII-2020 e． 馬狩谷：1♀,2-IX-2019 c． 
荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 e； 2♀,30-
V-2019 h； 2♂,23-VII-2019 b； 1♀,2-VI-2020 a； 
1♀,2-VI-2020 b．  

135．Parepione grata (Butler) ウラモンアカエダシャ

ク 
 荒谷：2♂,30-V-2019 e； 2♂,30-V-2019 f； 1♂,2-VI-

2020 c．  
136．Cepphis advenaria (Hübner) アトボシエダシャ

ク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c；  1♂,30-V-2019 e；  2♂

2♀,30-V-2019 f； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：3♂,13-
VI-2019 a； 1♀,13-VI-2019 d．  

137．Heterolocha stulta (Butler) ベニスジエダシャク 
 大白川：1♂1♀,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 e； 

2♂1♀,8-VII-2019 g．  
138．Spilopera debilis (Butler) ツマトビシロエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  2♀,23-VII-

2019 a；  3♂,25-VIII-2019 b；  10♂3♀,25-VIII-
2019 c； 2♂4♀,2-IX-2019 b； 1♂1♀,3-VIII-2020 c； 
1♀,3-VIII-2020 e． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c； 9♂
3♀,26-VI-2019 d； 3♂,25-VIII-2019 d； 4♂3♀,25-
VIII-2019 e； 2♂5♀,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂,30-V-
2019 b； 1♀,30-V-2019 c； 1♂1♀,30-V-2019 d； 
9♂1♀,30-V-2019 e； 4♂2♀,30-V-2019 f； 1♀,30-
V-2019 g； 1♀,30-V-2019 h； 1♀,23-VII-2019 b； 
15♂3♀,2-VI-2020 b； 2♂1♀,2-VI-2020 c； 2♂,2-
VI-2020 d． 大白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-
2019 c；  1♂,13-VI-2019 d；  1♂,13-VI-2019 e； 
1♀,8-VII-2019 f； 2♂3♀,8-VII-2019 g； 1♀,8-VII-
2019 h； 6♂2♀,8-VII-2019 j； 1♂7♀,2-IX-2019 d； 
8♂3♀,2-IX-2019 e； 2♀,2-IX-2019 f．  

139．Ourapteryx japonica Inoue フトスジツバメエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c．  
140．Ourapteryx nivea Butler ウスキツバメエダシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：1♀,30-V-2019 c；  1♀,2-VI-
2020 a； 2♂,30-IX-2020 a． 大白川：2♂,8-VII-2019 
j．  

141．Ourapteryx nomurai Inoue ノムラツバメエダシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b； 1♂,15-IX-

2020 a； 4♂2♀,15-IX-2020 b； 1♀,15-IX-2020 c． 
荒谷：1♂,21-X-2020 e．  

142．Ourapteryx obtusicauda (Warren) コガタツバメ

エダシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：40♂

5♀,26-VI-2019 b；  11♂3♀,26-VI-2019 c；  28♂
21♀,26-VI-2019 d． 荒谷：4♂3♀,8-VII-2019 b； 
1♀,23-VII-2019 b． 大白川：2♂1♀,8-VII-2019 f； 
47♂9♀,8-VII-2019 g； 1♂3♀,8-VII-2019 h； 10♂
2♀,8-VII-2019 j．  

143．Ourapteryx subpunctaria Leech ヒメツバメエダ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 大白川：2♀,8-

VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 j．  
144．Ourapteryx maculicaudaria (Motschulsky) シロ

ツバメエダシャク 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e； 

1♂,2-IX-2019 c． 大白川：1♀,8-VII-2019 j； 3♂,2-
IX-2019 d．  

Alsophilinae フユシャク亜科 
1．Alsophila japonensis (Warren) シロオビフユシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,6-XI-2019 a．  
Geometrinae アオシャク亜科 
1．Pachista superans (Butler) オオアヤシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 1♀,3-VIII-2020 d． 馬狩谷：12♂5♀,26-
VI-2019 b； 3♂,26-VI-2019 c； 2♂,26-VI-2019 d； 
1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：2♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-
VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 d； 1♂,8-VII-2019 g．  

2．Dindica virescens (Butler) ウスアオシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：3♂

1♀,26-VI-2019 b； 1♂1♀,26-VI-2019 d； 2♂,25-
VIII-2019 e． 荒谷：2♂,30-V-2019 a； 3♂1♀,30-
V-2019 c；  3♂1♀,30-V-2019 d；  13♂2♀,30-V-
2019 e； 12♂5♀,30-V-2019 f； 1♀,30-V-2019 g； 
2♂,30-V-2019 h；  1♂,23-VII-2019 b；  1♀,2-VI-
2020 a； 2♂1♀,2-VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 大
白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-
VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 3♂,8-VII-2019 g； 
2♂,8-VII-2019 j．  

3．Aracima muscosa muscosa Butler アトヘリアオシ
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ャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c．  大白川：1♀,8-VII-2019 d；  1♀,8-VII-
2019 e； 1♀,8-VII-2019 g．  

4．Tanaorhinus reciprocata confuciaria (Walker) カ

ギバアオシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 c．  
5．Geometra papilionaria subrigua (Prout) オオシロ

オビアオシャク 
 ホワイトロード：2♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：5♂,26-

VI-2019 b． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：2♂,8-
VII-2019 f ；  4♂1♀,8-VII-2019 g ；  1♂,8-VII-
2019 h； 1♂,8-VII-2019 j．  

6．Geometra dieckmanni Graeser カギシロスジアオ

シャク 
 馬狩谷：7♂1♀,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 c； 

3♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大
白川：1♂,8-VII-2019 g．  

7．Geometra valida Felder & Rogenhofer クロスジア

オシャク 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
8．Geometra glaucaria Ménétriès コシロオビアオシ

ャク 
 馬狩谷：30♂,26-VI-2019 b； 5♂1♀,26-VI-2019 c； 

10♂,26-VI-2019 d． 大白川：2♂,8-VII-2019 d．  
9．Jodis putata (Linnaeus) ヒメウスアオシャク 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
10．Jodis argutaria (Walker) ウスミズアオシャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-

VII-2019 f．  
11．Maxates ambigua (Butler) ツバメアオシャク 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
12．Maxates fuscofrons (Inoue) ズグロツバメアオシ

ャク 
 大白川：2♂,8-VII-2019 c．  
13．Hemithea aestivaria (Hübner) キバラヒメアオシ

ャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  
14．Chlorissa amphitritaria (Oberthür) ハラアカアオ

シャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  
15．Chlorissa inornata (Matsumura) ウスハラアカア

オシャク 

 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c．  
16．Chlorissa anadema (Prout) ホソバハラアカアオ

シャク 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c．  
17．Idiochlora takahashii (Inoue) ヒメアオシャク 
 大白川：1♀,13-VI-2019 b； 1♀,8-VII-2019 f．  
18．Comibaena amoenaria (Oberthür) ヘリジロヨツ

メアオシャク 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 d． 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 

1♀,8-VII-2019 h； 1♂,2-IX-2019 e．  
19．Comibaena nigromacularia (Leech) クロモンアオ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
20．Comibaena ingrata (Wileman) カラフトウスアオ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
21．Hemistola tenuilinea (Alphéraky) ハガタキスジ

アオシャク 
 大白川：2♂,8-VII-2019 g．  
Sterrhinae ヒメシャク亜科 
1．Dithecodes erasa Warren シロモンアオヒメシャク 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 e．  
2．Timandra apicirosea (Prout) フトベニスジヒメシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f．  
3．Problepsis superans superans (Butler) ヒトツメオ

オシロヒメシャク 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
4．Scopula nigropunctata imbella (Warren) マエキヒ

メシャク 
 馬狩谷：1♂1♀,25-VIII-2019 d． 大白川：1♂,8-VII-

2019 f； 2♂,8-VII-2019 j．  
5．Scopula confusa (Butler) ウスキトガリヒメシャク 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
6．Scopula pudicaria (Motschulsky) クロスジシロヒ

メシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
7．Scopula floslactata claudata (Prout) ヤスジマルバ

ヒメシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：

1♀,13-VI-2019 b．  
8．Scopula nupta (Butler) サザナミシロヒメシャク 
 大白川：1♂,2-IX-2019 f．  
9．Idaea terpnaria (Prout) クロオビキヒメシャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
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ャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c．  大白川：1♀,8-VII-2019 d；  1♀,8-VII-
2019 e； 1♀,8-VII-2019 g．  

4．Tanaorhinus reciprocata confuciaria (Walker)
カギバアオシャク 

 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-
2020 c． 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 c．  

5．Geometra papilionaria subrigua (Prout) オオシロ

オビアオシャク 
 ホワイトロード：2♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：5♂,26-

VI-2019 b． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：2♂,8-
VII-2019 f ；  4♂1♀,8-VII-2019 g ；  1♂,8-VII-
2019 h； 1♂,8-VII-2019 j．  

6．Geometra dieckmanni Graeser カギシロスジアオ

シャク 
 馬狩谷：7♂1♀,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 c； 

3♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大
白川：1♂,8-VII-2019 g．  

7．Geometra valida Felder & Rogenhofer クロスジア

オシャク 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
8．Geometra glaucaria Ménétriès コシロオビアオシ

ャク 
 馬狩谷：30♂,26-VI-2019 b； 5♂1♀,26-VI-2019 c； 

10♂,26-VI-2019 d． 大白川：2♂,8-VII-2019 d．  
9．Jodis putata (Linnaeus) ヒメウスアオシャク 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
10．Jodis argutaria (Walker) ウスミズアオシャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-

VII-2019 f．  
11．Maxates ambigua (Butler) ツバメアオシャク 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
12．Maxates fuscofrons (Inoue) ズグロツバメアオシ

ャク 
 大白川：2♂,8-VII-2019 c．  
13．Hemithea aestivaria (Hübner) キバラヒメアオシ

ャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  
14．Chlorissa amphitritaria (Oberthür) ハラアカアオ

シャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  
15．Chlorissa inornata (Matsumura) ウスハラアカア

オシャク 

 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c．  
16．Chlorissa anadema (Prout) ホソバハラアカアオ

シャク 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c．  
17．Idiochlora takahashii (Inoue) ヒメアオシャク 
 大白川：1♀,13-VI-2019 b； 1♀,8-VII-2019 f．  
18．Comibaena amoenaria (Oberthür) ヘリジロヨツ

メアオシャク 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 d． 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 

1♀,8-VII-2019 h； 1♂,2-IX-2019 e．  
19．Comibaena nigromacularia (Leech) クロモンアオ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
20．Comibaena ingrata (Wileman) カラフトウスアオ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
21．Hemistola tenuilinea (Alphéraky) ハガタキスジ

アオシャク 
 大白川：2♂,8-VII-2019 g．  
Sterrhinae ヒメシャク亜科 
1．Dithecodes erasa Warren シロモンアオヒメシャク 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 e．  
2．Timandra apicirosea (Prout) フトベニスジヒメシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f．  
3．Problepsis superans superans (Butler) ヒトツメオ

オシロヒメシャク 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
4．Scopula nigropunctata imbella (Warren) マエキヒ

メシャク 
 馬狩谷：1♂1♀,25-VIII-2019 d． 大白川：1♂,8-VII-

2019 f； 2♂,8-VII-2019 j．  
5．Scopula confusa (Butler) ウスキトガリヒメシャク 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
6．Scopula pudicaria (Motschulsky) クロスジシロヒ

メシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
7．Scopula floslactata claudata (Prout) ヤスジマルバ

ヒメシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：

1♀,13-VI-2019 b．  
8．Scopula nupta (Butler) サザナミシロヒメシャク 
 大白川：1♂,2-IX-2019 f．  
9．Idaea terpnaria (Prout) クロオビキヒメシャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
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10．Idaea nudaria infuscaria (Leech) キヒメシャク 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b． 荒谷：1♀,21-

X-2020 e．  
11．Idaea auricruda (Butler) ヨスジキヒメシャク 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
12．Idaea remissa (Wileman) ホソスジキヒメシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,2-

IX-2019 f．  
13．Idaea promiscuaria (Leech) ウスジロヒカリヒメ

シャク 
 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  
14．Idaea denudaria (Prout) ウスモンキヒメシャク 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
15．Idaea biselata (Hufnagel) ウスキヒメシャク 
 ホワイトロード：2♀,23-VII-2019 a； 1♂1♀,3-VIII-

2020 c． 大白川：3♂,8-VII-2019 j．  
16．Idaea trisetata (Prout) ミジンキヒメシャク 
 ホワイトロード：2♀,3-VIII-2020 c．  
17．Idaea effusaria (Christoph) モンウスキヒメシャ

ク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 j．  
Larentiinae ナミシャク亜科 
1．Aplocera perelegans perelegans (Warren) ツマア

カナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a． 荒谷：1♂,30-V-

2019 a； 1♀,2-VI-2020 b．  
2．Neopachrophilla albida Inoue シロオビコバネナミ

シャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

1♂,30-V-2019 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 d； 3♂
4♀,8-VII-2019 c； 3♀,8-VII-2019 d； 2♂2♀,8-VII-
2019 e； 7♂,8-VII-2019 f．  

3．Trichopteryx fastuosa Inoue シロシタコバネナミ

シャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  
4．Trichopteryx ussurica (Wehrli) マダラコバネナミ

シャク 
 荒谷：2♀,30-V-2019 f．  
5．Trichopteryx ustata (Christoph) クロオビシロナミ

シャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
6．Trichopteryx auricilla Inoue ホソクロオビシロナ

ミシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 d．  
7．Esakiopteryx volitans (Butler) ウスベニスジナミ

シャク 
 荒谷：2♀,30-V-2019 f．  
8．Naxidia maculata (Butler) ゴマダラシロナミシャ

ク 
 馬狩谷：1♂2♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♀,30-V-

2019 f； 1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c． 大白

川：1♀,13-VI-2019 b； 2♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-
VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 j．  

9．Trichodezia kindermanni latifasciaria Matsumura
シラフシロオビナミシャク 

 荒谷：1♂,30-V-2019 f．  
10．Heterophleps fusca fusca (Butler) ウスクモナミ

シャク 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 a； 

1♂,30-V-2019 b； 2♂2♀,30-V-2019 e； 6♂2♀,30-
V-2019 f；  1♀,2-VI-2020 b；  2♂,2-VI-2020 c； 
3♂,2-VI-2020 d． 大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♀,8-
VII-2019 f； 5♂1♀,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 
j．  

11．Heterophleps pallescens (Warren) ミツボシナミ

シャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
12．Leptostegna tenerata Christoph アオナミシャク 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂

2♀,26-VI-2019 b． 荒谷：1♀,2-VI-2020 a． 大白川：

1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c； 2♀,8-VII-
2019 g．  

13．Tyloptera bella bella (Butler) ホソバナミシャク 
 馬狩谷：2♂1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：2♂,30-V-

2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 1♂,30-
V-2019 g； 2♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c． 大
白川：1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-
VII-2019 h．  

14．Brabira artemidora artemidora (Oberthür) キリ

バネホソナミシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♂1♀,25-

VIII-2019 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♀,2-VI-
2020 a．  

15．Xanthorhoe abraxina abraxina (Butler) キアシシ

ロナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  
16．Xanthorhoe semilactescens Inoue ハングロナミシ

ャク 
 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 e．  
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17．Xanthorhoe muscicapata (Christoph) ツマグロナ

ミシャク 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b；  1♂,15-IX-

2020 c．  
18．Costaconvexa caespitaria (Christoph) ウスイロト

ビスジナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a．  
19．Euphyia cineraria (Butler) ハコベナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-2019 c． 大白川：

1♂,2-IX-2019 e．  
20．Catarhoe yokohamae (Butler) ムツテンナミシャ

ク 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a．  
21．Pseudobaptria corydalaria japonica (Hori) ハチノ

ジクロナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 c．  
22．Electrophaes corylata granitalis (Butler) キンオ

ビナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：2♀,30-

V-2019 c； 1♂2♀,30-V-2019 e； 2♀,2-VI-2020 a； 
1♂2♀,2-VI-2020 b； 2♀,2-VI-2020 c． 大白川：

1♂,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d．  
23．Electrophaes recens Inoue ヒメキンオビナミシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 c；  2♂,2-IX-

2019 b． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f． 
大白川：1♀,13-VI-2019 d．  

24．Epirrhoe supergressa supergressa (Butler) フタ

シロスジナミシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 f． 大白川：1♂,8-VII-2019 g．  
25．Hydriomena furcata nexifasciata (Butler) ヤナギ

ナミシャク 
 馬狩谷：1♀,2-IX-2019 c． 荒谷：1♀,30-V-2019 d．  
26．Hydriomena impluviata insulata Inoue ヒロオビ

ナミシャク 
 荒谷： 6♂4♀,30-V-2019 a ；  1♀,30-V-2019 c ； 

1♀,30-V-2019 d； 1♂,30-V-2019 e．  
27．Photoscotosia atrostrigata (Bremer) ネグロウス

ベニナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 2♂1♀,25-

VIII-2019 c； 1♂1♀,2-IX-2019 a； 3♀,2-IX-2019 b； 
1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♂3♀,15-IX-2020 b； 1♂
2♀,15-IX-2020 c．  馬狩谷： 1♀,26-VI-2019 c； 
1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-2019 a； 1♂,30-

V-2019 b； 1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 f． 大
白川：1♂,8-VII-2019 g．  

28．Photoscotosia lucicolens (Butler) オオネグロウス

ベニナミシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 c； 5♂1♀,30-V-
2019 e； 6♂,30-V-2019 f； 1♀,9-X-2019 d； 1♂,2-
VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 c； 
1♂,2-VI-2020 d． 大白川：3♀,21-X-2020 h．  

29．Telenomeuta punctimarginaria punctimarginaria 
(Leech) テンヅマナミシャク 

 荒谷：1♀,30-V-2019 d； 2♂,23-VII-2019 b． 大白

川：1♀,8-VII-2019 g．  
30．Gandaritis evanescens (Butler) マルモンシロナミ

シャク 
 馬狩谷：5♂,26-VI-2019 b；  3♂,26-VI-2019 c； 

1♀,26-VI-2019 d． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f．  

31．Gandaritis maculata Swinhoe オオナミシャク 
 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b； 3♀,26-VI-2019 c； 4♂

1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 3♂,30-
V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 1♀,30-V-2019 h； 
2♂,2-VI-2020 b ．  大白川： 3♂,13-VI-2019 c ； 
1♂,13-VI-2019 d．  

32．Gandaritis placida (Butler) キベリシロナミシャ

ク 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b； 1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：

1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b． 大白川：3♂
1♀,2-IX-2019 d．  

33．Gandaritis whitelyi leechi (Inoue) ツマキシロナ

ミシャク 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 大

白川：1♀,8-VII-2019 e； 2♂5♀,8-VII-2019 g．  
34．Gandaritis fixseni (Bremer) キマダラオオナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 1♀,21-X-2020 b． 荒谷：2♂,8-VII-2019 b； 
1♀,23-VII-2019 b； 1♂,30-IX-2020 a； 1♂,30-IX-
2020 b；  1♂,30-IX-2020 d．  大白川：7♂,8-VII-
2019 g； 3♂1♀,2-IX-2019 e； 1♂,21-X-2020 g； 
2♂,21-X-2020 h．  

35．Gandaritis agnes agnes (Butler) キガシラオオナ

ミシャク 
 大白川：3♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 h．  
36．Eulithis ledereri (Bremer) ウストビモンナミシャ
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ク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 6♂,15-IX-2020 b； 3♂,15-IX-2020 c． 馬
狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,8-VII-2019 b． 
大白川：1♀,8-VII-2019 f．  

37．Eulithis convergenata (Bremer) ヨコジマナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c． 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 e． 大白川：1♀,8-
VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 g； 1♂2♀,2-IX-2019 d．  

38．Eulithis pyropata sugitanii (Prout) キジマソトグ

ロナミシャク 
 大白川：1♀,8-VII-2019 d．  
39．Lampropteryx minna (Butler) アトクロナミシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a． 荒谷：1♂

1♀,30-V-2019 e； 1♀,2-VI-2020 e．  
40．Lampropteryx otregiata Metcalfe チビアトクロナ

ミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b． 荒谷：1♂,2-

VI-2020 c．  
41．Evecliptopera illitata illitata (Wileman) セスジナ

ミシャク 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,8-VII-2019 b．  
42．Ecliptopera umbrosaria umbrosaria (Motschulsky)

オオハガタナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b．  荒谷：1♂

1♀,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 b．  
43．Ecliptopera capitata mariesii (Butler) セキナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b．  
44．Ecliptopera pryeri (Butler) ソトキナミシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  
45．Eustroma aerosa (Butler) ミヤマアミメナミシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,25-VIII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 a； 4♂
3♀,2-IX-2019 b． 荒谷：2♂,30-V-2019 e； 1♀,30-
V-2019 f； 1♂2♀,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 c． 
大白川：1♂1♀,13-VI-2019 c； 1♀,13-VI-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 d．  

46．Eustroma japonica Inoue キアミメナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c； 1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-

2019 c； 1♀,8-VII-2019 f； 3♂,8-VII-2019 g．  
47．Eustroma melancholica melancholica (Butler) ハ

ガタナミシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 4♂,25-VIII-

2019 b； 2♀,2-IX-2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬
狩谷：1♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♀,30-V-2019 b； 
1♀,30-V-2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 1♂3♀,30-
V-2019 f； 1♀,30-V-2019 h； 1♂,23-VII-2019 b； 
1♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 c． 大白川：1♀,13-
VI-2019 a； 1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 
1♂1♀,8-VII-2019 g； 2♂2♀,2-IX-2019 d； 1♀,2-
IX-2019 e．  

48．Lobogonodes erectaria (Leech) キホソスジナミシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c；  1♀,30-V-2019 e；  2♂

4♀,30-V-2019 f； 1♂2♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-
2020 b；  1♂,30-IX-2020 b．  大白川：1♀,13-VI-
2019 d； 1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 g．  

49．Sibatania mactata (Felder & Rogenhofer) ビロー

ドナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c；  1♀,15-IX-2020 b；  1♀,15-IX-2020 c； 
1♀,15-IX-2020 d．  馬狩谷：2♂,26-VI-2019 d； 
3♂,25-VIII-2019 e； 1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 f； 1♀,8-VII-2019 b； 
1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 d； 1♂,30-IX-
2020 a； 5♂,21-X-2020 e； 1♂1♀,21-X-2020 f． 大
白川：1♀,13-VI-2019 a； 1♀,8-VII-2019 j； 1♀,21-
X-2020 g； 3♂5♀,21-X-2020 h．  

50．Plemyria rubiginata japonica Inoue トビモンシロ

ナミシャク 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
51．Dysstroma citrata nyiwonis (Matsumura) ツマキ

ナカジロナミシャク 
 荒谷：1♀,30-V-2019 g． 大白川：1♀,21-X-2020 g．  
52．Paradysstroma corussaria (Oberthür) ネアカナカ

ジロナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b．  
53．Praethera praefecta (Prout) オオクロオビナミシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g．  
54．Pennithera abolla (Inoue) ウスクロオビナミシャ

ク 
 荒谷：2♂,30-V-2019 e．  
55．Heterothera postalbida (Wileman) シロシタトビ
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イロナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 1♀,15-IX-2020 a． 馬
狩谷：1♀,2-IX-2019 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♀,21-X-2020 f． 大白川：1♀,2-
IX-2019 e； 1♂,21-X-2020 h．  

56．Xenortholitha propinguata niphonica (Butler) フ

タクロテンナミシャク 
 馬狩谷：6♂3♀,26-VI-2019 d； 1♀,25-VIII-2019 e． 

荒谷：2♀,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-2020 e． 大白川：

1♂,2-IX-2019 f．  
57．Epirrita autumnata autumna (Bryk) アキナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a；  1♂1♀,21-X-

2020 a． 大白川：1♀,28-X-2020 a．  
58．Epirrita viridipurpurescens (Prout) ミドリアキナ

ミシャク 
 大白川：2♂,28-X-2020 b．  
59．Nothoporinia mediolineata (Prout) ナカオビアキ

ナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,6-XI-2019 c； 1♀,21-X-2020 a．  
60．Solitanea defricata (Püngeler) シロオビマルバナ

ミシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

2♂,30-V-2019 a； 2♂,30-V-2019 c； 1♂1♀,30-V-
2019 d； 2♂,30-V-2019 f； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 
1♀,2-VI-2020 b； 1♀,2-VI-2020 c． 大白川：1♂
1♀,13-VI-2019 d；  1♀,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-
2019 j．  

61．Venusia cambrica Curtis ミヤマナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a．  
62．Venusia laria ilara (Prout) クロスジカバイロナミ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  
63．Venusia blomeri (Curtis) キモンハイイロナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  大白川：

1♀,13-VI-2019 d．  
64．Venusia phasma (Butler) ナナスジナミシャク 
 ホワイトロード： 2♀,9-X-2019 a；  1♂6♀,9-X-

2019 b； 2♂,15-IX-2020 c． 馬狩谷：4♂,9-X-2019 c． 
荒谷：2♀,21-X-2020 e； 1♀,21-X-2020 f． 大白川：

1♂,21-X-2020 g； 2♂1♀,21-X-2020 h．  
65．Hydrelia sylvata (Denis & Schiffermüller) キスジ

ハイイロナミシャク 
 大白川：1♀,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 f； 1♀,8-

VII-2019 j．  
66．Hydrelia nisaria (Christoph) テンスジヒメナミシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f．  
67．Hydrelia flammeolaria (Hufnagel) キヒメナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c； 2♂,2-VI-2020 a； 2♂2♀,2-VI-2020 c； 
1♂,2-VI-2020 e． 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 j．  

68．Euchoeca nebulata (Scopoli) ハンノナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 e； 1♀,2-IX-
2019 c． 荒谷：1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,8-VII-
2019 f．  

69．Asthena nymphaeata (Staudinger) ムスジシロナ

ミシャク 
 大白川：1♀,2-IX-2019 d．  
70．Asthena hamadryas Inoue マンサクシロナミシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,2-VI-

2020 b．  
71．Asthena corculina Butler キムジシロナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a． 大白川：1♀,8-

VII-2019 f．  
72．Macrohastina azela (Butler) フタオモドキナミシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 1♂,2-VI-2020 b．  
73．Pseudostegania defectata (Christoph) キイロナミ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c； 2♀,2-IX-2019 b． 馬狩谷：1♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 f； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：2♂,13-
VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 f； 2♂2♀,2-IX-2019 e．  

74．Laciniodes denigrata ussuriensis Prout セジロナ

ミシャク 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c． 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,2-
VI-2020 d．  

75．Martania saxea (Wileman) ヒメカバスジナミシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,25-

 

34 
 

イロナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 1♀,15-IX-2020 a． 馬
狩谷：1♀,2-IX-2019 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♀,21-X-2020 f． 大白川：1♀,2-
IX-2019 e； 1♂,21-X-2020 h．  

56．Xenortholitha propinguata niphonica (Butler)
フタクロテンナミシャク 

 馬狩谷：6♂3♀,26-VI-2019 d； 1♀,25-VIII-2019 e． 
荒谷：2♀,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-2020 e． 大白川：

1♂,2-IX-2019 f．  
57．Epirrita autumnata autumna (Bryk) アキナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a；  1♂1♀,21-X-

2020 a． 大白川：1♀,28-X-2020 a．  
58．Epirrita viridipurpurescens (Prout) ミドリアキナ

ミシャク 
 大白川：2♂,28-X-2020 b．  
59．Nothoporinia mediolineata (Prout) ナカオビアキ

ナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,6-XI-2019 c； 1♀,21-X-2020 a．  
60．Solitanea defricata (Püngeler) シロオビマルバナ

ミシャク 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

2♂,30-V-2019 a； 2♂,30-V-2019 c； 1♂1♀,30-V-
2019 d； 2♂,30-V-2019 f； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 
1♀,2-VI-2020 b； 1♀,2-VI-2020 c． 大白川：1♂
1♀,13-VI-2019 d；  1♀,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-
2019 j．  

61．Venusia cambrica Curtis ミヤマナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a．  
62．Venusia laria ilara (Prout) クロスジカバイロナミ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  
63．Venusia blomeri (Curtis) キモンハイイロナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  大白川：

1♀,13-VI-2019 d．  
64．Venusia phasma (Butler) ナナスジナミシャク 
 ホワイトロード： 2♀,9-X-2019 a；  1♂6♀,9-X-

2019 b； 2♂,15-IX-2020 c． 馬狩谷：4♂,9-X-2019 c． 
荒谷：2♀,21-X-2020 e； 1♀,21-X-2020 f． 大白川：

1♂,21-X-2020 g； 2♂1♀,21-X-2020 h．  
65．Hydrelia sylvata (Denis & Schiffermüller) キスジ

ハイイロナミシャク 
 大白川：1♀,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 f； 1♀,8-

VII-2019 j．  
66．Hydrelia nisaria (Christoph) テンスジヒメナミシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 f．  
67．Hydrelia flammeolaria (Hufnagel) キヒメナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c； 2♂,2-VI-2020 a； 2♂2♀,2-VI-2020 c； 
1♂,2-VI-2020 e． 大白川：1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 j．  

68．Euchoeca nebulata (Scopoli) ハンノナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 e； 1♀,2-IX-
2019 c． 荒谷：1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,8-VII-
2019 f．  

69．Asthena nymphaeata (Staudinger) ムスジシロナ

ミシャク 
 大白川：1♀,2-IX-2019 d．  
70．Asthena hamadryas Inoue マンサクシロナミシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,2-VI-

2020 b．  
71．Asthena corculina Butler キムジシロナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a． 大白川：1♀,8-

VII-2019 f．  
72．Macrohastina azela (Butler) フタオモドキナミシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 1♂,2-VI-2020 b．  
73．Pseudostegania defectata (Christoph) キイロナミ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c； 2♀,2-IX-2019 b． 馬狩谷：1♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 f； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：2♂,13-
VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 f； 2♂2♀,2-IX-2019 e．  

74．Laciniodes denigrata ussuriensis Prout セジロナ

ミシャク 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c． 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,2-
VI-2020 d．  

75．Martania saxea (Wileman) ヒメカバスジナミシャ

ク 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,25-
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VIII-2019 b； 2♀,15-IX-2020 a． 馬狩谷：1♂,25-
VIII-2019 d； 2♂,2-IX-2019 c． 大白川：2♀,13-VI-
2019 a； 2♂2♀,2-IX-2019 d； 1♀,2-IX-2019 e．  

76．Martania fulvida (Butler) コカバスジナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c； 1♂1♀,15-IX-

2020 a； 6♂7♀,15-IX-2020 b； 2♂6♀,15-IX-2020 c． 
荒谷：1♀,30-IX-2020 a； 1♀,30-IX-2020 e． 大白

川：1♀,13-VI-2019 d．  
77．Gagitodes parvaria parvaria (Leech) クロカバス

ジナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 b； 3♂4♀,15-IX-

2020 b．  
78．Eupithecia gigantea Staudinger フトオビヒメナ

ミシャク 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 b． 大白川：1♀,8-

VII-2019 g．  
79．Eupithecia subbreviata Staudinger ナカオビカバ

ナミシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
80．Eupithecia clavifera Inoue モンウスカバナミシャ

ク 
 荒谷：1♂1♀,2-VI-2020 a．  
81．Eupithecia interpunctaria Inoue クロテンヤスジ

カバナミシャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
82．Eupithecia repentina Vojnits & Laever フタモン

カバナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a．  
83．Eupithecia scribai Prout ウラモンウストビナミシ

ャク 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 b．  
84．Eupithecia actaeata praenubilata Inoue ウラモン

カバナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
85．Eupithecia emanata Dietze クロテンカバナミシ

ャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
86．Chloroclystis v-ata (Haworth) クロスジアオナミ

シャク 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 b． 馬狩谷：5♀,26-

VI-2019 d． 荒谷：1♀,23-VII-2019 b； 1♀,2-VI-
2020 a．  大白川：1♀,8-VII-2019 f；  3♀,8-VII-
2019 g； 2♀,8-VII-2019 j．  

87．Pasiphila obscura (West) ハラアカウスアオナミ

シャク 

 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
88．Pasiphila kumakurai (Inoue) チビアオナミシャク 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
89．Pasiphila excisa (Butler) ソトシロオビナミシャク 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g． 大白川：1♀,8-VII-2019 f．  
90．Herbulotia agilata (Christoph) マエフタテンナミ

シャク 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
91．Horisme stratata (Wileman) トガリバナミシャク 
 荒谷：1♂,21-X-2020 f．  
92．Melanthia procellata inquinata (Butler) ナカジロ

ナミシャク 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d； 2♀,25-VIII-2019 e． 

荒谷：2♀,30-V-2019 c； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-
VI-2020 b． 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  

LASIOCAMPOIDEA カレハガ上科 
LASIOCAMPIDAE カレハガ科 
Gastropachinae ホシカレハ亜科 
1．Euthrix albomaculata directa (Swinhoe) タケカレ

ハ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：1♂,25-

VIII-2019 e．  
2．Euthrix potatoria bergmani (Bryk) ヨシカレハ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c；  1♂,2-IX-2019 a；  1♂,3-VIII-2020 b； 
2♂,3-VIII-2020 c； 1♂,15-IX-2020 a．  馬狩谷：

1♂,25-VIII-2019 e． 大白川：1♂2♀,8-VII-2019 c； 
3♂,8-VII-2019 e；  2♂,8-VII-2019 f；  2♂,8-VII-
2019 j； 1♂,2-IX-2019 d．  

Lasiocampinae マツカレハ亜科 
1．Somadasys brevivenis brevivenis (Butler) ギンモ

ンカレハ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：2♂,30-V-2019 a；  1♂,30-V-
2019 b； 4♂1♀,30-V-2019 c； 4♂,30-V-2019 d； 
1♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-2019 g；  1♂,30-V-
2019 h； 4♂,2-VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 b； 9♂,2-
VI-2020 c； 2♂,2-VI-2020 d． 大白川：9♂,13-VI-
2019 a； 2♂,13-VI-2019 b； 22♂,13-VI-2019 c； 
2♂,13-VI-2019 d； 4♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f； 1♂,8-VII-2019 g； 3♂,8-VII-2019 j．  

2．Amurilla subpurpurea subpurpurea (Butler) スカ

シカレハ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a． 大白川：3♂1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
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2019 e； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 j； 1♂,2-
IX-2019 d．  

3．Odonestis pruni japonensis Tams リンゴカレハ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：2♂,8-

VII-2019 b； 2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,13-
VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 h；  1♂,8-VII-
2019 j．  

4．Dendrolimus spectabilis (Butler) マツカレハ 
 ホワイトロード： 1♂,23-VII-2019 a；  2♂,9-X-

2019 a； 2♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：1♂,28-X-2020 a．  

5．Kunugia undans flaveola (Motschulsky) クヌギカ

レハ 
 ホワイトロード：1♀,9-X-2019 a； 1♂,15-IX-2020 c； 

1♂,21-X-2020 b． 荒谷：1♀,9-X-2019 d； 1♀,30-
IX-2020 a．  

6．Takanea miyakei Wileman ミヤケカレハ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
7．Poecilocampa takamukui Matsumura ウスズミカ

レハ 
 ホワイトロード：1♀,6-XI-2019 a．  
8．Malacosoma neustrium testacea (Motschulsky) オ

ビカレハ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-VII-2019 
j．  

BOMBYCOIDEA カイコガ上科 
EUPTEROTIDAE オビガ科 
1．Apha aequalis (Felder) オビガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 3♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 a； 2♂,2-IX-2019 b； 1♂
1♀,15-IX-2020 a；  3♂,15-IX-2020 c．  馬狩谷：

3♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,30-
IX-2020 a； 1♂,30-IX-2020 b． 大白川：2♂1♀,2-
IX-2019 d； 4♂,2-IX-2019 e； 1♂,2-IX-2019 f； 
1♂,21-X-2020 h．  

BOMBYCIDAE カイコガ科 
1．Bombyx mandarina mandarina (Moore) クワコ 
 荒谷：1♂,8-VII-2019 b．  
2．Oberthueria falcigera (Butler) オオクワゴモドキ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：3♂,30-
V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 d．  

3．Prismosticta hyalinata (Butler) スカシサン 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
SATURNIIDAE ヤママユガ科 
Saturniinae ヤママユガ亜科 
1．Antheraea yamamai yamamai (Guérin-Méneville)

ヤママユ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 2♂,2-IX-2019 b． 

大白川：3♂1♀,2-IX-2019 d； 2♂,2-IX-2019 e．  
2．Saturnia jonasii (Butler) ヒメヤママユ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a； 1♂,9-X-2019 a； 

1♂1♀,15-IX-2020 a； 7♂1♀,15-IX-2020 b； 2♂
2♀,21-X-2020 b； 5♂,21-X-2020 d． 馬狩谷：1♂,9-
X-2019 c． 荒谷：2♂,9-X-2019 d； 1♀,30-IX-2020 a； 
7♂1♀,21-X-2020 e． 大白川：1♂,2-IX-2019 d； 1♂
1♀,21-X-2020 g； 3♂1♀,21-X-2020 h； 1♂,28-X-
2020 a．  

3．Rhodinia jankowskii jankowskii (Oberthür) クロ

ウスタビガ 
 ホワイトロード：3♀,21-X-2020 b． 荒谷：1♂,21-X-

2020 e．  
4．Actias aliena aliena (Butler) オオミズアオ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c．  馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-
2019 d． 荒谷：13♂3♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-
2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 1♀,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 g； 1♂,30-V-2019 h； 1♂,23-VII-
2019 b； 4♂,2-VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 b． 大白

川：3♂,13-VI-2019 a； 13♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-
VI-2019 d； 3♂2♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 g．  

5．Actias gnoma gnoma (Butler) オナガミズアオ 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 g．  
Agliinae エゾヨツメ亜科 
1．Aglia japonica Leech エゾヨツメ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 g； 1♂,30-V-2019 h． 大白川：3♂,13-VI-
2019 a； 1♀,13-VI-2019 d．  

BRAHMAEIDAE イボタガ科 
1．Brahmaea japonica Butler イボタガ 
 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d．  
SPHINGIDAE スズメガ科 
Sphinginae スズメガ亜科 
1．Agrius convolvuli (Linnaeus) エビガラスズメ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a．  
2．Meganoton analis scribae (Austaut) エゾシモフリ
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2019 e； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 j； 1♂,2-
IX-2019 d．  

3．Odonestis pruni japonensis Tams リンゴカレハ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：2♂,8-

VII-2019 b； 2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,13-
VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 h；  1♂,8-VII-
2019 j．  

4．Dendrolimus spectabilis (Butler) マツカレハ 
 ホワイトロード： 1♂,23-VII-2019 a；  2♂,9-X-

2019 a； 2♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：1♂,28-X-2020 a．  

5．Kunugia undans flaveola (Motschulsky) クヌギカ

レハ 
 ホワイトロード：1♀,9-X-2019 a； 1♂,15-IX-2020 c； 

1♂,21-X-2020 b． 荒谷：1♀,9-X-2019 d； 1♀,30-
IX-2020 a．  

6．Takanea miyakei Wileman ミヤケカレハ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
7．Poecilocampa takamukui Matsumura ウスズミカ

レハ 
 ホワイトロード：1♀,6-XI-2019 a．  
8．Malacosoma neustrium testacea (Motschulsky)

オビカレハ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-VII-2019 
j．  

BOMBYCOIDEA カイコガ上科 
EUPTEROTIDAE オビガ科 
1．Apha aequalis (Felder) オビガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 3♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 a； 2♂,2-IX-2019 b； 1♂
1♀,15-IX-2020 a；  3♂,15-IX-2020 c．  馬狩谷：

3♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,30-
IX-2020 a； 1♂,30-IX-2020 b． 大白川：2♂1♀,2-
IX-2019 d； 4♂,2-IX-2019 e； 1♂,2-IX-2019 f； 
1♂,21-X-2020 h．  

BOMBYCIDAE カイコガ科 
1．Bombyx mandarina mandarina (Moore) クワコ 
 荒谷：1♂,8-VII-2019 b．  
2．Oberthueria falcigera (Butler) オオクワゴモドキ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：3♂,30-
V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 d．  

3．Prismosticta hyalinata (Butler) スカシサン 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
SATURNIIDAE ヤママユガ科 
Saturniinae ヤママユガ亜科 
1．Antheraea yamamai yamamai (Guérin-Méneville)

ヤママユ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 2♂,2-IX-2019 b． 

大白川：3♂1♀,2-IX-2019 d； 2♂,2-IX-2019 e．  
2．Saturnia jonasii (Butler) ヒメヤママユ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a； 1♂,9-X-2019 a； 

1♂1♀,15-IX-2020 a； 7♂1♀,15-IX-2020 b； 2♂
2♀,21-X-2020 b； 5♂,21-X-2020 d． 馬狩谷：1♂,9-
X-2019 c． 荒谷：2♂,9-X-2019 d； 1♀,30-IX-2020 a； 
7♂1♀,21-X-2020 e． 大白川：1♂,2-IX-2019 d； 1♂
1♀,21-X-2020 g； 3♂1♀,21-X-2020 h； 1♂,28-X-
2020 a．  

3．Rhodinia jankowskii jankowskii (Oberthür) クロ

ウスタビガ 
 ホワイトロード：3♀,21-X-2020 b． 荒谷：1♂,21-X-

2020 e．  
4．Actias aliena aliena (Butler) オオミズアオ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c．  馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-
2019 d． 荒谷：13♂3♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-
2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 1♀,30-V-2019 f； 
1♂,30-V-2019 g； 1♂,30-V-2019 h； 1♂,23-VII-
2019 b； 4♂,2-VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 b． 大白

川：3♂,13-VI-2019 a； 13♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-
VI-2019 d； 3♂2♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 g．  

5．Actias gnoma gnoma (Butler) オナガミズアオ 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 g．  
Agliinae エゾヨツメ亜科 
1．Aglia japonica Leech エゾヨツメ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 g； 1♂,30-V-2019 h． 大白川：3♂,13-VI-
2019 a； 1♀,13-VI-2019 d．  

BRAHMAEIDAE イボタガ科 
1．Brahmaea japonica Butler イボタガ 
 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d．  
SPHINGIDAE スズメガ科 
Sphinginae スズメガ亜科 
1．Agrius convolvuli (Linnaeus) エビガラスズメ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a．  
2．Meganoton analis scribae (Austaut) エゾシモフリ
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スズメ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

3．Psilogramma increta (Walker) シモフリスズメ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 d．  
4．Sphinx morio morio (Rothschild & Jordan) マツク

ロスズメ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
5．Kentrochrysalis consimilis Rothschild & Jordan ク

ロテンケンモンスズメ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 e．  荒谷：3♂1♀,30-V-2019 c；  2♂,30-V-
2019 d；  1♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-2019 f； 
1♂,23-VII-2019 b；  2♂,2-VI-2020 b；  2♂,2-VI-
2020 c．  大白川：4♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 d；  1♂,13-VI-2019 e；  1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f；  4♂,8-VII-2019 g；  2♂,8-VII-
2019 j．  

6．Dolbina tancrei Staudinger サザナミスズメ 
 ホワイトロード： 1♂,2-IX-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1ex.,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c．  

7．Dolbina exacta Staudinger ヒメサザナミスズメ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e．  
Smerinthinae ウチスズメ亜科 
1．Ambulyx sericeipennis Butler アジアホソバスズメ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
2．Ambulyx japonica japonica Rothschild フトオビホ

ソバスズメ 
 荒谷：3♂,30-V-2019 c．  
3．Clanis bilineata tsingtauica Mell トビイロスズメ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,8-VII-2019 b． 

大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
4．Marumba gaschkewitschii echephron (Boisduval)

モモスズメ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 a； 1♂1♀,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 e． 
馬狩谷：24exs.,26-VI-2019 b； 4♂1♀,26-VI-2019 c； 
5♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 2♂,30-
V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 h； 
1♂,8-VII-2019 b；  1♂,2-VI-2020 a；  1♂,2-VI-
2020 d．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  5♂,13-VI-
2019 c；  1♂,13-VI-2019 e；  1♂,8-VII-2019 c； 

1♂,8-VII-2019 e；  1♂,8-VII-2019 f；  3♂,8-VII-
2019 g； 2♂,8-VII-2019 h； 5♂,8-VII-2019 j．  

5．Marumba jankowskii (Oberthür) ヒメクチバスズ

メ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 a； 2♂,30-V-2019 b； 2♂1♀,30-V-2019 c； 
6♂,30-V-2019 d；  3♂,30-V-2019 e；  1♂,2-VI-
2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 3♂,2-VI-2020 c． 大白

川：17♂,13-VI-2019 a； 2♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-
VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 g．  

6．Marumba sperchius sperchius (Ménétriès) クチバ

スズメ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-2019 c； 

1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白

川：1♂,8-VII-2019 g； 4♂,8-VII-2019 j．  
7．Mimas christophi (Staudinger) ヒサゴスズメ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 大白川：

1♀,8-VII-2019 e．  
8．Smerinthus tokyonis Matsumura コウチスズメ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a．  
9．Smerinthus planus planus Walker ウチスズメ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 c． 

大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
10．Callambulyx tatarinovii gabyae Bryk ウンモンス

ズメ 
 馬狩谷：1ex.,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 c． 荒

谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-
2019 b；  1♂,2-VI-2020 a．  大白川：1♂,13-VI-
2019 b；  1♂,13-VI-2019 c；  1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 e；  1♂,8-VII-2019 f；  2♂,8-VII-
2019 g； 1♂,8-VII-2019 j．  

11．Laothoe amurensis amurensis (Staudinger) ノコ

ギリスズメ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 

2♂,13-VI-2019 c； 4♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 g； 1♀,2-IX-2019 e．  

12．Phyllosphingia dissimilis dissimilis (Bremer) エ

ゾスズメ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c；  1♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-2019 f； 
1♀,30-V-2019 h； 1♂,8-VII-2019 b； 1♀,23-VII-
2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-
VI-2020 f． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 7♂,13-VI-
2019 c；  1♂,13-VI-2019 d；  1♂,8-VII-2019 c； 
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スズメ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

3．Psilogramma increta (Walker) シモフリスズメ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 d．  
4．Sphinx morio morio (Rothschild & Jordan) マツク

ロスズメ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
5．Kentrochrysalis consimilis Rothschild & Jordan

クロテンケンモンスズメ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 e．  荒谷：3♂1♀,30-V-2019 c；  2♂,30-V-
2019 d；  1♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-2019 f； 
1♂,23-VII-2019 b；  2♂,2-VI-2020 b；  2♂,2-VI-
2020 c．  大白川：4♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 d；  1♂,13-VI-2019 e；  1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f；  4♂,8-VII-2019 g；  2♂,8-VII-
2019 j．  

6．Dolbina tancrei Staudinger サザナミスズメ 
 ホワイトロード： 1♂,2-IX-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1ex.,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c．  

7．Dolbina exacta Staudinger ヒメサザナミスズメ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e．  
Smerinthinae ウチスズメ亜科 
1．Ambulyx sericeipennis Butler アジアホソバスズメ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
2．Ambulyx japonica japonica Rothschild フトオビホ

ソバスズメ 
 荒谷：3♂,30-V-2019 c．  
3．Clanis bilineata tsingtauica Mell トビイロスズメ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,8-VII-2019 b． 

大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
4．Marumba gaschkewitschii echephron (Boisduval)

モモスズメ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 a； 1♂1♀,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 e． 
馬狩谷：24exs.,26-VI-2019 b； 4♂1♀,26-VI-2019 c； 
5♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 2♂,30-
V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 h； 
1♂,8-VII-2019 b；  1♂,2-VI-2020 a；  1♂,2-VI-
2020 d．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  5♂,13-VI-
2019 c；  1♂,13-VI-2019 e；  1♂,8-VII-2019 c； 

1♂,8-VII-2019 e；  1♂,8-VII-2019 f；  3♂,8-VII-
2019 g； 2♂,8-VII-2019 h； 5♂,8-VII-2019 j．  

5．Marumba jankowskii (Oberthür) ヒメクチバスズ

メ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 a； 2♂,30-V-2019 b； 2♂1♀,30-V-2019 c； 
6♂,30-V-2019 d；  3♂,30-V-2019 e；  1♂,2-VI-
2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 3♂,2-VI-2020 c． 大白

川：17♂,13-VI-2019 a； 2♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-
VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 g．  

6．Marumba sperchius sperchius (Ménétriès) クチバ

スズメ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-2019 c； 

1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白

川：1♂,8-VII-2019 g； 4♂,8-VII-2019 j．  
7．Mimas christophi (Staudinger) ヒサゴスズメ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 大白川：

1♀,8-VII-2019 e．  
8．Smerinthus tokyonis Matsumura コウチスズメ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a．  
9．Smerinthus planus planus Walker ウチスズメ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 c． 

大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
10．Callambulyx tatarinovii gabyae Bryk ウンモンス

ズメ 
 馬狩谷：1ex.,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 c． 荒

谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-
2019 b；  1♂,2-VI-2020 a．  大白川：1♂,13-VI-
2019 b；  1♂,13-VI-2019 c；  1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 e；  1♂,8-VII-2019 f；  2♂,8-VII-
2019 g； 1♂,8-VII-2019 j．  

11．Laothoe amurensis amurensis (Staudinger) ノコ

ギリスズメ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 

2♂,13-VI-2019 c； 4♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 g； 1♀,2-IX-2019 e．  

12．Phyllosphingia dissimilis dissimilis (Bremer)
エゾスズメ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c；  1♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-2019 f； 
1♀,30-V-2019 h； 1♂,8-VII-2019 b； 1♀,23-VII-
2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-
VI-2020 f． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 7♂,13-VI-
2019 c；  1♂,13-VI-2019 d；  1♂,8-VII-2019 c； 
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2♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  
Macroglossinae ホウジャク亜科 
1．Ampelophaga rubiginosa rubiginosa Bremer & Grey

クルマスズメ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c；  1♂,3-VIII-2020 e．  大白川：1♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f； 4♂,8-
VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 h； 1♂,8-VII-2019 j．  

2．Acosmeryx naga (Moore) ハネナガブドウスズメ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c； 1♂1♀,2-VI-2020 a．  
3．Acosmeryx castanea Rothschild & Jordan ブドウ

スズメ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 c．  
4．Macroglossum saga Butler クロホウジャク 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-2019 a． 

荒谷：3♂,30-V-2019 c． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 
1♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 e；  1♂,8-VII-
2019 j．  

5．Deilephila elpenor lewisii (Butler) ベニスズメ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a．  
6．Theretra nessus nessus (Drury) キイロスズメ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a．  
7．Rhagastis trilineata Matsumura ミスジビロードス

ズメ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 d； 1♀,8-VII-2019 e．  
NOCTUOIDEA ヤガ上科 
NOTODONTIDAE シャチホコガ科 
Pygaerinae ツマアカシャチホコ亜科 
1 ． Clostera anachoreta anachoreta Denis & 

Schiffermüller ツマアカシャチホコ 
 馬狩谷：1♂,2-IX-2019 c．  
2．Clostera albosigma curtuloides Erschoff ニセツマ

アカシャチホコ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c． 大白川：2♂,13-VI-2019 d； 

2♂,8-VII-2019 f；  8♂,8-VII-2019 g；  1♂,8-VII-
2019 h； 1♂,2-IX-2019 e．  

3．Micromelalopha troglodyta (Graeser) ヒナシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,30-

V-2019 g； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：7♂,13-VI-2019 d； 1♂,13-VI-2019 e．  

4．Gonoclostera timoniorum (Bremer) クワゴモドキ

シャチホコ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 c； 1♂,25-VIII-2019 e． 荒

谷：2♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-
2020 a；  1♂,2-VI-2020 f．  大白川：2♂,13-VI-
2019 b； 2♂,13-VI-2019 d； 2♂,8-VII-2019 g．  

Notodontinae ウチキシャチホコ亜科 
1．Furcula bicuspis lanigera (Butler) ホシナカグロモ

クメシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 c； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-
2019 c；  1♀,8-VII-2019 d；  1♂,8-VII-2019 e； 
2♂,8-VII-2019 f．  

2．Furcula furcula sangaica (Moore) ナカグロモクメ

シャチホコ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g． 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
3．Cerura erminea erminea (Esper) オオモクメシャ

チホコ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
4．Harpyia umbrosa ginkakuji Schintlmeister ギンシ

ャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,23-VII-

2019 a． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 
大白川：2♂,8-VII-2019 c．  

5．Gluphisia crenata crenata (Esper) コフタオビシャ

チホコ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g； 1♂,23-

VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：3♂,13-VI-
2019 c； 3♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 h．  

6．Ptilodon robusta (Matsumura) エグリシャチホコ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d； 1♀,2-IX-2019 c． 荒谷：

1♂,30-V-2019 a；  1♂,30-V-2019 g；  1♀,2-VI-
2020 a．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  1♂,8-VII-
2019 e； 4♂,8-VII-2019 f； 1♂,2-IX-2019 e．  

7．Ptilodon jezoensis (Matsumura) エゾエグリシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,30-

V-2019 d； 1♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 
1♀,2-VI-2020 a； 4♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂1♀,13-VI-2019 b； 
1♂,13-VI-2019 c； 1♀,13-VI-2019 d．  

8．Ptilodon hoegei (Graeser) スジエグリシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b． 馬狩谷：1♂,25-

VIII-2019 e；  1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：2♂,30-V-
2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 
3♂,2-VI-2020 b； 1♀,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,2-IX-2019 e．  

9．Ptilodon okanoi (Inoue) クロエグリシャチホコ 
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 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 3♂,30-V-2019 e； 1♂,30-
V-2019 f； 3♂,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 c．  

10．Lophontosia cuculus (Bang-Haas) ウスヅマシャ

チホコ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：

2♂3♀,13-VI-2019 b； 4♂1♀,13-VI-2019 d； 2♂,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

11．Lophontosia pryeri (Butler) プライヤエグリシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c； 2♂,30-V-2019 e； 3♂,30-V-2019 g． 大
白川：3♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 g．  

12．Lophocosma sarantuja Schintlmeister & Kinoshita
クロスジシャチホコ 

 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 1♂,2-
VI-2020 b． 大白川：2♂,13-VI-2019 d．  

13．Gangaridopsis citrina (Wileman) アカシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b； 1♂,25-VIII-2019 d； 2♂,2-IX-2019 c． 
荒谷：1♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 1♂,23-
VII-2019 b； 3♂,2-VI-2020 b． 大白川：2♂,13-VI-
2019 b；  1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 g； 
1♂,2-IX-2019 e．  

14．Leucodonta bicoloria (Denis & Schiffermüller) モ

ンキシロシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 a； 3♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 d； 
2♂,2-VI-2020 a；  10♂,2-VI-2020 b；  2♂,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 c；  1♂,13-VI-2019 d；  1♂,8-VII-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 f．  

15．Himeropteryx miraculosa (Staudinger) キエグリ

シャチホコ 
 ホワイトロード：1♂3♀,21-X-2020 b． 荒谷：1♂,21-

X-2020 e． 大白川：2♂2♀,28-X-2020 a．  
16．Ptilophora nohirae (Matsumura) クシヒゲシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：2♂,6-XI-2019 a； 1♂,6-XI-2019 c．  
17．Zaranga permagna (Butler) アオバシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 a； 1♀,25-VIII-2019 c； 1♂,3-VIII-2020 c． 
荒谷：1♂,30-V-2019 g； 1♂1♀,2-VI-2020 a． 大白

川：2♂,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 c．  
18．Phalerodonta manleyi manleyi (Leech) オオトビ

モンシャチホコ 

 ホワイトロード：2♂,9-X-2019 a； 1♂,21-X-2020 b． 
荒谷：3♂1♀,21-X-2020 e． 大白川：19♂2♀,21-X-
2020 g； 2♂,21-X-2020 h．  

19．Spatalia jezoensis Wileman & South エゾギンモ

ンシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,13-

VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 
1♀,8-VII-2019 f．  

20．Spatalia dives dives Oberthür ギンモンシャチホ

コ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
21．Spatalia doerriesi Graeser ウスイロギンモンシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：4♂1♀,26-VI-2019 b； 2♂2♀,26-
VI-2019 c．  荒谷：2♂,30-V-2019 c；  1♂,30-V-
2019 e； 3♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a； 2♂,2-
VI-2020 b． 大白川：2♂,13-VI-2019 d； 5♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

22．Fusapteryx ladislai (Oberthür) シロスジエグリシ

ャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 7♂1♀,25-VIII-2019 c． 馬狩谷：7♂,26-
VI-2019 b； 1♂,25-VIII-2019 e； 1♂,2-IX-2019 c． 
荒谷：4♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 4♂,30-
V-2019 e；  4♂,30-V-2019 f；  1♂,30-V-2019 g； 
2♂,2-VI-2020 a ；  1♂,2-VI-2020 b ；  2♂,2-VI-
2020 c；  1♂,2-VI-2020 f．  大白川： 1♂,13-VI-
2019 a； 2♂,13-VI-2019 b； 26♂,13-VI-2019 c； 
2♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f； 1♂,2-IX-2019 d； 1♂,2-IX-2019 e．  

23．Hagapteryx admirabilis (Staudinger) ハガタエグ

リシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-
V-2019 e； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 
大白川：3♂,8-VII-2019 c； 4♂,8-VII-2019 d； 1♂,8-
VII-2019 e； 5♂,8-VII-2019 f； 3♂,8-VII-2019 g．  

24．Ellida viridimixta (Bremer) シロテンシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  2♂,3-VIII-

2020 c．  馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-
2019 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 
3♂,30-V-2019 c；  3♂,30-V-2019 d；  1♂,30-V-
2019 e；  1♂,30-V-2019 g；  1♂,23-VII-2019 b； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：9♂,13-
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 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 3♂,30-V-2019 e； 1♂,30-
V-2019 f； 3♂,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 c．  

10．Lophontosia cuculus (Bang-Haas) ウスヅマシャ

チホコ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：

2♂3♀,13-VI-2019 b； 4♂1♀,13-VI-2019 d； 2♂,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

11．Lophontosia pryeri (Butler) プライヤエグリシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c； 2♂,30-V-2019 e； 3♂,30-V-2019 g． 大
白川：3♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 g．  

12．Lophocosma sarantuja Schintlmeister & Kinoshita
クロスジシャチホコ 

 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 1♂,2-
VI-2020 b． 大白川：2♂,13-VI-2019 d．  

13．Gangaridopsis citrina (Wileman) アカシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b； 1♂,25-VIII-2019 d； 2♂,2-IX-2019 c． 
荒谷：1♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-2019 f； 1♂,23-
VII-2019 b； 3♂,2-VI-2020 b． 大白川：2♂,13-VI-
2019 b；  1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 g； 
1♂,2-IX-2019 e．  

14．Leucodonta bicoloria (Denis & Schiffermüller)
モンキシロシャチホコ 

 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-
V-2019 a； 3♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 d； 
2♂,2-VI-2020 a；  10♂,2-VI-2020 b；  2♂,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 c；  1♂,13-VI-2019 d；  1♂,8-VII-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 f．  

15．Himeropteryx miraculosa (Staudinger) キエグリ

シャチホコ 
 ホワイトロード：1♂3♀,21-X-2020 b． 荒谷：1♂,21-

X-2020 e． 大白川：2♂2♀,28-X-2020 a．  
16．Ptilophora nohirae (Matsumura) クシヒゲシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：2♂,6-XI-2019 a； 1♂,6-XI-2019 c．  
17．Zaranga permagna (Butler) アオバシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 a； 1♀,25-VIII-2019 c； 1♂,3-VIII-2020 c． 
荒谷：1♂,30-V-2019 g； 1♂1♀,2-VI-2020 a． 大白

川：2♂,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 c．  
18．Phalerodonta manleyi manleyi (Leech) オオトビ

モンシャチホコ 

 ホワイトロード：2♂,9-X-2019 a； 1♂,21-X-2020 b． 
荒谷：3♂1♀,21-X-2020 e． 大白川：19♂2♀,21-X-
2020 g； 2♂,21-X-2020 h．  

19．Spatalia jezoensis Wileman & South エゾギンモ

ンシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,13-

VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 
1♀,8-VII-2019 f．  

20．Spatalia dives dives Oberthür ギンモンシャチホ

コ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
21．Spatalia doerriesi Graeser ウスイロギンモンシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：4♂1♀,26-VI-2019 b； 2♂2♀,26-
VI-2019 c．  荒谷：2♂,30-V-2019 c；  1♂,30-V-
2019 e； 3♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a； 2♂,2-
VI-2020 b． 大白川：2♂,13-VI-2019 d； 5♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

22．Fusapteryx ladislai (Oberthür) シロスジエグリシ

ャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 7♂1♀,25-VIII-2019 c． 馬狩谷：7♂,26-
VI-2019 b； 1♂,25-VIII-2019 e； 1♂,2-IX-2019 c． 
荒谷：4♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 4♂,30-
V-2019 e；  4♂,30-V-2019 f；  1♂,30-V-2019 g； 
2♂,2-VI-2020 a ；  1♂,2-VI-2020 b ；  2♂,2-VI-
2020 c；  1♂,2-VI-2020 f．  大白川： 1♂,13-VI-
2019 a； 2♂,13-VI-2019 b； 26♂,13-VI-2019 c； 
2♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f； 1♂,2-IX-2019 d； 1♂,2-IX-2019 e．  

23．Hagapteryx admirabilis (Staudinger) ハガタエグ

リシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-
V-2019 e； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 
大白川：3♂,8-VII-2019 c； 4♂,8-VII-2019 d； 1♂,8-
VII-2019 e； 5♂,8-VII-2019 f； 3♂,8-VII-2019 g．  

24．Ellida viridimixta (Bremer) シロテンシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  2♂,3-VIII-

2020 c．  馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-
2019 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 
3♂,30-V-2019 c；  3♂,30-V-2019 d；  1♂,30-V-
2019 e；  1♂,30-V-2019 g；  1♂,23-VII-2019 b； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：9♂,13-
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VI-2019 a ；  1♂1♀,13-VI-2019 b ；  1♂,13-VI-
2019 c；  3♂,8-VII-2019 c；  2♂,8-VII-2019 e； 
3♂,8-VII-2019 f； 6♂,8-VII-2019 g； 15♂,8-VII-
2019 j．  

25．Hupodonta corticalis Butler カバイロモクメシャ

チホコ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a；  1♂1♀,3-

VIII-2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-
2019 j．  

26．Hupodonta lignea Matsumura スジモクメシャチ

ホコ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
27．Nerice bipartita Butler ナカスジシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：4♂,26-VI-
2019 b；  2♂,25-VIII-2019 e．  荒谷：4♂,30-V-
2019 g； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-
VI-2020 c． 大白川：2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

28．Notodonta albicosta (Matsumura) マエジロシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 
2♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e．  

29．Notodonta stigmatica Matsumura トビスジシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-

2019 b； 3♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：7♂,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 d；  1♂,30-V-2019 e；  3♂,30-V-
2019 g； 2♂1♀,2-VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 b； 
2♂,2-VI-2020 c ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 d ； 
1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c．  

30．Notodonta dembowskii Oberthür ウチキシャチホ

コ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
31．Pheosia rimosa fusiformis Matsumura シロジマ

シャチホコ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

1♂,30-V-2019 c．  
32．Uropyia meticulodina (Oberthür) ムラサキシャチ

ホコ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 g．  
33．Shachia circumscripta (Butler) ニッコウシャチホ

コ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-
V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 
2♂,30-V-2019 f；  2♂,30-V-2019 g；  3♂,8-VII-
2019 b； 1♀,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：3♂,13-VI-2019 b； 2♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 e ；  2♂1♀,8-VII-2019 f ；  9♂,8-VII-
2019 g； 6♂,8-VII-2019 h； 8♂,8-VII-2019 j．  

34．Cnethodonta grisescens grisescens Staudinger バ

イバラシロシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 

2♂,3-VIII-2020 c；  1♂,3-VIII-2020 e．  荒谷：

1♂,30-V-2019 g． 大白川：2♂,13-VI-2019 b．  
35．Cnethodonta japonica Sugi シロシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c； 1♂,3-VIII-2020 d； 2♂,3-VIII-2020 e． 馬
狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 
1♂,23-VII-2019 b；  1♂,2-VI-2020 a；  1♂,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 a；  3♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 d； 3♂,8-VII-2019 e．  

36．Stauropus fagi persimilis Butler シャチホコガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 
1♂,2-VI-2020 b ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 a ； 
5♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 c； 2♂,8-VII-2019 f．  

37．Tarsolepis japonica (Wileman & South) ギンモン

スズメモドキ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 

大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
Heterocampinae トビモンシャチホコ亜科 
1．Phalera angustipennis Matsumura ムクツマキシ

ャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
2．Phalera assimilis assimilis (Bremer & Grey) ツマ

キシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 c； 2♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-
2019 c． 大白川：3♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 
j．  

3．Neodrymonia delia (Leech) フタジマネグロシャチ

ホコ 
 馬狩谷：5♂,26-VI-2019 b；  3♂,26-VI-2019 c； 

12♂,26-VI-2019 d； 2♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：

1♂,23-VII-2019 b．  大白川：1♂,13-VI-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 f；  8♂,8-VII-
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VI-2019 a ；  1♂1♀,13-VI-2019 b ；  1♂,13-VI-
2019 c；  3♂,8-VII-2019 c；  2♂,8-VII-2019 e； 
3♂,8-VII-2019 f； 6♂,8-VII-2019 g； 15♂,8-VII-
2019 j．  

25．Hupodonta corticalis Butler カバイロモクメシャ

チホコ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a；  1♂1♀,3-

VIII-2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-
2019 j．  

26．Hupodonta lignea Matsumura スジモクメシャチ

ホコ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
27．Nerice bipartita Butler ナカスジシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：4♂,26-VI-
2019 b；  2♂,25-VIII-2019 e．  荒谷：4♂,30-V-
2019 g； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-
VI-2020 c． 大白川：2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

28．Notodonta albicosta (Matsumura) マエジロシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 
2♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e．  

29．Notodonta stigmatica Matsumura トビスジシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-

2019 b； 3♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：7♂,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 d；  1♂,30-V-2019 e；  3♂,30-V-
2019 g； 2♂1♀,2-VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 b； 
2♂,2-VI-2020 c ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 d ； 
1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c．  

30．Notodonta dembowskii Oberthür ウチキシャチホ

コ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
31．Pheosia rimosa fusiformis Matsumura シロジマ

シャチホコ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

1♂,30-V-2019 c．  
32．Uropyia meticulodina (Oberthür) ムラサキシャチ

ホコ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 g．  
33．Shachia circumscripta (Butler) ニッコウシャチホ

コ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-
V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 
2♂,30-V-2019 f；  2♂,30-V-2019 g；  3♂,8-VII-
2019 b； 1♀,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：3♂,13-VI-2019 b； 2♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 e ；  2♂1♀,8-VII-2019 f ；  9♂,8-VII-
2019 g； 6♂,8-VII-2019 h； 8♂,8-VII-2019 j．  

34．Cnethodonta grisescens grisescens Staudinger
バイバラシロシャチホコ 

 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 
2♂,3-VIII-2020 c；  1♂,3-VIII-2020 e．  荒谷：

1♂,30-V-2019 g． 大白川：2♂,13-VI-2019 b．  
35．Cnethodonta japonica Sugi シロシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c； 1♂,3-VIII-2020 d； 2♂,3-VIII-2020 e． 馬
狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 
1♂,23-VII-2019 b；  1♂,2-VI-2020 a；  1♂,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 a；  3♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 d； 3♂,8-VII-2019 e．  

36．Stauropus fagi persimilis Butler シャチホコガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 
1♂,2-VI-2020 b ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 a ； 
5♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 c； 2♂,8-VII-2019 f．  

37．Tarsolepis japonica (Wileman & South) ギンモン

スズメモドキ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 

大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
Heterocampinae トビモンシャチホコ亜科 
1．Phalera angustipennis Matsumura ムクツマキシ

ャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
2．Phalera assimilis assimilis (Bremer & Grey) ツマ

キシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 c； 2♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-
2019 c． 大白川：3♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 
j．  

3．Neodrymonia delia (Leech) フタジマネグロシャチ

ホコ 
 馬狩谷：5♂,26-VI-2019 b；  3♂,26-VI-2019 c； 

12♂,26-VI-2019 d； 2♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：

1♂,23-VII-2019 b．  大白川：1♂,13-VI-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 f；  8♂,8-VII-
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2019 j．  
4．Fentonia ocypete ocypete (Bremer) ホソバシャチ

ホコ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 3♂1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-
2019 b； 1♀,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-2019 g；  1♂,30-V-
2019 h； 1♂1♀,23-VII-2019 b； 1♀,2-VI-2020 a； 
2♂1♀,2-VI-2020 b； 4♂,2-VI-2020 c． 大白川：

1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-
2019 d；  2♂,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 e； 
1♀,8-VII-2019 f；  3♂,8-VII-2019 g；  4♂,8-VII-
2019 j．  

5．Neopheosia fasciata fasciata (Moore) ヘリスジシャ

チホコ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  
6．Mimopydna pallida (Butler) ウスキシャチホコ 
 荒谷：3♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 5♂,30-

V-2019 e；  3♂,30-V-2019 f；  2♂,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-
VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 j．  

7．Torigea plumosa (Leech) トリゲキシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 d． 大白川：5♂,13-VI-2019 a； 1♂2♀,13-
VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  

8．Cutuza straminea (Walker) キシャチホコ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 大

白川： 1♂,8-VII-2019 c；  1♂1♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 h．  

9．Drymonia dodonides daisenensis Matsumura トビ

モンシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：9♂,30-

V-2019 c； 6♂,30-V-2019 d； 7♂,30-V-2019 e； 
2♂,30-V-2019 g ；  3♂,2-VI-2020 a ；  5♂,2-VI-
2020 b； 2♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 大白

川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-
VI-2019 c； 1♂1♀,13-VI-2019 d； 2♂,8-VII-2019 c．  

10．Drymonia japonica (Wileman) コトビモンシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-2019 a；  2♂,30-V-
2019 f； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 j．  

11．Hexafrenum leucodera leucodera (Staudinger) ツ

マジロシャチホコ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 

1♂,2-VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,13-VI-2019 c；  2♂,13-VI-2019 d； 
1♂,2-IX-2019 f．  

12．Takadonta takamukui Matsumura タカムクシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
13．Hiradonta takaonis Matsumura タカオシャチホ

コ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a； 2♂,2-

VI-2020 c．  
14．Pheosiopsis cinerea cinerea (Butler) スズキシャ

チホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 b； 4♂,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 e ；  3♂,30-V-2019 g ；  5♂,2-VI-
2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 大白

川：2♂,2-IX-2019 e．  
15．Pheosiopsis olivacea (Matsumura) ウグイスシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a． 荒谷：5♂,30-

V-2019 c； 6♂,30-V-2019 d； 18♂,30-V-2019 e； 
7♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 
大白川：4♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-2019 d； 
5♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

16．Epodonta lineata (Oberthür) ヤスジシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-2019 b． 

荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-
VI-2020 a． 大白川：2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 e；  1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 g； 
1♂,2-IX-2019 d．  

17．Shaka atrovittatus atrovittatus (Bremer) クビワ

シャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♂,26-VI-
2019 c； 1♀,26-VI-2019 d； 1♂,2-IX-2019 c． 荒
谷：1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-
2020 b．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 e；  3♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 g； 1♂1♀,8-VII-2019 j．  

18．Semidonta biloba (Oberthür) カエデシャチホコ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b；  2♂,26-VI-2019 d； 

1♂,25-VIII-2019 d ．  荒谷： 2♂,30-V-2019 c ； 
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VI-2019 a ；  1♂1♀,13-VI-2019 b ；  1♂,13-VI-
2019 c；  3♂,8-VII-2019 c；  2♂,8-VII-2019 e； 
3♂,8-VII-2019 f； 6♂,8-VII-2019 g； 15♂,8-VII-
2019 j．  

25．Hupodonta corticalis Butler カバイロモクメシャ

チホコ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a；  1♂1♀,3-

VIII-2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-
2019 j．  

26．Hupodonta lignea Matsumura スジモクメシャチ

ホコ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
27．Nerice bipartita Butler ナカスジシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：4♂,26-VI-
2019 b；  2♂,25-VIII-2019 e．  荒谷：4♂,30-V-
2019 g； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-
VI-2020 c． 大白川：2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

28．Notodonta albicosta (Matsumura) マエジロシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a； 
2♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e．  

29．Notodonta stigmatica Matsumura トビスジシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-

2019 b； 3♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：7♂,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 d；  1♂,30-V-2019 e；  3♂,30-V-
2019 g； 2♂1♀,2-VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 b； 
2♂,2-VI-2020 c ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 d ； 
1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c．  

30．Notodonta dembowskii Oberthür ウチキシャチホ

コ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
31．Pheosia rimosa fusiformis Matsumura シロジマ

シャチホコ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

1♂,30-V-2019 c．  
32．Uropyia meticulodina (Oberthür) ムラサキシャチ

ホコ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 g．  
33．Shachia circumscripta (Butler) ニッコウシャチホ

コ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-
V-2019 b； 2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 
2♂,30-V-2019 f；  2♂,30-V-2019 g；  3♂,8-VII-
2019 b； 1♀,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：3♂,13-VI-2019 b； 2♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-
VII-2019 e ；  2♂1♀,8-VII-2019 f ；  9♂,8-VII-
2019 g； 6♂,8-VII-2019 h； 8♂,8-VII-2019 j．  

34．Cnethodonta grisescens grisescens Staudinger
バイバラシロシャチホコ 

 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 
2♂,3-VIII-2020 c；  1♂,3-VIII-2020 e．  荒谷：

1♂,30-V-2019 g． 大白川：2♂,13-VI-2019 b．  
35．Cnethodonta japonica Sugi シロシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c； 1♂,3-VIII-2020 d； 2♂,3-VIII-2020 e． 馬
狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 
1♂,23-VII-2019 b；  1♂,2-VI-2020 a；  1♂,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 a；  3♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 d； 3♂,8-VII-2019 e．  

36．Stauropus fagi persimilis Butler シャチホコガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 
1♂,2-VI-2020 b ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 a ； 
5♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-
2019 c； 2♂,8-VII-2019 f．  

37．Tarsolepis japonica (Wileman & South) ギンモン

スズメモドキ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 

大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
Heterocampinae トビモンシャチホコ亜科 
1．Phalera angustipennis Matsumura ムクツマキシ

ャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
2．Phalera assimilis assimilis (Bremer & Grey) ツマ

キシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 c； 2♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-
2019 c． 大白川：3♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 
j．  

3．Neodrymonia delia (Leech) フタジマネグロシャチ

ホコ 
 馬狩谷：5♂,26-VI-2019 b；  3♂,26-VI-2019 c； 

12♂,26-VI-2019 d； 2♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：

1♂,23-VII-2019 b．  大白川：1♂,13-VI-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 f；  8♂,8-VII-
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2019 j．  
4．Fentonia ocypete ocypete (Bremer) ホソバシャチ

ホコ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 3♂1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-
2019 b； 1♀,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-2019 g；  1♂,30-V-
2019 h； 1♂1♀,23-VII-2019 b； 1♀,2-VI-2020 a； 
2♂1♀,2-VI-2020 b； 4♂,2-VI-2020 c． 大白川：

1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-
2019 d；  2♂,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 e； 
1♀,8-VII-2019 f；  3♂,8-VII-2019 g；  4♂,8-VII-
2019 j．  

5．Neopheosia fasciata fasciata (Moore) ヘリスジシャ

チホコ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  
6．Mimopydna pallida (Butler) ウスキシャチホコ 
 荒谷：3♂,30-V-2019 a； 1♂,30-V-2019 b； 5♂,30-

V-2019 e；  3♂,30-V-2019 f；  2♂,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-
VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 j．  

7．Torigea plumosa (Leech) トリゲキシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 d． 大白川：5♂,13-VI-2019 a； 1♂2♀,13-
VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  

8．Cutuza straminea (Walker) キシャチホコ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 大

白川： 1♂,8-VII-2019 c；  1♂1♀,8-VII-2019 f； 
1♂,8-VII-2019 h．  

9．Drymonia dodonides daisenensis Matsumura トビ

モンシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：9♂,30-

V-2019 c； 6♂,30-V-2019 d； 7♂,30-V-2019 e； 
2♂,30-V-2019 g ；  3♂,2-VI-2020 a ；  5♂,2-VI-
2020 b； 2♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 大白

川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-
VI-2019 c； 1♂1♀,13-VI-2019 d； 2♂,8-VII-2019 c．  

10．Drymonia japonica (Wileman) コトビモンシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-2019 a；  2♂,30-V-
2019 f； 1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大
白川：1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 j．  

11．Hexafrenum leucodera leucodera (Staudinger)

ツマジロシャチホコ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 

1♂,2-VI-2020 a； 3♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,13-VI-2019 c；  2♂,13-VI-2019 d； 
1♂,2-IX-2019 f．  

12．Takadonta takamukui Matsumura タカムクシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
13．Hiradonta takaonis Matsumura タカオシャチホ

コ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a； 2♂,2-

VI-2020 c．  
14．Pheosiopsis cinerea cinerea (Butler) スズキシャ

チホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 b； 4♂,30-V-2019 c； 
2♂,30-V-2019 e ；  3♂,30-V-2019 g ；  5♂,2-VI-
2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 大白

川：2♂,2-IX-2019 e．  
15．Pheosiopsis olivacea (Matsumura) ウグイスシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a． 荒谷：5♂,30-

V-2019 c； 6♂,30-V-2019 d； 18♂,30-V-2019 e； 
7♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 
大白川：4♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-2019 d； 
5♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

16．Epodonta lineata (Oberthür) ヤスジシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-2019 b． 

荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-
VI-2020 a． 大白川：2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 e；  1♂,8-VII-2019 f；  1♂,8-VII-2019 g； 
1♂,2-IX-2019 d．  

17．Shaka atrovittatus atrovittatus (Bremer) クビワ

シャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♂,26-VI-
2019 c； 1♀,26-VI-2019 d； 1♂,2-IX-2019 c． 荒
谷：1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-
2020 b．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-
2019 e；  3♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 g； 1♂1♀,8-VII-2019 j．  

18．Semidonta biloba (Oberthür) カエデシャチホコ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b；  2♂,26-VI-2019 d； 

1♂,25-VIII-2019 d ．  荒谷： 2♂,30-V-2019 c ； 
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1♂,30-V-2019 d；  5♂,30-V-2019 e；  5♂,30-V-
2019 f；  1♂,30-V-2019 g；  2♂,23-VII-2019 b； 
1♂,2-VI-2020 a； 4♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：2♂,13-VI-2019 b；  1♂,13-VI-2019 e； 
2♂,8-VII-2019 c；  2♂,8-VII-2019 e；  2♂,8-VII-
2019 f； 8♂,8-VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 j； 1♂,2-
IX-2019 e．  

19．Pterostoma gigantinum Staudinger オオエグリシ

ャチホコ 
 馬狩谷：4♂,26-VI-2019 b； 6♂,26-VI-2019 d． 荒

谷：1♂,30-V-2019 c； 4♂,30-V-2019 e； 1♂,30-V-
2019 f； 2♂,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-
VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 c．  

20．Togepteryx velutina (Oberthür) タテスジシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c．  馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b；  2♂,26-VI-
2019 d． 荒谷：3♂,30-V-2019 c； 2♂,30-V-2019 d； 
2♂,30-V-2019 f ；  2♂,30-V-2019 g ；  1♂,2-VI-
2020 b； 4♂,2-VI-2020 c； 2♂,2-VI-2020 d． 大白

川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 g．  

21．Peridea gigantea Butler ナカキシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  2♂,23-VII-

2019 a； 2♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-
2019 b． 荒谷：2♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 f． 
大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 g； 1♂,8-
VII-2019 j．  

22．Peridea oberthueri oberthueri (Staudinger) ルリ

モンシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b． 荒谷：3♂,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 b； 
1♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：4♂,13-
VI-2019 d； 2♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 h； 
1♀,8-VII-2019 j．  

23．Peridea rotundata (Matsumura) マルモンシャチ

ホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：4♂,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 g； 
2♂,8-VII-2019 j．  

24．Peridea graeseri graeseri (Staudinger) イシダシ

ャチホコ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  

25．Peridea lativitta (Wileman) アカネシャチホコ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 b； 4♂,30-V-2019 c； 3♂,2-

VI-2020 a．  
26．Microphalera grisea grisea Butler ハイイロシャ

チホコ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,25-VIII-
2019 d；  3♂,25-VIII-2019 e．  荒谷：1♂,30-V-
2019 a； 1♂2♀,30-V-2019 c； 1♂1♀,30-V-2019 d； 
2♂,30-V-2019 e；  4♂,30-V-2019 f；  1♂,23-VII-
2019 b； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 b； 
3♂,2-VI-2020 c； 1♂,2-VI-2020 d． 大白川：9♂
1♀,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 b； 6♂,13-VI-
2019 c； 1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 j．  

27．Euhampsonia cristata (Butler) セダカシャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a．  馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b；  1♀,26-VI-
2019 c． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 c．  

28．Euhampsonia splendida (Oberthür) アオセダカシ

ャチホコ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 e． 馬
狩谷： 35♂,26-VI-2019 b ；  3♂,26-VI-2019 c ； 
10♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-
V-2019 d； 18♂,30-V-2019 e； 6♂,30-V-2019 f； 
2♂,30-V-2019 g； 2♂,30-V-2019 h； 1♂,23-VII-
2019 b； 1♂1♀,2-VI-2020 a； 15♂,2-VI-2020 b； 
13♂,2-VI-2020 c；  2♂,2-VI-2020 d．  大白川：

1♂,13-VI-2019 b； 7♂,13-VI-2019 c； 2♂,13-VI-
2019 e； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 g．  

29．Syntypistis punctatella (Motschulsky) ブナアオ

シャチホコ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,30-

V-2019 b； 11♂1♀,30-V-2019 c； 8♂,30-V-2019 d； 
23♂,30-V-2019 e； 1♀,30-V-2019 g； 7♂2♀,2-VI-
2020 a； 17♂,2-VI-2020 b； 15♂3♀,2-VI-2020 c； 
1♂,30-IX-2020 a． 大白川：28♂1♀,13-VI-2019 a； 
3♀,13-VI-2019 b； 2♂1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-
VII-2019 f．  

30．Syntypistis japonica (Nakatomi) アオシャチホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
31．Syntypistis cyanea cyanea (Leech) オオアオシャ
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チホコ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,2-

IX-2019 c．  荒谷：1♂,30-V-2019 d；  1♂,30-V-
2019 e； 2♂1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♀,13-VI-
2019 b；  1♂,13-VI-2019 c；  1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 f； 6♂1♀,8-VII-2019 g．  

LYMANTRIIDAE ドクガ科 
1．Calliteara pseudabietis pseudabietis Butler リン

ゴドクガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 3♂,30-V-2019 c； 
1♂,30-V-2019 d；  4♂,30-V-2019 e；  1♂,30-V-
2019 f； 3♂1♀,2-VI-2020 a； 9♂,2-VI-2020 b； 
7♂,2-VI-2020 c ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 a ； 
1♀,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-
2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 g．  

2．Calliteara lunulata lunulata (Butler) アカヒゲド

クガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 c；  1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-
2019 c； 1♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白

川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 d； 1♂,8-VII-2019 f．  

3．Ilema eurydice (Butler) ブドウドクガ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b． 馬狩谷：1♂,25-

VIII-2019 d． 大白川：5♂1♀,2-IX-2019 d； 2♂,2-
IX-2019 e．  

4．Cifuna locuples confusa (Bremer) マメドクガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c； 2♂,26-VI-2019 d．  
5．Orgyia thyellina Butler ヒメシロモンドクガ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
6．Laelia gigantea Butler スゲオオドクガ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 d； 1♂1♀,2-IX-2019 c．  
7．Arctornis l-nigrum ussuricum Bytinski-Salz エル

モンドクガ 
 大白川：2♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 g．  
8．Arctornis chichibense (Matsumura) ヒメシロドク

ガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c． 荒谷：2♂,2-VI-2020 b． 大白川：1♀,8-VII-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 2♀,8-VII-2019 f； 1♂,2-
IX-2019 d．  

9．Topomesoides jonasii (Butler) ニワトコドクガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
10．Leucoma salicis doii (Matsumura) ヤナギドクガ 

 大白川：1♀,8-VII-2019 e．  
11．Ivela auripes (Butler) キアシドクガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  
12．Ivela ochropoda (Eversmann) ヒメキアシドクガ 
 大白川：4♂3♀,8-VII-2019 f．  
13．Lymantria monacha (Linnaeus) ノンネマイマイ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 2♂1♀,3-

VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 e； 1♂,15-IX-2020 a． 
大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 g．  

14．Lymantria bantaizana Matsumura バンタイマイ

マイ 
 荒谷：4♂1♀,8-VII-2019 b．  
15．Nygmia staudingeri (Leech) フタホシドクガ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 b． 馬狩谷：2♂,2-

IX-2019 c．  
16．Kidokuga piperita (Oberthür) キドクガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 b； 1♂,25-VIII-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e． 
荒谷： 1♂,30-V-2019 a ；  1♂1♀,30-V-2019 c ； 
3♂,30-V-2019 d；  6♂,30-V-2019 e；  4♂,30-V-
2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 5♂,2-VI-2020 a； 3♂,2-
VI-2020 b； 6♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂1♀,13-
VI-2019 b； 5♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 
1♂,13-VI-2019 e； 1♀,8-VII-2019 c； 2♀,8-VII-
2019 f； 4♂1♀,8-VII-2019 g； 1♂,2-IX-2019 e．  

17．Sphrageidus similis (Fuessly) モンシロドクガ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b．  
ARCTIIDAE ヒトリガ科 
Lithosiinae コケガ亜科 
1．Eilema vetusta aegrota (Butler) キシタホソバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
2．Eilema okanoi Inoue ミヤマキベリホソバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
3．Eilema deplana pavescens (Butler) ムジホソバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
4．Eilema laevis (Butler) ツマキホソバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
5．Macrobrochis staudingeri staudingeri (Alphéraky)

クビワウスグロホソバ 
 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 c． 大

白川：1♀,8-VII-2019 c．  
6．Ghoria collitoides Butler キマエクロホソバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 e.  
7．Ghoria gigantea gigantea (Oberthür) キベリネズ

ミホソバ 
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 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：

1♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♀,8-VII-2019 g； 1♀,8-
VII-2019 j．  

8．Cyana hamata hamata (Walker) アカスジシロコケ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♂,25-

VIII-2019 e； 1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂1♀,23-
VII-2019 b； 1♀,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-
2019 g； 4♂,2-IX-2019 e； 1♂,2-IX-2019 f．  

9．Aemene alataica (lederer) クシヒゲホシオビコケガ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 h．  
10．Aemene takahashii Kisida クシナシホシオビコケ

ガ 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 f． 

大白川：1♂,2-IX-2019 f．  
11．Melanaema venata venata Butler オオベニヘリ

コケガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 b．  
12．Stigmatophora leacrita (Swinhoe) ゴマダラキコ

ケガ 
 荒谷：1♀,8-VII-2019 b．  
13．Stigmatophora rhodophila (Walker) モンクロベニ

コケガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 g．  
14．Nudina artaxidia (Butler) フタホシキコケガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  
15．Barsine striata striata (Bremer & Grey) スジベ

ニコケガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：19♂

7♀,26-VI-2019 b ；  6♂2♀,26-VI-2019 c ；  7♂
1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂1♀,30-V-2019 b； 
1♂,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 3♂1♀,30-V-
2019 h．  大白川：3♂,13-VI-2019 c；  2♂,13-VI-
2019 d； 1♂2♀,8-VII-2019 e； 2♀,8-VII-2019 f； 
6♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 h； 6♂3♀,8-VII-
2019 j．  

16．Barsine aberrans aberrans (Butler) ハガタベニコ

ケガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a． 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b； 3♂1♀,26-VI-
2019 c； 1♂,25-VIII-2019 e． 大白川：1♂2♀,8-VII-
2019 f； 2♂,8-VII-2019 g； 1♂1♀,8-VII-2019 h； 
1♂,2-IX-2019 e．  

17．Miltochrista calamina Butler ハガタキコケガ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d．  

18．Miltochrista miniata rosaria Butler ベニヘリコケ

ガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 3♂3♀,3-VIII-

2020 c； 1♂,3-VIII-2020 d； 2♂1♀,3-VIII-2020 e． 
荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 
j．  

Arctiinae ヒトリガ亜科 
1．Pericallia matronula helena Dubatolov & Kishida

ジョウザンヒトリ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 d．  
2．Rhyparioides amurensis nipponensis Kishida & 

Inomata ホシベニシタヒトリ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
3．Rhyparioides nebulosa Butler ベニシタヒトリ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 荒

谷：1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b． 大白川：

1♂,8-VII-2019 c；  2♂,8-VII-2019 g；  1♂,8-VII-
2019 h； 1♂1♀,8-VII-2019 j．  

4．Spilosoma punctarium (Stoll) アカハラゴマダラヒ

トリ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂

1♀,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 3♂1♀,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  

5．Spilosoma lubricipedum (Linnaeus) キハラゴマダ

ラヒトリ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c．  
6 ． Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata 

(Motschulsky) スジモンヒトリ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-
2019 b； 1♂,26-VI-2019 c； 1♂,26-VI-2019 d． 荒
谷：1♀,30-V-2019 d； 7♂,30-V-2019 e； 2♂,30-V-
2019 f；  2♂,30-V-2019 g；  6♂,30-V-2019 h； 
1♀,23-VII-2019 b； 3♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂
1♀,13-VI-2019 d；  3♂,13-VI-2019 e；  1♂1♀,8-
VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 2♂,8-VII-2019 f； 
2♂1♀,8-VII-2019 g； 2♂1♀,8-VII-2019 j．  

7．Spilarctia lutea japonica (Rothschild) キバネモン

ヒトリ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-
2019 d．  

8．Spilarctia obliquizonata (Miyake) フトスジモンヒ
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 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：

1♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♀,8-VII-2019 g； 1♀,8-
VII-2019 j．  

8．Cyana hamata hamata (Walker) アカスジシロコケ

ガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♂,25-

VIII-2019 e； 1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：1♂1♀,23-
VII-2019 b； 1♀,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-
2019 g； 4♂,2-IX-2019 e； 1♂,2-IX-2019 f．  

9．Aemene alataica (lederer) クシヒゲホシオビコケガ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 h．  
10．Aemene takahashii Kisida クシナシホシオビコケ

ガ 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 f． 

大白川：1♂,2-IX-2019 f．  
11．Melanaema venata venata Butler オオベニヘリ

コケガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 b．  
12．Stigmatophora leacrita (Swinhoe) ゴマダラキコ

ケガ 
 荒谷：1♀,8-VII-2019 b．  
13．Stigmatophora rhodophila (Walker) モンクロベニ

コケガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 g．  
14．Nudina artaxidia (Butler) フタホシキコケガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  
15．Barsine striata striata (Bremer & Grey) スジベ

ニコケガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：19♂

7♀,26-VI-2019 b ；  6♂2♀,26-VI-2019 c ；  7♂
1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂1♀,30-V-2019 b； 
1♂,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 3♂1♀,30-V-
2019 h．  大白川：3♂,13-VI-2019 c；  2♂,13-VI-
2019 d； 1♂2♀,8-VII-2019 e； 2♀,8-VII-2019 f； 
6♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 h； 6♂3♀,8-VII-
2019 j．  

16．Barsine aberrans aberrans (Butler) ハガタベニコ

ケガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a． 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b； 3♂1♀,26-VI-
2019 c； 1♂,25-VIII-2019 e． 大白川：1♂2♀,8-VII-
2019 f； 2♂,8-VII-2019 g； 1♂1♀,8-VII-2019 h； 
1♂,2-IX-2019 e．  

17．Miltochrista calamina Butler ハガタキコケガ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d．  

18．Miltochrista miniata rosaria Butler ベニヘリコケ

ガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 3♂3♀,3-VIII-

2020 c； 1♂,3-VIII-2020 d； 2♂1♀,3-VIII-2020 e． 
荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 
j．  

Arctiinae ヒトリガ亜科 
1．Pericallia matronula helena Dubatolov & Kishida

ジョウザンヒトリ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 d．  
2．Rhyparioides amurensis nipponensis Kishida & 

Inomata ホシベニシタヒトリ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
3．Rhyparioides nebulosa Butler ベニシタヒトリ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 荒

谷：1♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b． 大白川：

1♂,8-VII-2019 c；  2♂,8-VII-2019 g；  1♂,8-VII-
2019 h； 1♂1♀,8-VII-2019 j．  

4．Spilosoma punctarium (Stoll) アカハラゴマダラヒ

トリ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂

1♀,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 a； 1♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 3♂1♀,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  

5．Spilosoma lubricipedum (Linnaeus) キハラゴマダ

ラヒトリ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c．  
6．Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata 

(Motschulsky) スジモンヒトリ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-
2019 b； 1♂,26-VI-2019 c； 1♂,26-VI-2019 d． 荒
谷：1♀,30-V-2019 d； 7♂,30-V-2019 e； 2♂,30-V-
2019 f；  2♂,30-V-2019 g；  6♂,30-V-2019 h； 
1♀,23-VII-2019 b； 3♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂
1♀,13-VI-2019 d；  3♂,13-VI-2019 e；  1♂1♀,8-
VII-2019 c； 2♂,8-VII-2019 e； 2♂,8-VII-2019 f； 
2♂1♀,8-VII-2019 g； 2♂1♀,8-VII-2019 j．  

7．Spilarctia lutea japonica (Rothschild) キバネモン

ヒトリ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,23-

VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-
2019 d．  

8．Spilarctia obliquizonata (Miyake) フトスジモンヒ
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トリ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g． 大
白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♂,13-VI-2019 b； 2♂,13-
VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 g； 
1♀,8-VII-2019 j．  

9．Spilarctia bifasciata Butler フタスジヒトリ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 g．  
10．Eospilarctia lewisii (Butler) クロフシロヒトリ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 b．  荒谷：2♂,30-V-2019 c；  1♂,30-V-
2019 d；  1♂,30-V-2019 e；  4♂,30-V-2019 g； 
2♂,30-V-2019 h ；  2♂,2-VI-2020 a ；  6♂,2-VI-
2020 b； 3♂,2-VI-2020 c； 2♂,2-VI-2020 f． 大白

川：5♂,13-VI-2019 b； 2♂,13-VI-2019 d； 3♂,8-
VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

11．Lemyra inaequalis inaequalis (Butler) カクモン

ヒトリ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b．  
12．Lemyra infernalis (Butler) クロバネヒトリ 
 荒谷：3♂,8-VII-2019 b．  
13．Lemyra imparilis (Butler) クワゴマダラヒトリ 
 ホワイトロード：2♂,3-VIII-2020 c．  
MICRONOCTUIDAE アツバモドキガ科 
1．Mimachrostia fasciata fasciata Sugi ウスオビアツ

バモドキ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂1♀,8-VII-2019 b； 
1♂,23-VII-2019 b． 大白川：2♂2♀,8-VII-2019 j．  

NOLIDAE コブガ科 
Nolinae コブガ亜科 
1．Nolathripa lactaria (Graeser) コマバシロコブガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂1♀,30-V-2019 g． 大白

川：1♀,13-VI-2019 d．  
2．Nola aerugula atomosa (Bremer) カバイロコブガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 f．  
3．Nola nami (Inoue) ナミコブガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 

5♂5♀,2-VI-2020 a．  
4．Nola ebatoi (Inoue) ウスカバスジコブガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
5．Manoba banghaasi sumi (Inoue) スミコブガ 
 馬狩谷： 1♂1♀,26-VI-2019 d ；  1♂1♀,25-VIII-

2019 e． 荒谷：1♂1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♀,2-
IX-2019 f．  

6．"Meganola" gigantoides (Inoue) オオマエモンコブ

ガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
7．"Meganola" fumosa (Butler) クロスジコブガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
8．Evonima mandschuriana (Oberthür) リンゴコブガ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 

1♂,8-VII-2019 f．  
Chloephorinae リンガ亜科 
1．Iragaodes nobilis (Staudinger) マエキリンガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：5♂4♀,26-VI-2019 b； 1♂3♀,26-
VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：2♂,30-V-
2019 c； 1♂,30-V-2019 f； 4♀,8-VII-2019 b； 2♂
1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 f； 
12♂5♀,8-VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 h．  

2．Parhylophila celsiana (Staudinger) オレクギリン

ガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 h．  
3．Kerala decipiens (Butler) ハネモンリンガ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c．  馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b；  1♀,26-VI-
2019 c；  1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：2♂3♀,30-V-
2019 c； 3♀,30-V-2019 f； 1♂1♀,30-V-2019 g； 
1♀,8-VII-2019 b； 1♀,23-VII-2019 b； 1♂1♀,2-VI-
2020 a；  1♀,2-VI-2020 b．  大白川：1♀,13-VI-
2019 d； 2♂3♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 
2♀,8-VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 g； 1♂2♀,8-VII-
2019 j．  

4．Macrochthonia fervens Butler カマフリンガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b；  2♂,26-VI-2019 c； 

1♀,25-VIII-2019 e． 大白川：1♂,13-VI-2019 d； 
4♂,2-IX-2019 e．  

5．Pseudoips prasinanus (Linnaeus) アオスジアオリ

ンガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c．  馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b；  2♀,26-VI-
2019 d．  荒谷：1♂3♀,30-V-2019 c；  1♂,30-V-
2019 e； 2♀,30-V-2019 h； 1♂4♀,2-VI-2020 a． 
大白川：1♀,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 c； 3♂
1♀,13-VI-2019 d； 1♂2♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 d．  

6．Garella ruficirra (Hampson) ネスジキノカワガ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a； 1♀,15-IX-2020 a．  
7．Nycteola degenerana eurasiatica Dufay ミヤマク
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ロスジキノカワガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 d． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c； 2♀,8-
VII-2019 f．  

8．Hypocarea conspicua (Leech) カバイロリンガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 e． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

9．Gelastocera kotschubeji Obraztsov クロオビリンガ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a．  荒谷：2♂

1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 大白川：1♂,8-
VII-2019 c．  

10．Gelastocera exusta Butler アカオビリンガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 e． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 a．  
11．Ariolica argentea (Butler) ギンボシリンガ 
 ホワイトロード： 1♀,26-VI-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：8♀,26-VI-
2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d； 2♀,30-V-2019 e； 1♂1♀,30-V-
2019 g； 3♀,2-VI-2020 a； 4♀,2-VI-2020 b． 大白

川：1♀,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 1♀,8-
VII-2019 c； 2♀,2-IX-2019 e．  

Eariadinae ワタリンガ亜科 
1．Earias roseifera Butler ベニモンアオリンガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 c．  
2．Earias erubescens Staudinger ウスベニアオリンガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  
Bleninae キノカワガ亜科 
1．Blenina senex (Butler) キノカワガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a．  
Collomeninae ナンキンキノカワガ亜科 
1．Gadirtha impingens impingens Walker ナンキン

キノカワガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a．  
2．Negritothripa hampsoni (Wileman) ネジロキノカ

ワガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a．  
確定 Nolidae (subfamily uncertain) 亜科 
1．Eligma narcissus narcissus (Cramer) シンジュキ

ノカワガ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
NOCTUIDAE ヤガ科 
Rivulinae テンクロアツバ亜科 
1．Rivula inconspicua (Butler) フタテンアツバ 

 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
Boletobiinae ムラサキアツバ亜科 
1．Anatatha wilemani (Sugi) クロオビアツバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
2．Diomea cremata (Butler) ムラサキアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
3．Diomea jankowskii (Oberthür) マエヘリモンアツ

バ 
 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-2019 b； 1♀,25-VIII-2019 e． 

荒谷：1♂,2-VI-2020 d．  
4．Maguda suffusa (Walker) ヒメエビイロアツバ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
5．Oglasa bifidalis (Leech) ソトキイロアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂2♀,30-V-

2019 d； 1♂,30-V-2019 g； 4♂,2-VI-2020 a； 4♂,2-
VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b．  

6．Rhesala imparata Walker マエテンアツバ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
7．Gesonia fallax (Butler) アトヘリヒトホシアツバ 
 馬狩谷：2♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,2-VI-2020 c． 

大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
確定 Noctuidae (subfamily uncertain) 亜科 
1．Micreremites pyraloides Sugi ウラモンチビアツバ 
 荒谷：2♂,30-IX-2020 b； 2♂,30-IX-2020 d； 2♂,30-

IX-2020 e．  
2．Anachrostis nigripunctalis (Wileman) クロテンカ

バアツバ 
 馬狩谷：2♂,25-VIII-2019 d．  
3．Neachrostia bipuncta Sugi フタテンチビアツバ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
4．Gynaephila maculifera Staudinger フタキボシアツ

バ 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d．  
Hypenodinae ミジンアツバ亜科 
1．Schrankia separatalis (Herz) ハスオビヒメアツバ 
 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 d． 

荒谷：1♀,30-IX-2020 d．  
2．Schrankia masuii Inoue ウスオビヒメアツバ 
 大白川：1♀,13-VI-2019 e．  
3．Hypenodes rectifascia Sugi ミジンアツバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d．  
4．Hypenodes curvilineus Sugi マガリミジンアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
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ロスジキノカワガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 d． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 c； 2♀,8-
VII-2019 f．  

8．Hypocarea conspicua (Leech) カバイロリンガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 e． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

9．Gelastocera kotschubeji Obraztsov クロオビリンガ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a．  荒谷：2♂

1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 大白川：1♂,8-
VII-2019 c．  

10．Gelastocera exusta Butler アカオビリンガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 e． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 a．  
11．Ariolica argentea (Butler) ギンボシリンガ 
 ホワイトロード： 1♀,26-VI-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：8♀,26-VI-
2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d； 2♀,30-V-2019 e； 1♂1♀,30-V-
2019 g； 3♀,2-VI-2020 a； 4♀,2-VI-2020 b． 大白

川：1♀,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 1♀,8-
VII-2019 c； 2♀,2-IX-2019 e．  

Eariadinae ワタリンガ亜科 
1．Earias roseifera Butler ベニモンアオリンガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 c．  
2．Earias erubescens Staudinger ウスベニアオリンガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  
Bleninae キノカワガ亜科 
1．Blenina senex (Butler) キノカワガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a．  
Collomeninae ナンキンキノカワガ亜科 
1．Gadirtha impingens impingens Walker ナンキン

キノカワガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a．  
2．Negritothripa hampsoni (Wileman) ネジロキノカ

ワガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a．  
不確定 Nolidae (subfamily uncertain) 亜科 
1．Eligma narcissus narcissus (Cramer) シンジュキ

ノカワガ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
NOCTUIDAE ヤガ科 
Rivulinae テンクロアツバ亜科 
1．Rivula inconspicua (Butler) フタテンアツバ 

 荒谷：1♀,2-VI-2020 a．  
Boletobiinae ムラサキアツバ亜科 
1．Anatatha wilemani (Sugi) クロオビアツバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
2．Diomea cremata (Butler) ムラサキアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
3．Diomea jankowskii (Oberthür) マエヘリモンアツ

バ 
 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-2019 b； 1♀,25-VIII-2019 e． 

荒谷：1♂,2-VI-2020 d．  
4．Maguda suffusa (Walker) ヒメエビイロアツバ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
5．Oglasa bifidalis (Leech) ソトキイロアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂2♀,30-V-

2019 d； 1♂,30-V-2019 g； 4♂,2-VI-2020 a； 4♂,2-
VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b．  

6．Rhesala imparata Walker マエテンアツバ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a． 荒谷：1♂,23-

VII-2019 b．  
7．Gesonia fallax (Butler) アトヘリヒトホシアツバ 
 馬狩谷：2♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,2-VI-2020 c． 

大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
不確定 Noctuidae (subfamily uncertain) 亜科 
1．Micreremites pyraloides Sugi ウラモンチビアツバ 
 荒谷：2♂,30-IX-2020 b； 2♂,30-IX-2020 d； 2♂,30-

IX-2020 e．  
2．Anachrostis nigripunctalis (Wileman) クロテンカ

バアツバ 
 馬狩谷：2♂,25-VIII-2019 d．  
3．Neachrostia bipuncta Sugi フタテンチビアツバ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
4．Gynaephila maculifera Staudinger フタキボシアツ

バ 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d．  
Hypenodinae ミジンアツバ亜科 
1．Schrankia separatalis (Herz) ハスオビヒメアツバ 
 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 d． 

荒谷：1♀,30-IX-2020 d．  
2．Schrankia masuii Inoue ウスオビヒメアツバ 
 大白川：1♀,13-VI-2019 e．  
3．Hypenodes rectifascia Sugi ミジンアツバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d．  
4．Hypenodes curvilineus Sugi マガリミジンアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  

46

遠藤　弘志・笠井　初志・宮崎　弘規・大和田　守・説田　健一



 

47 
 

Araeopteroninae ホソコヤガ亜科 
1．Araeopteron amoenum Inoue アヤホソコヤガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
Eublemminae ベニコヤガ亜科 
1．Eublemma amasina (Eversmann) ベニチラシコヤ

ガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g．  
2．Eublemma miasma (Hampson) ハイマダラコヤガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
3．Lophoruza pulcherrima (Butler) モモイロツマキリ

コヤガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c； 2♂,26-VI-2019 d．  
4．Oruza mira (Butler) アトキスジクルマコヤガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-
2019 f； 5♂,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b． 大白

川：1♀,8-VII-2019 g．  
5．Trisateles emortualis (Denis & Schiffermüller) シ

ロオビクルマコヤガ 
 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 d； 1♀,25-VIII-2019 e． 

荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂3♀,2-VI-2020 a； 2♂
1♀,2-VI-2020 b．  

Hypeninae アツバ亜科 
1．Latirostrum bisacutum Hampson テングアツバ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c．  
2．Hypena amica (Butler) クロキシタアツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a； 1♂,15-IX-2020 b； 1♀,15-IX-2020 c． 大
白川：1♂1♀,8-VII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 f．  

3．Hypena proboscidalis deleta Staudinger フタオビ

アツバ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 1♀,15-IX-2020 c． 大白川：1♀,2-IX-2019 d．  
4．Hypena strigata minna Butler ナミテンアツバ 
 ホワイトロード：2♀,15-IX-2020 a．  
5．Hypena tristalis Lederer ミツボシアツバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♀,2-IX-

2019 b； 2♀,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 a． 馬
狩谷：3♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 
2♂2♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b； 1♀,2-VI-
2020 d；  1♀,21-X-2020 e．  大白川：2♂,13-VI-
2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 e．  

6．Hypena narratalis Walker ムラサキミツボシアツ

バ 

 荒谷：3♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 1♀,30-
V-2019 h．  

7．Bomolocha stygiana (Butler) ヤマガタアツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 b．  
8．Bomolocha squalida (Butler) ハングロアツバ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 e； 1♀,2-VI-2020 b．  
9．Bomolocha rivuligera (Butler) アイモンアツバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,25-

VIII-2019 b；  3♂,25-VIII-2019 c；  4♂1♀,2-IX-
2019 b．  荒谷：2♂2♀,30-V-2019 c；  1♂,30-V-
2019 e； 1♀,30-V-2019 f； 4♂,30-V-2019 g； 9♂
7♀,2-VI-2020 a； 2♀,2-VI-2020 c． 大白川：2♀,2-
IX-2019 d．  

10．Bomolocha benepartita Sugi シモフリヤマガタア

ツバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a．  
11．Bomolocha perspicua (Leech) ウスヅマアツバ 
 ホワイトロード：2♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c．  
12．Bomolocha nigrobasalis Herz ホシムラサキアツ

バ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：6♂,30-

V-2019 c． 大白川：1♀,8-VII-2019 e．  
13．Bomolocha melanica Sugi ムラクモアツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  3♂,3-VIII-

2020 c．  
Phytometrinae ベニスジアツバ亜科 
1．Colobochyla salicalis (Denis & Schiffermüller) キ

ンスジアツバ 
 馬狩谷：2♂1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-

2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a． 大白

川：1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-
2019 h．  

Aventiinae カギアツバ亜科 
1．Gonepatica opalina (Butler) フタスジエグリアツバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  荒谷：1♂

1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
2．Paragabara flavomacula (Oberthür) キボシアツバ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 2♂,8-

VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 c； 1♀,2-VI-2020 d．  
3．Paragona cleorides Wileman セニジモンアツバ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
4．Polysciera manleyi (Leech) マンレイツマキリアツ

バ 

 

47 
 

Araeopteroninae ホソコヤガ亜科 
1．Araeopteron amoenum Inoue アヤホソコヤガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  
Eublemminae ベニコヤガ亜科 
1．Eublemma amasina (Eversmann) ベニチラシコヤ

ガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g．  
2．Eublemma miasma (Hampson) ハイマダラコヤガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
3．Lophoruza pulcherrima (Butler) モモイロツマキリ

コヤガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c； 2♂,26-VI-2019 d．  
4．Oruza mira (Butler) アトキスジクルマコヤガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-
2019 f； 5♂,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b． 大白

川：1♀,8-VII-2019 g．  
5．Trisateles emortualis (Denis & Schiffermüller)

シロオビクルマコヤガ 
 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 d； 1♀,25-VIII-2019 e． 

荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂3♀,2-VI-2020 a； 2♂
1♀,2-VI-2020 b．  

Hypeninae アツバ亜科 
1．Latirostrum bisacutum Hampson テングアツバ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c．  
2．Hypena amica (Butler) クロキシタアツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a； 1♂,15-IX-2020 b； 1♀,15-IX-2020 c． 大
白川：1♂1♀,8-VII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 f．  

3．Hypena proboscidalis deleta Staudinger フタオビ

アツバ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 1♀,15-IX-2020 c． 大白川：1♀,2-IX-2019 d．  
4．Hypena strigata minna Butler ナミテンアツバ 
 ホワイトロード：2♀,15-IX-2020 a．  
5．Hypena tristalis Lederer ミツボシアツバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♀,2-IX-

2019 b； 2♀,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 a． 馬
狩谷：3♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 
2♂2♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b； 1♀,2-VI-
2020 d；  1♀,21-X-2020 e．  大白川：2♂,13-VI-
2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 e．  

6．Hypena narratalis Walker ムラサキミツボシアツ

バ 

 荒谷：3♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 1♀,30-
V-2019 h．  

7．Bomolocha stygiana (Butler) ヤマガタアツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 荒谷：2♂,30-

V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 b．  
8．Bomolocha squalida (Butler) ハングロアツバ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 e； 1♀,2-VI-2020 b．  
9．Bomolocha rivuligera (Butler) アイモンアツバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,25-

VIII-2019 b；  3♂,25-VIII-2019 c；  4♂1♀,2-IX-
2019 b．  荒谷：2♂2♀,30-V-2019 c；  1♂,30-V-
2019 e； 1♀,30-V-2019 f； 4♂,30-V-2019 g； 9♂
7♀,2-VI-2020 a； 2♀,2-VI-2020 c． 大白川：2♀,2-
IX-2019 d．  

10．Bomolocha benepartita Sugi シモフリヤマガタア

ツバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a．  
11．Bomolocha perspicua (Leech) ウスヅマアツバ 
 ホワイトロード：2♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c．  
12．Bomolocha nigrobasalis Herz ホシムラサキアツ

バ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：6♂,30-

V-2019 c． 大白川：1♀,8-VII-2019 e．  
13．Bomolocha melanica Sugi ムラクモアツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  3♂,3-VIII-

2020 c．  
Phytometrinae ベニスジアツバ亜科 
1．Colobochyla salicalis (Denis & Schiffermüller)

キンスジアツバ 
 馬狩谷：2♂1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-

2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a． 大白

川：1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-
2019 h．  

Aventiinae カギアツバ亜科 
1．Gonepatica opalina (Butler) フタスジエグリアツバ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  荒谷：1♂

1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
2．Paragabara flavomacula (Oberthür) キボシアツバ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 2♂,8-

VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 c； 1♀,2-VI-2020 d．  
3．Paragona cleorides Wileman セニジモンアツバ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b．  
4．Polysciera manleyi (Leech) マンレイツマキリアツ

バ 
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 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 d． 荒谷：2♀,30-V-2019 f； 
1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  

5．Amphitrogia amphidecta (Butler) シロテンツマキ

リアツバ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 d； 2♀,25-VIII-2019 e． 
荒谷：1♀,30-V-2019 e； 1♀,30-V-2019 h； 1♀,23-
VII-2019 b． 大白川：1♀,13-VI-2019 b； 1♀,8-VII-
2019 f； 2♀,8-VII-2019 g．  

6．Lophomilia polybapta (Butler) キマダラアツバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b．  
7．Lophomilia flaviplaga (Warren) ミカドアツバ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♀,30-

V-2019 c．  
8．Scedopla regalis Butler キヅマアツバ 
 大白川：1♂,13-VI-2019 d．  
9．Scedopla diffusa diffusa Sugi ウスマダラアツバ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 d； 

1♂,30-V-2019 e； 3♂,30-V-2019 f； 6♂5♀,2-VI-
2020 a； 1♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 d． 大白

川：1♀,13-VI-2019 d．  
10．Leiostola mollis (Butler) トビフタスジアツバ 
 馬狩谷：3♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,2-VI-2020 c； 

1♂,2-VI-2020 d； 1♀,2-VI-2020 f． 大白川：1♀,8-
VII-2019 f； 1♀,8-VII-2019 h； 1♂,8-VII-2019 j．  

Pangraptinae ツマキリアツバ亜科 
1．Pangrapta perturbans (Walker) ウンモンツマキリ

アツバ 
 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 d． 

荒谷：1♂4♀,30-V-2019 f； 1♂,23-VII-2019 b． 大
白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 2♀,8-
VII-2019 c ；  2♂2♀,8-VII-2019 e ；  2♀,8-VII-
2019 f； 19♂4♀,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 j．  

2．Pangrapta umbrosa (Leech) シロモンツマキリアツ

バ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  2♀,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂3♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-
2019 c． 荒谷：2♀,30-V-2019 f； 1♀,30-V-2019 h； 
1♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,8-
VII-2019 c ；  1♀,8-VII-2019 d ；  1♂1♀,8-VII-
2019 e； 3♀,8-VII-2019 f； 2♂,8-VII-2019 j．  

3．Pangrapta porphyrea (Butler) シロツマキリアツバ 
 荒谷： 1♀,2-VI-2020 b．  大白川： 1♂4♀,8-VII-

2019 c； 1♂2♀,8-VII-2019 e．  
4．Pangrapta vasava (Butler) ミツボシツマキリアツ

バ 
 大白川：2♀,8-VII-2019 e．  
5．Pangrapta lunulata (Sterz) ツマジロツマキリアツ

バ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c； 1♂,25-VIII-2019 e． 荒

谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：

2♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 g．  
Herminiinae クルマアツバ亜科 
1．Edessena hamada (Felder & Rogenhofer) オオシラ

ホシアツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b；  5♂1♀,26-VI-2019 d；  1♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：7♂1♀,8-VII-2019 b； 1♂1♀,23-VII-
2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  

2．Hadennia incongruens (Butler) ハナマガリアツバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b； 3♂1♀,26-VI-2019 d． 大白川：1♀,8-
VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 g．  

3．Hadennia obliqua (Wileman) ソトウスアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c．  
4．Paracolax albinotata (Butler) シロモンアツバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a； 1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂,26-VI-
2019 c； 2♂,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 d； 
2♂1♀,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 2♂
1♀,30-V-2019 d ；  1♂,30-V-2019 f ；  2♂,30-V-
2019 g；  1♂,23-VII-2019 b；  2♂,2-VI-2020 a； 
4♂,2-VI-2020 b； 2♂,2-VI-2020 c． 大白川：3♂,13-
VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 c；  1♂,8-VII-2019 f；  2♂,8-VII-
2019 g； 1♂,8-VII-2019 h．  

5．Paracolax tristalis (Fabricius) クルマアツバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
6．Paracolax trilinealis (Bremer) ミスジアツバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,2-VI-2020 b． 

大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 j．  
7．Paracolax pryeri (Butler) シロテンムラサキアツバ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b．  
8．Paracolax fascialis (Leech) オビアツバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b． 荒谷：2♂,2-
VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 c． 大白川：1♂,8-VII-
2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 g； 2♂,8-VII-2019 j．  

9．Idia quadra (Graeser) キモンクロアツバ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b．  馬狩谷：1♂
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2♀,26-VI-2019 b． 大白川：1♂2♀,2-IX-2019 e．  
10．Idia curvipalpis (Butler) シロホシクロアツバ 
 荒谷：1♂1♀,23-VII-2019 b． 大白川：4♂,8-VII-

2019 g．  
11．Hydrillodes morosa (Butler) ヒロオビウスグロア

ツバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 2♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂1♀,30-V-2019 c； 1♂2♀,30-V-
2019 d； 7♂5♀,30-V-2019 e； 7♂8♀,30-V-2019 f； 
3♂,30-V-2019 g； 1♂1♀,23-VII-2019 b； 1♂6♀,2-
VI-2020 b；  1♂3♀,2-VI-2020 c；  1♂1♀,2-VI-
2020 d； 1♀,2-VI-2020 e； 1♂1♀,2-VI-2020 f． 大
白川：1♂1♀,13-VI-2019 b； 1♂,8-VII-2019 j．  

12．Hydrillodes lentalis Guenée ソトウスグロアツバ 
 ホワイトロード：3♀,2-IX-2019 b． 荒谷：1♂1♀,23-

VII-2019 b； 2♂,30-IX-2020 a； 1♀,30-IX-2020 b； 
1♀,30-IX-2020 e．  

13．Bertula bistrigata (Staudinger) フタスジアツバ 
 馬狩谷：3♂,26-VI-2019 b； 5♂3♀,26-VI-2019 d． 

荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f； 2♂,2-VI-
2020 c； 1♂,2-VI-2020 d； 1♂,2-VI-2020 f． 大白

川：1♂,13-VI-2019 b； 2♂,13-VI-2019 d； 1♀,8-
VII-2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 e； 1♂4♀,8-VII-
2019 f； 3♂5♀,8-VII-2019 g； 4♂1♀,8-VII-2019 
j．  

14．Nodaria tristis (Butler) ヒゲブトクロアツバ 
 荒谷：1♂1♀,30-IX-2020 e； 2♀,21-X-2020 f．  
15．Simplicia niphona (Butler) オオアカマエアツバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c； 1♂,15-IX-2020 b． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 
1♂,30-V-2019 g．  

16．Mesoplectra griselda (Butler) ツマオビアツバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-2019 d； 

2♀,25-VIII-2019 e；  1♂,2-IX-2019 c．  大白川：

1♀,8-VII-2019 h．  
17．Zanclognatha lunalis (Scopoli) コブヒゲアツバ 
 ホワイトロード：2♂2♀,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-

2020 d． 荒谷：2♂1♀,23-VII-2019 b．  
18．Traudinges fumosa (Butler) ウスグロアツバ 
 荒谷：1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,13-VI-2019 c； 

1♂,8-VII-2019 j．  
19．Treitschkendia tarsipennalis (Treitschke) ヒメコ

ブヒゲアツバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 d； 1♀,30-

IX-2020 e． 大白川：1♀,8-VII-2019 h； 1♂1♀,2-

IX-2019 f．  
20．Treitschkendia subgriselda (Sugi) ヒメツマオビ

アツバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 b． 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-2019 d． 大白川：

1♂,8-VII-2019 g； 3♂,8-VII-2019 j．  
21．Treitschkendia helva (Butler) キイロアツバ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a．  
22．Adrapsoides reticulatis (Leech) アミメアツバ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  
23．Herminia grisealis (Denis & Schiffermüller) クロ

スジアツバ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g； 1♂,23-VII-2019 b； 2♂,2-

VI-2020 a； 2♂,2-VI-2020 b； 1♂,2-VI-2020 d； 
1♂,2-VI-2020 e；  1♀,30-IX-2020 a．  大白川：

1♀,13-VI-2019 d．  
24．Herminia tarsicrinalis (Knoch) トビスジアツバ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：2♀,26-

VI-2019 b； 1♀,25-VIII-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-
2019 g； 1♂,23-VII-2019 b； 4♂1♀,2-VI-2020 a； 
2♂1♀,2-VI-2020 b；  1♂1♀,2-VI-2020 c；  8♂
1♀,2-VI-2020 d； 1♂1♀,2-VI-2020 f． 大白川：1♂
2♀,13-VI-2019 d； 2♂,8-VII-2019 h； 1♂,8-VII-
2019 j．  

25．Herminia arenosa Butler ウスキミスジアツバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 g； 

1♂,2-VI-2020 e； 3♂,2-VI-2020 f．  
26．Herminia dolosa Butler フシキアツバ 
 荒谷：2♂,2-VI-2020 c．  
27．Sinarella aegrota (Butler) ミツオビキンアツバ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 d．  
Erebinae トモエガ亜科 
1．Spirama retorta (Clerck) オスグロトモエ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g．  
2．Metopta rectifasciata (Ménétriès) シロスジトモエ 
 馬狩谷：2♀,26-VI-2019 b；  1♂,26-VI-2019 c； 

3♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,8-VII-2019 b．  
3．Erygia apicalis Guenée アカテンクチバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  
Calpinae エグリバ亜科 
1．Calyptra hokkaida (Wileman) キタエグリバ 
 大白川：3♂,2-IX-2019 e．  
2．Oraesia excavata (Butler) アカエグリバ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a．  
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3．Plusiodonta casta (Butler) マダラエグリバ 
 馬狩谷：1♂,2-IX-2019 c．  
4．Eudocima tyrannus (Guenée) アケビコノハ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♀,2-IX-2019 a．  
5．Hypocala subsatura Guenée タイワンキシタクチバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,15-IX-2020 a．  
6．Gonitis mesogona (Walker) アカキリバ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 2♀,15-IX-2020 a．  
7．Rusicada leucolopha Prout ムラサキオオアカキリ

バ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
8．Scoliopteryx libatrix (Linnaeus) ハガタキリバ 
 ホワイトロード：1♀,21-X-2020 c． 馬狩谷：1♀,25-

VIII-2019 d． 大白川：1♂,2-IX-2019 e； 1♂,28-X-
2020 b．  

9．Dinumma deponens Walker ウスヅマクチバ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♀,15-IX-

2020 a． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b．  
Catocalinae シタバガ亜科 
1．Catocala fraxini jezoensis Matsumura ムラサキシ

タバ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b． 大白川：1♀,2-IX-2019 e．  
2．Catocala lara Bremer オオシロシタバ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a．  
3．Catocala electa zalmunna Butler ベニシタバ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,9-X-

2019 a； 1♂1♀,15-IX-2020 b． 馬狩谷：3♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：1♀,30-IX-2020 a．  

4．Catocala dula Bremer オニベニシタバ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
5．Catocala nivea nivea Butler シロシタバ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,25-VIII-2019 c； 1♂,2-IX-2019 a； 
1♂,2-IX-2019 b； 2♂1♀,15-IX-2020 b； 3♂,15-IX-
2020 c． 大白川：1♂,2-IX-2019 d； 2♂,2-IX-2019 e．  

6．Catocala ella ella Butler ミヤマキシタバ 
 大白川：2♂,2-IX-2019 e．  
7．Catocala columbina yoshihikoi Ishizuka ナマリキ

シタバ 
 大白川：1♀,2-IX-2019 e．  
8．Catocala dissimilis dissimilis Bremer エゾシロシ

タバ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 2♀,30-IX-2020 a． 
大白川：7♂,2-IX-2019 e．  

9．Catocala streckeri Staudinger アサマキシタバ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 c．  
10．Catocala nagioides Wileman ヒメシロシタバ 
 馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d．  
11．Catocala nubila Butler ゴマシオキシタバ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a； 13♂5♀,25-

VIII-2019 b； 4♂,25-VIII-2019 c； 17♂7♀,2-IX-
2019 b； 1♀,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 d； 
2♂,3-VIII-2020 e； 2♀,15-IX-2020 a； 4♂11♀,15-
IX-2020 b； 3♂2♀,15-IX-2020 c． 馬狩谷：1♀,25-
VIII-2019 d． 荒谷：1♀,30-IX-2020 a． 大白川：

3♀,2-IX-2019 d； 9♂4♀,2-IX-2019 e．  
12．Catocala connexa Butler ヨシノキシタバ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a． 大白川：1♀,2-

IX-2019 e．  
13．Catocala patala Felder & Rogenhofer キシタバ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 e； 1♂,2-IX-2019 e．  
14．Catocala jonasii Butler ジョナスキシタバ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a；  2♂,15-IX-2020 a；  1♂,15-IX-2020 b； 
2♂,15-IX-2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  

15．Lygephila viciae (Hübner) ウスクビグロクチバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a．  
16．Chrysorithrum amatum (Bremer & Grey) カクモ

ンキシタバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  
17．Ercheia umbrosa Butler モンムラサキクチバ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 1♀,25-VIII-

2019 a． 荒谷：1♂,30-V-2019 d； 1♀,30-V-2019 g； 
2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,8-VII-2019 f．  

18．Ercheia niveostrigata Warren モンシロムラサキ

クチバ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 

1♀,30-V-2019 f； 2♂,30-V-2019 g．  
19．Mocis annetta (Butler) ウンモンクチバ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,13-VI-2019 b； 

1♀,13-VI-2019 d．  
20．Thyas juno (Dalman) ムクゲコノハ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a； 1♂,9-X-2019 a； 

1♂,15-IX-2020 a； 1♀,21-X-2020 b．  
21．Blasticorhinus ussuriensis (Bremer) コウンモン

クチバ 
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 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
22．Sypnoides picta (Butler) シラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 b．  
23．Sypnoides hercules (Butler) アヤシラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-
VII-2019 j．  

24．Hypersypnoides astrigera (Butler) シロテンクチ

バ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b．  荒谷：1♂1♀,30-V-

2019 a； 2♀,30-V-2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 
1♂,30-V-2019 f； 2♀,2-VI-2020 a； 1♂1♀,2-VI-
2020 b．  大白川：1♀,13-VI-2019 b；  2♂,13-VI-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

25 ． Hypersypnoides submarginata submarginata 
(Walker) オオシロテンクチバ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,30-
V-2019 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 a．  

26．Daddala lucilla (Butler) ハガタクチバ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,15-IX-

2020 a． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Stictopterinae ホソヤガ亜科 
1．Lophoptera hayesi Sugi ヤマトホソヤガ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♀,15-IX-2020 a．  
Euteliinae フサヤガ亜科 
1．Eutelia geyeri (Felder & Rogenhofer) フサヤガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 b．  
2．Atacira grabczewskii Pungeler ニッコウフサヤガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Plusiinae キンウワバ亜科 
1．Abrostola triplasia (Linnaeus) イラクサマダラウワ

バ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
2．Abrostola major major Dufay オオマダラウワバ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 e．  
3．Abrostola sugii Dufay ウスグロマダラウワバ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b． 荒谷：1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-
VII-2019 j．  

4．Thysanoplusia intermixta (Warren) キクキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  

5．Ctenoplusia albostriata (Bremer & Grey) エゾギク

キンウワバ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
6．Acanthoplusia agnata (Staudinger) ミツモンキン

ウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-

IX-2020 a．  
7．Anadevidia hebetata (Butler) モモイロキンウワバ 
 ホワイトロード： 2♂,26-VI-2019 a；  1♀,21-X-

2020 b． 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
8．Antoculeora locuples (Oberthür) ギンボシキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♀,30-
V-2019 f； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 c．  

9．Diachrysia leonina (Oberthür) マガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a．  
10．Diachrysia witti Ronkay，Ronkay & Behounek ニ

セマガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b．  
11．Diachrysia stenochrysis (Warren) オオヒサゴキ

ンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 a．  
12．Polychrysia aurata (Staudinger) アカキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a．  
13．Polychrysia splendida (Butler) マダラキンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♂,15-IX-2020 a．  
14．Autographa amurica (Staudinger) オオムラサキ

キンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 a； 1♂,30-IX-2020 d．  
Eustrotiinae スジコヤガ亜科 
1．Maliattha bella (Staudinger) ソトムラサキコヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f． 大白川：1♀,13-VI-
2019 b．  

2．Micardia pulchra Butler フタホシコヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♀,26-VI-2019 c．  荒谷： 6♂4♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d；  2♂,30-V-2019 e；  1♀,30-V-
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 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
22．Sypnoides picta (Butler) シラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 b．  
23．Sypnoides hercules (Butler) アヤシラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-
VII-2019 j．  

24．Hypersypnoides astrigera (Butler) シロテンクチ

バ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b．  荒谷：1♂1♀,30-V-

2019 a； 2♀,30-V-2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 
1♂,30-V-2019 f； 2♀,2-VI-2020 a； 1♂1♀,2-VI-
2020 b．  大白川：1♀,13-VI-2019 b；  2♂,13-VI-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

25 ． Hypersypnoides submarginata submarginata 
(Walker) オオシロテンクチバ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,30-
V-2019 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 a．  

26．Daddala lucilla (Butler) ハガタクチバ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,15-IX-

2020 a． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Stictopterinae ホソヤガ亜科 
1．Lophoptera hayesi Sugi ヤマトホソヤガ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♀,15-IX-2020 a．  
Euteliinae フサヤガ亜科 
1．Eutelia geyeri (Felder & Rogenhofer) フサヤガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 b．  
2．Atacira grabczewskii Pungeler ニッコウフサヤガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Plusiinae キンウワバ亜科 
1．Abrostola triplasia (Linnaeus) イラクサマダラウワ

バ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
2．Abrostola major major Dufay オオマダラウワバ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 e．  
3．Abrostola sugii Dufay ウスグロマダラウワバ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b． 荒谷：1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-
VII-2019 j．  

4．Thysanoplusia intermixta (Warren) キクキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  

5．Ctenoplusia albostriata (Bremer & Grey) エゾギク

キンウワバ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
6．Acanthoplusia agnata (Staudinger) ミツモンキン

ウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-

IX-2020 a．  
7．Anadevidia hebetata (Butler) モモイロキンウワバ 
 ホワイトロード： 2♂,26-VI-2019 a；  1♀,21-X-

2020 b． 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
8．Antoculeora locuples (Oberthür) ギンボシキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♀,30-
V-2019 f； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 c．  

9．Diachrysia leonina (Oberthür) マガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a．  
10．Diachrysia witti Ronkay，Ronkay & Behounek ニ

セマガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b．  
11．Diachrysia stenochrysis (Warren) オオヒサゴキ

ンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 a．  
12．Polychrysia aurata (Staudinger) アカキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a．  
13．Polychrysia splendida (Butler) マダラキンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♂,15-IX-2020 a．  
14．Autographa amurica (Staudinger) オオムラサキ

キンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 a； 1♂,30-IX-2020 d．  
Eustrotiinae スジコヤガ亜科 
1．Maliattha bella (Staudinger) ソトムラサキコヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f． 大白川：1♀,13-VI-
2019 b．  

2．Micardia pulchra Butler フタホシコヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♀,26-VI-2019 c．  荒谷： 6♂4♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d；  2♂,30-V-2019 e；  1♀,30-V-
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 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
22．Sypnoides picta (Butler) シラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 b．  
23．Sypnoides hercules (Butler) アヤシラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-
VII-2019 j．  

24．Hypersypnoides astrigera (Butler) シロテンクチ

バ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b．  荒谷：1♂1♀,30-V-

2019 a； 2♀,30-V-2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 
1♂,30-V-2019 f； 2♀,2-VI-2020 a； 1♂1♀,2-VI-
2020 b．  大白川：1♀,13-VI-2019 b；  2♂,13-VI-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

25．Hypersypnoides submarginata submarginata 
(Walker) オオシロテンクチバ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,30-
V-2019 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 a．  

26．Daddala lucilla (Butler) ハガタクチバ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,15-IX-

2020 a． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Stictopterinae ホソヤガ亜科 
1．Lophoptera hayesi Sugi ヤマトホソヤガ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♀,15-IX-2020 a．  
Euteliinae フサヤガ亜科 
1．Eutelia geyeri (Felder & Rogenhofer) フサヤガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 b．  
2．Atacira grabczewskii Pungeler ニッコウフサヤガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Plusiinae キンウワバ亜科 
1．Abrostola triplasia (Linnaeus) イラクサマダラウワ

バ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
2．Abrostola major major Dufay オオマダラウワバ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 e．  
3．Abrostola sugii Dufay ウスグロマダラウワバ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b． 荒谷：1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-
VII-2019 j．  

4．Thysanoplusia intermixta (Warren) キクキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  

5．Ctenoplusia albostriata (Bremer & Grey) エゾギク

キンウワバ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
6．Acanthoplusia agnata (Staudinger) ミツモンキン

ウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-

IX-2020 a．  
7．Anadevidia hebetata (Butler) モモイロキンウワバ 
 ホワイトロード： 2♂,26-VI-2019 a；  1♀,21-X-

2020 b． 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
8．Antoculeora locuples (Oberthür) ギンボシキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♀,30-
V-2019 f； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 c．  

9．Diachrysia leonina (Oberthür) マガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a．  
10．Diachrysia witti Ronkay，Ronkay & Behounek

ニセマガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b．  
11．Diachrysia stenochrysis (Warren) オオヒサゴキ

ンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 a．  
12．Polychrysia aurata (Staudinger) アカキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a．  
13．Polychrysia splendida (Butler) マダラキンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♂,15-IX-2020 a．  
14．Autographa amurica (Staudinger) オオムラサキ

キンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 a； 1♂,30-IX-2020 d．  
Eustrotiinae スジコヤガ亜科 
1．Maliattha bella (Staudinger) ソトムラサキコヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f． 大白川：1♀,13-VI-
2019 b．  

2．Micardia pulchra Butler フタホシコヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♀,26-VI-2019 c．  荒谷： 6♂4♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d；  2♂,30-V-2019 e；  1♀,30-V-
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 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
22．Sypnoides picta (Butler) シラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 b．  
23．Sypnoides hercules (Butler) アヤシラフクチバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：2♂,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-
VII-2019 j．  

24．Hypersypnoides astrigera (Butler) シロテンクチ

バ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b．  荒谷：1♂1♀,30-V-

2019 a； 2♀,30-V-2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 
1♂,30-V-2019 f； 2♀,2-VI-2020 a； 1♂1♀,2-VI-
2020 b．  大白川：1♀,13-VI-2019 b；  2♂,13-VI-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 f．  

25．Hypersypnoides submarginata submarginata 
(Walker) オオシロテンクチバ 

 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,30-
V-2019 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 a．  

26．Daddala lucilla (Butler) ハガタクチバ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a；  1♂,15-IX-

2020 a． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Stictopterinae ホソヤガ亜科 
1．Lophoptera hayesi Sugi ヤマトホソヤガ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♀,15-IX-2020 a．  
Euteliinae フサヤガ亜科 
1．Eutelia geyeri (Felder & Rogenhofer) フサヤガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 b．  
2．Atacira grabczewskii Pungeler ニッコウフサヤガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  
Plusiinae キンウワバ亜科 
1．Abrostola triplasia (Linnaeus) イラクサマダラウワ

バ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
2．Abrostola major major Dufay オオマダラウワバ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 e．  
3．Abrostola sugii Dufay ウスグロマダラウワバ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b． 荒谷：1♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 d． 
大白川：1♂,13-VI-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-
VII-2019 j．  

4．Thysanoplusia intermixta (Warren) キクキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  

5．Ctenoplusia albostriata (Bremer & Grey) エゾギク

キンウワバ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 a． 荒谷：1♀,21-X-2020 e．  
6．Acanthoplusia agnata (Staudinger) ミツモンキン

ウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,15-

IX-2020 a．  
7．Anadevidia hebetata (Butler) モモイロキンウワバ 
 ホワイトロード： 2♂,26-VI-2019 a；  1♀,21-X-

2020 b． 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  
8．Antoculeora locuples (Oberthür) ギンボシキンウワ

バ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-V-2019 c； 1♀,30-
V-2019 f； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-2019 c．  

9．Diachrysia leonina (Oberthür) マガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a．  
10．Diachrysia witti Ronkay，Ronkay & Behounek 

ニセマガリキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 b．  
11．Diachrysia stenochrysis (Warren) オオヒサゴキ

ンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 a．  
12．Polychrysia aurata (Staudinger) アカキンウワバ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a．  
13．Polychrysia splendida (Butler) マダラキンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♂,15-IX-2020 a．  
14．Autographa amurica (Staudinger) オオムラサキ

キンウワバ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 a； 1♂,30-IX-2020 d．  
Eustrotiinae スジコヤガ亜科 
1．Maliattha bella (Staudinger) ソトムラサキコヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-
V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f． 大白川：1♀,13-VI-
2019 b．  

2．Micardia pulchra Butler フタホシコヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

1♀,26-VI-2019 c．  荒谷： 6♂4♀,30-V-2019 c； 
1♀,30-V-2019 d；  2♂,30-V-2019 e；  1♀,30-V-
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2019 f； 1♂1♀,30-V-2019 g； 1♂,30-V-2019 h； 
1♂2♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：

1♀,13-VI-2019 d．  
3．Deltote nemorum (Oberthür) マダラコヤガ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 h； 

2♂4♀,8-VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 f．  
4．Protodeltote pygarga (Hufnagel) シロフコヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,3-VIII-

2020 c． 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♂,30-
V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-
2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 e．  

5．Protodeltote distinguenda (Staudinger) シロマダ

ラコヤガ 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c． 大白川：1♂,8-

VII-2019 e．  
6．Koyaga falsa (Butler) スジシロコヤガ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
7．Koyaga numisma (Staudinger) キモンコヤガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 b；  2♂,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-
2019 f；  1♂,2-VI-2020 a．  大白川：2♂,13-VI-
2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂1♀,8-VII-2019 c； 
2♀,8-VII-2019 e； 4♂5♀,8-VII-2019 f．  

8．Erastroides fentoni (Butler) シロモンコヤガ 
 大白川：1♀,8-VII-2019 h．  
9．Chorsia sugii (Tanaka) ナカキマエモンコヤガ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 c．  
10．Bryophilina mollicula (Graeser) ウスアオモンコ

ヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,2-IX-

2019 b． 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：1♀,23-
VII-2019 b； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,8-VII-
2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  

11．Hyperstrotia flavipuncta (Leech) モンキコヤガ 
 荒谷： 5♂,30-V-2019 c ；  2♂3♀,30-V-2019 g ； 

1♀,23-VII-2019 b；  1♀,2-VI-2020 a．  大白川：

1♂,13-VI-2019 b．  
Bagisarinae アオイガ亜科 
1．Sphragifera sigillata (Ménétriès) マルモンシロガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♀,23-VII-

2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：1♂1♀,26-VI-
2019 b． 大白川：1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

2．Amyna punctum (Fabricius) クロコサビイロヤガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
3．Amyna stellata Butler サビイロヤガ 

 荒谷：1♀,30-IX-2020 e．  
Aediinae ナカジロシタバ亜科 
1．Chytonix albonotata (Staudinger) ネグロヨトウ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 d．  
2．Chytonix subalbonotata Sugi ホソバネグロヨトウ 
 荒谷： 2♂1♀,30-V-2019 c ；  1♂,30-V-2019 e ； 

2♂,30-V-2019 g；  1♀,30-V-2019 h；  1♂,2-VI-
2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：1♂1♀,13-VI-
2019 b．  

Pantheinae ウスベリケンモン亜科 
1．Arcte coerula (Guenée) フクラスズメ 
 ホワイトロード：1♀,6-XI-2019 a； 1♀,15-IX-2020 a． 

荒谷：1♀,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  
2．Anacronicta nitida (Butler) ウスベリケンモン 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g； 
1♂,2-VI-2020 a ．  大白川： 1♂,13-VI-2019 b ； 
1♂,13-VI-2019 c； 3♂1♀,8-VII-2019 c； 2♂,8-VII-
2019 e； 1♂,8-VII-2019 f； 1♂,8-VII-2019 j； 1♀,2-
IX-2019 e．  

3．Anacronicta caliginea (Butler) コウスベリケンモン 
 馬狩谷：1♂,25-VIII-2019 e．  
4．Tambana plumbea (Butler) ナマリケンモン 
 ホワイトロード：1♀,3-VIII-2020 c．  
5．Trichosea ainu (Wileman) ニセキバラケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  
6．Panthea coenobita (Esper) カラフトゴマケンモン 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  2♂,3-VIII-

2020 c．  
7．Colocasia jezoensis (Matsumura) ネグロケンモン 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c； 2♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-
2019 j．  

Acronictinae ケンモンヤガ亜科 
1．Belciades niveola (Motschulsky) アオケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

2♂,26-VI-2019 b． 荒谷：5♂,30-V-2019 c； 1♂,30-
V-2019 d； 1♂1♀,30-V-2019 f； 2♂,30-V-2019 g； 
1♂,23-VII-2019 b； 1♂1♀,2-VI-2020 a． 大白川：

2♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 c； 1♂,13-VI-
2019 d；  3♂,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-2019 d； 
1♀,8-VII-2019 e；  3♂,8-VII-2019 f；  2♀,8-VII-
2019 g．  

2．Moma alpium (Osbeck) ゴマケンモン 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：6♂
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2♀,26-VI-2019 b； 2♀,26-VI-2019 c； 1♂2♀,26-
VI-2019 d．  荒谷：4♂,30-V-2019 c；  2♂,30-V-
2019 g； 2♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大
白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 3♀,8-
VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 f； 3♂1♀,8-VII-2019 g．  

3．Moma kolthoffi (Bryk) キクビゴマケンモン 
 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 b． 大白川：2♀,8-VII-

2019 e．  
4．Nacna malachitis (Oberthür) ニッコウアオケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a；  1♂,15-IX-2020 c．  大白川：1♀,8-VII-
2019 c．  

5．Nacna sugitanii (Nagano) スギタニアオケンモン 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♀,2-IX-2019 e．  
6．Harrisimemna marmorata Hampson スギタニゴマ

ケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

2♂,30-V-2019 c ；  1♂,2-VI-2020 a ；  1♂,2-VI-
2020 b．  大白川：1♀,13-VI-2019 b；  1♂,8-VII-
2019 c．  

7．Gerbathodes paupera (Staudinger) シロフヒメケ

ンモン 
 馬狩谷：2♀,26-VI-2019 b； 1♂3♀,26-VI-2019 c．  
8．Acronicta vulpina leporella Staudinger シロケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♀,13-

VI-2019 d； 1♀,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 d．  

9．Acronicta major (Bremer) オオケンモン 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  
10．Acronicta isocuspis (Sugi) ゴマシオケンモン 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：5♂,30-

V-2019 c； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b．  
11．Acronicta subpurpurea (Matsumura) ウスムラサ

キケンモン 
 大白川：7♂,8-VII-2019 f．  
12．Acronicta cuspis (Hübner) オオホソバケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：9♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 
5♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 e．  

13．Acronicta alni (Linnaeus) ハンノケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

3♂,30-V-2019 c；  2♂,30-V-2019 g；  1♂,30-V-
2019 h；  1♂,2-VI-2020 a．  大白川：7♂,8-VII-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 d； 2♀,8-VII-2019 e．  

14．Acronicta catocaloida (Graeser) キシタケンモン 
 大白川：3♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
15．Acronicta hercules (Felder & Rogenhofer) シロシ

タケンモン 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 e．  
16．Craniophora ligustri (Denis & Schiffermüller) イ

ボタケンモン 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c．  
17．Craniophora praeclara (Graeser) ニッコウケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-

2019 b． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-
V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：4♂,8-VII-
2019 c； 1♂2♀,8-VII-2019 f．  

18．Cranionycta jankowskii (Oberthür) クロフケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：8♂

1♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c． 荒谷：2♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 1♂,30-V-2019 g； 
1♂,23-VII-2019 b；  2♂,2-VI-2020 a．  大白川：

3♂,13-VI-2019 d； 2♂4♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 d； 1♂4♀,8-VII-2019 e； 8♂1♀,8-VII-2019 f； 
6♂1♀,8-VII-2019 g； 5♂,8-VII-2019 j．  

Agaristinae トラガ亜科 
1．Asteropetes noctuina (Butler) ヒメトラガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：2♀,30-V-2019 c； 

1♀,30-V-2019 g ；  1♀,2-VI-2020 a ；  1♀,2-VI-
2020 c．  大白川：3♀,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-
2019 d； 2♀,8-VII-2019 f．  

Cuculliinae セダカモクメ亜科 
1．Cucullia maculosa Staudinger ハイイロセダカモク

メ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  2♂,2-IX-

2019 a．  
Amphipyrinae カラスヨトウ亜科 
1．Amphipyra pyramidea yama Swinhoe シマカラス

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 38♂6♀,25-VIII-2019 b； 2♂1♀,25-VIII-
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2♀,26-VI-2019 b； 2♀,26-VI-2019 c； 1♂2♀,26-
VI-2019 d．  荒谷：4♂,30-V-2019 c；  2♂,30-V-
2019 g； 2♂1♀,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大
白川：1♂,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d； 3♀,8-
VII-2019 c； 1♀,8-VII-2019 f； 3♂1♀,8-VII-2019 g．  

3．Moma kolthoffi (Bryk) キクビゴマケンモン 
 馬狩谷：1♂2♀,26-VI-2019 b． 大白川：2♀,8-VII-

2019 e．  
4．Nacna malachitis (Oberthür) ニッコウアオケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a；  1♂,15-IX-2020 c．  大白川：1♀,8-VII-
2019 c．  

5．Nacna sugitanii (Nagano) スギタニアオケンモン 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♀,2-IX-2019 e．  
6．Harrisimemna marmorata Hampson スギタニゴマ

ケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

2♂,30-V-2019 c ；  1♂,2-VI-2020 a ；  1♂,2-VI-
2020 b．  大白川：1♀,13-VI-2019 b；  1♂,8-VII-
2019 c．  

7．Gerbathodes paupera (Staudinger) シロフヒメケ

ンモン 
 馬狩谷：2♀,26-VI-2019 b； 1♂3♀,26-VI-2019 c．  
8．Acronicta vulpina leporella Staudinger シロケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♀,13-

VI-2019 d； 1♀,13-VI-2019 e； 1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 d．  

9．Acronicta major (Bremer) オオケンモン 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 f．  
10．Acronicta isocuspis (Sugi) ゴマシオケンモン 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：5♂,30-

V-2019 c； 2♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b．  
11．Acronicta subpurpurea (Matsumura) ウスムラサ

キケンモン 
 大白川：7♂,8-VII-2019 f．  
12．Acronicta cuspis (Hübner) オオホソバケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：9♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 g； 
5♂,2-VI-2020 a； 1♂,2-VI-2020 b． 大白川：1♂,13-
VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 
1♂,8-VII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 e．  

13．Acronicta alni (Linnaeus) ハンノケンモン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  荒谷：

3♂,30-V-2019 c；  2♂,30-V-2019 g；  1♂,30-V-
2019 h；  1♂,2-VI-2020 a．  大白川：7♂,8-VII-
2019 c； 1♀,8-VII-2019 d； 2♀,8-VII-2019 e．  

14．Acronicta catocaloida (Graeser) キシタケンモン 
 大白川：3♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f．  
15．Acronicta hercules (Felder & Rogenhofer) シロシ

タケンモン 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 e．  
16．Craniophora ligustri (Denis & Schiffermüller)

イボタケンモン 
 荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c．  
17．Craniophora praeclara (Graeser) ニッコウケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,2-IX-

2019 b． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：1♂,30-
V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：4♂,8-VII-
2019 c； 1♂2♀,8-VII-2019 f．  

18．Cranionycta jankowskii (Oberthür) クロフケンモ

ン 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c． 馬狩谷：8♂

1♀,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c． 荒谷：2♂,30-
V-2019 c； 1♂,30-V-2019 d； 1♂,30-V-2019 g； 
1♂,23-VII-2019 b；  2♂,2-VI-2020 a．  大白川：

3♂,13-VI-2019 d； 2♂4♀,8-VII-2019 c； 1♀,8-VII-
2019 d； 1♂4♀,8-VII-2019 e； 8♂1♀,8-VII-2019 f； 
6♂1♀,8-VII-2019 g； 5♂,8-VII-2019 j．  

Agaristinae トラガ亜科 
1．Asteropetes noctuina (Butler) ヒメトラガ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b． 荒谷：2♀,30-V-2019 c； 

1♀,30-V-2019 g ；  1♀,2-VI-2020 a ；  1♀,2-VI-
2020 c．  大白川：3♀,8-VII-2019 c；  1♀,8-VII-
2019 d； 2♀,8-VII-2019 f．  

Cuculliinae セダカモクメ亜科 
1．Cucullia maculosa Staudinger ハイイロセダカモク

メ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a；  2♂,2-IX-

2019 a．  
Amphipyrinae カラスヨトウ亜科 
1．Amphipyra pyramidea yama Swinhoe シマカラス

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 38♂6♀,25-VIII-2019 b； 2♂1♀,25-VIII-

53

岐阜県大野郡白川村白山山麓の蛾類



 

54 
 

2019 c； 39♂3♀,2-IX-2019 b； 1♀,3-VIII-2020 a； 
25♂,15-IX-2020 b； 13♂,15-IX-2020 c； 1♀,21-X-
2020 a； 1♀,21-X-2020 b； 1♀,21-X-2020 d． 馬
狩谷：2♂,25-VIII-2019 d； 1♂2♀,25-VIII-2019 e； 
2♂3♀,2-IX-2019 c．  荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 
1♂,30-IX-2020 a； 1♂,30-IX-2020 b； 1♂13♀,21-
X-2020 e； 1♀,21-X-2020 f． 大白川：1♀,8-VII-
2019 h； 4♂2♀,2-IX-2019 d； 33♂1♀,2-IX-2019 e； 
2♂,2-IX-2019 f； 1♂3♀,21-X-2020 g．  

2．Amphipyra livida corvina Motschulsky カラスヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♀,21-X-2020 b． 荒谷：1♂,30-IX-

2020 a； 1♂,21-X-2020 f．  
3．Amphipyra tripartita Butler シロスジカラスヨト

ウ 
 ホワイトロード： 2♂,2-IX-2019 b；  2♀,15-IX-

2020 a； 5♂,15-IX-2020 b． 荒谷：1♂,30-IX-2020 a．  
4．Amphipyra erebina Butler オオウスヅマカラスヨ

トウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 4♂1♀,25-

VIII-2019 b； 1♂,25-VIII-2019 c； 1♀,2-IX-2019 a； 
1♂,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 e． 馬狩谷：1♂
1♀,25-VIII-2019 e．  

5．Amphipyra schrenckii Ménétriès ツマジロカラス

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a ；  8♂1♀,25-VIII-2019 b ；  1♂,25-VIII-
2019 c； 2♂,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 a． 馬
狩谷：7♂,25-VIII-2019 e． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b； 
1♀,30-IX-2020 a． 大白川：14♂1♀,2-IX-2019 e．  

Psaphidinae モクメキリガ亜科 
1．Meganephria funesta (Leech) ホソバハガタヨトウ 
 荒谷：1♂,21-X-2020 e．  
2．Daseochaeta viridis (Leech) ケンモンミドリキリガ 
 ホワイトロード：,9-X-2019 b； 1♂,21-X-2020 a； 

1♂,21-X-2020 b． 荒谷：2♂,21-X-2020 e． 大白川：

1♂,21-X-2020 g．  
Heliothinae タバコガ亜科 
1．Helicoverpa armigera armigera (Hübner) オオタ

バコガ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
Condicinae ヒメヨトウ亜科 
1．Chalconyx ypsilon (Butler) ヒトテンヨトウ 
 馬狩谷：2♂,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 荒

谷：1♂1♀,30-V-2019 g； 1♂,30-V-2019 h； 2♂

1♀,2-VI-2020 a．  
2．Eucarta fasciata (Butler) シマヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

2♂,26-VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 d； 2♂,25-VIII-
2019 e． 荒谷：2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-
VI-2019 d．  

3．Eucarta arctides (Staudinger) ヒメシマヨトウ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g．  
4．Eucarta virgo (Treitschke) ウスムラサキヨトウ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c； 1♂,26-VI-2019 d．  
5．Condica illecta (Walker) オオホシミミヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,15-IX-2020 a． 荒谷：1♂

2♀,30-IX-2020 a．  
6．Prospalta cyclica (Hampson) シロテンクロヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,25-

VIII-2019 e． 荒谷：1♂,8-VII-2019 b． 大白川：1♀,8-
VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 f； 3♂,8-VII-2019 g； 
1♀,8-VII-2019 h．  

7．Acosmetia biguttula (Motschulsky) フタテンヒメ

ヨトウ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c； 1♂,25-VIII-2019 e．  
8．Iambia japonica Sugi シロマダラヒメヨトウ 
 荒谷：1♀,8-VII-2019 b．  
Eriopinae ツマキリヨトウ亜科 
1．Callopistria juventina (Stoll) ムラサキツマキリヨ

トウ 
 荒谷：2♀,8-VII-2019 b．  
2．Callopistria repleta Walker マダラツマキリヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b；  1♂,15-IX-2020 a．  馬狩谷：1♀,26-VI-
2019 b． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 g． 
大白川：3♂,8-VII-2019 c； 2♂1♀,8-VII-2019 e； 
1♂,8-VII-2019 f； 1♂,2-IX-2019 e．  

3．Callopistria albolineola (Graeser) シロスジツマキ

リヨトウ 
 大白川：1♂,2-IX-2019 f．  
Bryophilinae キノコヨトウ亜科 
1．Bryomoia melachlora (Staudinger) マルモンキノコ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b．  馬狩谷：

7♂,25-VIII-2019 e． 大白川：1♀,2-IX-2019 e．  
2．Bryophila granitalis (Butler) イチモジキノコヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 a．  
3．Cryphia griseola (Nagano) ハイイロキノコヨトウ 
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 ホワイトロード：9♂7♀,2-IX-2019 b．  
4．Cryphia sugitanii Boursin マダラキノコヨトウ 
 ホワイトロード：2♀,2-IX-2019 b．  
5．Stenoloba assimilis assimilis (Warren) アオキノコ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 b．  
6．Stenoloba manleyi manleyi (Leech) ウンモンキノ

コヨトウ 
 大白川：1♀,2-IX-2019 f．  
Xyleninae キリガ亜科 
1．Spodoptera litura (Fabricius) ハスモンヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,15-IX-2020 a．  荒谷：

2♀,30-IX-2020 a．  
2．Spodoptera depravata (Butler) スジキリヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,15-IX-2020 d． 荒谷：1♂,2-VI-

2020 f． 大白川：3♂,13-VI-2019 d．  
3．Athetis lapidea Wileman ヒメウスグロヨトウ 
 荒谷：8♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b． 大白

川：5♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 j．  
4．Athetis dissimilis (Hampson) テンウスイロヨトウ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d．  荒谷：1♂1♀,30-V-

2019 g．  
5．Athetis albisignata (Oberthür) シロテンウスグロ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b； 1♂2♀,2-IX-

2019 b； 1♂,3-VIII-2020 e． 馬狩谷：2♀,26-VI-
2019 b； 2♂2♀,26-VI-2019 c； 1♀,26-VI-2019 d． 
荒谷：1♀,30-V-2019 f； 1♂3♀,30-V-2019 h； 1♂,8-
VII-2019 b； 1♀,23-VII-2019 b； 1♀,2-VI-2020 a； 
1♀,2-VI-2020 c ．  大白川： 1♀,13-VI-2019 d ； 
1♂,13-VI-2019 e；  3♀,8-VII-2019 h；  1♀,2-IX-
2019 e．  

6．Athetis stellata (Moore) ヒメサビスジヨトウ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-V-2019 h． 

大白川：2♀,8-VII-2019 h．  
7．Athetis lineosa (Moore) シロモンオビヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 g； 6♂,8-VII-2019 b； 1♀,23-VII-2019 b． 
大白川：1♀,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-2019 e； 1♂
3♀,8-VII-2019 f； 11♂2♀,8-VII-2019 g； 2♂1♀,8-
VII-2019 j．  

8．Triphaenopsis lucilla Butler シロホシキシタヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a． 大白川：

1♀,2-IX-2019 d．  

9．Triphaenopsis jezoensis Sugi エゾキシタヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,25-

VIII-2019 b； 1♂,2-IX-2019 b； 2♀,15-IX-2020 a．  
10．Triphaenopsis cinerescens Butler ウスキシタヨト

ウ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 1♀,25-VIII-

2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 a．  
11．Triphaenopsis postflava (Leech) ナカジロキシタ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,2-IX-2019 a．  
12．Polyphaenis subviridis (Butler) ウスアオヨトウ 
 大白川：2♂,8-VII-2019 f．  
13．Dypterygia caliginosa (Walker) クロモクメヨトウ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 c． 荒谷：1♂,30-V-2019 e； 

1♂,2-VI-2020 d． 大白川：2♂,13-VI-2019 c．  
14．Trachea tokiensis (Butler) ハガタアオヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 馬狩谷：

2♀,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-2019 d． 荒谷：2♂,30-
V-2019 c；  1♂,30-V-2019 e；  1♀,30-V-2019 f； 
2♀,30-V-2019 g； 1♀,23-VII-2019 b； 1♂2♀,2-VI-
2020 a．  大白川：1♀,13-VI-2019 b；  4♂,13-VI-
2019 c； 1♂1♀,8-VII-2019 e； 1♀,8-VII-2019 f； 
2♀,8-VII-2019 g．  

15．Dipterygina cupreotincta Sugi ウスクロモクメヨ

トウ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g．  
16．Dipterygina japonica (Leech) コクロモクメヨトウ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c．  
17．Orthogonia sera Felder & Felder ノコメセダカヨ

トウ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 2♂,15-IX-

2020 a．  
18．Colocasidia albifera Sugi ソトシロフヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
19．Actinotia polyodon (Clerck) ヒメモクメヨトウ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
20．Actinotia intermediata (Bremer) コモクメヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  
21．Euplexia lucipara (Linnaeus) アカガネヨトウ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
22．Euplexia koreaeplexia Bryk ムラサキアカガネヨ

トウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♀,30-V-2019 f．  
23．Phlogophora illustrata (Graeser) シラオビアカガ
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ネヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 大白川：

1♂,8-VII-2019 c．  
24．Phlogophora albovittata (Moore) マエグロシラオ

ビアカガネヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a； 1♂,21-X-2020 b． 

大白川：1♀,28-X-2020 b．  
25．Phlogophora aureopuncta (Hampson) モンキアカ

ガネヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b；  1♂,26-VI-2019 c．  荒谷：1♂,30-V-
2019 e； 5♂2♀,30-V-2019 f； 1♂,30-V-2019 g； 
2♂,8-VII-2019 b； 1♂,23-VII-2019 b； 3♂,2-VI-
2020 c．  大白川：1♂,13-VI-2019 b；  3♂,8-VII-
2019 c； 4♂,8-VII-2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 f； 
11♂,8-VII-2019 g； 1♂,8-VII-2019 h； 4♂,8-VII-
2019 j．  

26．Phlogophora beatrix Butler キグチヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 馬狩谷：5♂1♀,26-VI-2019 b； 1♂,26-VI-
2019 d． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 
1♂,30-V-2019 g； 2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,13-
VI-2019 c； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,8-VII-2019 c； 
1♂1♀,8-VII-2019 e； 1♂,8-VII-2019 f．  

27．Euplexidia angusta Yoshimoto ホソバミドリヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,15-IX-2020 a． 馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 b．  荒谷：1♂1♀,30-V-2019 c； 
2♀,2-VI-2020 a； 1♂4♀,30-IX-2020 a． 大白川：

1♂,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

28．Chandata bella (Butler) コゴマヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♀,25-VIII-

2019 a； 2♀,15-IX-2020 a．  
29．Karana laetevirens (Oberthür) アオアカガネヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
30．Apamea crenata (Hufnagel) カドモンヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a．  
31．Apamea sodalis sodalis (Butler) チャイロカドモ

ンヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 a．  
32．Apamea aquila discrepans (Staudinger) アカモク

メヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 2♀,2-IX-

2019 b； 1♀,3-VIII-2020 c； 2♀,15-IX-2020 a； 
1♀,15-IX-2020 c． 大白川：1♂,2-IX-2019 e．  

33．Apamea lateritia lateritia (Hufnagel) オオアカヨ

トウ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♀,25-VIII-

2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 2♀,15-IX-2020 a．  
34．Apamea hampsoni Sugi ネスジシラクモヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a． 馬狩谷：

1♂,26-VI-2019 c； 2♂,25-VIII-2019 e． 大白川：

1♀,8-VII-2019 e； 2♂2♀,8-VII-2019 f．  
35．Leucapamea askoldis (Oberthür) コマエアカシロ

ヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 b； 1♂1♀,3-VIII-2020 c． 
大白川：1♂,2-IX-2019 e．  

36．Litoligia fodinae (Oberthür) セアカヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 b．  
37．Mesapamea concinnata Heinicke ホシミミヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 c．  
38．Sapporia repetita (Butler) サッポロチャイロヨト

ウ 
 大白川：1♀,2-IX-2019 f．  
39．Bambusiphila vulgaris (Butler) ハジマヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,2-IX-

2019 a； 2♂1♀,3-VIII-2020 c； 1♂,15-IX-2020 a． 
大白川：1♂,2-IX-2019 e．  

40．Hydraecia petasitis amurensis Staudinger フキ

ヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b； 1♀,3-VIII-2020 c； 2♂,15-IX-2020 a； 
1♀,15-IX-2020 b．  

41．Amphipoea ussuriensis (Petersen) ショウブヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a．  
42．Amphipoea burrowsi (Chapman) ミヤマショウブ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
43．Gortyna fortis (Butler) ゴボウトガリヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,2-IX-2019 a； 1♂,2-IX-2019 b； 

1♀,15-IX-2020 a； 4♂,15-IX-2020 b； 1♂,15-IX-
2020 c； 1♂,21-X-2020 a． 荒谷：1♂,9-X-2019 d； 
1♀,21-X-2020 e； 1♂,21-X-2020 f． 大白川：1♂,21-
X-2020 h； 1♂1♀,28-X-2020 a．  

44．Sesamia turpis (Butler) テンオビヨトウ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d．  荒谷：8♂5♀,8-VII-
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2019 b； 1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-
2019 d； 1♂,8-VII-2019 f； 10♂,8-VII-2019 g； 
3♂,8-VII-2019 h； 8♂,8-VII-2019 j．  

45．Xylena formosa (Butler) キバラモクメキリガ 
 ホワイトロード：2♂1♀,21-X-2020 c． 大白川：1♂

1♀,28-X-2020 b．  
46．Lithophane consocia (Borkhausen) シロクビキリ

ガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； 1♂2♀,6-XI-

2019 c．  
47．Lithophane venusta venusta (Leech) ウスアオキ

リガ 
 ホワイトロード：1♀,9-X-2019 a．  
48．Lithophane socia (Hufnagel) ナカグロホソキリガ 
 ホワイトロード：2♀,9-X-2019 a． 荒谷：1♂,30-V-

2019 c．  
49．Sugitania clara Sugi ヤマノモンキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； 3♂4♀,6-XI-

2019 c．  
50．Conistra fletcheri Sugi テンスジキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,6-XI-2019 a；  1♂,6-XI-

2019 c； 3♂,21-X-2020 c． 大白川：2♂1♀,28-X-
2020 b．  

51．Conistra albipuncta (Leech) ホシオビキリガ 
 ホワイトロード：2♀,6-XI-2019 c； 1♀,21-X-2020 a； 

3♂3♀,21-X-2020 c． 大白川：6♂2♀,28-X-2020 b．  
52．Conistra castaneofasciata (Motschulsky) ゴマダ

ラキリガ 
 ホワイトロード：2♂,6-XI-2019 a．  
53．Xanthia togata (Esper) キイロキリガ 
 ホワイトロード： 2♂,15-IX-2020 a；  2♀,21-X-

2020 b； 1♀,21-X-2020 c．  
54．Tiliacea japonago (Wileman & West) エゾキイロ

キリガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a．  
55．Telorta acuminata (Butler) ウスキトガリキリガ 
 荒谷：1♂,21-X-2020 f．  
56．Telorta edentata (Leech) キトガリキリガ 
 ホワイトロード：2♂,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

1♂,21-X-2020 b； 1♂2♀,21-X-2020 c； 1♀,21-X-
2020 d． 荒谷：1♂,30-IX-2020 a； 2♂,21-X-2020 e． 
大白川：2♂,21-X-2020 h； 1♂1♀,28-X-2020 b．  

57．Telorta divergens (Butler) ノコメトガリキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a． 大白川：3♂

2♀,28-X-2020 b．  

58．Antivaleria viridimacula (Graeser) アオバハガタ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

3♀,21-X-2020 c． 荒谷：1♂,9-X-2019 d． 大白川：

1♀,28-X-2020 a； 3♂5♀,28-X-2020 b．  
59．Nyctycia strigidisca owadai (Yoshimoto) ヒマラ

ヤハガタヨトウ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
60．Cosmia affinis (Linnaeus) ニレキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
61．Cosmia unicolor (Staudinger) ミヤマキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂1♀,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-
VII-2019 f； 1♀,2-IX-2019 d； 1♀,2-IX-2019 e．  

62．Cosmia restituta picta (Staudinger) シラホシキ

リガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
63．Cosmia inconspicua (Draudt) ツマグロキリガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
64．Cosmia trapezina exigua (Butler) イタヤキリガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a；  8♂3♀,25-

VIII-2019 b； 2♂1♀,25-VIII-2019 c； 23♂14♀,2-
IX-2019 b； 2♂1♀,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 c． 
馬狩谷：2♂,25-VIII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 c． 荒
谷：1♂,23-VII-2019 b； 2♀,30-IX-2020 a． 大白川：

1♂,8-VII-2019 g； 2♂2♀,2-IX-2019 e．  
65．Cosmia moderata (Staudinger) キシタキリガ 
 荒谷：5♂,8-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
66．Dimorphicosmia variegata (Oberthür) マダラキ

ボシキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
67．Ipimorpha retusa (Linnaeus) ヤナギキリガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b． 荒谷：1♀,30-

IX-2020 a． 大白川：1♂2♀,2-IX-2019 e．  
68．Ipimorpha subtusa (Denis & Schiffermüller) ド

ロキリガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b． 大白川：1♂,8-

VII-2019 h； 2♂,2-IX-2019 d； 7♂,2-IX-2019 e； 
4♂,2-IX-2019 f．  

69．Enargia paleacea (Esper) ウスシタキリガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
70．Enargia flavata Wileman & West フタスジキリガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c． 大白川：17♂1♀,8-
VII-2019 c； 3♂,8-VII-2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  
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2019 b； 1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-
2019 d； 1♂,8-VII-2019 f； 10♂,8-VII-2019 g； 
3♂,8-VII-2019 h； 8♂,8-VII-2019 j．  

45．Xylena formosa (Butler) キバラモクメキリガ 
 ホワイトロード：2♂1♀,21-X-2020 c． 大白川：1♂

1♀,28-X-2020 b．  
46．Lithophane consocia (Borkhausen) シロクビキリ

ガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； 1♂2♀,6-XI-

2019 c．  
47．Lithophane venusta venusta (Leech) ウスアオキ

リガ 
 ホワイトロード：1♀,9-X-2019 a．  
48．Lithophane socia (Hufnagel) ナカグロホソキリガ 
 ホワイトロード：2♀,9-X-2019 a． 荒谷：1♂,30-V-

2019 c．  
49．Sugitania clara Sugi キシダモンキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； 3♂4♀,6-XI-

2019 c．  
50．Conistra fletcheri Sugi テンスジキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,6-XI-2019 a；  1♂,6-XI-

2019 c； 3♂,21-X-2020 c． 大白川：2♂1♀,28-X-
2020 b．  

51．Conistra albipuncta (Leech) ホシオビキリガ 
 ホワイトロード：2♀,6-XI-2019 c； 1♀,21-X-2020 a； 

3♂3♀,21-X-2020 c． 大白川：6♂2♀,28-X-2020 b．  
52．Conistra castaneofasciata (Motschulsky) ゴマダ

ラキリガ 
 ホワイトロード：2♂,6-XI-2019 a．  
53．Xanthia togata (Esper) キイロキリガ 
 ホワイトロード： 2♂,15-IX-2020 a；  2♀,21-X-

2020 b； 1♀,21-X-2020 c．  
54．Tiliacea japonago (Wileman & West) エゾキイロ

キリガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a．  
55．Telorta acuminata (Butler) ウスキトガリキリガ 
 荒谷：1♂,21-X-2020 f．  
56．Telorta edentata (Leech) キトガリキリガ 
 ホワイトロード：2♂,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

1♂,21-X-2020 b； 1♂2♀,21-X-2020 c； 1♀,21-X-
2020 d． 荒谷：1♂,30-IX-2020 a； 2♂,21-X-2020 e． 
大白川：2♂,21-X-2020 h； 1♂1♀,28-X-2020 b．  

57．Telorta divergens (Butler) ノコメトガリキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a． 大白川：3♂

2♀,28-X-2020 b．  

58．Antivaleria viridimacula (Graeser) アオバハガタ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

3♀,21-X-2020 c． 荒谷：1♂,9-X-2019 d． 大白川：

1♀,28-X-2020 a； 3♂5♀,28-X-2020 b．  
59．Nyctycia strigidisca owadai (Yoshimoto) ヒマラ

ヤハガタヨトウ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
60．Cosmia affinis (Linnaeus) ニレキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
61．Cosmia unicolor (Staudinger) ミヤマキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂1♀,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-
VII-2019 f； 1♀,2-IX-2019 d； 1♀,2-IX-2019 e．  

62．Cosmia restituta picta (Staudinger) シラホシキ

リガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
63．Cosmia inconspicua (Draudt) ツマグロキリガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
64．Cosmia trapezina exigua (Butler) イタヤキリガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a；  8♂3♀,25-

VIII-2019 b； 2♂1♀,25-VIII-2019 c； 23♂14♀,2-
IX-2019 b； 2♂1♀,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 c． 
馬狩谷：2♂,25-VIII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 c． 荒
谷：1♂,23-VII-2019 b； 2♀,30-IX-2020 a． 大白川：

1♂,8-VII-2019 g； 2♂2♀,2-IX-2019 e．  
65．Cosmia moderata (Staudinger) キシタキリガ 
 荒谷：5♂,8-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
66．Dimorphicosmia variegata (Oberthür) マダラキ

ボシキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
67．Ipimorpha retusa (Linnaeus) ヤナギキリガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b． 荒谷：1♀,30-

IX-2020 a． 大白川：1♂2♀,2-IX-2019 e．  
68．Ipimorpha subtusa (Denis & Schiffermüller) ド

ロキリガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b． 大白川：1♂,8-

VII-2019 h； 2♂,2-IX-2019 d； 7♂,2-IX-2019 e； 
4♂,2-IX-2019 f．  

69．Enargia paleacea (Esper) ウスシタキリガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
70．Enargia flavata Wileman & West フタスジキリガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c． 大白川：17♂1♀,8-
VII-2019 c； 3♂,8-VII-2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  
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2019 b； 1♀,23-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-
2019 d； 1♂,8-VII-2019 f； 10♂,8-VII-2019 g； 
3♂,8-VII-2019 h； 8♂,8-VII-2019 j．  

45．Xylena formosa (Butler) キバラモクメキリガ 
 ホワイトロード：2♂1♀,21-X-2020 c． 大白川：1♂

1♀,28-X-2020 b．  
46．Lithophane consocia (Borkhausen) シロクビキリ

ガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； 1♂2♀,6-XI-

2019 c．  
47．Lithophane venusta venusta (Leech) ウスアオキ

リガ 
 ホワイトロード：1♀,9-X-2019 a．  
48．Lithophane socia (Hufnagel) ナカグロホソキリガ 
 ホワイトロード：2♀,9-X-2019 a． 荒谷：1♂,30-V-

2019 c．  
49．Sugitania clara Sugi キシダモンキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； 3♂4♀,6-XI-

2019 c．  
50．Conistra fletcheri Sugi テンスジキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,6-XI-2019 a；  1♂,6-XI-

2019 c； 3♂,21-X-2020 c． 大白川：2♂1♀,28-X-
2020 b．  

51．Conistra albipuncta (Leech) ホシオビキリガ 
 ホワイトロード：2♀,6-XI-2019 c； 1♀,21-X-2020 a； 

3♂3♀,21-X-2020 c． 大白川：6♂2♀,28-X-2020 b．  
52．Conistra castaneofasciata (Motschulsky) ゴマダ

ラキリガ 
 ホワイトロード：2♂,6-XI-2019 a．  
53．Xanthia togata (Esper) キイロキリガ 
 ホワイトロード： 2♂,15-IX-2020 a；  2♀,21-X-

2020 b； 1♀,21-X-2020 c．  
54．Tiliacea japonago (Wileman & West) エゾキイロ

キリガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 a．  
55．Telorta acuminata (Butler) ウスキトガリキリガ 
 荒谷：1♂,21-X-2020 f．  
56．Telorta edentata (Leech) キトガリキリガ 
 ホワイトロード：2♂,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

1♂,21-X-2020 b； 1♂2♀,21-X-2020 c； 1♀,21-X-
2020 d． 荒谷：1♂,30-IX-2020 a； 2♂,21-X-2020 e． 
大白川：2♂,21-X-2020 h； 1♂1♀,28-X-2020 b．  

57．Telorta divergens (Butler) ノコメトガリキリガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a． 大白川：3♂

2♀,28-X-2020 b．  

58．Antivaleria viridimacula (Graeser) アオバハガタ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,9-X-2019 a； ,9-X-2019 b； 

3♀,21-X-2020 c． 荒谷：1♂,9-X-2019 d． 大白川：

1♀,28-X-2020 a； 3♂5♀,28-X-2020 b．  
59．Nyctycia strigidisca owadai (Yoshimoto) ヒマラ

ヤハガタヨトウ 
 大白川：1♂,8-VII-2019 j．  
60．Cosmia affinis (Linnaeus) ニレキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
61．Cosmia unicolor (Staudinger) ミヤマキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c． 荒谷：1♂1♀,30-IX-2020 a． 大白川：1♂,8-
VII-2019 f； 1♀,2-IX-2019 d； 1♀,2-IX-2019 e．  

62．Cosmia restituta picta (Staudinger) シラホシキ

リガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
63．Cosmia inconspicua (Draudt) ツマグロキリガ 
 荒谷：1♂,23-VII-2019 b．  
64．Cosmia trapezina exigua (Butler) イタヤキリガ 
 ホワイトロード：2♂,23-VII-2019 a；  8♂3♀,25-

VIII-2019 b； 2♂1♀,25-VIII-2019 c； 23♂14♀,2-
IX-2019 b； 2♂1♀,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 c． 
馬狩谷：2♂,25-VIII-2019 e； 1♀,2-IX-2019 c． 荒
谷：1♂,23-VII-2019 b； 2♀,30-IX-2020 a． 大白川：

1♂,8-VII-2019 g； 2♂2♀,2-IX-2019 e．  
65．Cosmia moderata (Staudinger) キシタキリガ 
 荒谷：5♂,8-VII-2019 b． 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  
66．Dimorphicosmia variegata (Oberthür) マダラキ

ボシキリガ 
 ホワイトロード：1♀,23-VII-2019 a．  
67．Ipimorpha retusa (Linnaeus) ヤナギキリガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b． 荒谷：1♀,30-

IX-2020 a． 大白川：1♂2♀,2-IX-2019 e．  
68．Ipimorpha subtusa (Denis & Schiffermüller)

ドロキリガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 b． 大白川：1♂,8-

VII-2019 h； 2♂,2-IX-2019 d； 7♂,2-IX-2019 e； 
4♂,2-IX-2019 f．  

69．Enargia paleacea (Esper) ウスシタキリガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
70．Enargia flavata Wileman & West フタスジキリガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：2♂,26-

VI-2019 b； 2♂,26-VI-2019 c． 大白川：17♂1♀,8-
VII-2019 c； 3♂,8-VII-2019 e； 1♂1♀,8-VII-2019 f．  
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71．Chasminodes albonitens (Bremer) ハルタギンガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：1♂,8-

VII-2019 j．  
72．Chasminodes sugii Kononenko クロハナギンガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a．  
73．Chasminodes unipunctus Sugi ヒメギンガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a．  
74．Chasminodes nervosus (Butler) ウラギンガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 3♂1♀,3-

VIII-2020 c． 大白川：2♂,8-VII-2019 c； 1♂,8-VII-
2019 f．  

75．Chasminodes cilia (Staudinger) ウススジギンガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 馬狩谷：4♂

3♀,25-VIII-2019 e． 大白川：2♀,2-IX-2019 f．  
76．Chasminodes atratus (Butler) エゾクロギンガ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a． 大白川：2♂,8-

VII-2019 g．  
77．Chasminodes nigrilineus (Leech) ヒロオビクロギ

ンガ 
 ホワイトロード：1♂,3-VIII-2020 c．  
78．Brachyxanthia zelotypa (Lederer) キイロトガリ

ヨトウ 
 荒谷：1♀,30-IX-2020 a； 1♀,30-IX-2020 e．  
79．Mniotype melanodonta (Hampson) オオハガタヨ

トウ 
 ホワイトロード：2♂,15-IX-2020 a； 1♂1♀,15-IX-

2020 b； 3♂1♀,15-IX-2020 c； 1♀,21-X-2020 b； 
1♂,21-X-2020 d． 荒谷：1♂,9-X-2019 d； 2♀,30-
IX-2020 a； 1♀,21-X-2020 f． 大白川：1♂,21-X-
2020 h．  

80．Mniotype bathensis (Lutzau) ミヤマハガタヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♀,2-IX-2019 b．  
Hadeninae ヨトウガ亜科 
1．Egira saxea (Leech) ケンモンキリガ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,2-VI-2020 a． 大白川：

2♀,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 d．  
2．Panolis japonica Draudt マツキリガ 
 荒谷：1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  
3．Clavipalpula aurariae aurariae (Oberthür) キンイ

ロキリガ 
 ホワイトロード：2♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♀,30-

V-2019 b； 1♂1♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 d； 
1♀,30-V-2019 f ；  1♀,30-V-2019 g ；  2♀,30-V-
2019 h； 2♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b． 大白

川：1♀,13-VI-2019 b； 1♀,13-VI-2019 c； 1♀,13-

VI-2019 d．  
4．Perigrapha hoenei Püngeler スギタニキリガ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 d； 2♂1♀,30-V-2019 e； 1♂

1♀,30-V-2019 f； 1♀,2-VI-2020 c．  
5．Orthosia incerta incognita Sugi ミヤマカバキリガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a． 荒谷：1♂,30-

V-2019 c．  
6．Orthosia aoyamensis (Matsumura) アオヤマキリ

ガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 a； 1♀,2-VI-2020 b．  
7．Orthosia odiosa (Butler) チャイロキリガ 
 荒谷：1♀,30-V-2019 f； 1♀,30-V-2019 g； 1♂,2-

VI-2020 b．  
8．Orthosia gothica jezoensis (Matsumura) カシワキ

リガ 
 荒谷：1♀,2-VI-2020 c．  
9．Orthosia carnipennis (Butler) アカバキリガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 c．  
10．Polia nebulosa (Hufnagel) オオシラホシヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,26-VI-2019 a；  1♂,3-VIII-

2020 c． 大白川：1♀,8-VII-2019 g．  
11．Polia goliath (Oberthür) オオシモフリヨトウ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 a； 1♂,2-IX-2019 b．  
12．Melanchra persicariae (Linnaeus) シラホシヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a；  1♀,3-VIII-

2020 c．  
13．Melanchra postalba Sugi アトジロシラホシヨト

ウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a． 馬狩谷：1♂,26-

VI-2019 d．  荒谷：1♂,30-V-2019 c；  2♂,30-V-
2019 g； 1♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 f．  

14．Lacanobia splendens (Hübner) エゾチャイロヨト

ウ 
 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 b．  
15．Lacanobia contrastata (Bryk) ミヤマヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a．  
16．Dictyestra dissecta (Walker) キミャクヨトウ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a．  
17．Protomiselia bilinea (Hampson) フタスジヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a；  1♂,23-VII-

2019 a． 大白川：1♂1♀,8-VII-2019 f．  
18．Mythimna turca (Linnaeus) フタオビキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a．  
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19．Mythimna matsumuriana (Bryk) ミヤマフタオビ

キヨトウ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e．  
20．Mythimna divergens divergens Butler ナガフタ

オビキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 2♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：3♂,8-VII-2019 b； 
1♂,23-VII-2019 b．  大白川：1♂,8-VII-2019 g； 
2♂,8-VII-2019 j．  

21．Mythimna conigera (Denis & Schiffermüller) シ

ロテンキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
22．Mythimna radiata (Bremer) フタテンキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,23-VII-

2019 a． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a．  
23．Mythimna striata (Leech) スジシロキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,15-IX-2020 a．  
24．Mythimna stolida stolida (Leech) マメチャイロキ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
25．Mythimna flavostigma (Bremer) マダラキヨトウ 
 荒谷：2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 

1♂1♀,8-VII-2019 e．  
26．Mythimna separata (Walker) アワヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a； 1♀,6-XI-2019 a； 

1♂,15-IX-2020 a； 1♀,21-X-2020 c．  
27．Mythimna pallidicosta (Hampson) マエジロアカ

フキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
28．Mythimna inanis (Oberthür) ウスイロキヨトウ 
 荒谷：2♂1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 4♂

3♀,30-V-2019 g； 2♂1♀,30-V-2019 h； 1♂4♀,2-
VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  

Noctuinae モンヤガ亜科 
1．Albocosta triangularis (Moore) コキマエヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 大白川：

1♂,8-VII-2019 c．  
2．Euxoa sibirica (Boisduval) ウスグロヤガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； ,15-IX-2020 b．  
3．Euxoa ochrogaster rossica (Staudinger) クモマウ

スグロヤガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b．  
4．Agrotis ipsilon (Hufnagel) タマナヤガ 
 ホワイトロード： 1♀,26-VI-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♀,15-IX-2020 b． 

馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b．  
5．Agrotis segetum (Denis & Schiffermüller) カブラ

ヤガ 
 ホワイトロード：1♀,21-X-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 h．  
6．Axylia putris (Linnaeus) モクメヤガ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：1♂,8-VII-2019 f； 1♂,2-IX-2019 f．  

7．Ochropleura plecta glaucimacula (Graeser) マエジ

ロヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a．  
8．Hermonassa cecilia Butler クロクモヤガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 2♂,9-X-2019 a． 

荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 d； 1♀,30-
V-2019 f； 1♀,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a．  

9．Spaelotis lucens Butler シロオビハイイロヤガ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a． 大白川：4♂,2-

IX-2019 e； 1♂,2-IX-2019 f．  
10．Sineugraphe exusta (Butler) カバスジヤガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 b．  
11．Sineugraphe bipartita (Graeser) ウスイロカバス

ジヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 6♂4♀,25-

VIII-2019 b； 35♂,25-VIII-2019 c； 28♂10♀,2-IX-
2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 e； 1♂
10♀,15-IX-2020 b； 13♀,15-IX-2020 c． 馬狩谷：

1♂,25-VIII-2019 d； 3♂,25-VIII-2019 e； 5♂,2-IX-
2019 c． 荒谷：1♀,23-VII-2019 b； 2♀,30-IX-2020 a． 
大白川：1♀,8-VII-2019 g； 1♀,8-VII-2019 j； 6♂
2♀,2-IX-2019 d； 39♂13♀,2-IX-2019 e； 1♂3♀,2-
IX-2019 f．  

12．Diarsia deparca (Butler) コウスチャヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c； 1♀,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 a； 
1♀,15-IX-2020 b． 荒谷：1♀,30-V-2019 b； 1♂
1♀,30-V-2019 c ；  1♂,30-V-2019 f ；  1♂,2-VI-
2020 a； 1♀,2-VI-2020 f； 1♂1♀,21-X-2020 e． 大
白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,2-
IX-2019 e．  

13．Diarsia canescens (Butler) オオバコヤガ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,9-X-

2019 a ；  1♂1♀,15-IX-2020 a ；  1♂1♀,21-X-
2020 b； 6♂,21-X-2020 c． 馬狩谷：1♀,25-VIII-
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19．Mythimna matsumuriana (Bryk) ミヤマフタオビ

キヨトウ 
 馬狩谷：1♂,26-VI-2019 d； 1♂,25-VIII-2019 e．  
20．Mythimna divergens divergens Butler ナガフタ

オビキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,23-VII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 a； 2♀,3-VIII-2020 c． 荒谷：3♂,8-VII-2019 b； 
1♂,23-VII-2019 b．  大白川：1♂,8-VII-2019 g； 
2♂,8-VII-2019 j．  

21．Mythimna conigera (Denis & Schiffermüller)
シロテンキヨトウ 

 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
22．Mythimna radiata (Bremer) フタテンキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♂1♀,23-VII-

2019 a． 荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♂,2-VI-2020 a．  
23．Mythimna striata (Leech) スジシロキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂1♀,15-IX-2020 a．  
24．Mythimna stolida stolida (Leech) マメチャイロキ

ヨトウ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a．  
25．Mythimna flavostigma (Bremer) マダラキヨトウ 
 荒谷：2♂,2-VI-2020 a． 大白川：1♂,8-VII-2019 c； 

1♂1♀,8-VII-2019 e．  
26．Mythimna separata (Walker) アワヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,9-X-2019 a； 1♀,6-XI-2019 a； 

1♂,15-IX-2020 a； 1♀,21-X-2020 c．  
27．Mythimna pallidicosta (Hampson) マエジロアカ

フキヨトウ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a．  
28．Mythimna inanis (Oberthür) ウスイロキヨトウ 
 荒谷：2♂1♀,30-V-2019 c； 1♂,30-V-2019 e； 4♂

3♀,30-V-2019 g； 2♂1♀,30-V-2019 h； 1♂4♀,2-
VI-2020 a． 大白川：1♀,13-VI-2019 d．  

Noctuinae モンヤガ亜科 
1．Albocosta triangularis (Moore) コキマエヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a． 大白川：

1♂,8-VII-2019 c．  
2．Euxoa sibirica (Boisduval) ウスグロヤガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； ,15-IX-2020 b．  
3．Euxoa ochrogaster rossica (Staudinger) クモマウ

スグロヤガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 b．  
4．Agrotis ipsilon (Hufnagel) タマナヤガ 
 ホワイトロード： 1♀,26-VI-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a； 1♂1♀,15-IX-2020 a； 1♀,15-IX-2020 b． 

馬狩谷：1♂,26-VI-2019 b．  
5．Agrotis segetum (Denis & Schiffermüller) カブラ

ヤガ 
 ホワイトロード：1♀,21-X-2020 c． 大白川：1♀,8-

VII-2019 h．  
6．Axylia putris (Linnaeus) モクメヤガ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♂,2-IX-

2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c． 荒谷：1♂,23-VII-2019 b． 
大白川：1♂,8-VII-2019 f； 1♂,2-IX-2019 f．  

7．Ochropleura plecta glaucimacula (Graeser) マエジ

ロヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a．  
8．Hermonassa cecilia Butler クロクモヤガ 
 ホワイトロード：1♀,26-VI-2019 a； 2♂,9-X-2019 a． 

荒谷：1♀,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 d； 1♀,30-
V-2019 f； 1♀,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a．  

9．Spaelotis lucens Butler シロオビハイイロヤガ 
 ホワイトロード：1♂,2-IX-2019 a． 大白川：4♂,2-

IX-2019 e； 1♂,2-IX-2019 f．  
10．Sineugraphe exusta (Butler) カバスジヤガ 
 ホワイトロード：1♀,15-IX-2020 b． 馬狩谷：1♀,26-

VI-2019 b．  
11．Sineugraphe bipartita (Graeser) ウスイロカバス

ジヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 6♂4♀,25-

VIII-2019 b； 35♂,25-VIII-2019 c； 28♂10♀,2-IX-
2019 b； 1♂,3-VIII-2020 c； 1♂,3-VIII-2020 e； 1♂
10♀,15-IX-2020 b； 13♀,15-IX-2020 c． 馬狩谷：

1♂,25-VIII-2019 d； 3♂,25-VIII-2019 e； 5♂,2-IX-
2019 c． 荒谷：1♀,23-VII-2019 b； 2♀,30-IX-2020 a． 
大白川：1♀,8-VII-2019 g； 1♀,8-VII-2019 j； 6♂
2♀,2-IX-2019 d； 39♂13♀,2-IX-2019 e； 1♂3♀,2-
IX-2019 f．  

12．Diarsia deparca (Butler) コウスチャヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 c； 1♀,3-VIII-2020 c； 1♀,15-IX-2020 a； 
1♀,15-IX-2020 b． 荒谷：1♀,30-V-2019 b； 1♂
1♀,30-V-2019 c ；  1♂,30-V-2019 f ；  1♂,2-VI-
2020 a； 1♀,2-VI-2020 f； 1♂1♀,21-X-2020 e． 大
白川：1♂,13-VI-2019 a； 1♀,13-VI-2019 d； 1♂,2-
IX-2019 e．  

13．Diarsia canescens (Butler) オオバコヤガ 
 ホワイトロード：1♀,25-VIII-2019 a； 1♂1♀,9-X-

2019 a ；  1♂1♀,15-IX-2020 a ；  1♂1♀,21-X-
2020 b； 6♂,21-X-2020 c． 馬狩谷：1♀,25-VIII-
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2019 e． 荒谷：1♂,30-V-2019 c； 1♀,30-V-2019 f； 
2♂,30-IX-2020 a． 大白川：1♀,28-X-2020 a．  

14．Diarsia brunnea urupina Bryk ミヤマアカヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 2♂,25-VIII-

2019 a； 1♀,3-VIII-2020 c； 2♀,15-IX-2020 a． 馬
狩谷：1♀,2-IX-2019 c． 大白川：1♂,8-VII-2019 e．  

15．Diarsia albipennis (Butler) ウスアカヤガ 
 ホワイトロード：1♀,2-IX-2019 b； 1♂,15-IX-2020 c．  
16．Diarsia dewitzi (Graeser) モンキヤガ 
 ホワイトロード： 1♂,26-VI-2019 a；  1♀,2-IX-

2019 a；  1♀,15-IX-2020 a．  大白川：1♀,8-VII-
2019 f．  

17．Diarsia pacifica Boursin アカフヤガ 
 ホワイトロード：1♂,26-VI-2019 a； 1♀,25-VIII-

2019 b； 1♂,2-IX-2019 a； 2♀,2-IX-2019 b； 1♂
1♀,15-IX-2020 a； 1♀,15-IX-2020 b； 1♂2♀,15-
IX-2020 c． 馬狩谷：1♀,26-VI-2019 d． 荒谷：1♀,30-
V-2019 a； 1♂,30-V-2019 c； 1♂4♀,30-V-2019 d； 
2♂1♀,30-V-2019 e；  6♂5♀,30-V-2019 f；  2♂
1♀,30-V-2019 g； 2♂1♀,30-V-2019 h； 1♂2♀,2-
VI-2020 a； 1♂,30-IX-2020 a． 大白川：2♂,13-VI-
2019 a； 1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 
2♂,13-VI-2019 e；  1♂,8-VII-2019 h；  1♀,2-IX-
2019 e．  

18．Diarsia ruficauda (Warren) ウスイロアカフヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,23-VII-2019 a； 1♀,3-VIII-

2020 a． 荒谷：1♂2♀,23-VII-2019 b．  
19．Xestia c-nigrum c-nigrum (Linnaeus) シロモンヤ

ガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 6♂,2-IX-2019 b； 1♂1♀,15-IX-2020 a． 
馬狩谷：3♂,26-VI-2019 d； 1♂1♀,25-VIII-2019 e； 
1♀,2-IX-2019 c． 荒谷：3♂1♀,30-V-2019 a； 1♂

3♀,30-V-2019 b；  1♂,30-V-2019 c；  1♀,30-V-
2019 f； 1♀,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a； 1♀,2-
VI-2020 b； 1♀,2-VI-2020 f． 大白川：1♂,13-VI-
2019 a； 1♂,13-VI-2019 b； 1♂,13-VI-2019 d； 
1♂,8-VII-2019 j； 1♂1♀,2-IX-2019 e； 1♂,2-IX-
2019 f．  

20．Xestia kollari plumbata (Butler) ハコベヤガ 
 ホワイトロード：2♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b； 1♂,15-IX-2020 c． 荒谷：1♀,30-IX-2020 b． 
大白川：3♂,2-IX-2019 e．  

21．Xestia fuscostigma (Bremer) クロフトビイロヤガ 
 ホワイトロード：1♂,15-IX-2020 c．  
22．Xestia efflorescens (Butler) キシタミドリヤガ 
 ホワイトロード：1♂,25-VIII-2019 a； 1♂,25-VIII-

2019 b ；  1♂2♀,25-VIII-2019 c ；  1♂1♀,2-IX-
2019 a； 2♂3♀,2-IX-2019 b； 1♂,3-VIII-2020 e； 
2♀,15-IX-2020 a ；  8♂7♀,15-IX-2020 b ；  6♂
7♀,15-IX-2020 c． 馬狩谷：1♂,2-IX-2019 c． 荒谷：

1♂1♀,30-IX-2020 a； 6♂,30-IX-2020 b； 1♀,30-
IX-2020 c； 1♂,30-IX-2020 d； 6♂1♀,30-IX-2020 e． 
大白川：1♂1♀,2-IX-2019 d； 3♂2♀,2-IX-2019 e； 
2♀,21-X-2020 h．  

23．Xestia semiherbida decorata (Butler) ハイイロキ

シタヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,26-VI-2019 a； 1♂,15-IX-

2020 a．  
24．Anaplectoides virens (Butler) オオアオバヤガ 
 ホワイトロード：1♂1♀,25-VIII-2019 a； 6♂,25-

VIII-2019 b； 2♂,2-IX-2019 b； 2♀,3-VIII-2020 c． 
馬狩谷：1♀,25-VIII-2019 d．  大白川：1♂,2-IX-
2019 d； 2♂2♀,2-IX-2019 e； 2♂1♀,2-IX-2019 f．  

25．Cerastis pallescens (Butler) カギモンヤガ 
 荒谷：1♂,30-V-2019 g； 1♂,2-VI-2020 a．
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表2．採集日，採集地，採集方法，採集者一覧
［Trap］CT：カーテントラップ，RT：ロビンソントラップ，BT：糖蜜トラップ

［採集者］E：遠藤弘志，K：笠井初志，O：大和田守，M：宮崎弘規

採集日 採集地
地域名 大字 地点

地域メッシュ
コード 標高(m) trap記号 採集方法 採集者

荒谷 野谷 荒谷ダム

小谷出合上

小谷出合下 E，K

小谷出合下

くるみ谷出合上

くるみ谷出合上

くるみ谷出合下 E，K

荒谷林道口

大白川 平瀬 白山ブナの森キャンプ場

ワリ谷出合下 E，K

岩屋ケ谷出合上

岩屋ケ谷トンネル口東 E，K

白山公園線口

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場 E，O

馬狩谷 大窪 大窪池上

大窪池

飯島 白谷出合下

荒谷 野谷 荒谷林道口

大白川 平瀬 白山ブナの森キャンプ場駐車場 E，K

ワリ谷出合上 E，K

ワリ谷出合下

ワリ谷出合下 E，K

岩屋ケ谷出合下

白山公園線口西

白山公園線口西 E，K

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場

荒谷 野谷 くるみ谷出合上

ホワイトロード 馬狩 白川郷展望台

飯島 三方岩駐車場 E，K

白川郷展望台駐車場

馬狩谷 大窪 大窪池付近

飯島 白谷出合下

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場 E，K

白川郷展望台駐車場

馬狩谷 大窪 大窪池

大白川 平瀬 白山ブナの森キャンプ場駐車場

間名古谷出合

白山公園線口

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場 E，K

白川郷展望台駐車場

馬狩谷 大窪 大窪池上

荒谷 野谷 くるみ谷出合下
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高山市奥飛騨温泉郷神坂右俣谷・左俣谷の蛾類」 岐阜県博物館調査研究報告 第 号 （ 年

月）正誤表

年 月 日

ページ 段行 誤 正

右 (Hübner) ハイト
ビスジハマキ
ワサビ平： ♂， ．

削除

左 ． ウスチャ
オビフタオ
下抜戸谷出合： ♀， ．

． ヒメ
クロホシフタオ
下抜戸谷出合： ♀， ．

右 ． ツマトビキエダシ
ャク
柳谷出合： ♂， ．

削除

採集日 採集地
地域名 大字 地点

地域メッシュ
コード 標高(m) trap記号 採集方法 採集者

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場

白川郷展望台駐車場

白川郷展望台駐車場

荒谷 野谷 小谷出合下 E，K

小谷出合下

小谷出合下

小谷出合下

くるみ谷出合上

荒谷林道口

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場

白川展郷望台駐車場上

白川展郷望台駐車場 E，K

白川展郷望台駐車場下

白川展郷望台駐車場下

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場 E，K

白川郷展望台駐車場

白川郷展望台駐車場下

白川郷展望台駐車場下

荒谷 野谷 小谷出合下 E，K

小谷出合下

小谷出合下

くるみ谷出合上

くるみ谷出合上

ホワイトロード 飯島 白川郷展望台駐車場下

白川郷展望台駐車場 E，K

白川郷展望台駐車場

白川展郷望台駐車場下

荒谷 野谷 小谷出合下

くるみ谷出合上

大白川 平瀬 岩屋ケ谷トンネル東口

白山公園線口

大白川 平瀬 ワリ谷出合下 E，K

ワリ谷出合下
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「高山市奥飛騨温泉郷神坂右俣谷・左俣谷の蛾類」 岐阜県博物館調査研究報告 第 号 （

年 月）正誤表

年 月 日

ページ 段行 誤 正

右 (Hübner) ハイト
ビスジハマキ
ワサビ平： ♂， ．

削除

左 ． ウスチャ
オビフタオ
下抜戸谷出合： ♀， ．

． ヒメ
クロホシフタオ
下抜戸谷出合： ♀， ．

右 ． ツマトビキエダシ
ャク
柳谷出合： ♂， ．

削除

採集日 採集地
地域名 大字 地点

地域メッシュ
コード 標高(m) trap記号 採集方法 採集者

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場

白川郷展望台駐車場

白川郷展望台駐車場

荒谷 野谷 小谷出合下 E，K

小谷出合下

小谷出合下

小谷出合下

くるみ谷出合上

荒谷林道口

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場

白川展郷望台駐車場上

白川展郷望台駐車場 E，K

白川展郷望台駐車場下

白川展郷望台駐車場下

ホワイトロード 飯島 三方岩駐車場 E，K

白川郷展望台駐車場

白川郷展望台駐車場下

白川郷展望台駐車場下

荒谷 野谷 小谷出合下 E，K

小谷出合下

小谷出合下

くるみ谷出合上

くるみ谷出合上

ホワイトロード 飯島 白川郷展望台駐車場下

白川郷展望台駐車場 E，K

白川郷展望台駐車場

白川展郷望台駐車場下

荒谷 野谷 小谷出合下

くるみ谷出合上

大白川 平瀬 岩屋ケ谷トンネル東口

白山公園線口

大白川 平瀬 ワリ谷出合下 E，K

ワリ谷出合下
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大垣市全昌寺所蔵絵画について 

 

杉﨑貴英１・南本有紀   

 

According the paintings of Zenshoji, Ogaki 
 

SUGISAKI Takahide MINAMIMOTO Yuki 
 

要旨 全昌寺（大垣市船町）は大垣藩主・戸田家ゆかりの禅宗寺院で、数度の火災や自然災害を経、寺域・

伽藍を減じながらも、いまなお、多くの文化財を伝世している。 

岐阜県博物館では、そのうち、伝明兆筆羅漢図や明代院体様花鳥画など、絵画資料 5 件につき調査する

機会を得た。本稿はその略報である。 

 

 

はじめに：調査経緯 
本稿執筆準備中、コロナ禍中 2 度目のお正月を迎えた。

昨年に比べると（仕事始め以降、オミクロン株の爆発的

な感染拡大以前は）感染状況が落ち着き、比較的穏やか

な年末年始だったように思う。近年稀に見るこの異常事

態下では、感染予防のため在宅で過ごす時間が増え、思

わぬ家中の整理整頓、断捨離ができたという人も多いと

聞く。 

2020 年秋、全昌寺（大垣市船町）より、自粛期間中に

寺内の清掃整備をしたところ、行方不明となっていたと

思われる絵画作品が出てきたようなので、専門家に見て

ほしい旨、相談を受けた。当館より帝塚山大学・杉﨑貴

英氏（日本美術史・日本宗教文化史）に連絡を取り、県

外移動が可能となった 2020 年 10 月、現物を確認した。 

本稿は、その略報である。全体のうち「3 紙本墨画

十八羅漢図について」を杉﨑氏が、他を南本が執筆した。 

 

１ 全昌寺の概略 
最初に全昌寺の概略を述べる。 

本寺の宗派は曹洞宗、桃源山大仙院と号し、本尊は釈

迦如来である。揖斐川水系の大垣～桑名間の運河を兼ね、

大垣城外堀であった水門川と、県道 18 号大垣一宮線が

交わる、もと川湊という交通の要衝・大垣市船町に立地

し、近くには、大垣市奥の細道むすびの地記念館がある。

既に、寛永年間（1624－45）の大垣城下絵図２で現住所

にその所在が確認できる。 

もとは戸田氏菩提寺として近江国大津（滋賀県大津市）

に創建され、戸田氏の国替えに伴って、摂津国尼崎（兵

庫県尼崎市）に移転、その後、再度の転封に従い、大垣

にも同名寺が建立されたものである。大垣全昌寺は、尼

崎全昌寺 2 世照岩が大垣に随伴し、造営された。 

なお、尼崎全昌寺は、曹洞宗本山・総持寺（神奈川県）

の輪番地寺院として禅師を輩出した名刹であるが、文政

5 年（1822）に火事で什器・古記録類を焼失３し、開基

等、創建時の経緯は不明である。 

大垣全昌寺もまた、元禄 5 年（1692）以来、たびたび

火災に遭って什宝・記録を焼失しており、明治 24 年

（1891）濃尾地震では全壊、昭和 20 年（1945）第二次

世界大戦中の大垣空襲で全焼している。 

とはいえ、藩主菩提寺であり、美濃路を通過する朝鮮

使節の臨時本陣とされ、青の洞門（大分県中津市）を掘

削した禅海４と伝承される銘記を持つ水盤が伝わる等、

由緒ある有力寺院である。寺域には、幕末の混乱期に藩

政を率い、大垣藩を官軍に翻させた能吏で漢学者の小原

鉄心や、鉄心の師・鴻雪爪５、戊辰戦争で戦死した 62 士

の墓がある。この雪爪は、福井藩主・松平春嶽に招聘さ

れるまで大垣全昌寺 25 世住持を務めた（弘化 3・1846

～安政 5・1858）。また、同寺には、新選組副長・土方

歳三の戦死を伝達した市村鉄之助６の墓があり、幕末フ

ァンには聖地７のひとつとして知られている。廃藩置県

後の明治 5 年（1872）には、郷学校第三校が置かれ、県

下初の小学校（興文第三義校）となった。西美濃三十三

霊場第 30 番札所（江戸時代は第 2 番札所）でもある。

当代は 35 世を数える。 

当代によると、明治維新で大垣藩が解体され、庇護者

を失ったことに加え、廃仏毀釈の影響を被り、以前は 100

人の修行僧がいたという寺運は失われてしまった。羅漢

堂の五百羅漢（彫像）は、濃尾地震で破損して、仮堂を
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営んだものの、修理ができず、関ケ原町・妙應寺と羽島・

本覚寺に 250 体ずつ預かってもらっている状況である。

禅宗寺院には珍しい阿弥陀仏（石仏）があり、天保年間

（1830-44）の疫病で亡くなった 400 人供養のためとい

う。 

以上を表 1 に年表としてまとめたので、参照願いたい。

前述のとおり、尼崎全昌寺、大垣全昌寺ともに古記録を

失っており、最初期の開山由緒が未詳なのが惜しまれる

が、いずれにせよ戸田家ゆかりの格式の高い寺院である。 

さて、「兆殿司（明兆）の十六羅漢図」は、古来、同寺

什宝として知られてきたが、同寺の長い歴史における、

数度の焼失・倒壊のほか、土地柄、水害も度重なり８、

いつの頃からか所在がわからなくなっていたものである。 

以下、2020 年に所在確認された全昌寺所蔵の絵画作品

について具体的に紹介する。 

 
２ 全昌寺所蔵絵画の略報 
ところで、中国・宋代以降に隆盛した禅宗は、喫茶等

文人に倣った中国生活様式の、日本における流入窓口９

であった。即ち、当時先進地域であった中国（文人）文

化が禅宗文化として摂取され、その趣味嗜好が日本の禅

宗寺院の文物を形成している。それゆえ、禅宗寺院は日

中中世文化の宝庫であり、公用画を制作する画僧がいて、

道釈人物画・花鳥画などの水墨画等が多数伝世したので

ある。幾多の災害を経ながらもなお、全昌寺に多くの絵

画が現存するのには、そうした背景がある。 

また、とくに日本に多くの絵画作品が舶載された南宋

（1127-1279）・明代（1368～1644）は、宮廷や寺院で

公的に用いる大画面の院体花鳥画や禅宗祖師・散聖図等

が振作された時代である。全昌寺伝世品に多数の大型作

品が含まれるのにも、藩主戸田家との深い関係に加え、

禅宗寺院ならではの伝統も窺われよう。 

以下に、実見のかなった同寺蔵絵画作品 5 件のうち 4

件の概略を述べ、先にふれた羅漢図については次章に委

ねる。また、いずれも現行本堂では懸垂が困難な大画で

あり、保存状態からも判断して、床置きで熟覧、撮影し

た。ために、画像にゆがみがあり、十分な鑑賞に堪える

写真を用意できなかったことをお断りしておく。 

 

(1） 釈迦三尊十六善神像（図 1） 
・ 紙本墨摺手彩色 1 幅 本紙 87.2×27.3cm 

・ 朱文方印「尾張国名古屋森本氏釈□□」、白文方印 

・ 軸裏墨書銘「理趣分出勤之用／十六神」 

 

釈迦如来と眷属を描くもので、前代住職が表装替えし、

現在も祈祷で使用されている。 

 

(2） 寒山拾得図（図 2） 
・ 紙本墨画淡彩 1 幅 本紙 115.8×116.4cm 

・ 白文方印（判読不能） 

・ 軸裏墨書銘「桃源山全昌寺什寶（貼り紙により判読

不能）五賢龍私財以飾装永藏云□ 維時 昭和八年

三月吉祥日」（4 代前の住職が修復） 

散聖、即ち、正式な出家者（僧侶）ではないが、悟り

を開いた奇人を描いたもの。禅宗ではしばしば奇行で知

られる破天荒な人物を好んで取り上げ、水墨画にも描か

れた。寒山と拾得は、代表的な画題である。 

震えるような衣服の描写や岩の輪郭線など、描線の肥

瘦の差が大きく、江戸時代後期に京都で隆盛した岸派の

描法を彷彿させる。岸派は、北陸（富山または金沢）出

身の岸駒（1756－1839）を流祖とする当時の新興流派で、

中部圏にも弟子を持った。岐阜では、付知（中津川市）

の三尾暁峰が県内各地に作品を残している。 

 

(3） 鶴図（図 3） 
・ 紙本墨画淡彩 1 幅 本紙 87.5×125.1cm 

・ 落款「季信筆」、朱印方印「玉燕」 

・ 箱蓋表墨書銘「鶴画 全昌寺什寶 □二五賢龍修補

之 □昭和八年元旦」 

双鶴（番のタンチョウ）が水盤で水浴びする姿を描く。

鶴は、長寿の瑞鳥というだけでなく、中国では波涛と組

み合わせて出世を象徴する吉祥文となり、絵画や器物に

用いられてきた。日本でも、曽我蕭白や原在中に作例１０

がある。松樹や竹１１と合わせて図案化されることが多い

鶴だが、本作のように水盤を描くのは稀と思われ、波と

の組み合わせを意図したのかもしれない。また、2 羽の

鶴は番を表し、夫婦和合の象徴ともとれる。 

江戸時代、鶴は日本全国に飛来し、現在よりも身近な

存在１２でありながらも、一方で、鷹狩の獲物の最上とさ

れ、贈呈品等として他の珍鳥に先んじて重用された。江

戸・三河島には鶴を飼いならす鶴御飼場が設置され、毎

年末に将軍から朝廷へ献上する鶴を捕獲する鷹狩（鶴御

成）の猟場となった１３。本作の情景はそうした飼育場の

ようすであろうか。 

画風から狩野派の作とみられる。同派には「季信」が

複数名おり、奥絵師・中橋狩野家を後見し、のちに福岡

藩お抱え絵師となった狩野昌運（昌雲とも １４ ）

（1637-1702）は、若年期に「季信」を名乗ったとされ
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（1637-1702）は、若年期に「季信」を名乗ったとされ
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る。ここでは、落款印により、幕府表絵師・御徒町狩野

家の狩野玉燕季信（1683-1743）が本作の作者と思われ

る。 

 
(4） 花鳥図（図 4） 
・ 絹本着色 1 幅 本紙 182.2×128.9cm 

・ 箱蓋表墨書銘「明画華鳥之圖」、箱蓋裏墨書銘「全昌

寺什物」 

箱書きによれば、明代（1368～1644）の舶載画である。

確かに、一見して明１５の院体花鳥画（中国宮廷内画院に

よる花鳥画）の雰囲気がある大作である。大画面に多種

類の鳥を描き込む本作のような作例は、元末明初から見

られ、とくに鳥の王とされる鳳凰を画面中央に据え、周

囲の水辺に諸鳥が集う聚禽図を「百鳥図」と呼ぶ。祝祭

の気分を表し、朝廷に集う文官１６のイメージを重ねたも

ので、聖上の徳政に百官が従う、理想的な国家秩序を象

徴する「百鳥朝王（儀鳳）」図である。この画題の作例は

明代にさかのぼる複数例が現存１７している。試みに一覧

にまとめると表 2 のとおりである。これら 10 点のうち

表中 3 と 10 の 2 点を除く 8 点が「百鳥図」に該当し、

画面構成も似通った 2・4・5 の 3 点には実際に 100 羽の

鳥が描かれている（2・5 は、トリミングによって減じて

いる）。一方、3・10 のような種々の鳥を一画面に描く作

例は、いわゆる「○○尽くし」として描かれたもので、

博物学的関心に依拠し、例えば、著名な伊藤若冲の「動

植綵絵」等にその例１８が見られる。19 世紀の日本では、

本草学に洋学が流入した博物学が大名家等の上級武士や

裕福な町人層に流行し、多くの「○○図譜」が制作され

た１９。とくに鳥類は、狩野派や円山四条派の専業画家以

外にも知識人らによる図譜の作成が知られている２０。画

家の作には模本の写しも散見され、必ずしも正確ではな

いものの、贈答品としての珍鳥や飼鳥の流行等、当時の

鳥への関心の深さが窺われる。近世的実証主義に基づく

写実画法の需要が生まれる一方、宋紫石等、沈南蘋

（1682-？／1731-33 長崎滞在）派の作品は、美しさや新

奇さから大名道具としても求められたのである。 

さて、本作は、上記「百鳥図」と類似した構成・画題

であるが、鳳凰ではなく孔雀（インドクジャク）を描く

ことから、ひとまず箱書きに従って「花鳥図」と呼ぶこ

とにする。とはいえ、本作の孔雀の表現をみると、明・

清時代の院体画風に近い印象である。表 2 中 3 の明代初

期（永楽年間 1403-24 頃）の代表画家・辺文進や、明代

後期（弘治年間 1488-1505 頃）の呂紀のような鮮麗・濃

厚かつ明瞭精緻な強い筆法と比べると、比較的あっさり

とした彩色や、速さのあるやや締まりのない筆致で、中

国画の即物的な写実２１というより、円山四条派や狩野派

の写生に近い作行である。写し崩れのような箇所もみら

れ、作中の鳥類・植物の同定を難しくしている。日本を

含む周辺東アジアでは、中国文化への憧憬から中国絵画

の写しが多く作られており、本作が中国での作例かどう

かは判断に迷うところである。おそらく、規範となる明

院体花鳥画あるいは南蘋派の作品があり、本作が大垣全

昌寺に至るまでに、中国または日本で転写が行われてい

るのではないかと思われる。 

用途として、これほどの大画面であること、禅宗寺院

に伝来したことから、仏教儀礼で荘厳として使用された

ことは明らかだろう。中国絵画、とくに明画（呂紀筆花

鳥画等）やその写しは、大名家や格式寺院の道具として

大いに重用２２されたため、相応の格式を持った場を装飾

する目的を以って制作された作品と思われる。 

最後に、画中に描かれた動植物について、図 5 に示し

た。キンケイ（中国東南部に分布）やヤマムスメ（台湾

固有種）等、色鮮やかで美しい外国の鳥が目に付き、改

めて異国情緒を感じさせる。 

 
(5） 十八羅漢図（図 6，図 8～図 14） 
本作については、次節で取り上げる。 

 

３ 紙本墨画十八羅漢図について 
(1） 既往の言及 
地誌類・事典類をひもとくと、全昌寺の什宝として「兆

殿司の十六羅漢図」が必ず挙げられている。 

①『日本名勝地誌』第 4篇〈東山道上〉（1894 年） 

「此寺に兆殿司の十六羅漢図を蔵せりと云ふ」 

②『新撰名勝地誌』巻之４〈東山道西部〉（1914 年） 

「什宝の中に兆殿司の十六羅漢図あり」 

③『尼崎志』第 1篇第 1巻（1930 年） 

「寺宝に兆殿司の十六羅漢図を珍蔵すといふ」 

④『禅学大辞典』第 2巻（1978 年） 

「寺宝に兆殿司の十六羅漢図がある」 

この「兆殿司の十六羅漢図」は、今回紹介する紙本墨

画十八羅漢図（図 6、以下「本作」あるいは「全昌寺本」

と適宜略称）をさすとみてよい。いま①以前の所見を得

ていないが、明治 24年（1891）の濃尾地震から数年を経

た時点までには、什宝として筆頭に挙がる存在となって

いたのであろう。 
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(2） 概要 
本作は紙本墨画で、掛幅装２幅からなる。本紙の法量

はそれぞれ、表具の内法で右幅は縦 129.5 ㎝・横 58.3

㎝、左幅は縦 129.7 ㎝・横 58.1 ㎝をはかる。 

地誌等には「兆殿司の十六羅漢図」と記されるが、羅

漢は合計 18 人を数えるため「十八羅漢図」ということに

なる。ただ十六羅漢と呼ばれてきたことには、日本にお

いて十八羅漢の作例は絵画・彫刻を通じて少数派であり、

平安時代から十六羅漢が一般的だったという事情が関係

していよう。なお文化財名称では現在、１幅に１人の羅

漢を描くものは「像」、１幅に複数の羅漢を描くものは

「図」という語をもって呼ぶことが一般的であるため、

本作の名称は「紙本墨画十八羅漢図 ２幅」となる。 

２幅の配置は、画中の群像の描写から容易に判断しう

る。雲に乗った羅漢の一団が右上方から降臨するさまが

描かれている方が右幅、画面右上に左を向いた龍が降下

するさまが描かれている方が左幅となる。 

右幅には画面の右下、左幅には左下に、「明兆」の２文

字をあらわす朱文方印（縦 2.3 ㎝、横 2.4 ㎝）が押捺さ

れる（図 6）。既往の言及にみえる「兆殿司」の筆という

由にかかわるものである。これに関しては後述しよう。 

表具の上巻（巻いた状態で外側となる部位）には、「二

十一世道如代表相再整」、つまり表装替えを示す修理銘が

墨書にて記されている。訥庵道如和尚は、後に天徳院（金

沢市）に移り 20世住持となった人物で、天保 3年（1833）

8 月 14 日に遷化した２３。全昌寺で道如に先立つ 20 世独

掌道鳴和尚は、文政 5年（1822）入寺、同 13 年に彦根清

凉寺で示寂という２４。すると現状の表具が施された時期

は、おおよそ 1820 年代後半頃が目安となろうか。 

現状の箱（蓋表に「十六善神」と墨書２５）は大きさが

合わず、転用品であることが明らかである。当初ないし

本来の箱（そこには墨書銘あるいは極書などの付属資料

がともなっていた可能性があろう）が逸失していること

には留意しておきたい。 

 

(3） 図様と表現 
紙に墨のみを用いて描かれ、絵具の使用は認められな

い。右幅・左幅とも、自然景のなかにそれぞれ 9人の羅

漢および童子や天部形、動物をあらわす。 

右幅は、切り立った断崖の前方に、9 人の羅漢と 1 人

の天部形が雲に乗って来臨するさまを描く。雲は画面の

右上に蛇行する尾をあらわし、左前方に降下する体をな

す。羅漢はすべて立像で、天部形（図 11、合掌する腕に

宝棒を横たえる。韋駄天であろう）を含めた 10人のうち

7人が顔を左に向ける。他の羅漢は正面向き１人（図 12）、

右向き２人だが、同一の雲上に立つ 10人で一団をなす体

である。断崖の下方には 2段をなして落ちる渓流を描く。 

左幅は、画面上方奥に 2段に流れ落ちる渓谷を描き、

その右手前には右幅のそれに類した断崖を、左上には松

樹 1本を配する。松樹の手前に右からたなびく雲をあら

わす。画面右上の雲中より、顔を左に向けた龍が降下す

る（図 9）。松樹の根元から手前（画面下方）にテラス状

の地面をあらわし、４人の羅漢の姿を奥から手前に連ね

る（図 8）。地面の幅は下方では画面いっぱいをなしてお

り、右方に香炉を囲む３人の羅漢を描く。渓流とその両

岸が描かれる画面下辺には、左寄りに２人の羅漢を配す

る。その２団の羅漢のあいだに地に伏した虎が顔をのぞ

かせ、画面右下には振り向きながら右方へ走る後ろ向き

の童子を描く（図 10）。 

羅漢などは墨の輪郭線で描き、一部の着衣の全面ある

いは袈裟の条相に薄墨を塗った箇所がみられる。渦巻く

さまを執拗に線描する雲の表現ともども総じて白描画的

といえ、羅漢の爪を長くあらわす点（図 8）、右幅の羅漢

の一人における、着衣の縁がゆらめくような描法（図 12）

は、宋元時代の仏画に淵源が求められるものであろう。 

自然景とくに断崖には水墨画的な描法が用いられてい

るのだが、濃く太く単調な輪郭線が随所に目立つなど、

羅漢ほかの尊像部分に比して、入念さあるいは表現力が

かなり劣る趣が否めない（図 8・図 13）。 

 

(4） 印章「明兆」とその周辺 
各幅に「明兆」の朱文方印が捺されていることは先に

述べた。明兆（みんちょう、1351～1431）は室町時代の

画僧で、京都の東福寺に入って堂守を担当する殿司（殿

主）という職についたことから「兆殿司」と通称される

（兆殿主・兆典主などとも表記される）。日本美術史上に

重要な存在であり、国指定重要文化財となっている作品

は、東福寺（45幅）および根津美術館（2幅）の本来一

具であった絹本著色五百羅漢図、ＭＯＡ美術館の紙本墨

画淡彩白衣観音図など 13 件を数える２６。1998 年に山口

県立美術館が開催した展覧会『禅寺の絵師たち─明兆・

霊彩・赤脚子─』の図録は、明兆に関して拠るべき総括

的文献として、現時点では最も新しいものであろう。 

本作の「明兆」朱文方印は、上掲書が図版で集成する

明兆の印には同一ないし同趣のものをまったく見出すこ

とができない。また、明兆の真筆には紙本墨画の羅漢図

の作例は知られていない。明兆あるいは明兆派の作品と
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(2） 概要 
本作は紙本墨画で、掛幅装２幅からなる。本紙の法量

はそれぞれ、表具の内法で右幅は縦 129.5 ㎝・横 58.3

㎝、左幅は縦 129.7 ㎝・横 58.1 ㎝をはかる。 

地誌等には「兆殿司の十六羅漢図」と記されるが、羅

漢は合計 18 人を数えるため「十八羅漢図」ということに

なる。ただ十六羅漢と呼ばれてきたことには、日本にお

いて十八羅漢の作例は絵画・彫刻を通じて少数派であり、

平安時代から十六羅漢が一般的だったという事情が関係

していよう。なお文化財名称では現在、１幅に１人の羅

漢を描くものは「像」、１幅に複数の羅漢を描くものは

「図」という語をもって呼ぶことが一般的であるため、

本作の名称は「紙本墨画十八羅漢図 ２幅」となる。 

２幅の配置は、画中の群像の描写から容易に判断しう

る。雲に乗った羅漢の一団が右上方から降臨するさまが

描かれている方が右幅、画面右上に左を向いた龍が降下

するさまが描かれている方が左幅となる。 

右幅には画面の右下、左幅には左下に、「明兆」の２文

字をあらわす朱文方印（縦 2.3 ㎝、横 2.4 ㎝）が押捺さ

れる（図 6）。既往の言及にみえる「兆殿司」の筆という

由にかかわるものである。これに関しては後述しよう。 

表具の上巻（巻いた状態で外側となる部位）には、「二

十一世道如代表相再整」、つまり表装替えを示す修理銘が

墨書にて記されている。訥庵道如和尚は、後に天徳院（金

沢市）に移り 20世住持となった人物で、天保 3年（1833）

8 月 14 日に遷化した２３。全昌寺で道如に先立つ 20 世独

掌道鳴和尚は、文政 5年（1822）入寺、同 13 年に彦根清

凉寺で示寂という２４。すると現状の表具が施された時期

は、おおよそ 1820 年代後半頃が目安となろうか。 

現状の箱（蓋表に「十六善神」と墨書２５）は大きさが

合わず、転用品であることが明らかである。当初ないし

本来の箱（そこには墨書銘あるいは極書などの付属資料

がともなっていた可能性があろう）が逸失していること

には留意しておきたい。 
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す。羅漢はすべて立像で、天部形（図 11、合掌する腕に

宝棒を横たえる。韋駄天であろう）を含めた 10人のうち

7人が顔を左に向ける。他の羅漢は正面向き１人（図 12）、

右向き２人だが、同一の雲上に立つ 10人で一団をなす体

である。断崖の下方には 2段をなして落ちる渓流を描く。 

左幅は、画面上方奥に 2段に流れ落ちる渓谷を描き、

その右手前には右幅のそれに類した断崖を、左上には松

樹 1本を配する。松樹の手前に右からたなびく雲をあら

わす。画面右上の雲中より、顔を左に向けた龍が降下す

る（図 9）。松樹の根元から手前（画面下方）にテラス状

の地面をあらわし、４人の羅漢の姿を奥から手前に連ね

る（図 8）。地面の幅は下方では画面いっぱいをなしてお

り、右方に香炉を囲む３人の羅漢を描く。渓流とその両

岸が描かれる画面下辺には、左寄りに２人の羅漢を配す

る。その２団の羅漢のあいだに地に伏した虎が顔をのぞ

かせ、画面右下には振り向きながら右方へ走る後ろ向き

の童子を描く（図 10）。 

羅漢などは墨の輪郭線で描き、一部の着衣の全面ある

いは袈裟の条相に薄墨を塗った箇所がみられる。渦巻く

さまを執拗に線描する雲の表現ともども総じて白描画的

といえ、羅漢の爪を長くあらわす点（図 8）、右幅の羅漢

の一人における、着衣の縁がゆらめくような描法（図 12）

は、宋元時代の仏画に淵源が求められるものであろう。 

自然景とくに断崖には水墨画的な描法が用いられてい

るのだが、濃く太く単調な輪郭線が随所に目立つなど、

羅漢ほかの尊像部分に比して、入念さあるいは表現力が

かなり劣る趣が否めない（図 8・図 13）。 

 

(4） 印章「明兆」とその周辺 
各幅に「明兆」の朱文方印が捺されていることは先に

述べた。明兆（みんちょう、1351～1431）は室町時代の

画僧で、京都の東福寺に入って堂守を担当する殿司（殿

主）という職についたことから「兆殿司」と通称される

（兆殿主・兆典主などとも表記される）。日本美術史上に

重要な存在であり、国指定重要文化財となっている作品

は、東福寺（45幅）および根津美術館（2幅）の本来一

具であった絹本著色五百羅漢図、ＭＯＡ美術館の紙本墨

画淡彩白衣観音図など 13 件を数える２６。1998 年に山口

県立美術館が開催した展覧会『禅寺の絵師たち─明兆・

霊彩・赤脚子─』の図録は、明兆に関して拠るべき総括

的文献として、現時点では最も新しいものであろう。 

本作の「明兆」朱文方印は、上掲書が図版で集成する

明兆の印には同一ないし同趣のものをまったく見出すこ

とができない。また、明兆の真筆には紙本墨画の羅漢図

の作例は知られていない。明兆あるいは明兆派の作品と
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して認められている諸例と写真図版で対照するだけでも、

作域の隔たりは一見して了解されよう。すなわち本作を

明兆の作品とみることはできないのだが、「兆殿司」筆と

いう所伝をめぐっていま少し探索をすすめておきたい。 

明兆に対する評価や作品認識のあゆみをめぐっては、

五十風公一氏の論考がある２７。五十嵐氏はそのなかで、

数多くの中近世絵画を実査してきた経験をふまえつつ

「世には明兆作と称される作品が確かに多い。時には、

江戸時代後期以降の文人画としか見なせない作品に明兆

筆との署名があったりもする」という実態を述べている。 

五十嵐氏の所論に導かれつつ、関連事情をもう少し挙

げておこう。尾張出身の文人画家・中林竹洞（1776～1853）

の著『竹洞画論』（享和２年〔1802〕）には、「世上に兆殿

司の筆とていひ伝へたる物は、多くは贋作也」という一

文がある。明兆の名声はそれほどに高くなっていたのだ

が、五十嵐氏はそれに関し、狩野永納が著した『本朝画

史』（延宝６年〔1679〕開版）以降、「明兆評価が高まっ

てゆくとともに明兆画をめぐる混乱にも拍車がかかった

らし」いという状況を指摘する。またそれ以前、狩野探

幽（1602～74）のいわゆる「探幽縮図」に明兆筆とされ

る作品が多く収録されているものの「真贋入り交じっ」

ているという事態も指摘し、すでに江戸時代前期の段階

で「明兆の情報は豊かだっただけでなく、贋作が出回る

ほど混乱を来し始めていたらしい」と論じた。 

静嘉堂文庫美術館蔵の羅漢図には「羅漢 明兆筆 探

幽（朱文方印）」という極札が付属しており、かつて狩野

探幽による極め（鑑定）がなされた履歴を示す。明兆派

の作品と評価されているものだが、その「明兆筆」の款

記と印章は「後になって加えられたもの」と判断されて

いる２８。もとより明兆に限らず、こうした款記の後入れ

や印章の後捺し（後押し）は、古書画にままみられる。 

石山寺の仏涅槃図（重要文化財）はいま鎌倉時代の作

品として評価が定着しているものだが、明治 30 年（1897）

の旧国宝指定時には「伝兆殿司筆」という記載がなされ

ていた２９。また戸田禎祐氏は、宋元仏画およびその影響

を受けた日本仏画を数多く調査した経験から、日本作の

羅漢図の大半は明兆にアトリビュートされていたと述べ

ている３０。これらは、涅槃図や羅漢図の作者が明兆に仮

託されることが多かったという事情を示す一端にほかな

らない。 

してみれば中林竹洞が記す「贋作」とは、人を欺く目

的のもとで偽作された作品に限定してとらえるべきでは

なさそうである。「明兆筆」あるいは「兆殿司筆」との伝

称をともなう絵画群には、涅槃図・羅漢図という画題を

中心に、伝世の過程でそうした所伝が付け加わった明兆

以前の中世仏画や、絵師の鑑定により極めが付与された

類３１、印章の後捺しがなされた明兆派作例などが含まれ、

幅広く多様な実態を呈しているといえるからである。 

本作の「明兆」朱文方印に戻ろう。『日本書画落款印譜

集成』３２には、明兆の項に同様の、ただし小異をともな

う朱文方印が載っている。大正４年（1915）に原形が編

まれたこの図書には、近世以来の書画鑑定において集積

されてきた情報が反映しているのであろう。 

明兆自身が用いることはなかったこの種の「明兆」朱

文方印は、実際にはいつ頃に用いられたものであろうか。

その参考として、信楽寺（滋賀県日野町）の紙本墨画唐

人物図襖をとりあげておきたい。奇想の画家と評される

曾我蕭白（1730～1781）の作品として展示歴を有するも

のだが３３、その款記は「蕭白」の墨書の下に本作と同趣

の「明兆」朱文方印を捺すというものなのである。 

佐藤康宏氏はこの作品について、「「蕭白」と記す款記

の書体も「明兆」と読める朱文方印も確実な蕭白画に類

例はない。一種の贋作とみなされても当然の作である」

と述べた上で、検討の結果「款記の書体、使用印章が他

の作品から隔絶しているのは、この画が蕭白の画歴の最

初期に位置するためであり、かえって悪意あるまぎらわ

しい模作ではないことを保証している」と判断、制作時

期を延享 2年～宝暦 5年（1745～55）に絞り込む３４。さ

らに「印章に使われている「明兆」の文字は、蕭白が東

福寺の画僧明兆を意識して用いたと解するのが最も自然

である」と説いている。すると蕭白の場合は、偽作制作

時の捺印や鑑定時の後捺しではなく、いわば明兆にあや

かる意識のもとで自作に用いたということになろう。 

全昌寺の十八羅漢図に捺された「明兆」朱文方印は、

唐人物図襖のそれとは小異が認められ、まして全昌寺本

は蕭白作品とは考えられない。しかし 18世紀半ばに隣県

における同趣の印の使用例があり、かつ悪意ある偽物に

おける捺印でないという事情には留意しておきたい。 

 

(5） 稲沢市萬徳寺の絹本墨画十八羅漢図 
本作拝見後、比較参照すべき羅漢図の探索をすすめる

なかで、図様も法量も酷似する作例の存在に気づいた。

愛知県稲沢市で法灯を伝える真言宗の古刹、萬徳寺が蔵

する絹本墨画十八羅漢図（図 7）がそれで、1981 年 11

月 1 日付で稲沢市指定文化財となっているものである。 

尾張藩による地誌『張州府志』（宝暦 2年〔1753〕序）

の萬徳寺の項にみえる「十六羅漢像二幅」にあたるもの

とみられ、遅くともその時点には萬徳寺の什宝となって
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いた消息を確かめうる。また、本作と同じく「十六羅漢」

とみなされていたことが知られるのも興味深い。 

本稿までに実査の機会をもつに至らなかったが、写真

で比較するだけでも図様の酷似は了解できよう。法量に

ついていえば、これも下記のごとく近似している。 

全昌寺本 右幅 縦 129.5 ㎝ 横 58.3 ㎝ 

左幅 縦 129.7 ㎝ 横 58.1 ㎝ 

萬徳寺本 各幅 縦 130.6 ㎝ 横 60.7 ㎝ 

全昌寺本は表装替えを経ており、その際に本紙の四辺

が切り詰められた可能性はあろう。無論、そうした可能

性は萬徳寺本の側にも考慮が必要である。ともあれ 0.9

～2.6 ㎝の幅に収まる相違にこだわるには及ぶまい。 

少々長いが、以下に『稲沢市史』の個別解説３５を抜萃

して掲げておこう。 

（前略）本図は墨一色で、双幅にわたって山中にお

いてそれぞれ神通を発揮する尊者一八人を描いてい

る。かかる水墨画十八羅漢が何時できたかは詳細で

はない（中略）さて本図は一・一の尊者名を比定す

ることはできないが、一幅には老松や断崖を背景に、

観瀑・降竜・看経・伏虎等の諸相を図示し、いま一

幅には飛雲に乗じ、岸壁を降下して来る一群の羅漢

を肥痩のあまりない均一な墨の鉄線描で克明に描い

ている。いわゆる白描画だが、唐代の呉道子に代表

される墨痕たくましい水墨画とちがい、この線描は

没個性的な定規びき風の界画にちかく、元代の王振

鵬によって大成された線描主義といわれる。 

いっぽう断崖や土は、樹木、涌雲等にはかすれを

併う濃淡墨で描き、とりわけ峻法、骨法、用筆にみ

るやや濃い焦墨の使用は室町後期の伝曽我派作とい

われるものに共通し、本図は宋元画の粉本に基づく

室町後期の転写本とみておよその大過はない。 

文中の「伝曽我派作といわれるもの」とは具体的にど

のような作例をさしているのかが明らかでなく、そもそ

も「伝曽我派」という言葉自体の意味するところが判然

としない。あるいは曾我直庵（慶長年間〔1596～1615〕

没）やそれ以前の曾我蛇足などの作品を念頭においての

記述であろうか３６。「室町後期」は、恐らくは 16 世紀前

後をさしているものかと思われる。 

近時の『愛知県史』は同県下の絵画遺品に関する最新

の文献であるが、この萬徳寺本はとりあげられていない。

稲沢市による指定からも 40 年が経過する現在、中世後期

ないし近世絵画史に通暁した研究者による調査が今後な

され、理解が更新されることを期待したい。さしあたり

本稿では、いくつかの備考を記すにとどめておく。 

①十六羅漢ではなく十八羅漢であること。先述のように、

日本では平安時代から十六羅漢が一般的であり、中国

画の十八羅漢図を範としつつ二人を減じた十六羅漢図

の例が存するほどである３７。『稲沢市史』も想定する

ように、前提に中国画があった可能性を考えさせる。 

②自然景の描写が右幅と左幅で連続しないこと。このこ

とは、萬徳寺本あるいはそれが範とした先行作品が、

釈迦三尊を中央幅とする三幅対であった可能性を考え

させる。また先行作品に関しては、その右幅と左幅の

図様が別々に成立した可能性も想定すべきであろうか。 

③羅漢の一団が雲に乗って降下する右幅の図様は、中国

でおこなわれた水陸会３８に関わる絵画作例（水陸画）

を連想させるものがある。 

④中国画の十八羅漢図としては、京都・鹿王院本および

図様が共通する作例が複数知られており、「全て元時

代・14世紀を上限とすると思しい」と説かれる。萬徳

寺本は、それらとは図様の大要を異にしている。たと

えば鹿王院本ほかの作例では、羅漢図の常套的モチー

フとされる龍と虎が、それぞれ右幅右下、左幅左上に

対置されている。しかし萬徳寺本では、龍も虎も左幅

に描いている。 

⑤羅漢図の制作では、先行する作品から個別的あるいは

グループ的に図様を選択し再構成することが行われて

おり、萬徳寺本にもそれは指摘できる。たとえば左幅

の龍と、鉢を手にして対峙する羅漢との組み合わせ（降

龍）、およびその羅漢の体勢は、先述の鹿王院本などの

左幅にみられるそれを左右反転した図様といえる。 

⑥元時代から明時代初期にかけては、白描風の礼拝画像

が盛んに制作された由であり３９、元時代の作品とされ

る２幅構成の十八羅漢図として長野・定勝寺本、群馬・

長楽寺本、京都・慈照寺本、滋賀・成菩提院本が知ら

れている４０。いずれも萬徳寺本とは図様を異にするが、

その前提となった中国画に関し留意しておきたい。 

⑦左幅右下の、背中を見せて走る姿の童子と、その左上

で目を見ひらく虎の顔が画中で向かい合うさまは、蘇

軾（1037～1101）の「十八大阿羅漢頌」第十三尊者の

項にみえる記述「有虎過前、有童子怖匿而竊窺之」を

連想させないでもない。この記述に符合する描写は光

明寺（鎌倉市）の十八羅漢図（18 幅）に指摘されてい

るのだが４１、「十八大阿羅漢頌」にも「有虎過前」と

あるごとく虎は歩いており、萬徳寺本では伏虎の体を

示すのとは異なる。光明寺本で童子が羅漢の後ろから

顔をのぞかせている点も、萬徳寺本とは違いが大きい。 

萬徳寺本における童子の姿はむしろ、鹿王院本など
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の左幅右下に描かれた、「龍の出現に驚き、両手を開き

動揺の態を示す」４２童子の図像の系譜に属するものと

みなされよう。この龍と童子の組み合わせ・対応関係

は、時代が下降すると中国においてさえ失われる傾向

があるといい４３、萬徳寺本あるいはその前提となった

中国画の性格あるいは成立時期に関して留意される。 

 

(6） 萬徳寺本との関係と全昌寺本の性格 
萬徳寺本のなりたちについて『稲沢市史』の解説は、

中国画の粉本に基づく室町後期の転写本とした。これに

従えば、全昌寺本の成立に関しては次の２つの可能性を

想定できよう。一つは［Ａ］萬徳寺本のもとになった類

の羅漢図（中国画あるいは中国画にならった日本作）を

参照して成立した可能性。もう一つは［Ｂ］萬徳寺本そ

のものを参照して成立した（模写した）可能性である。 

図様と法量の酷似、そして全昌寺と萬徳寺との地理的

な近さ（直線距離にして約 21.7 ㎞）からすれば、やはり

［Ｂ］こそ蓋然性が高いであろう。制作（模写）の時点

としてはさしあたり、表装替えがなされる以前の江戸前

～中期（17～18 世紀）の間に求めておきたい。 

模写の目的としては、たとえば萬徳寺本を実見する機

会を得た絵師が、自らの画業の参考に資するために臨模

したといった事情も想定できよう４４。羅漢ほかの尊像部

分の丁寧な筆致に比し、自然景部分の粗略さが目立つの

も、そうした事情を想定するならば納得もできようか。 

 本作の性格をこのように考えてみるとき、さらに注意

をひくことがある。右幅の羅漢の随所には、もとの描線

を途切れ途切れになぞったような異なる墨色が認められ

るのである（図 14）。本作が模本として作成されたのち、

絵師の工房において一部が敷き写しされることがあり、

その際に墨が浸透した痕跡ではないだろうか。 

模写としての制作事情はどうあれ、絵師（ないしその

工房）のもとから転出後、ある程度の歳月が経過した時

点で（すなわち模本としての性格が忘却されたなどの状

況で）鑑定を受けるようなことがあり、その際に「明兆」

の朱文方印は捺されたという経緯を想定しておきたい。 

 

(7） 文化財的意義についての補足 

以上、全昌寺の紙本墨画十八羅漢図を紹介するととも

に、本作をめぐって考え得たところを述べてきた。ただ

筆者が日ごろ専門と称するところは仏像彫刻史とくに中

世のそれであり、同じ仏教美術史あるいは日本美術史の

範疇に属することながら、羅漢図や中近世絵画史には不

案内というほかない。不足と誤謬を懼れるものである。 

 全昌寺訪問後ほどなく、拝見した諸作品についてある

絵画史研究者に意見を乞うことがあった。やがて、萬徳

寺本の存在に気づき模本としての性格に思いあたった段

階で、その方にメールで報告した。その返信にて、「悪意

のある偽物はさておき、寺院伝来の仏画は、たとえ真作

ではないとしても、何かしら文化史的な制作背景がある

ことに着目せねばということを認識しました」というご

所感をいただいた。筆者もまた、同様の感慨をおぼえた

ことを書き添えておきたい。 

 なお永平寺 14 世の建撕が著した道元伝『建撕記』には、

宝治 3年（1249）元旦、永平寺で道元が羅漢供をおこな

った際、山中から生きた羅漢たちが光を放って道場に降

臨し、道場の羅漢の画像や木像も放光したという話がみ

える４５。曹洞宗の禅刹として歴史を重ねてきた全昌寺の

什宝として、山中からの羅漢降臨を描く本作が伝えられ

てきたことは、似つかわしく意義深く思われるのである。 

 

おわりに 
以上、大垣全昌寺蔵絵画を紹介した。 

まずは、幾多の災害を乗り越え、藩主ゆかりの格式に

ふさわしい大作がまとまって現存していることに敬意を

表したい。 

冒頭でも触れたが、同寺には五百羅漢像を有する羅漢

堂があったが、濃尾地震で寺を離れたとのことであった。

災禍によって古記録が失われる中、現存作品とともにこ

うした記憶の記録化が望まれよう。本稿が地域史の記録

として少しでも役立てば幸いと思う。 

最後になりましたが、お忙しい中、調査の機会を提供

いただきました全昌寺様、画像を提供いただきました萬

徳寺様・稲沢市教育委員会、お名前をお出しできない調

査協力者の方にお礼申し上げます。 

 
                                                           
１ 帝塚山大学文学部日本文化学科教授 
２ 「大垣城下絵図 寛永年間（16 世紀）」

https://stroly.com/viewer/_OGAKI_oogaki2010kanei14
-19/?lang=ja（2022 年 1 月 8 日閲覧） 
３ 尼崎市＞学ぶ・あそぶ＞尼崎の文化財＞史跡・文化

財散歩＞全昌寺

https://www2.city.amagasaki.hyogo.jp/bunkazai/siseki
/zenshoji/zenshoji.html（2022 年 1 月 8 日閲覧） 
４ 回国僧であった禅海は、大垣市野口・成願寺宝光院

で得度したという伝承がある。（加藤通夫『禅海と「青

の洞門」のすべて』1986 朝日新聞西部本社編集出版セ

ンター） 
５ 日本歴史地名大系 
６ 弘化 3～明治 5 年（1846-72）。最近では、黒乃奈々

絵による漫画「新撰組異聞 PEACE MAKER」

（1999-2001）シリーズがアニメ・映画化され、著名に
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ではないとしても、何かしら文化史的な制作背景がある

ことに着目せねばということを認識しました」というご

所感をいただいた。筆者もまた、同様の感慨をおぼえた

ことを書き添えておきたい。 

 なお永平寺 14 世の建撕が著した道元伝『建撕記』には、

宝治 3年（1249）元旦、永平寺で道元が羅漢供をおこな

った際、山中から生きた羅漢たちが光を放って道場に降

臨し、道場の羅漢の画像や木像も放光したという話がみ

える４５。曹洞宗の禅刹として歴史を重ねてきた全昌寺の

什宝として、山中からの羅漢降臨を描く本作が伝えられ

てきたことは、似つかわしく意義深く思われるのである。 

 

おわりに 
以上、大垣全昌寺蔵絵画を紹介した。 

まずは、幾多の災害を乗り越え、藩主ゆかりの格式に

ふさわしい大作がまとまって現存していることに敬意を

表したい。 

冒頭でも触れたように、同寺には五百羅漢像を有する

羅漢堂があったが、濃尾地震で寺を離れたとのことであ

った。災禍によって古記録が失われる中、現存作品とと

もにこうした記憶の記録化が望まれよう。本稿が地域史

の記録として少しでも役立てば幸いと思う。 

最後になりましたが、お忙しい中、調査の機会を提供

いただきました全昌寺様、画像を提供いただきました萬

徳寺様・稲沢市教育委員会、お名前をお出しできない調

査協力者の方にお礼申し上げます。 

 
                                                           
１ 帝塚山大学文学部日本文化学科教授 
２ 「大垣城下絵図 寛永年間（16 世紀）」

https://stroly.com/viewer/_OGAKI_oogaki2010kanei14
-19/?lang=ja（2022 年 1 月 8 日閲覧） 
３ 尼崎市＞学ぶ・あそぶ＞尼崎の文化財＞史跡・文化

財散歩＞全昌寺

https://www2.city.amagasaki.hyogo.jp/bunkazai/siseki
/zenshoji/zenshoji.html（2022 年 1 月 8 日閲覧） 
４ 回国僧であった禅海は、大垣市野口・成願寺宝光院

で得度したという伝承がある。（加藤通夫『禅海と「青

の洞門」のすべて』1986 朝日新聞西部本社編集出版セ

ンター） 
５ 日本歴史地名大系 
６ 弘化 3～明治 5 年（1846-72）。最近では、黒乃奈々

絵による漫画「新撰組異聞 PEACE MAKER」

（1999-2001）シリーズがアニメ・映画化され、著名に
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なった。 
７ 慶応 2 年（1866）軍制改革で新設された仮軍事局を寺

内に設置し、隣接地を洋式兵法の操練場とした。同 4 年

（1868）鳥羽伏見の戦い後、二分した藩論を官軍に転じ

させた小原鉄心が大垣藩兵の武器を一旦取り上げ全昌寺

に留める等、幕末史の舞台のひとつであった。（『新修大

垣市史 通史編 1』1968、『大垣市史 通史編 近現

代』2013 など） 
８ 明治 29 年（1896）大水害、昭和 34 年（1959）伊勢

湾台風、昭和 51 年（1976）台風 17 号 
９ 宮崎法子『花鳥・山水画を読み解く：中国絵画の意

味』（筑摩書房 2018） 
１０ 曾我蕭白「波濤群禽図」（三重県立美術館蔵）、原在

中「海上飛鶴図」（敦賀市立博物館蔵）（狩野博幸『江戸

の美しい生物画集成』（2020 河出書房新社） 
１１ 鶴と竹の組み合わせを「双清」といい文人に好まれ

た。（宮崎法子『花鳥・山水画を読み解く：中国絵画の

意味』（筑摩書房 2018）） 
１２ 細川博昭『江戸の鳥類図譜：大名、学者、本草画家

が描いた日本の鳥たち』（秀和システム 2020） 
１３ 太田記念美術館『浮世絵動物園：江戸の動物大集合』

（小学館 2021） 
１４ 栃木県立博物館『狩野派：400 年の栄華』2009 
１５ 厳密な明時代を表すというより、院体花鳥画は明代

のものとされていたと思われる。酒井抱一が清代の宋紫

石を指して「明画の宋紫石」と呼んでいる。（酒井家家

老・松下高除著『摘古探要』「等覚院殿御一代」より。引

用は鶴田武良『日本の美術 326／宋紫石と南蘋派』（至

文堂 1993）によるが、未見。） 
１６ 明代の文官の官服には位ごとに所定の鳥を、武官の

それには動物文様を刺繍したエンブレムが縫い付けられ

ていた。（宮崎法子『花鳥・山水画を読み解く：中国絵

画の意味』（筑摩書房 2018）） 
１７ 板倉聖哲・藤元晶子「伝銭選《百鳥図》をめぐって」

（三の丸尚蔵館年報・紀要 26 2019） 
１８ 「貝甲図」（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）。ほかに岡部洞

水「魚族図」（長崎歴史文化博物館蔵）など。（狩野博幸

『江戸の美しい生物画集成』（2020 河出書房新社） 
１９ 岐阜県博物館『花と鳥のイリュージョン：江戸の学

問と芸術』1997 
２０ 細川博昭『江戸の鳥類図譜：大名、学者、本草画家

が描いた日本の鳥たち』（秀和システム 2020） 
２１ 東京国立博物館『宮廷から地方へ：明時代の絵画と

書跡』2021 
東京国立博物館『江戸時代にもたらされた中国書画』

2021 
戸田禎佑・小川裕充『花鳥画の世界 10／中国の花鳥画

と日本』（学習研究社 1983） 
鈴木勤『世界の美術 10／中国の名画』（世界文化社

1977） 
２２ 鶴田武良『日本の美術 326／宋紫石と南蘋派』（至

文堂 1993） 
２３ 日置謙『加能郷土辞彙』（金沢文化協会、1942 年）訥

庵道如の項、『大垣市史』中（1930 年）全昌寺の項。 
２４ 『大垣市史』中（1930 年）全昌寺の項。 
２５ 蓋裏には墨書で「明治四十一年二月下旬 施主 河

村彦八」とある。この河村氏は全昌寺檀家という。 
２６ 文化庁「国指定文化財等データベース」参照。

https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index 
２７ 五十嵐公一「明兆はどう評価されてきたのか」（山口

                                                                                             
県立美術館編『禅寺の絵師たち』展図録、1998 年）。以

下書誌事項は、副題を省略するなど適宜略記する。 
２８ 横田忠司「伝明兆筆 羅漢図」（『国華』1231、1998

年）。 
２９ 『官報』第 4349 号（明治 30年 12 月 28 日発行）379

頁。「仏涅槃図絹本著色掛幅一幅（伝兆殿司筆）」。 
３０ 戸田禎祐「元代道釈人物画研究の諸問題」（『ＭＵＳ

ＥＵＭ』287、1975 年）。 
３１ ほんの一例を挙げておく。長谷寺（桜井市）が蔵す

る絹本著色十八羅漢図 2幅（江戸時代）には、これを「兆

典主正筆」とした狩野栄信（伊川院、1775～1828）およ

び大倉好斎（1795～1862）による極書 2点がともなう。

元興寺文化財研究所編『豊山長谷寺拾遺』第 1輯絵画（総

本山長谷寺文化財等保存調査委員会、1994 年）参照。 
３２ 杉原夷山編『日本書画落款印譜集成』（柏書房、1981

年）。池田常太郎編『日本書画骨董大辞典』（日本美術鑑

賞会、1915 年）、沢田章編『日本画家辞典 人名篇』（紀

元社、1927 年）、荒木矩編『大日本書画名家大鑑』落款

印譜編（同刊行会、1934 年）も同様の朱文方印を載せ

る。 
３３ 三重県立美術館『その後の蕭白と周辺』（1992 年）参

照。 
３４ 佐藤康宏「蕭白新論」（同『若冲・蕭白』小学館、1991

年、同『若冲の世紀 十八世紀日本絵画史研究』〔東京大

学出版会、2022 年〕に再録）。 
３５ 『新修稲沢市史』研究編二美術工芸（稲沢市、1979

年）、「市内の社寺と美術」の「八 万徳寺」の節のう

ち「十八羅漢図」項。奈良国立博物館による調査成果が

反映されているが、個別の執筆者は明示されていない。 
３６ 曽我派に関する近時の総括的文献として、戸田浩之

「曽我派の絵画」（水野和雄・佐藤圭編『戦国大名朝倉氏

と一乗谷』高志書院、2002 年）を挙げておく。 
３７ 金刀比羅宮蔵の釈迦三尊十六羅漢図、京都国立博物

館蔵の釈迦三尊像並羅漢図。増記隆介「山梨県一蓮寺所

蔵「釈迦三尊十八羅漢図」について」（同『院政期仏画と

唐宋絵画』中央公論美術出版、2015 年、初出 2010 年）、

藤元裕二「京都国立博物館蔵・詫磨栄賀筆「釈迦三尊像

並羅漢図」について」（佐野みどり・加須屋誠・藤原重雄

編『中世絵画のマトリックスⅡ』青簡舎、2014 年）参照。 
３８ 水陸会・水陸画の基礎的理解を、谷口耕生「総説 

聖地寧波をめぐる信仰と美術」（奈良国立博物館編『聖地

寧波』展図録、2009 年）からの引用をもって示しておこ

う。「水陸会はもともと、日本の施餓鬼会や盂蘭盆会（お

盆）と同じように、先祖供養を目的とする法会」「水陸会

に際しては、仏・菩薩・羅漢など（中略）を描いた画像

が道場に多数掛け並べられる。これらの画像は水陸画と

総称されており（中略）雲に乗って斜め下方向に進む形

式で描かれる点に特色がある。天上から舞い降りた諸尊

が、道場内に招き入れられる姿を表しているのだろ

う」。 

上掲書には水陸画の諸作例が載るが、たとえば米国・

個人蔵の諸尊降臨図（南宋時代 13世紀、縦 131.0 ㎝、横

59.8 ㎝）など、それらの画面のサイズは萬徳寺本のそれ

と近接するといえ、いささかの注意をひく。 
３９ 藤元、注 37 前掲論文。また藤元裕二「南北朝から室

町時代における羅漢図の変遷に関する研究」（『平成 28

年度 髙梨学術奨励基金年報』2017 年）は、光前寺（駒

ヶ根市）の絹本墨画釈迦十六羅漢図（羅漢は 2幅に描く。

室町時代 15 世紀）に関し「中国画元本の図様的性格を

温存していると思しい例」と略述している。同作品につ
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なった。 
７ 慶応 2 年（1866）軍制改革で新設された仮軍事局を寺

内に設置し、隣接地を洋式兵法の操練場とした。同 4 年

（1868）鳥羽伏見の戦い後、二分した藩論を官軍に転じ

させた小原鉄心が大垣藩兵の武器を一旦取り上げ全昌寺

に留める等、幕末史の舞台のひとつであった。（『新修大

垣市史 通史編 1』1968、『大垣市史 通史編 近現

代』2013 など） 
８ 明治 29 年（1896）大水害、昭和 34 年（1959）伊勢

湾台風、昭和 51 年（1976）台風 17 号 
９ 宮崎法子『花鳥・山水画を読み解く：中国絵画の意

味』（筑摩書房 2018） 
１０ 曾我蕭白「波濤群禽図」（三重県立美術館蔵）、原在

中「海上飛鶴図」（敦賀市立博物館蔵）（狩野博幸『江戸

の美しい生物画集成』（2020 河出書房新社） 
１１ 鶴と竹の組み合わせを「双清」といい文人に好まれ

た。（宮崎法子『花鳥・山水画を読み解く：中国絵画の

意味』（筑摩書房 2018）） 
１２ 細川博昭『江戸の鳥類図譜：大名、学者、本草画家

が描いた日本の鳥たち』（秀和システム 2020） 
１３ 太田記念美術館『浮世絵動物園：江戸の動物大集合』

（小学館 2021） 
１４ 栃木県立博物館『狩野派：400 年の栄華』2009 
１５ 厳密な明時代を表すというより、院体花鳥画は明代

のものとされていたと思われる。酒井抱一が清代の宋紫

石を指して「明画の宋紫石」と呼んでいる。（酒井家家

老・松下高除著『摘古探要』「等覚院殿御一代」より。引

用は鶴田武良『日本の美術 326／宋紫石と南蘋派』（至

文堂 1993）によるが、未見。） 
１６ 明代の文官の官服には位ごとに所定の鳥を、武官の

それには動物文様を刺繍したエンブレムが縫い付けられ

ていた。（宮崎法子『花鳥・山水画を読み解く：中国絵

画の意味』（筑摩書房 2018）） 
１７ 板倉聖哲・藤元晶子「伝銭選《百鳥図》をめぐって」

（三の丸尚蔵館年報・紀要 26 2019） 
１８ 「貝甲図」（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）。ほかに岡部洞

水「魚族図」（長崎歴史文化博物館蔵）など。（狩野博幸

『江戸の美しい生物画集成』（2020 河出書房新社） 
１９ 岐阜県博物館『花と鳥のイリュージョン：江戸の学

問と芸術』1997 
２０ 細川博昭『江戸の鳥類図譜：大名、学者、本草画家

が描いた日本の鳥たち』（秀和システム 2020） 
２１ 東京国立博物館『宮廷から地方へ：明時代の絵画と

書跡』2021 
東京国立博物館『江戸時代にもたらされた中国書画』

2021 
戸田禎佑・小川裕充『花鳥画の世界 10／中国の花鳥画

と日本』（学習研究社 1983） 
鈴木勤『世界の美術 10／中国の名画』（世界文化社

1977） 
２２ 鶴田武良『日本の美術 326／宋紫石と南蘋派』（至

文堂 1993） 
２３ 日置謙『加能郷土辞彙』（金沢文化協会、1942 年）訥

庵道如の項、『大垣市史』中（1930 年）全昌寺の項。 
２４ 『大垣市史』中（1930 年）全昌寺の項。 
２５ 蓋裏には墨書で「明治四十一年二月下旬 施主 河

村彦八」とある。この河村氏は全昌寺檀家という。 
２６ 文化庁「国指定文化財等データベース」参照。

https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index 
２７ 五十嵐公一「明兆はどう評価されてきたのか」（山口

                                                                                             
県立美術館編『禅寺の絵師たち』展図録、1998 年）。以

下書誌事項は、副題を省略するなど適宜略記する。 
２８ 横田忠司「伝明兆筆 羅漢図」（『国華』1231、1998

年）。 
２９ 『官報』第 4349 号（明治 30年 12 月 28 日発行）379

頁。「仏涅槃図絹本著色掛幅一幅（伝兆殿司筆）」。 
３０ 戸田禎祐「元代道釈人物画研究の諸問題」（『ＭＵＳ

ＥＵＭ』287、1975 年）。 
３１ ほんの一例を挙げておく。長谷寺（桜井市）が蔵す

る絹本著色十八羅漢図 2幅（江戸時代）には、これを「兆

典主正筆」とした狩野栄信（伊川院、1775～1828）およ

び大倉好斎（1795～1862）による極書 2点がともなう。

元興寺文化財研究所編『豊山長谷寺拾遺』第 1輯絵画（総

本山長谷寺文化財等保存調査委員会、1994 年）参照。 
３２ 杉原夷山編『日本書画落款印譜集成』（柏書房、1981

年）。池田常太郎編『日本書画骨董大辞典』（日本美術鑑

賞会、1915 年）、沢田章編『日本画家辞典 人名篇』（紀

元社、1927 年）、荒木矩編『大日本書画名家大鑑』落款

印譜編（同刊行会、1934 年）も同様の朱文方印を載せ

る。 
３３ 三重県立美術館『その後の蕭白と周辺』（1992 年）参

照。 
３４ 佐藤康宏「蕭白新論」（同『若冲・蕭白』小学館、1991

年、同『若冲の世紀 十八世紀日本絵画史研究』〔東京大

学出版会、2022 年〕に再録）。 
３５ 『新修稲沢市史』研究編二美術工芸（稲沢市、1979

年）、「市内の社寺と美術」の「八 万徳寺」の節のう

ち「十八羅漢図」項。奈良国立博物館による調査成果が

反映されているが、個別の執筆者は明示されていない。 
３６ 曽我派に関する近時の総括的文献として、戸田浩之

「曽我派の絵画」（水野和雄・佐藤圭編『戦国大名朝倉氏

と一乗谷』高志書院、2002 年）を挙げておく。 
３７ 金刀比羅宮蔵の釈迦三尊十六羅漢図、京都国立博物

館蔵の釈迦三尊像並羅漢図。増記隆介「山梨県一蓮寺所

蔵「釈迦三尊十八羅漢図」について」（同『院政期仏画と

唐宋絵画』中央公論美術出版、2015 年、初出 2010 年）、

藤元裕二「京都国立博物館蔵・詫磨栄賀筆「釈迦三尊像

並羅漢図」について」（佐野みどり・加須屋誠・藤原重雄

編『中世絵画のマトリックスⅡ』青簡舎、2014 年）参照。 
３８ 水陸会・水陸画の基礎的理解を、谷口耕生「総説 

聖地寧波をめぐる信仰と美術」（奈良国立博物館編『聖地

寧波』展図録、2009 年）からの引用をもって示しておこ

う。「水陸会はもともと、日本の施餓鬼会や盂蘭盆会（お

盆）と同じように、先祖供養を目的とする法会」「水陸会

に際しては、仏・菩薩・羅漢など（中略）を描いた画像

が道場に多数掛け並べられる。これらの画像は水陸画と

総称されており（中略）雲に乗って斜め下方向に進む形

式で描かれる点に特色がある。天上から舞い降りた諸尊

が、道場内に招き入れられる姿を表しているのだろ

う」。 

上掲書には水陸画の諸作例が載るが、たとえば米国・

個人蔵の諸尊降臨図（南宋時代 13世紀、縦 131.0 ㎝、横

59.8 ㎝）など、それらの画面のサイズは萬徳寺本のそれ

と近接するといえ、いささかの注意をひく。 
３９ 藤元、注 37 前掲論文。また藤元裕二「南北朝から室

町時代における羅漢図の変遷に関する研究」（『平成 28

年度 髙梨学術奨励基金年報』2017 年）は、光前寺（駒

ヶ根市）の絹本墨画釈迦十六羅漢図（羅漢は 2幅に描く。

室町時代 15 世紀）に関し「中国画元本の図様的性格を

温存していると思しい例」と略述している。同作品につ

9 
 
                                                                                             
いては織田顕行「駒ヶ根市・光前寺所蔵の仏教絵画」（『飯

田市美術博物館 研究紀要』24、2014 年）を参照。 
４０ 滋賀県立琵琶湖文化館編『羅漢』展図録（1994 年）。

羅漢図に関してはその他、高崎富士彦『羅漢図』〈日本の

美術 234〉（至文堂、1985 年）、石川県立歴史博物館編『羅

漢』展図録（1993 年）、龍谷ミュージアム編『ブッダの

お弟子さん』展図録（2020 年）などを参照した。 
４１ 高橋真作「鎌倉・光明寺蔵「十八羅漢及び道宣律師

像」について」（『仏教芸術』345、2016 年）。 
４２ 藤元裕二「南北朝・室町時代における中国画図様の

踏襲と再編」（『仏教芸術』342，2015 年）。 
４３ 藤元裕二「愛媛県大洲市・如法寺所蔵「釈迦三尊十

八羅漢図」について」（『哲学会誌』44、2020 年）。 
４４ 近世の絵師にとっての模本／粉本に関する文献とし

て、武田恒夫「粉本の効用」（『学叢』12、1990 年）、同

「粉本をめぐる諸問題」（『大手前女子大学論集』29、1995

年）、榊原悟「粉本のこと」（同『日本絵画の見方』角川

書店、2004 年）を挙げておく。また藤元裕二「什宝とな

った粉本 乾坤山徳蔵寺所蔵・狩野探幽原画「釈迦・阿

難・迦葉尊者像」について」（『黄蘗文華』139、2020 年）

は、文化元年（1804）に廻船問屋から徳蔵寺（足利市）

へ奉納され、同 8年に鑑定を受けた表題作を紹介し、そ

の履歴について「元来は粉本でありながら、図様の温存

を第一義とする機能を失い、代わりに寺宝の地位を獲得

した」と説く。全昌寺の十八羅漢図も、あるいは相似た

履歴を経てきたのではないかと想像したくなる。 
４５ 東隆眞「道元禅師と羅漢講式について」（『印度学仏

教学研究』31-2、1983 年）参照。 
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表 1 全昌寺関係年表 

 
表 2 百鳥図一覧 

 

和暦 西暦 できごと
慶長4 1599 開基・戸田甚五郎（桃源院徳翁全昌居士）が卒、寺名は戒名に因むか

慶長6 1601
戸田一西が近江国大津（滋賀県大津市）に入部して立藩
一西が膳所（大津市）に移封、膳所藩主戸田家菩提寺として城下に建立、金勝寺と称す

元和3 1617
2代氏鉄が摂津尼崎（兵庫県尼崎市）に転封時に移設して全昌寺と改称、雪山呑秀が中興開祖に
氏鉄室・大誓院が叔父・戸田甚五郎供養のため建立

寛永12 1635 氏鉄の美濃大垣移封に全昌寺・照岩文鏡が随伴、林泉寺に住し、のち開基となる
慶安4 1651 氏鉄の寄進で現在地（船町）に伽藍造営
承応3 1654 大誓院が江戸で没
明暦元 1655 第6回朝鮮通信使から定宿か（～文化8・1811　第12回）
寛文10 1670 2代氏信の姉・玉樹院法要を営む
延宝6 1678 遊行上人尊任が全昌寺で説法、遊行上人の来寺は安永5・1777、寛政12・1800、文政8・1825
天和3 1683 3代氏西が聴講白銀・米・薪を給付
貞享5 1688 4代氏定が寺窮乏に対し寺役料50俵を与える
元禄4 1691 この年銘の延命地蔵立像（みたらし地蔵）が現存
元禄5 1692 火事で焼失
元禄15 1702 単伝清和が厨庫を造立、中興
宝永3 1706 本堂を落成、衆寮を再建
正徳年間 1711-16 「和漢三才図絵」に金勝寺と記載、旧称を併用か
正徳5 1715 禅海（青の洞門を掘削＝享保15・1730頃～宝暦13・1763）が得度（宝光院とも）
享保6 1721 この年、地坪1568坪（大垣町寺社并町中屋敷坪数帳）
享保12 1727 禅堂を新造、内方丈を建営
宝暦13 1763 第11回朝鮮通信使が全昌寺を宿舎にする

文政4 1821
大垣周辺で西国三十三所観音総開眼供養会を営み、西濃巡礼所巡回を開始、全昌寺は第2番札所
（のち途絶し、西美濃三十三霊場として復興）

文政5 1822 尼崎全昌寺が火事で焼失、古記録を全焼
文政10 1827 客殿・座禅堂が焼失
弘化5 1848 9代氏正が洋式大砲を鋳造させ、全昌寺横に鋳造所を設置
嘉永3 1850 全焼
慶応2 1866 大垣藩軍制を改革し、全昌寺に仮軍事局を新設、操練場を設ける
慶応3 1867 大垣・岐阜周辺でお札降り、全昌寺前で豊年踊り（ええじゃないか）
慶応4 1868 小原鉄心が大坂派兵の大垣藩兵の武器を取り上げ全昌寺に保管
明治5 1872 郷校第三校（のち興文第三義校）を全昌寺に開校
明治14 1881 河合繁右衛門が全昌寺で政談演説会を開く
明治24 1891 濃尾地震で全壊、以後、仮堂となる
明治29 1896 宗謙が本堂と庫裏を再建
昭和20 1945 大垣空襲で焼失
昭和55 1980 大垣商工会議所が西美濃三十三霊場を再興、全昌寺は第30番札所
出典
尼崎志. 第1篇（1930）、大垣市史.中巻.分科志（1930）、新修大垣市史.通史編.1（1968）、
大垣市史.通史編.自然・原始～近世、同.近現代（2013）

番号 作品名 作者 時代 技法他 鳥数 サイズ（cm） 所蔵
1 織成儀鳳図 元～明時代・14世紀 染織 中国・遼寧省博物館
2 百鳥図 伝銭選 明時代前期 絹本着色 97（100） 153.3×185.0 宮内庁三の丸尚蔵館（京都・妙心寺旧蔵）
3 三友百禽図 辺文進 明時代前期 絹本着色 台湾・台北故宮博物院
4 百鳥図 伝辺文進 明時代前期 絹本着色 100 206.5×187.6 京都・鹿苑寺
5 百鳥図 伝辺文進 明時代前期 絹本着色 97（100） 180.2×156.2 福岡市美術館（黒田家伝来）
6 聚鳥朝鳳図 陳小山 明時代前期 絹本着色 個人蔵
7 花鳥図 明時代末 絹本着色 中国・上海博物館
8 百鳥朝鳳図 呉煥 清・1711 絹本着色 アメリカ・ボストン美術館
9 百鳥図 狩野栄信 江戸時代・1816-28 絹本着色 永青文庫（細川家伝来）
10 群鳥図 岸竹堂 江戸時代・19世紀後半 絹本着色 48 敦賀市立博物館
＊ 明画華鳥之圖 絹本着色 42 182.2×128.9 全昌寺

出典
吉田麻里子「岸竹堂の群鳥図について：美術館（or博物館）で探鳥会」（日本野鳥の会福井県・つぐみ　198　2021.5）
板倉聖哲・藤元晶子「伝銭選《百鳥図》をめぐって」（三の丸尚蔵館年報・紀要　26　2019）
三宅秀和「永青文庫美の扉49／百鳥朝王：狩野伊川院栄信筆百鳥図」（茶道の研究　57-1　2012.1）
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一西が膳所（大津市）に移封、膳所藩主戸田家菩提寺として城下に建立、金勝寺と称す

元和3 1617
2代氏鉄が摂津尼崎（兵庫県尼崎市）に転封時に移設して全昌寺と改称、雪山呑秀が中興開祖に
氏鉄室・大誓院が叔父・戸田甚五郎供養のため建立

寛永12 1635 氏鉄の美濃大垣移封に全昌寺・照岩文鏡が随伴、林泉寺に住し、のち開基となる
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承応3 1654 大誓院が江戸で没
明暦元 1655 第6回朝鮮通信使から定宿か（～文化8・1811　第12回）
寛文10 1670 2代氏信の姉・玉樹院法要を営む
延宝6 1678 遊行上人尊任が全昌寺で説法、遊行上人の来寺は安永5・1777、寛政12・1800、文政8・1825
天和3 1683 3代氏西が聴講白銀・米・薪を給付
貞享5 1688 4代氏定が寺窮乏に対し寺役料50俵を与える
元禄4 1691 この年銘の延命地蔵立像（みたらし地蔵）が現存
元禄5 1692 火事で焼失
元禄15 1702 単伝清和が厨庫を造立、中興
宝永3 1706 本堂を落成、衆寮を再建
正徳年間 1711-16 「和漢三才図絵」に金勝寺と記載、旧称を併用か
正徳5 1715 禅海（青の洞門を掘削＝享保15・1730頃～宝暦13・1763）が得度（宝光院とも）
享保6 1721 この年、地坪1568坪（大垣町寺社并町中屋敷坪数帳）
享保12 1727 禅堂を新造、内方丈を建営
宝暦13 1763 第11回朝鮮通信使が全昌寺を宿舎にする

文政4 1821
大垣周辺で西国三十三所観音総開眼供養会を営み、西濃巡礼所巡回を開始、全昌寺は第2番札所
（のち途絶し、西美濃三十三霊場として復興）
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図 6 全昌寺 十八羅漢図 
および各幅に捺される朱文方印 

   
左幅           右幅 

       
  

図 7 萬徳寺 絹本墨画十八羅漢図（稲沢市教育委員会提供） 
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【図 11】右幅 韋駄天 【図 12】右幅 羅漢 

（右側の羅漢の着衣に注目） 

【図 13】右幅 画面左上（図版左）と右下（図版右）における山水 【図 14】右幅の羅漢の細部 

（耳や着衣の描線に注目） 

【図９】左幅 画面上方に描かれた松樹・雲・龍 
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ウランを呈色剤とする釉下顔料について 

 

立花 昭 

 

On underglaze using uranium as colorant agent 
 
 

TACHIBANA Akira 
 

要旨 陶磁器の黒色釉下顔料には、かつて呈色剤として酸化ウランが使われており、岐阜県博物館が所蔵

する加藤五輔《釉下彩月薄図花瓶》に施された深みのある黒色の絵付けなどは、こうした作用とされている。

今日においては理解し難い面もあるが、陶磁器の釉薬や絵具にウランを用いることは、その危険性が強く指

摘される 20 世紀中頃まで、国内外を問わず必ずしも忌避されるものでなかった。それは、酸化ウラン(ない

しはウラン酸ソーダなど)を呈色剤とすることで鮮やかな黄色やオレンジ、朱赤、そして黒色に発色し、他

の金属酸化物などでは得難い効果が認められたためといえる。国内ではとりわけ、明治時代に釉下彩技法の

急速な進展がみられるなかで、複数の製陶家が黒色の加飾表現として取り入れていた作例を見出すことがで

きる。 

 
はじめに 

 かつては、国内外において陶磁器の釉薬や絵具の呈色

剤(着色剤)１として、ウラン(ウラニウム、Uran/ Uranium)

が広く使用されていた。これを裏付けるように、令和 2

年(2020)には、岐阜県内で代々家業として陶磁器用釉薬

を扱っていた事業所から、廃業に際してウラン酸ソーダ

80kg の在庫が明らかとなり、驚きをもって大きく報じら

れた２。この原料は、先々代より引き継いだとされるも

ので、所有者が原子力規制委員会へ照会して放射線量は

安全上問題のないレベルであると判明したものの、廃棄

の申請手続きを経て大阪大学に引き取られている。ほか

にも、戦後に設立した陶磁器関連の研究施設でウラン酸

ソーダなどの長期保管が判明し、最終的には安全性が確

認されて事なきを得たが、同施設はもとよりその周辺ま

で放射能検査がおこなわれる騒動へと発展した事案もあ

る。これらは、原子炉等規制法が制定された昭和 32 年

(1957)以前には、ウランが国内において産業的な陶磁器

の釉薬などに使われていたことを端的に示す例といえる

だろう。 

一方、海外においても、例えばアメリカ・ウエストバ

ージニア州にあるホーマー・ラフリン社(Homer Laughlin 

Company)製のフィエスタウェア(Fiesta Ware)について、

1936 年から 1972 年に焼成された色鮮やかなオレンジ釉

の食器に対する酸化ウラン(後年には劣化ウラン)の使用

は周知のとおりである。同社に限らず、外国製品の釉薬

などにもウランが用いられるケースは決して珍しいもの

でなく、むしろ加飾の幅を広げる優良な原料として重宝

されていたといえる。また、陶磁器ではないが、ウラン

ガラスの呈色剤にもなっていることは特に著名である。

暗中で紫外線ランプ(ブラックライト)を照射すると美し

い蛍光緑色を発する特性を有し、こうした製品は海外で

大いに人気を博しただけでなく、国内でも相当数製造さ

れ、今日でもアンティーク品として世界中に流通してい

る。 

近現代の陶芸家においても少数ながら、同様にウラン

の使用がみられ、佐賀県・有田の陶芸家で色絵磁器の重

要無形文化財保持者(人間国宝)であった十三代今泉今右

衛門(1926-2001)は、昭和 53 年(1978)に酸化ウランを呈

色剤とした「薄墨」と呼ばれる技法を考案している。こ

れは黒に近い薄墨色の絵具を、釉下に吹き付けて地文と

する独自の加飾法であり、同じく色絵磁器の重要無形文

化財保持者である当代(1962-)にも継承されている３,４。

ほかにも、オーストリアに生まれ、主にイギリスで作陶

したルーシー・リー(1902-95)が、「ウラン・イエロー」

と記していた鮮黄色の黄釉も、やはり酸化ウランの作用

によるものである５。 

 このように、過去を中心として陶磁器への加飾にウラ

ンが使用された例は枚挙にいとまがなく、当館所蔵の加

藤五輔(1837-1915)《釉下彩月薄図花瓶》に施された墨黒

の釉下彩にも同様のことが考えられる。本稿では特に、
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2 
 
黒色の釉下顔料(下絵具)による加飾がおこなわれた技法

的、あるいは歴史的な背景について確認しつつ、明治期

を中心に制作された磁器作品の実見をとおして、その特

徴などにも言及することを目的とする。なお、本文中に

記す固有名詞については、引用部分を除いて一般的な呼

称に改め、同じくウラニウムについてはウランに統一し

た。 

 

ウランを呈色剤とする技法的研究 

 元素としてのウランは、1789 年にドイツのマルティ

ン・ハインリヒ・クラプロート(1743-1817)によって発見

され、1830 年頃になるとチェコのボヘミア地方でウラン

ガラスの呈色剤として利用されるようになったといわれ

る。一方、陶磁器の釉薬や絵具に使われる端緒は現状に

おいて判然としておらず、汎用されるのはガラスよりも

やや遅れると考えられる。さらに国内へ伝播するのは後

述するとおり、19 世紀後期の明治時代になってからであ

る。 

ウランを用いた陶磁器の加飾についてはすでに述べて

きた理由から、今日において多く論じられることはなく、

さらに新たな成果が示される状況も期待し難い。ただし、

国内における過去の技法的な研究は豊富に蓄積されてい

るため、実際にこれらの利用と並行して刊行されていた

『大日本窯業協会雑誌』(のちに『窯業協會誌』)などを

もとに、ここでは引用が中心となるものの、特に黒色の

釉薬や絵具について言及されている事項を時系列に沿っ

て幾つか確認していきたい。 

『大日本窯業協会雑誌』のなかでウランについて触れ

られるのは、19 世紀末のレンガに関する記事が最も早い。

その後、暫時空白期間を経て、20世に入ると飛鳥井孝太

郎(1867-1927)らによって用法の紹介などが投稿される

ようになり６、さらに 1910 年代以降になると関連する論

考が急増している。このなかで、大正 6年(1917)にウラ

ンを含む陶磁器顔料について、釉薬の研究者として世に

知られる小森忍(1889-1962)は、以下のとおり整理してい

る７。 

 

仰も陶磁器の繪具は、普通の染料、即ち「アニリ

ン」及び「アリザリン」染料等の如き有機質のもの

ではなくて、無機物質で主として重金屬化合物であ

る。今最も普通に陶磁器用繪具として用ひらるゝ主

なる金屬元素を擧ぐれば次の如きものである。 

鐵・銅・クローム・コバルト・満俺・ニツケル・

ウラニウム・チタニウム・アンチモニー・金・銀・

白金・イリジユム等である。然し之等の元素は各々

常に一定の色を保持するものでなくして、其状態に

よりて呈色を變ずるものである、故に繪具の調製上、

及び其應用上に於て、困難を感ずる事が甚だ多い。

今其種々の状態に就きて述ぶれば次の樣である。其

状態を三大別すれば 

一、燒成焔に對する呈色關係。 

二、燒成熱度の高低に依る呈色關係。 

三、配合物に依る呈色關係。 

    (中略) 

   一、燒成焔に依る呈色關係は次表の如く、各金屬

元素は夫れゝ酸化、還元により著しき呈色の變化を

來たすものである。 

(第一表)燒成焔と金屬元素の呈色關係 

金屬元素名  還元焔呈色   酸化焔呈色 

鐵       青色            赤褐色 

銅            赤色            青色 

クローム      綠色 (青綠色)   黄綠色 (紅色) 

コバルト      青藍色          青色 

滿俺          褐又は黒褐色    菫又は赤褐色 

ニツケル      灰色            綠色 

ウラニウム    黒色 (帶綠色)   鮮黄色 

チタニウム    暗橙黄色        橙黄色  

アンチモニー  無色            黄色 

イリジユム    灰色            黒色 

    (中略) 

ウラニウムは、 低火度では、橙黄色から赤黄色の

呈色劑であるが、高火度になると、鮮黄色より漸次

綠色を帶びたる、黄色劑にしかならぬ。 

 

 これによるとウランは、近世以前から使用されてきた

鉄や銅などと同じく、当時における一般的な呈色剤に掲

げられていることがわかる。そして、小森が示す 3つの

呈色作用のうち第 1の「燒成焔に對する呈色關係」を説

明する表に着目すると、黒色系の呈色剤は、マンガン(滿

俺)、ウラン、イリジウムの 3種が該当し、マンガンにつ

いては還元焔(炎)焼成によって、褐色を帯びた黒色にな

るとされている。そして純粋な黒色については、還元焔

焼成によるウランと酸化焔焼成による希少金属のイリジ

ウムが挙げられており、これらが黒色を施す手法として

一般に認知されていたこととなる。ただし、イリジウム

について『大日本窯業協会雑誌』を確認する限りではウ

ランほど頻出しておらず、ウランの方がより一般的だっ

たと考えられる。さらに焼成焰の違いによる呈色作用に
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ン」及び「アリザリン」染料等の如き有機質のもの

ではなくて、無機物質で主として重金屬化合物であ

る。今最も普通に陶磁器用繪具として用ひらるゝ主

なる金屬元素を擧ぐれば次の如きものである。 

鐵・銅・クローム・コバルト・満俺・ニツケル・

ウラニウム・チタニウム・アンチモニー・金・銀・

白金・イリジユム等である。然し之等の元素は各々

常に一定の色を保持するものでなくして、其状態に

よりて呈色を變ずるものである、故に繪具の調製上、

及び其應用上に於て、困難を感ずる事が甚だ多い。

今其種々の状態に就きて述ぶれば次の樣である。其

状態を三大別すれば 

一、燒成焔に對する呈色關係。 

二、燒成熱度の高低に依る呈色關係。 

三、配合物に依る呈色關係。 

    (中略) 

   一、燒成焔に依る呈色關係は次表の如く、各金屬

元素は夫れゝ酸化、還元により著しき呈色の變化を

來たすものである。 

(第一表)燒成焔と金屬元素の呈色關係 

金屬元素名  還元焔呈色   酸化焔呈色 

鐵       青色            赤褐色 

銅            赤色            青色 

クローム      綠色 (青綠色)   黄綠色 (紅色) 

コバルト      青藍色          青色 

滿俺          褐又は黒褐色    菫又は赤褐色 

ニツケル      灰色            綠色 

ウラニウム    黒色 (帶綠色)   鮮黄色 

チタニウム    暗橙黄色        橙黄色  

アンチモニー  無色            黄色 

イリジユム    灰色            黒色 

    (中略) 

ウラニウムは、 低火度では、橙黄色から赤黄色の

呈色劑であるが、高火度になると、鮮黄色より漸次

綠色を帶びたる、黄色劑にしかならぬ。 

 

 これによるとウランは、近世以前から使用されてきた

鉄や銅などと同じく、当時における一般的な呈色剤に掲

げられていることがわかる。そして、小森が示す 3つの

呈色作用のうち第 1の「燒成焔に對する呈色關係」を説

明する表に着目すると、黒色系の呈色剤は、マンガン(滿

俺)、ウラン、イリジウムの 3種が該当し、マンガンにつ

いては還元焔(炎)焼成によって、褐色を帯びた黒色にな

るとされている。そして純粋な黒色については、還元焔

焼成によるウランと酸化焔焼成による希少金属のイリジ

ウムが挙げられており、これらが黒色を施す手法として

一般に認知されていたこととなる。ただし、イリジウム

について『大日本窯業協会雑誌』を確認する限りではウ

ランほど頻出しておらず、ウランの方がより一般的だっ

たと考えられる。さらに焼成焰の違いによる呈色作用に
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黑色の釉下顔料(下絵具)による加飾がおこなわれた技法

的、あるいは歴史的な背景について確認しつつ、明治期

を主として制作された磁器作品の実見をとおして、その

特徴などにも言及することを目的とする。なお、本文中

に記す固有名詞については、引用部分を除いて一般的な

呼称に改め、同じくウラニウムについてはウランに統一

した。 

 

ウランを呈色剤とする技法的研究 

 元素としてのウランは、1789 年にドイツのマルティ

ン・ハインリヒ・クラプロート(1743-1817)によって発見

され、1830年頃になるとチェコのボヘミア地方でウラン

ガラスの呈色剤として利用されるようになったといわれ

る。一方、陶磁器の釉薬や絵具に使われる端緒は現状に

おいて判然としておらず、汎用されるのはガラスよりも

やや遅れると考えられる。さらに国内へ伝播するのは後

述するとおり、19世紀後期の明治時代になってからであ

る。 

ウランを用いた陶磁器の加飾についてはすでに述べて

きた理由から、今日において多く論じられることはなく、

さらに新たな成果が示される状況も期待し難い。ただし、

国内における過去の技法的な研究は豊富に蓄積されてい

るため、実際にこれらの利用と並行して刊行されていた

『大日本窯業協会雑誌』(のちに『窯業協會誌』)などを

もとに、ここでは引用が中心となるものの、特に黑色の

釉薬や絵具について言及されている事項を時系列に沿っ

て幾つか確認していきたい。 

『大日本窯業協会雑誌』のなかでウランについて触れ

られるのは、19世紀末のレンガに関する記事が最も早い。

その後、暫時空白期間を経て、20世に入ると飛鳥井孝太

郎(1867-1927)らによって用法の紹介などが投稿される

ようになり６、さらに 1910年代以降になると関連する論

考が急増している。このなかで、大正 6年(1917)にウラ

ンを含む陶磁器顔料について、釉薬の研究者として世に

知られる小森忍(1889-1962)は、以下のとおり整理してい

る７。 
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 これによるとウランは、近世以前から使用されてきた

鉄や銅などと同じく、当時における一般的な呈色剤に掲

げられていることがわかる。そして、小森が示す 3つの

呈色作用のうち第 1の「燒成焔に對する呈色關係」を説

明する表に着目すると、黑色系の呈色剤は、マンガン(滿
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呈色作用のうち第 1の「燒成焔に對する呈色關係」を説
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いては還元焔(炎)焼成によって、褐色を帯びた黒色にな
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関しては、イリジウムが灰色～黒色と変化の幅が僅かで

あるのに対し、ウランは酸化焔焼成の場合、全く異なる

鮮黄色となること、そして焼成温度が低くなるとさらに

オレンジ系の呈色がみられるとの指摘がなされている。 

このように呈色剤としてのウランに関し、すでに全体

像は概ね把握できているものの、自身で「未だ多くの實

驗を有しないので報告する事の出來ないのは甚だ遺憾で

ある」と述べているように、試験の成果が未だ不十分と

の認識も明かしている。 

 このことを踏まえて小森は、およそ 20 年後の昭和 11

年(1936)に『陶磁器の性状と製作技法』を著し、改めて

前記と同じ呈色関係についての一覧表を用いつつ解説す

るなかで、ウランについても以下のとおり既存の成果を

補うように仔細な追記をおこなっている８。 

 

   彩料として各金屬鹽と其配合物とによる色調の變

化は千變萬化であつて、其配合物が單味に於ては何

等呈色作用をなさないものが他の元素と混合さるゝ

事によりて種々なる色調を呈する。普通彩料として

金屬元素を用ひる際は必ず共呈色の安定を計る爲め

に無呈色劑を混和するを常とする。 

     (中略) 

            呈色劑(酸化ウラニウム) 

無呈色劑 アルミナ        淡黑 

     硼酸          黒 

     酸化リシウム      同 

     弗化カルシウム     墨黑 

     炭酸曹達        黑 

     炭酸加里        同 

     炭酸石灰        黝褐 

     炭酸苦土        紫黑 

     酸化亞鉛        黑 

     炭酸バリウム      黝黄 

     珪酸          黑 

     次硝酸蒼鉛       暗黑 

     炭酸鉛         黑 

     酸化ジルコニウム    黑 

     燐酸石灰        黝黄 

     硫黄          墨黑 

     亞砒酸         薄黑 

     酸化錫         同 

次に釉上彩料の際に於ける溶劑の種類による、各

呈色鹽の呈色變化の一例を表示す。 

呈色金屬化合物(酸化ウラニウム)  

曹達媒熔劑  加里媒熔劑  鉛媒熔劑 

 帶黄綠    黄      帶玉石黄 

  (中略) 

   「釉下彩料」は磁器の如き高火燒成をなすものと、

陶器の如き酸化燒成にて比較的燒成火度低き際とは

自ら彩料も異なる。 

   彩料の釉下呈色は金屬酸化物又は其混合物、若し

くは化合物が釉下に用ひられて釉の熔融下に其儘の

状態を存して呈色するか、又は釉中に一部又は完全

に熔けて呈色するか、何れかである。故に彩料、釉

薬が同じでも其釉の熔融状態が未熔、過熔、により

て著しき變色を來たすのである。 

   一般に釉下彩料として用ゐらるる金屬鹽の呈色は、 

     (中略) 

    ウラニウム・・・黄色、黒色、 

     (中略) 

「ウラニウム鹽」は燒成の際の還元燒成に對して

非常に鋭敏に作用する。卽ち酸化状態にて鮮黄色の

ものが急に黑色に變するため、使用上特に注意せざ

れば變色し易いから之が使用は相當困題が伴ふもの

である。然し酸化の際は黄色彩料として適したもの

であり還元燒成では黑色彩料として適した彩料が得

られる。 

 

 小森によるこれら 2つの論考を比較すれば、後者は実

際の試験を通じた結果などが盛り込まれるなど、かつて

遺憾の念を表していた内容が更新され、酸化ウランにつ

いても一層その性質が見極められるようになった状況が

見て取れる。 

とりわけ、釉薬や上絵付、釉下彩について幅広い成果

が示され、このうち釉薬に関しては、各アルカリ分を配

合した際の呈色の違いが詳細に記されている。これをみ

ると、基本的には黒色と黄色で構成されており、とくに

黒色については、薄い黒から濃い黒、紫や褐色を帯びる

ものまである。また、上絵については先の論考を引き継

いでおり、媒溶剤によって黄色を中心とした呈色の違い

がみられる。釉下彩は、黄色から黒色へ変色しやすいた

め注意を要するといった経験的な指摘もあり、そのうえ

で焼成焰の違いによって黄色や黒色となる優良な呈色剤

であることなどが綴られている。 

そして、昭和初期に刊行された『陶器大辭典』におい

ても以下のとおり簡潔な内容で項目立てられている９。

要約すれば、酸化ウランの呈色は赤、黄、黒を基本とし

ながらも、条件によってはこうした色を基にして微妙な
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関しては、イリジウムが灰色～黒色と変化の幅が僅かで

あるのに対し、ウランは酸化焔焼成の場合、全く異なる

鮮黄色となること、そして焼成温度が低くなるとさらに

オレンジ系の呈色がみられるとの指摘がなされている。 

このように呈色剤としてのウランに関し、すでに全体

像は概ね把握できているものの、自身で「未だ多くの實

驗を有しないので報告する事の出來ないのは甚だ遺憾で

ある」と述べているように、試験の成果が未だ不十分と

の認識も明かしている。 

 このことを踏まえて小森は、およそ 20 年後の昭和 11

年(1936)に『陶磁器の性状と製作技法』を著し、改めて

前記と同じ呈色関係についての一覧表を用いつつ解説す

るなかで、ウランについても以下のとおり既存の成果を

補うように仔細な追記をおこなっている８。 

 

   彩料として各金屬鹽と其配合物とによる色調の變

化は千變萬化であつて、其配合物が單味に於ては何

等呈色作用をなさないものが他の元素と混合さるゝ

事によりて種々なる色調を呈する。普通彩料として

金屬元素を用ひる際は必ず共呈色の安定を計る爲め

に無呈色劑を混和するを常とする。 

     (中略) 

            呈色劑(酸化ウラニウム) 

無呈色劑 アルミナ        淡黒 

     硼酸          黒 

     酸化リシウム      同 

     弗化カルシウム     墨黒 

     炭酸曹達        黒 

     炭酸加里        同 

     炭酸石灰        黝褐 

     炭酸苦土        紫黒 

     酸化亞鉛        黒 

     炭酸バリウム      黝黄 

     珪酸          黒 

     次硝酸蒼鉛       暗黒 

     炭酸鉛         黒 

     酸化ジルコニウム    黒 

     燐酸石灰        黝黄 

     硫黄          墨黒 

     亞砒酸         薄黒 

     酸化錫         同 

次に釉上彩料の際に於ける溶劑の種類による、各

呈色鹽の呈色變化の一例を表示す。 

呈色金屬化合物(酸化ウラニウム)  

曹達媒熔劑  加里媒熔劑  鉛媒熔劑 

 帶黄綠    黄      帶玉石黄 

  (中略) 

   「釉下彩料」は磁器の如き高火燒成をなすものと、

陶器の如き酸化燒成にて比較的燒成火度低き際とは

自ら彩料も異なる。 

   彩料の釉下呈色は金屬酸化物又は其混合物、若し

くは化合物が釉下に用ひられて釉の熔融下に其儘の

状態を存して呈色するか、又は釉中に一部又は完全

に熔けて呈色するか、何れかである。故に彩料、釉

薬が同じでも其釉の熔融状態が未熔、過熔、により

て著しき變色を來たすのである。 

   一般に釉下彩料として用ゐらるる金屬鹽の呈色は、 

     (中略) 

    ウラニウム・・・黄色、黒色、 

     (中略) 

「ウラニウム鹽」は燒成の際の還元燒成に對して

非常に鋭敏に作用する。卽ち酸化状態にて鮮黄色の

ものが急に黒色に變するため、使用上特に注意せざ

れば變色し易いから之が使用は相當困題が伴ふもの

である。然し酸化の際は黄色彩料として適したもの

であり還元燒成では黒色彩料として適した彩料が得

られる。 

 

 小森によるこれら 2つの論考を比較すれば、後者は実

際の試験を通じた結果などが盛り込まれるなど、かつて

遺憾の念を表していた内容が更新され、酸化ウランにつ

いても一層その性質が見極められるようになった状況が

見て取れる。 

とりわけ、釉薬や上絵付、釉下彩について幅広い成果

が示され、このうち釉薬に関しては、各アルカリ分を配

合した際の呈色の違いが詳細に記されている。これをみ

ると、基本的には黒色と黄色で構成されており、とくに

黒色については、薄い黒から濃い黒、紫や褐色を帯びる

ものまである。また、上絵については先の論考を引き継

いでおり、媒溶剤によって黄色を中心とした呈色の違い

がみられる。釉下彩は、黄色から黒色へ変色しやすいた

め注意を要するといった経験的な指摘もあり、そのうえ

で焼成焰の違いによって黄色や黒色となる優良な呈色剤

であることなどが綴られている。 

そして、昭和初期に刊行された『陶器大辭典』におい

ても以下のとおり簡潔な内容で項目立てられている９。

要約すれば、酸化ウランの呈色は赤、黄、黒を基本とし

ながらも、条件によってはこうした色を基にして微妙な
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ウランを呈色剤とする釉下顔料について
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変化をきたすというもので、この呈色剤について小森ら

の成果が広く認識され得る状況となっていた。 

 

  ウラニウム Uranium 

    (中略) 

  【ウラニウム繪具】主として赤・黄・黑である。黒

の下繪具は酸化ウラニウム UO2 を適當の媒熔劑に加

へ還元焰で燒いて作る。黄色は酸化ウラニウム UO2 

を黄釉黄色素地に加へ酸化焰で燒いて作る。赤はウ

ラニウム黄色と同じやうにして作るが色氣はその土

地の状態によつて左右される。アルカリと硼酸は薄

黄を生ずるが鉛化合物はオレンヂ色を生ずる傾向が

ある。カルシウムとストロンチウムとの化合物は黄

を生ずるがカルシウムとマグネシウムの化合物は特

に硼酸を含有してゐると綠色を生ずる傾向がある。 

 

さらに時代は下がるが、加藤悦三は昭和 40 年(1965)

に『窯工會誌』の中で、ウラン酸ソーダについて以下の

とおりまとめている 10。 

 

  セラミック原料解説集 

    (中略) 

ウラン酸ソーダ 

Sodium Uranate  Natriumuranat 

Uranate de Sodium YpaHaT HaTpNR 

Na2U2O7(重ウラン酸ソーダ)MW 634.06.オレンジ色

の結晶で水には溶けないが酸に溶解する.ウラニル

塩溶液に水酸化ナトリウムを加えて得られる. 

Na2U16O49(黄)とNa2U2O7(オレンジ)の2つがあるが,ア

ルカリが過剰のとき後者が安定になる.アンモニア

を用いると重ウラン酸アンモン(NH4)2U2O7(黄)が沈

澱する.Na2UO4 も存在するが,重ウラン酸ソーダが普

通に使われる. 

ウランは石灰釉,鉛釉,アルカリ釉など各種の釉 

でレモン黄ないしオレンジ黄の呈色をアンチモン黄,

バナジウム黄などの顔料による黄色釉と違い透明性 

のよい黄色釉を作る特徴がある.ウラン酸ソーダを

珪酸鉛釉に 10 %余り添加すれば朱色のつや消釉が得 

られる.黄は酸化焼成の呈色で,還元焼成では純黒の

釉が得られる.また黒の磁器用下絵具を作るのに用

いられる.同じ目的に酸化ウラン U3O8,ウラン酸アン 

モンも使える.  

 

 上記はウラン酸ソーダについての記述であるが、酸化

ウランについても同様の効果を得ることができると記さ

れている。これと同時期にあたる、昭和 40年(1965)宮川

愛太郎 11、昭和 45 年(1970)素木洋一 12らの著書にも、ウ

ランの呈色に関する記述を見出すことができる。いずれ

も基礎的な専門書のなかで、それぞれの視点がみられる

ものの、内容的には前記と大きく違えるものとなってい

ない。それは、宮川が「現在ウラニウムは戦前のように

自由に使えないが、記録や筆者の実験例がある」と述べ

るとおり、すでに昭和初期に概ね成果が出尽くしたうえ、

過去の試験等に基づく結果に頼らざるを得なかったこと

も関係しているのだろう。 

 

 国内での受容と実作品への使用状況 

既述のとおり、国内における呈色剤としてのウラン研

究は、小森らによって大正期に一定の成果が提示される

ようになり、昭和初期に至って総体的にまとめられてい

る。一方で、実際に国内でこの原料が陶磁器に使用され

はじめるのは、さらに明治期にまでさかのぼり、その草

創期の状況をうかがい知ることのできる内容として『陶

器大辞典』の「つやなしたんき」の項 13には、以下のよ

うな記述がみられる。 

 

  有田で明治初年頃賣出した黑色繪具の商品名。深

川榮左衛門が佛國より黄色繪具として買つて來たも

ので、ウラニウムを含んだものであつたが、本燒を

失敗したら非常によい黑を出したので、斯る變名を

用ひて賣つたものである。 

 

これは、有田の 8 代深川栄左衛門(1832-99)が、明治

11年(1878)のパリ万国博覧会に参加し、翌年帰国したと

きの事項とみられる 14。最も注目されるのが、明治 12年

頃に規模的な点は不明であるものの、国内において酸化

ウランを呈色剤とする絵具の販売がおこなわれていたと

されることである。例えば、すでに産業的な陶磁器の顔

料として需要が増大していた酸化コバルトについては、

明治 7 年(1874)に松村九助(1845-1912)が長崎で買い集

め、その後名古屋を拠点に瀬戸・美濃などへ売りさばく

ようになったといわれている。したがって「つやなした

んき」は、これと時期を大きく隔てていないため、早期

より商品化された輸入絵具といってよい。また、黄色の

絵具として期待したものの、焼成が不調に終わり黒色を

呈するに至った経緯については、すでに記した小森によ

る「酸化状態にて鮮黄色のものが急に黑色に變するため、

使用上特に注意せざれば變色し易いから之が使用は相當
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変化をきたすというもので、この呈色剤について小森ら

の成果が広く認識され得る状況となっていた。 
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る「酸化状態にて鮮黄色のものが急に黒色に變するため、

使用上特に注意せざれば變色し易いから之が使用は相當

4 
 
変化をきたすというもので、この呈色剤について小森ら

の成果が広く認識され得る状況となっていた。 

 

  ウラニウム Uranium 

    (中略) 

  【ウラニウム繪具】主として赤・黄・黑である。黑

の下繪具は酸化ウラニウム UO2を適當の媒熔劑に加

へ還元焰で燒いて作る。黄色は酸化ウラニウム UO2 

を黄釉黄色素地に加へ酸化焰で燒いて作る。赤はウ

ラニウム黄色と同じやうにして作るが色氣はその土

地の状態によつて左右される。アルカリと硼酸は薄

黄を生ずるが鉛化合物はオレンヂ色を生ずる傾向が

ある。カルシウムとストロンチウムとの化合物は黄

を生ずるがカルシウムとマグネシウムの化合物は特

に硼酸を含有してゐると綠色を生ずる傾向がある。 

 

さらに時代は下がるが、加藤悦三は昭和 40 年(1965)

に『窯業協會誌』の中で、ウラン酸ソーダについて以下

のとおりまとめている 10。 

 

  セラミック原料解説集 

    (中略) 

ウラン酸ソーダ 

Sodium Uranate  Natriumuranat 

Uranate de Sodium YpaHaT HaTpNR 

Na2U2O7(重ウラン酸ソーダ)MW 634.06.オレンジ色

の結晶で水には溶けないが酸に溶解する.ウラニル

塩溶液に水酸化ナトリウムを加えて得られる. 

Na2U16O49(黄)と Na2U2O7(オレンジ)の 2つがあるが,ア

ルカリが過剰のとき後者が安定になる.アンモニア

を用いると重ウラン酸アンモン(NH4)2U2O7(黄)が沈

澱する.Na2UO4 も存在するが,重ウラン酸ソーダが普

通に使われる. 

ウランは石灰釉,鉛釉,アルカリ釉など各種の釉 

でレモン黄ないしオレンジ黄の呈色をアンチモン黄,

バナジウム黄などの顔料による黄色釉と違い透明性 

のよい黄色釉を作る特徴がある.ウラン酸ソーダを

珪酸鉛釉に 10 %余り添加すれば朱色のつや消釉が得 

られる.黄は酸化焼成の呈色で,還元焼成では純黑の

釉が得られる.また黑の磁器用下絵具を作るのに用

いられる.同じ目的に酸化ウラン U3O8,ウラン酸アン 

モンも使える.  

 

 上記はウラン酸ソーダについての記述であるが、酸化

ウランについても同様の効果を得ることができると記さ

れている。これと同時期にあたる、昭和 40年(1965)宮川

愛太郎 11、同 45年(1970)素木洋一 12らの著書にも、ウラ

ンの呈色に関する記述を見出すことができる。いずれも

基礎的な専門書のなかで、それぞれの視点がみられるも

のの、内容的には前記と大きく違えるものとなっていな

い。それは、宮川が「現在ウラニウムは戦前のように自

由に使えないが、記録や筆者の実験例がある」と述べる

とおり、すでに昭和初期に概ね成果が出尽くしたうえ、

過去の試験等に基づく結果に頼らざるを得なかったこと

も関係しているのだろう。 

 

 国内での受容と実作品への使用状況 

既述のとおり、国内における呈色剤としてのウラン研

究は、小森らによって大正期に一定の成果が提示される

ようになり、昭和初期に至って総体的にまとめられてい

る。一方で、実際に国内でこの原料が陶磁器に使用され

はじめるのは、さらに明治期にまでさかのぼり、その草

創期の状況をうかがい知ることのできる内容として『陶

器大辭典』の「つやなしたんき」の項 13には、以下のよ

うな記述がみられる。 

 

  有田で明治初年頃賣出した黑色繪具の商品名。深

川榮左衛門が佛國より黄色繪具として買つて來たも

ので、ウラニウムを含んだものであつたが、本燒を

失敗したら非常によい黑を出したので、斯る變名を

用ひて賣つたものである。 

 

これは、有田の 8 代深川栄左衛門(1832-99)が、明治

11年(1878)のパリ万国博覧会に参加し、翌年帰国したと

きの事項とみられる 14。最も注目されるのが、明治 12年

頃に規模的な点は不明であるものの、国内において酸化

ウランを呈色剤とする絵具の販売がおこなわれていたと

されることである。例えば、すでに産業的な陶磁器の顔

料として需要が増大していた酸化コバルトについては、

明治 7 年(1874)に松村九助(1844-1912)が長崎で買い集

め、その後名古屋を拠点に瀬戸・美濃などへ売りさばく

ようになったといわれている。したがって「つやなした

んき」は、これと時期を大きく隔てていないため、早期

より商品化された輸入絵具といってよい。また、黄色の

絵具として期待したものの、焼成が不調に終わり黑色を

呈するに至った経緯については、すでに記した小森によ

る「酸化状態にて鮮黄色のものが急に黑色に變するため、

使用上特に注意せざれば變色し易いから之が使用は相當
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5 
 
困題が伴ふ」の説明と整合している。 

これとは別に九谷でも、明治 26 年(1893)に「友田組、

白盛釉を完成する。この頃、瑠璃・均窯・辰砂・鮮紅・

ウラニウム黒・クロム黄などの本窯物が出来る」15 とあ

り、明治中期にはウランによる黒釉(なしいは顔料)を完

成させていたことが確認できる。友田組は、明治 24 年

(1891)友田安清(1862-1918)によって金沢に設立された、

西洋顔料と釉薬を本格的に製造した会社である。同所で

開発された顔料一覧のなかに「明治 28 年 2 月 仏壱六号 

黒茶色」「明治33年2月 仏百四〇号 艶黒、英拾号 濃黒、

仏参四号 艶黒」16などの記載がみられ、これらと併せ考

えると、実際は明治 33 年(1900)頃に完成したと推測され

る。 

その他、海外からの直接的な輸入なども想定されるが、

具体的な事例について今のところ把握できていない。な

お、国内におけるウラン採掘の黎明期については以下の

ような状況であったとされており 17、例えば、ここに記

されているフェルグソナイト(フェルグソン石)は、黄色

の呈色剤として陶磁器に使われていた 18。ただし、ウラ

ン鉱床のレベルで発見されるのは、戦後になってからの

ことである。 

 

日本においてウラン・トリウム鉱物の最初の発見

は, 滋賀県田の上山産のモナズ石で,明治初年のこ

とと伝えられている.明治 30 年代に入り,岐阜県苗

木産のフェルグソン石,モナズ石,ついで苗木石(変

種 ジルコン),恵那石(ウラノトーライトの一種),福

島県石川山のサセルスキー石,石川石(サマルスキー

石の変種)など, 愛媛県波方の波方石(含ウラン褐簾

石)その他の発見となり,日本特産の放射性鉱物を加

えて,種々のウラン・トリウム鉱物の鉱物学的研究が

行われてきた. 

 

 続いて、黒色の釉下彩による加飾が施された国内各地

の作品について、実見できたものの特徴などを確認して

いきたい。 

加藤五輔(美濃)《釉下彩月薄図花瓶》明治中期 岐阜県

博物館蔵(p.86 図 1) 

加藤五輔(1837-1915)は染付細密画を得意とし、近代に

おける美濃の名工として名を馳せた人物である。本作は、

吹絵の技法を用いた黒色の釉下彩によって、グラデーシ

ョンのかかったたなびく雲が絵付けされている。さらに、

前景には染付によって薄を描き、背景の灰青色地に大き

く円形の白抜き部分を設けて満月に見立てている。高台

内にある「大日本美濃 加藤五輔製」の染付銘や作風から

明治時代中期以降の作と考えられる。加藤五輔作品のな

かで、黒の釉下彩が施されているのは、極めて少数しか

存在していない。 

加藤五輔(美濃)《釉下彩雲龍図花瓶》明治中期 多治見

市美濃焼ミュージアム蔵(p.86 図 2) 

本作も加藤五輔の花瓶であり、構図のやや異なる個人

蔵の雲龍図花瓶とともに一対をなす。前出の《釉下彩月

薄図花瓶》とは一変し、まさに墨絵のごとく黒の釉下彩

のみで、濃淡を伴う見事な筆致によって雲龍を描き出し

ている。高台内には「大日本美濃 加藤五輔製」の染付銘

がみられることなどから、同様に明治時代中期以降の作

と考えられる。この一対を成す作品は、加藤五輔の名品

として古くから地元に伝わっており、同時にウランによ

って加飾されていることも併せて語られてきた。 

 西浦圓治(美濃)《釉下彩馬図皿》明治中期-後期 多治

見市美濃焼ミュージアム蔵(p.86 図 3) 

 西浦圓治(五代、1856-1914)は、明治 30年代前半に美

濃で釉下彩技法を先駆的に取り入れた人物である。特に、

吹絵による多色の釉下彩作品を残し、黒色も部分的では

あるがしばしば使用している。この皿は、一般的な西浦

の釉下彩による加飾と一線を画すように馬の半身を描い

ており、器面の見込みに馬の領域を白抜きにしつつ黒色

の釉を施し、さらに加筆もおこなって表現している。こ

こで取り上げている他の作品と比較すると、部分的にや

や深緑色を帯びる特徴を示しており、小森がウランの呈

色について「黒色(帶綠色)」と記していることや、『陶器

大辭典』の「カルシウムとマグネシウムの化合物は特に

硼酸を含有してゐると綠色を生ずる傾向がある」との関

連も考えられる。 

 加藤友太郎(東京)《釉下彩松にカラス図花瓶》明治中

期 岐阜県立多治見工業高等学校蔵(p.86 図 4) 

加藤友太郎(1851-1916)は瀬戸に生まれ、上京して近代

窯業の父とされるゴットフリート・ワグネル(1831-92)

に師事して最新の窯業技術に触れる機会を得ており、と

りわけ朱赤の「陶壽紅」に代表される釉下彩の研究開発

で大きな成果を上げている。本作は、太陽の表現に用い

られた「陶壽紅」が目を引くものの、相対して描かれた

カラスは深い黒色とそのグラデーションからなる釉下彩

によって巧みに表されている。加藤友太郎については、

同じく黒の釉下彩によって鯉を描いた作品もよく知られ

ている。 

 加藤勘四郎(瀬戸)《釉下彩風景図花瓶》明治中期-後期 

個人蔵(p.86 図 5) 
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博物館蔵(p.86 図 1) 

加藤五輔は染付細密画を得意とし、近代における美濃

の名工として名を馳せた人物である。本作は、吹絵の技

法を用いた黒色の釉下彩によって、グラデーションのか

かったたなびく雲が絵付けされている。さらに、前景に

は染付によって薄を描き、背景の灰青色地に大きく円形

の白抜き部分を設けて満月に見立てている。高台内にあ

る「大日本美濃 加藤五輔製」の染付銘や作風から明治時

代中期以降の作と考えられる。加藤五輔作品のなかで、

黒の釉下彩が施されているのは、極めて少数しか存在し

ていない。 

加藤五輔(美濃)《釉下彩雲龍図花瓶》明治中期 多治見

市美濃焼ミュージアム蔵(p.86 図 2) 

本作も加藤五輔の花瓶であり、構図のやや異なる個人

蔵の雲龍図花瓶とともに一対をなす。前出の《釉下彩月

薄図花瓶》とは一変し、まさに墨絵のごとく黒の釉下彩

のみで、濃淡を伴う見事な筆致によって雲龍を描き出し

ている。高台内には「大日本美濃 加藤五輔製」の染付銘

がみられることなどから、同様に明治時代中期以降の作

と考えられる。この一対を成す作品は、加藤五輔の名品

として古くから地元に伝わっており、同時にウランによ

って加飾されていることも併せて語られてきた。 

 西浦圓治(美濃)《釉下彩馬図皿》明治中期-後期 多治

見市美濃焼ミュージアム蔵(p.86 図 3) 

 西浦圓治(五代、1856-1914)は、明治 30年代前半に美

濃で釉下彩技法を先駆的に取り入れた人物である。特に、

吹絵による多色の釉下彩作品を残し、黒色も部分的では

あるがしばしば使用している。この皿は、一般的な西浦

の釉下彩による加飾と一線を画すように馬の半身を描い

ており、器面の見込みに馬の領域を白抜きにしつつ黒色

の釉を施し、さらに加筆もおこなって表現している。こ

こで取り上げている他の作品と比較すると、部分的にや

や深緑色を帯びる特徴を示しており、小森がウランの呈

色について「黒色(帶綠色)」と記していることや、『陶器

大辭典』の「カルシウムとマグネシウムの化合物は特に

硼酸を含有してゐると綠色を生ずる傾向がある」との関

連も考えられる。 

 加藤友太郎(東京)《釉下彩松にカラス図花瓶》明治中

期 岐阜県立多治見工業高等学校蔵(p.86 図 4) 

加藤友太郎(1851-1916)は瀬戸に生まれ、上京して近代

窯業の父とされるゴットフリート・ワグネル(1831-92)

に師事して最新の窯業技術に触れる機会を得ており、と

りわけ朱赤の「陶壽紅」に代表される釉下彩の研究開発

で大きな成果を上げている。本作は、太陽の表現に用い

られた「陶壽紅」が目を引くものの、相対して描かれた

カラスは深い黒色とそのグラデーションからなる釉下彩

によって巧みに表されている。加藤友太郎については、

同じく黒の釉下彩によって鯉を描いた作品もよく知られ

ている。 

 加藤勘四郎(瀬戸)《釉下彩風景図花瓶》明治中期-後期 

個人蔵(p.86 図 5) 
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変化をきたすというもので、この呈色剤について小森ら

の成果が広く認識され得る状況となっていた。 

 

  ウラニウム Uranium 

    (中略) 

  【ウラニウム繪具】主として赤・黄・黑である。黑

の下繪具は酸化ウラニウム UO2を適當の媒熔劑に加

へ還元焰で燒いて作る。黄色は酸化ウラニウム UO2 

を黄釉黄色素地に加へ酸化焰で燒いて作る。赤はウ

ラニウム黄色と同じやうにして作るが色氣はその土

地の状態によつて左右される。アルカリと硼酸は薄

黄を生ずるが鉛化合物はオレンヂ色を生ずる傾向が

ある。カルシウムとストロンチウムとの化合物は黄

を生ずるがカルシウムとマグネシウムの化合物は特

に硼酸を含有してゐると綠色を生ずる傾向がある。 

 

さらに時代は下がるが、加藤悦三は昭和 40 年(1965)

に『窯業協會誌』の中で、ウラン酸ソーダについて以下

のとおりまとめている 10。 

 

  セラミック原料解説集 

    (中略) 

ウラン酸ソーダ 

Sodium Uranate  Natriumuranat 

Uranate de Sodium YpaHaT HaTpNR 

Na2U2O7(重ウラン酸ソーダ)MW 634.06.オレンジ色

の結晶で水には溶けないが酸に溶解する.ウラニル

塩溶液に水酸化ナトリウムを加えて得られる. 

Na2U16O49(黄)と Na2U2O7(オレンジ)の 2つがあるが,ア

ルカリが過剰のとき後者が安定になる.アンモニア

を用いると重ウラン酸アンモン(NH4)2U2O7(黄)が沈

澱する.Na2UO4 も存在するが,重ウラン酸ソーダが普

通に使われる. 

ウランは石灰釉,鉛釉,アルカリ釉など各種の釉 

でレモン黄ないしオレンジ黄の呈色をアンチモン黄,

バナジウム黄などの顔料による黄色釉と違い透明性 

のよい黄色釉を作る特徴がある.ウラン酸ソーダを

珪酸鉛釉に 10 %余り添加すれば朱色のつや消釉が得 

られる.黄は酸化焼成の呈色で,還元焼成では純黑の

釉が得られる.また黑の磁器用下絵具を作るのに用

いられる.同じ目的に酸化ウラン U3O8,ウラン酸アン 

モンも使える.  

 

 上記はウラン酸ソーダについての記述であるが、酸化

ウランについても同様の効果を得ることができると記さ

れている。これと同時期にあたる、昭和 40年(1965)宮川

愛太郎 11、同 45年(1970)素木洋一 12らの著書にも、ウラ

ンの呈色に関する記述を見出すことができる。いずれも

基礎的な専門書のなかで、それぞれの視点がみられるも

のの、内容的には前記と大きく違えるものとなっていな

い。それは、宮川が「現在ウラニウムは戦前のように自

由に使えないが、記録や筆者の実験例がある」と述べる

とおり、すでに昭和初期に概ね成果が出尽くしたうえ、

過去の試験等に基づく結果に頼らざるを得なかったこと

も関係しているのだろう。 

 

 国内での受容と実作品への使用状況 

既述のとおり、国内における呈色剤としてのウラン研

究は、小森らによって大正期に一定の成果が提示される

ようになり、昭和初期に至って総体的にまとめられてい

る。一方で、実際に国内でこの原料が陶磁器に使用され

はじめるのは、さらに明治期にまでさかのぼり、その草

創期の状況をうかがい知ることのできる内容として『陶

器大辭典』の「つやなしたんき」の項 13には、以下のよ

うな記述がみられる。 

 

  有田で明治初年頃賣出した黑色繪具の商品名。深

川榮左衛門が佛國より黄色繪具として買つて來たも

ので、ウラニウムを含んだものであつたが、本燒を

失敗したら非常によい黑を出したので、斯る變名を

用ひて賣つたものである。 

 

これは、有田の 8 代深川栄左衛門(1832-99)が、明治

11年(1878)のパリ万国博覧会に参加し、翌年帰国したと

きの事項とみられる 14。最も注目されるのが、明治 12年

頃に規模的な点は不明であるものの、国内において酸化

ウランを呈色剤とする絵具の販売がおこなわれていたと

されることである。例えば、すでに産業的な陶磁器の顔

料として需要が増大していた酸化コバルトについては、

明治 7 年(1874)に松村九助(1844-1912)が長崎で買い集

め、その後名古屋を拠点に瀬戸・美濃などへ売りさばく

ようになったといわれている。したがって「つやなした

んき」は、これと時期を大きく隔てていないため、早期

より商品化された輸入絵具といってよい。また、黄色の

絵具として期待したものの、焼成が不調に終わり黑色を

呈するに至った経緯については、すでに記した小森によ

る「酸化状態にて鮮黄色のものが急に黑色に變するため、

使用上特に注意せざれば變色し易いから之が使用は相當
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困題が伴ふ」の説明と整合している。 

これとは別に九谷でも、明治 26年(1893)に「友田組、

白盛釉を完成する。この頃、瑠璃・均窯・辰砂・鮮紅・

ウラニウム黑・クロム黄などの本窯物が出来る」15 とあ

り、明治中期にはウランによる黑釉(なしいは顔料)を完

成させていたことが確認できる。友田組は、明治 24 年

(1891)友田安清(1862-1918)によって金沢に設立された、

西洋顔料と釉薬を本格的に製造した会社である。同所で

開発された顔料一覧のなかに「明治 28年 2月 仏壱六号 

黑茶色」「明治33年2月 仏百四〇号 艶黑、英拾号 濃黑、

仏参四号 艶黑」16などの記載がみられ、これらと併せ考

えると、実際は明治 33年(1900)頃に完成したと推測され

る。 

その他、海外からの直接的な輸入なども想定されるが、

具体的な事例について今のところ把握できていない。な

お、国内におけるウラン採掘の黎明期については以下の

ような状況であったとされており 17、例えば、ここに記

されているフェルグソナイト(フェルグソン石)は、黄色

の呈色剤として陶磁器に使われていた 18。ただし、ウラ

ン鉱床のレベルで発見されるのは、戦後になってからの

ことである。 

 

日本においてウラン・トリウム鉱物の最初の発見

は, 滋賀県田の上山産のモナズ石で,明治初年のこ

とと伝えられている.明治 30 年代に入り,岐阜県苗

木産のフェルグソン石,モナズ石,ついで苗木石(変

種 ジルコン),恵那石(ウラノトーライトの一種),福

島県石川山のサセルスキー石,石川石(サマルスキー

石の変種)など, 愛媛県波方の波方石(含ウラン褐簾

石)その他の発見となり,日本特産の放射性鉱物を加

えて,種々のウラン・トリウム鉱物の鉱物学的研究が

行われてきた. 

 

 続いて、黑色の釉下彩による加飾が施された国内各地

の作品について、実見できたものの特徴などを確認して

いきたい。 

加藤五輔(美濃)《釉下彩月薄図花瓶》明治中期 岐阜県

博物館蔵(p.86 図 1) 

加藤五輔は染付細密画を得意とし、近代における美濃

の名工として名を馳せた人物である。本作は、吹絵の技

法を用いた黑色の釉下彩によって、グラデーションのか

かったたなびく雲が絵付けされている。さらに、前景に

は染付によって薄を描き、背景の灰青色地に大きく円形

の白抜き部分を設けて満月に見立てている。高台内にあ

る「大日本美濃 加藤五輔製」の染付銘や作風から明治時

代中期以降の作と考えられる。加藤五輔作品のなかで、

黑の釉下彩が施されているのは、極めて少数しか存在し

ていない。 

加藤五輔(美濃)《釉下彩雲龍図花瓶》明治中期 多治見

市美濃焼ミュージアム蔵(p.86 図 2) 

本作も加藤五輔の花瓶であり、構図のやや異なる個人

蔵の雲龍図花瓶とともに一対をなす。前出の《釉下彩月

薄図花瓶》とは一変し、まさに墨絵のごとく黑の釉下彩

のみで、濃淡を伴う見事な筆致によって雲龍を描き出し

ている。高台内には「大日本美濃 加藤五輔製」の染付銘

がみられることなどから、同様に明治時代中期以降の作

と考えられる。この一対を成す作品は、加藤五輔の名品

として古くから地元に伝わっており、同時にウランによ

って加飾されていることも併せて語られてきた。 

 西浦圓治(美濃)《釉下彩馬図皿》明治中期-後期 多治

見市美濃焼ミュージアム蔵(p.86 図 3) 

 西浦圓治(五代、1856-1914)は、明治 30年代前半に美

濃で釉下彩技法を先駆的に取り入れた人物である。特に、

吹絵による多色の釉下彩作品を残し、黑色も部分的では

あるがしばしば使用している。この皿は、一般的な西浦

の釉下彩による加飾と一線を画すように馬の半身を描い

ており、器面の見込みに馬の領域を白抜きにしつつ黑色

の釉を施し、さらに加筆もおこなって表現している。こ

こで取り上げている他の作品と比較すると、部分的にや

や深緑色を帯びる特徴を示しており、小森がウランの呈

色について「黑色(帶綠色)」と記していることや、『陶器

大辭典』の「カルシウムとマグネシウムの化合物は特に

硼酸を含有してゐると綠色を生ずる傾向がある」との関

連も考えられる。 

 加藤友太郎(東京)《釉下彩松にカラス図花瓶》明治中

期 岐阜県立多治見工業高等学校蔵(p.86 図 4) 

加藤友太郎(1851-1916)は瀬戸に生まれ、上京して近代

窯業の父とされるゴットフリート・ワグネル(1831-92)

に師事して最新の窯業技術に触れる機会を得ており、と

りわけ朱赤の「陶壽紅」に代表される釉下彩の研究開発

で大きな成果を上げている。本作は、太陽の表現に用い

られた「陶壽紅」が目を引くものの、相対して描かれた

カラスは深い黑色とそのグラデーションからなる釉下彩

によって巧みに表されている。加藤友太郎については、

同じく黑の釉下彩によって鯉を描いた作品もよく知られ

ている。 

 加藤勘四郎(瀬戸)《釉下彩風景図花瓶》明治中期-後期 

個人蔵(p.86 図 5) 
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 加藤勘四郎(生没年不詳)は、瀬戸で精緻な染付を得意

とした人物である。本作は、小ぶりの花瓶に黒の釉下彩

のみで、山奥にある住居を吹絵によるグラデーションと

一部加筆によって墨絵風に描いている。 

 石野龍山(九谷)《釉下彩鯉図花瓶》明治後期-大正 個

人蔵(p.86 図 6) 

 石野龍山(1861-1936)は、明治 35年(1902)に金沢で独

特の釉下彩と等しい技法を完成させた。実際には、上絵

の技法を用いて釉下彩風に表現したといわれている。花

瓶には、黒とオレンジの釉下彩による鯉が描かれており、

他の作品の黒色に比してやや淡い発色となっている。 

 以上は、今回実見できた作品のみを取り上げているが、

黒色の釉下彩については、少数ながらこれ以外の磁器産

地でも使用されていたことが確認できている。したがっ

て酸化ウランは、酸化コバルトを使った染付のように汎

用される存在とは異なり、加藤五輔の雲龍図に代表され

るような黒の釉下彩を基調とする墨絵風の作品として、

あるいは黒のワンポイントによる効果を狙うような場面

に限られながら、それほど主張することなく利用されて

いた状況がうかがえる。 

 さらに、前記作品について簡易な測定となるが、放射

線測定器(ガイガーカウンター)によって得られた放射線

量を表 1に掲げた。加えて、比較の対象にホーマー・ラ

フリン社製のフィエスタウェアと同種のオレンジ釉を伴

うカップ(産地等不詳、p.86 図 7)、および岐阜県博物館

所蔵のウランガラス(アメリカ、p.86 図 8)と燐灰ウラン

鉱(アメリカ、p.86 図 9)についても併記した。なお、測

定にあたっては、日本版 SOEKS-01M 放射線測定器を使用

し、表 1の備考欄に記した部位に接触させて得た値から、

その影響を受けない位置における値を差し引いて記して

いる。 

作者・作品名等 放射線量

(μSv/h) 

備考(測定部位等) 

加藤五輔《釉下彩月薄図花瓶》   0.07 釉下彩による黒雲部分 

加藤五輔《釉下彩雲龍図花瓶》   0.04 釉下彩による龍部分 

西浦圓治《釉下彩馬図皿》     0 黒の釉薬上 

加藤友太郎《釉下彩松にカラス

図花瓶》 

1.83 釉下彩によるカラス部

分 

加藤勘四郎《釉下彩風景図花瓶》   1.53 釉下彩による風景部分 

石野龍山《釉下彩鯉図花瓶》     0 釉下彩による黒鯉部分 

(参考)《黒・オレンジ釉カップ》 66 内側のオレンジ釉上 

(参考)ウランガラス 0.42 ガラス面直上 

(参考)燐灰ウラン鉱 5.13 ケースの蓋上 

   

 上記については参考値として扱うこととするが、黒色

の釉下彩について、加藤五輔や西浦圓治などの作品は極

めて微量か無反応であったのに対し、加藤友太郎や加藤

勘四郎については明らかな有意性が認められる結果とな

っている。この違いについて現段階で何らかの見解を示

すことは難しく、こうした測定による手法に関して効果

は限定的と言わざるを得ない。 

 ちなみに、今回参考として扱っているオレンジ釉を伴

う製品については、加藤友太郎の作品のさらに 30倍以上

となる高い放射線量を計測しており、フィエスタウェア

についても同じく相当の量を示すとの指摘 19がなされて

いる。 

 

おわりに 

黒色の釉下彩が施された近代磁器は、これまで工芸の

分野で紹介される機会がそれほど多くないなかにあって、
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 加藤勘四郎(生没年不詳)は、瀬戸で精緻な染付を得意

とした人物である。本作は、小ぶりの花瓶に黑の釉下彩

のみで、山奥にある住居を吹絵によるグラデーションと

一部加筆によって墨絵風に描いている。 

 石野龍山(九谷)《釉下彩鯉図花瓶》明治後期-大正 個

人蔵(p.86 図 6) 

 石野龍山(1861-1936)は、明治 35年(1902)に金沢で独

特の釉下彩と等しい技法を完成させた。実際には、上絵

の技法を用いて釉下彩風に表現したといわれている。花

瓶には、黑とオレンジの釉下彩による鯉が描かれており、

他の作品の黑色に比してやや淡い発色となっている。 

 以上は、今回実見できた作品のみを取り上げているが、

黑色の釉下彩については、少数ながらこれ以外の磁器産

地でも使用されていたことが確認できている。したがっ

て酸化ウランは、酸化コバルトを使った染付のように汎

用される存在とは異なり、加藤五輔の雲龍図に代表され

るような黑の釉下彩を基調とする墨絵風の作品として、

あるいは黑のワンポイントによる効果を狙うような場面

に限られながら、それほど主張することなく利用されて

いた状況がうかがえる。 

 さらに、前記作品について簡易な測定となるが、放射

線測定器(ガイガーカウンター)によって得られた放射線

量を表 1に掲げた。加えて、比較の対象にホーマー・ラ
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うカップ(産地等不詳、p.86 図 7)、および岐阜県博物館

所蔵のウランガラス(アメリカ、p.86 図 8)と燐灰ウラン

鉱(アメリカ、p.86 図 9)についても併記した。なお、測

定にあたっては、日本版 SOEKS-01M放射線測定器を使用

し、表 1の備考欄に記した部位に接触させて得た値から、

その影響を受けない位置における値を差し引いて記して
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 ちなみに、今回参考として扱っているオレンジ釉を伴

う製品については、加藤友太郎の作品のさらに 30倍以上

となる高い放射線量を計測しており、フィエスタウェア

についても同じく相当の量を示すとの指摘 19がなされて

いる。 

 

おわりに 

黑色の釉下彩が施された近代磁器は、これまで工芸の

分野で紹介される機会がそれほど多くないなかにあって、

一様に、呈色剤として酸化ウランが使用されているとの

認識をもたれるか、そもそもそれに触れられることすら

ない状況だった。そして、この呈色剤について言及され

た場合も、あくまで視覚的、あるいは概念的な判断を拠

り所とするものであり、深い洞察によって導き出された

とは言い難い。本稿においても、明治から大正期のこう

した特徴を持つ作品を改めて実見しつつ比較したところ、

黑色の釉下彩であっても、濃淡のみでなく、微妙な色の

差異が生じていることを確認した。これ自体は小森らに

よる技法的な解釈と照らしても、その説明と食い違うも

のでなく、むしろ特徴をよく備えているといえる。 

一方で、簡易的な測定ながら個別の作品の放射線量に

ついて調べたところ、明らかな反応を示すものと、逆に

無反応に等しいものとに二分された。この結果、複数の

作品については、酸化ウランが使われていることの傍証

となり得たが、同時にこうした手法の限界も露呈するこ

ととなった。 

当時の制作環境を考慮すれば、いずれも酸化ウランに

よる呈色と考えるのが最も適当と判断するが、引き続き

別の調査方法も検討していかなければならない。さらに

は、絵具だけでなく釉薬についても、海外製品を含めて

比較することなどが、今後の課題といえるだろう。 

 

 本稿の執筆にあたり、次の方々に協力を賜ったことを

深謝します(敬称略)。 

多治見市美濃焼ミュージアム 岩井利美、同 水野貴子、

岐阜県立多治見工業高等学校 北野勝之、岐阜県現代陶

芸美術館 芝涼香、同 林いづみ 

6 
 
とした人物である。本作は、小ぶりの花瓶に黒の釉下彩

のみで、山奥にある住居を吹絵によるグラデーションと

一部加筆によって墨絵風に描いている。 

 石野龍山(九谷)《釉下彩鯉図花瓶》明治後期-大正 個

人蔵(口絵 図 6) 

 石野龍山(1861-1936)は、明治 35年(1902)に金沢で独

特の釉下彩と等しい技法を完成させた。実際には、上絵

の技法を用いて釉下彩風に表現したといわれている。花

瓶には、黒とオレンジの釉下彩による鯉が描かれており、

他の作品の黒色に比してやや淡い発色となっている。 

 以上は、今回実見できた作品のみを取り上げているが、

黒色の釉下彩については、少数ながらこれ以外の磁器産

地でも使用されていたことが確認できている。したがっ

て酸化ウランは、酸化コバルトを使った染付のように汎
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に限られながら、それほど目立つことなく利用されてい

た状況がうかがえる。 
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測定器を使用し、表 1の備考欄に記した部位に接触させ

て得た値から、その影響を受けない位置における値を差

し引いて記している。 
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 加藤勘四郎(生没年不詳)は、瀬戸で精緻な染付を得意
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のみで、山奥にある住居を吹絵によるグラデーションと
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 石野龍山(九谷)《釉下彩鯉図花瓶》明治後期-大正 個

人蔵(p.86 図 6) 
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加藤五輔《釉下彩雲龍図花瓶》   0.04 釉下彩による龍部分 

西浦圓治《釉下彩馬図皿》     0 黑の釉薬上 

加藤友太郎《釉下彩松にカラス

図花瓶》 

1.83 釉下彩によるカラス部

分 

加藤勘四郎《釉下彩風景図花瓶》   1.53 釉下彩による風景部分 

石野龍山《釉下彩鯉図花瓶》     0 釉下彩による黑鯉部分 

(参考)《黑・オレンジ釉カップ》 66 内側のオレンジ釉上 

(参考)ウランガラス 0.42 ガラス面直上 

(参考)燐灰ウラン鉱 5.13 ケースの蓋上 

   

 上記については参考値として扱うこととするが、黑色

の釉下彩について、加藤五輔や西浦圓治などの作品は極

めて微量か無反応であったのに対し、加藤友太郎や加藤

勘四郎については明らかな有意性が認められる結果とな

っている。この違いについて現段階で何らかの見解を示

すことは難しく、こうした測定による手法に関して効果

は限定的と言わざるを得ない。 

 ちなみに、今回参考として扱っているオレンジ釉を伴

う製品については、加藤友太郎の作品のさらに 30倍以上

となる高い放射線量を計測しており、フィエスタウェア

についても同じく相当の量を示すとの指摘 19がなされて

いる。 

 

おわりに 

黑色の釉下彩が施された近代磁器は、これまで工芸の

分野で紹介される機会がそれほど多くないなかにあって、

一様に、呈色剤として酸化ウランが使用されているとの

認識をもたれるか、そもそもそれに触れられることすら

ない状況だった。そして、この呈色剤について言及され

た場合も、あくまで視覚的、あるいは概念的な判断を拠

り所とするものであり、深い洞察によって導き出された

とは言い難い。本稿においても、明治から大正期のこう

した特徴を持つ作品を改めて実見しつつ比較したところ、

黑色の釉下彩であっても、濃淡のみでなく、微妙な色の

差異が生じていることを確認した。これ自体は小森らに

よる技法的な解釈と照らしても、その説明と食い違うも

のでなく、むしろ特徴をよく備えているといえる。 

一方で、簡易的な測定ながら個別の作品の放射線量に

ついて調べたところ、明らかな反応を示すものと、逆に

無反応に等しいものとに二分された。この結果、複数の

作品については、酸化ウランが使われていることの傍証

となり得たが、同時にこうした手法の限界も露呈するこ

ととなった。 

当時の制作環境を考慮すれば、いずれも酸化ウランに

よる呈色と考えるのが最も適当と判断するが、引き続き

別の調査方法も検討していかなければならない。さらに

は、絵具だけでなく釉薬についても、海外製品を含めて

比較することなどが、今後の課題といえるだろう。 

 

 本稿の執筆にあたり、次の方々に協力を賜ったことを

深謝します(敬称略)。 

多治見市美濃焼ミュージアム 岩井利美、同 水野貴子、

岐阜県立多治見工業高等学校 北野勝之、岐阜県現代陶

芸美術館 芝涼香、同 林いづみ 
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図 4  図 5  図 6
加藤友太郎(東京)   加藤勘四郎(瀬戸)               石野龍山(九谷)
釉下彩松にカラス図花瓶 明治中期 釉下彩風景図花瓶 明治中期-後期 釉下彩鯉図花瓶 明治後期-大正
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岐阜県立多治見工業高等学校     ※下図はブラックライト照射時 ※下図はブラックライトを照射時

図 8
(参考)ウランガラス
岐阜県博物館
※下図はブラックライト照射時

図 7
(参考)黒・オレンジ釉カップ(産地不詳)
昭和初期－中期
岐阜県立多治見工業高等学校

図 5
加藤勘四郎(瀬戸)
釉下彩風景図花瓶　明治中期-後期
個人蔵

図 2
加藤五輔(美濃)
釉下彩雲龍図花瓶　明治中期
多治見市美濃焼ミュージアム

図 3
西浦圓治(美濃)
釉下彩馬図皿　明治中期-後期
多治見市美濃焼ミュージアム

図 6
石野龍山(九谷)
釉下彩鯉図花瓶　明治後期-大正
個人蔵

図 9
(参考)燐灰ウラン鉱
岐阜県博物館
※下図はブラックライト照射時
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刻

景
慶

ゴシック体の人物は各家で当主となった人物を示す。
高木家については「高木系譜」、小笠原家については『寛政重修諸家譜』、遠山家については『士林泝洄』を参考に作成した。
※高木貞則の子については、母を高木系譜の記載順および生年、「御先祖御年忌覚」の記載を参考に判断した。
　女（松寿院）については、貞信女から信秀養女となった可能性がある。（本文注参照）
　遠山景供の三子については、女（榊原寧綱室・春月院）は景慶・篤貞の姉か妹かは不明だが、ここでは「行由記」を踏まえて姉とした。

景
寛
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貞
刻

景
慶

ゴシック体の人物は各家で当主となった人物を示す。
高木家については「高木系譜」、小笠原家については『寛政重修諸家譜』、遠山家については『士林泝洄』を参考に作成した。
※高木貞則の子については、母を高木系譜の記載順および生年、「御先祖御年忌覚」の記載を参考に判断した。
　女（松寿院）については、貞信女から信秀養女となった可能性がある。（本文注参照）
　遠山景供の三子については、女（榊原寧綱室・春月院）は景慶・篤貞の姉か妹かは不明だが、ここでは「行由記」を踏まえて姉とした。

景
寛

高木・小笠原・遠山家関係系図

　

※

他
の
兄
弟
姉
妹
と
の
長
幼
は
不
明 　

  

？

龍昌院旧蔵観音菩薩坐像からみる可賀および高木家の信仰

( 11 )



 
情
報
の
追
加
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
後
室
（
継
室
）
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の
が
速
證

院
こ
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
十
一
代
・
経
貞
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や

く
曖
昧
な
立
場
で
あ
っ
た
速
證
院
は
対
外
的
に
も
継
室
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

10 

『
寛
政
譜
』
に
は
「
享
保
十
六
年
四
月
六
日
遺
跡
を
継
〈
時
に
十
歳
〉」
と
あ
る
。 

11 

『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

12 

こ
の
一
連
の
造
像
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
微
笑
尼
の
観
世
音
菩
薩
像
と
藕
絲
の
袈
裟
に
つ

い
て
」（
『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
六―

四
、
二
〇
〇
九
）
に
詳
し
い
。 

13 

「
寺
記
」
に
は
遍
照
寺
と
あ
る
が
、
大
洲
城
南
の
椎
の
森
に
設
け
ら
れ
た
遍
照
庵
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
盤
珪
永
琢
（
節
外
祖
貞
の
師
）
は
こ
こ
で
弟
子
を
鍛
え
た
と
い
う
（『
愛
媛
県
史 

学
問
・

宗
教
』
一
九
八
五
）。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
書
写
の
『
大
洲
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
遍
照
庵
は
如

法
寺
の
末
寺
と
さ
れ
、
場
所
を
柚
木
に
移
し
て
い
る
。
な
お
、
盤
珪
に
つ
い
て
は
細
田
源
吉
『
盤

珪
国
史
伝
』（
北
海
出
版
社
、
一
九
四
二
）
に
詳
し
い
。 

14 

こ
れ
は
播
磨
龍
門
寺
、
光
林
寺
と
並
ぶ
盤
珪
の
三
大
道
場
で
も
あ
る
如
法
寺
へ
移
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。 

15 

節
外
祖
貞
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
細
川
晋
輔
「
盤
珪
の
法
嗣
、
節
外
祖
貞
禅
師
の
行
履―

光
林

寺
旧
蔵
『
光
林
二
世
特
賜
大
慈
妙
應
禅
師
年
譜
』
を
中
心
に
し
て―

」（
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学

研
究
紀
要
』
一
四
、
二
〇
一
六
）
に
よ
っ
て
整
理
が
さ
れ
て
い
る
。 

16 

「
寺
記
」・「
縁
記
」
で
は
い
ず
れ
も
貞
衛
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
誤
記
な
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
高
木
家
の
系
図
類
に
則
り
衛
貞
に
表
記
を
統
一
し
た
。 

17 

瑞
雲
山
景
光
寺
は
『
大
洲
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
如
法
寺
の
末
寺
と
し
て
徳
森
に
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
後
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
刊
行
の
『
全
国
寺
院
名
鑑
』
で
も
確
認
で
き
る
が
、
現
存

は
し
て
い
な
い
。 

18 

桐
原
千
文
「
複
数
寺
制
の
導
入
と
『
檀
家
』
の
成
立―

美
濃
国
交
代
寄
合
西
高
木
家
の
場
合

―

」
（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
（
昭
和
五
十
六
年
度
）』
一
九
八
二
） 

19 

『
高
木
家
文
書
』F-

11
-(1

)-4
20 

20 

「
縁
記
」
に
よ
れ
ば
、
正
林
寺
の
山
号
で
あ
る
「
済
生
山
」
は
貞
則
の
院
号
で
あ
る
済
正
院
に

因
ん
だ
と
あ
る
。
貞
則
自
身
も
当
主
と
い
う
立
場
上
真
宗
門
徒
で
は
あ
る
が
、
出
自
が
酒
井
家
で

あ
る
こ
と
か
ら
禅
宗
信
仰
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。 

21 

斎
藤
夏
来
「
真
宗
門
徒
旗
本
高
木
家
の
禅
宗
信
仰―

二
〇
〇
九
年
春
季
特
別
展
『
旗
本
高
木
家

の
近
世
と
近
代
』
余
録―

」（
『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室LI

BS
T

』No.
 1

6

、
二
〇

〇
九
年
） 
22 

『
高
木
家
文
書
』F-

11
-(1

)-4
09  

23 

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
『
高
木
家
文
書
』
の
中
で
、
高
木
家
と
つ
な
が
り
の
深
い
（
高
木
・
小
笠

原
・
遠
山
家
系
図
参
照
）
小
笠
原
家
の
人
物
比
定
が
二
つ
に
分
か
れ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
私
見
で
は
、
松
寿
院
は
高
木
家
出
身
の
小
笠
原
貞
信
の
子
、
信
秀
の
妹
と
し
て
生
ま

れ
、
後
に
信
秀
の
養
子
に
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
も
し
信
秀
女
が
、
信
秀
妹
か
ら
養
子

に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
寛
政
譜
』
で
高
木
家
は
衛
貞―

貞
輝
の
よ
う
に
兄
弟→

養
子
と
な
っ
た
こ

と
は
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
小
笠
原
は
同
様
の
場
合
で
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

平
野
仁
也
氏
に
よ
れ
ば
、
『
寛
政
譜
』
を
編
纂
す
る
際
に
は
、
各
家
よ
り
提
出
さ
れ
た
系
譜
（
呈

譜
）
間
に
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
丹
念
な
確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（「『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

の
呈
譜
と
幕
府
の
編
纂
姿
勢
」（『
日
本
歴
史
』
八
〇
三
、
二
〇
一
五
））
。
な
お
、『
寛
政
譜
』
に
先

ん
じ
て
編
纂
さ
れ
た
『
藩
翰
譜
続
編
』（
『
新
編
藩
翰
譜
』
第
三
巻
（
新
人
物
往
来
社
・
一
九
九

七
）
所
収
）
で
も
信
秀
女
が
衛
貞
の
養
子
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。   

24 

高
木
家
墓
所
に
つ
い
て
は
、
石
川
寛
「
西
高
木
家
墓
所
に
つ
い
て
」（
大
垣
市
教
育
委
員
会
編

『
岐
阜
県
史
跡
旗
本
西
高
木
家
陣
屋
跡―

測
量
調
査
・
発
掘
調
査
報
告
書―

』
二
〇
一
三
）
で
整

理
さ
れ
て
い
る
。 

25 

川
口
高
風
「
霊
鷲
院
の
歴
住
の
略
伝
（
上
）
」（『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
一
二
）・「
霊

鷲
院
の
歴
住
の
略
伝
（
下
）」
（『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
一
、
二
〇
一
二
） 

 

                                        
 

が
速
証
院
こ
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
経
貞
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く

曖
昧
な
立
場
で
あ
っ
た
速
証
院
は
対
外
的
に
も
継
室
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

11 

『
寛
政
譜
』
に
は
「
享
保
十
六
年
四
月
六
日
遺
跡
を
継
〈
時
に
十
歳
〉」
と
あ
る
。 

12 

『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

13 

こ
の
一
連
の
造
像
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
微
笑
尼
の
観
世
音
菩
薩
像
と
藕
絲
の
袈
裟
に
つ

い
て
」
（
『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
六
―
四
、
二
〇
〇
九
）
に
詳
し
い
。 

14 

「
寺
記
」
に
は
遍
照
寺
と
あ
る
が
、
大
洲
城
南
の
椎
の
森
に
設
け
ら
れ
た
遍
照
庵
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
盤
珪
永
琢
（
節
外
祖
貞
の
師
）
は
こ
こ
で
弟
子
を
鍛
え
た
と
い
う
（
『
愛
媛
県
史 

学
問
・

宗
教
』
一
九
八
五
）。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
書
写
の
『
大
洲
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
遍
照
庵
は
如

法
寺
の
末
寺
と
さ
れ
、
場
所
を
柚
木
に
移
し
て
い
る
。
な
お
、
盤
珪
永
琢
に
つ
い
て
は
細
田
源
吉
『
盤

珪
国
師
伝
』（
北
海
出
版
社
、
一
九
四
二
）
に
詳
し
い
。 

15 

こ
れ
は
播
磨
龍
門
寺
、
光
林
寺
と
並
ぶ
盤
珪
永
琢
の
三
大
道
場
で
も
あ
る
如
法
寺
へ
移
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

16 

節
外
祖
貞
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
細
川
晋
輔
「
盤
珪
の
法
嗣
、
節
外
祖
貞
禅
師
の
行
履
―
光
林

寺
旧
蔵
『
光
林
二
世
特
賜
大
慈
妙
應
禅
師
年
譜
』
を
中
心
に
し
て
―
」（
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研

究
紀
要
』
一
四
、
二
〇
一
六
）
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。 

17 

「
寺
記
」
・
「
縁
記
」
で
は
い
ず
れ
も
貞
衛
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
誤
記
な
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
高
木
家
の
系
図
類
に
則
り
衛
貞
に
表
記
を
統
一
し
た
。 

18 

瑞
雲
山
景
光
寺
は
『
大
洲
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
如
法
寺
の
末
寺
と
し
て
徳
森
に
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
刊
行
の
『
全
国
寺
院
名
鑑
』
で
も
確
認
で
き
る
が
、
現
存
は
し
て

い
な
い
。 

19 

桐
原
千
文
「
複
数
寺
制
の
導
入
と
『
檀
家
』
の
成
立
―
美
濃
国
交
代
寄
合
西
高
木
家
の
場
合
―
」

（
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
（
昭
和
五
十
六
年
度
）
』
一
九
八
二
） 

20 

『
高
木
家
文
書
』F

-
1
1
-
(
1
)
-
4
2
0 

21 

「
縁
記
」
に
よ
れ
ば
、
正
林
寺
の
山
号
で
あ
る
「
済
生
山
」
は
貞
則
の
院
号
で
あ
る
済
正
院
に

因
ん
だ
と
あ
る
。
貞
則
自
身
も
当
主
と
い
う
立
場
上
真
宗
門
徒
で
は
あ
る
が
、
出
自
が
酒
井
家
で
あ

                                        
 

る
こ
と
か
ら
禅
宗
信
仰
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。 

22 

斎
藤
夏
来
「
真
宗
門
徒
旗
本
高
木
家
の
禅
宗
信
仰
―
二
〇
〇
九
年
春
季
特
別
展
『
旗
本
高
木
家

の
近
世
と
近
代
』
余
録
―
」
（
『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室L

I
B
S
T

』N
o
. 
1
6

、
二
〇
〇

九
） 

23 

『
高
木
家
文
書
』F

-
1
1
-
(
1
)
-
4
0
9 

24 

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
『
高
木
家
文
書
』
の
中
で
、
高
木
家
と
つ
な
が
り
の
深
い
（
高
木
・
小
笠

原
・
遠
山
家
系
図
参
照
）
小
笠
原
家
の
人
物
比
定
が
二
つ
に
分
か
れ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
私
見
で
は
、
松
寿
院
は
高
木
家
出
身
の
小
笠
原
貞
信
の
子
、
信
秀
の
妹
と
し
て
生
ま
れ
、

後
に
信
秀
の
養
子
に
な
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
も
し
信
秀
女
が
、
信
秀
妹
か
ら
養
子
に
な
っ

た
と
す
れ
ば
、
『
寛
政
譜
』
で
高
木
家
は
衛
貞
―
貞
輝
の
よ
う
に
兄
弟
→
養
子
と
な
っ
た
こ
と
は
記

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
小
笠
原
家
は
同
様
の
場
合
で
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
平
野

仁
也
氏
に
よ
れ
ば
、
『
寛
政
譜
』
を
編
纂
す
る
際
に
は
、
各
家
よ
り
提
出
さ
れ
た
系
譜
（
呈
譜
）
間

に
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
丹
念
な
確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（
「
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
呈
譜
と

幕
府
の
編
纂
姿
勢
」
（
『
日
本
歴
史
』
八
〇
三
、
二
〇
一
五
）
）。
な
お
、
『
寛
政
譜
』
に
先
ん
じ
て
編

纂
さ
れ
た
『
藩
翰
譜
続
編
』（
『
新
編
藩
翰
譜
』
第
三
巻
（
新
人
物
往
来
社
・
一
九
九
七
）
所
収
）
で

も
信
秀
女
が
衛
貞
の
養
子
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。   

25 

高
木
家
墓
所
に
つ
い
て
は
、
石
川
寛
「
西
高
木
家
墓
所
に
つ
い
て
」（
大
垣
市
教
育
委
員
会
編
『
岐

阜
県
史
跡
旗
本
西
高
木
家
陣
屋
跡
―
測
量
調
査
・
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
二
〇
一
三
）
で
整
理
さ
れ

て
い
る
。 

26 

川
口
高
風
「
霊
鷲
院
の
歴
住
の
略
伝
（
上
）」（
『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
一
二
）・「
霊
鷲

院
の
歴
住
の
略
伝
（
下
）」
（
『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
一
、
二
〇
一
二
） 

 

                                        

                                        

                                        

                     

 
11 

『
寛
政
譜
』
に
は
「
享
保
十
六
年
四
月
六
日
遺
跡
を
継
〈
時
に
十
歳
〉
」
と
あ
る
。 

12 
『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

13 

こ
の
一
連
の
造
像
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
微
笑
尼
の
観
世
音
菩
薩
像
と
藕
絲
の
袈
裟
に
つ

い
て
」（『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
六
―
四
、
二
〇
〇
九
）
に
詳
し
い
。 

14 

「
寺
記
」
に
は
遍
照
寺
と
あ
る
が
、
大
洲
城
南
の
椎
の
森
に
設
け
ら
れ
た
遍
照
庵
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
盤
珪
永
琢
（
節
外
祖
貞
の
師
）
は
こ
こ
で
弟
子
を
鍛
え
た
と
い
う
（『
愛
媛
県
史 

学
問
・

宗
教
』
一
九
八
五
）。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
書
写
の
『
大
洲
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
遍
照
庵
は
如

法
寺
の
末
寺
と
さ
れ
、
場
所
を
柚
木
に
移
し
て
い
る
。
な
お
、
盤
珪
永
琢
に
つ
い
て
は
細
田
源
吉
『
盤

珪
国
師
伝
』（
北
海
出
版
社
、
一
九
四
二
）
に
詳
し
い
。 

15 

こ
れ
は
播
磨
龍
門
寺
（
現
兵
庫
県
姫
路
市
）、
江
戸
光
林
寺
（
現
東
京
都
港
区
）
と
並
ぶ
盤
珪
永

琢
の
三
大
道
場
で
も
あ
る
如
法
寺
へ
移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

16 

節
外
祖
貞
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
細
川
晋
輔
「
盤
珪
の
法
嗣
、
節
外
祖
貞
禅
師
の
行
履
―
光
林

寺
旧
蔵
『
光
林
二
世
特
賜
大
慈
妙
應
禅
師
年
譜
』
を
中
心
に
し
て
―
」（『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研

究
紀
要
』
一
四
、
二
〇
一
六
）
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。 

17 

「
寺
記
」・「
縁
記
」
で
は
い
ず
れ
も
貞
衛
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
誤
記
な
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
高
木
家
の
系
図
類
に
従
い
、
衛
貞
に
表
記
を
統
一
し
た
。 

18 

瑞
雲
山
景
光
寺
は
『
大
洲
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
如
法
寺
の
末
寺
と
し
て
徳
森
に
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
刊
行
の
『
全
国
寺
院
名
鑑
』
で
も
確
認
で
き
る
が
、
現
存
は
し
て

い
な
い
。 

19 

桐
原
千
文
「
複
数
寺
制
の
導
入
と
『
檀
家
』
の
成
立
―
美
濃
国
交
代
寄
合
西
高
木
家
の
場
合
―
」

（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
（
昭
和
五
十
六
年
度
）』
一
九
八
二
） 

20 

『
高
木
家
文
書
』F
-1
1-
(1
)-

42
0  

21 

「
縁
記
」
に
よ
れ
ば
、
正
林
寺
の
山
号
で
あ
る
「
済
生
山
」
は
貞
則
の
院
号
で
あ
る
済
正
院
に

因
ん
だ
と
あ
る
。
貞
則
自
身
も
当
主
と
い
う
立
場
上
真
宗
門
徒
で
は
あ
る
が
、
出
自
が
酒
井
家
で
あ

る
こ
と
か
ら
禅
宗
信
仰
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。 

22 

斎
藤
夏
来
「
真
宗
門
徒
旗
本
高
木
家
の
禅
宗
信
仰
―
二
〇
〇
九
年
春
季
特
別
展
『
旗
本
高
木
家

                                        

                                        

                                        

                     

 

の
近
世
と
近
代
』
余
録
―
」（『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室L

IB
ST

』No
. 16

、
二
〇
〇

九
） 

23 

『
高
木
家
文
書
』F

-1
1-
(1
)-

40
9  

24 

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
『
高
木
家
文
書
』
の
中
で
、
高
木
家
と
つ
な
が
り
の
深
い
（
高
木
・
小
笠

原
・
遠
山
家
関
係
系
図
参
照
）
小
笠
原
家
の
人
物
比
定
が
二
つ
に
分
か
れ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
私
見
で
は
、
松
寿
院
は
高
木
家
出
身
の
小
笠
原
貞
信
の
子
、
信
秀
の
妹
と
し
て
生
ま

れ
、
後
に
信
秀
の
養
子
に
な
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
も
し
信
秀
女
が
、
信
秀
妹
か
ら
養
子
に

な
っ
た
と
す
れ
ば
、『
寛
政
譜
』
で
高
木
家
は
衛
貞
―
貞
輝
の
よ
う
に
兄
弟→

養
子
と
な
っ
た
こ
と

は
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
小
笠
原
家
は
同
様
の
場
合
で
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

平
野
仁
也
氏
に
よ
れ
ば
、『
寛
政
譜
』
を
編
纂
す
る
際
に
は
、
各
家
よ
り
提
出
さ
れ
た
系
譜
（
呈
譜
）

間
に
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
丹
念
な
確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（「『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
呈
譜

と
幕
府
の
編
纂
姿
勢
」（『
日
本
歴
史
』
八
〇
三
、
二
〇
一
五
））。
な
お
、『
寛
政
譜
』
に
先
ん
じ
て

編
纂
さ
れ
た
『
藩
翰
譜
続
編
』（『
新
編
藩
翰
譜
』
第
三
巻
（
新
人
物
往
来
社
・
一
九
九
七
）
所
収
）

で
も
信
秀
女
が
衛
貞
の
室
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。   

25 

高
木
家
墓
所
に
つ
い
て
は
、
石
川
寛
「
西
高
木
家
墓
所
に
つ
い
て
」（
大
垣
市
教
育
委
員
会
編
『
岐

阜
県
史
跡
旗
本
西
高
木
家
陣
屋
跡
―
測
量
調
査
・
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
二
〇
一
三
）
で
整
理
さ
れ

て
い
る
。 

26 

川
口
高
風
「
霊
鷲
院
の
歴
住
の
略
伝
（
上
）」（
『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
一
二
）・「
霊
鷲

院
の
歴
住
の
略
伝
（
下
）」（
『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
一
、
二
〇
一
二
） 
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1 

信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
高
木
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
河
井
信
幸
「
美
濃
国
武
将 

高
木
権

右
衛
門―
信
長
に
鰹
を 

秀
吉
に
鶴
を 

家
康
に
敷
物
を
贈
っ
た
男
」
（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』

三
二
、
二
〇
〇
九
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向―

『
高
木
家
文
書
』
を
中

心
と
し
て―
」
（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
三
七
、
二
〇
一
七
）
に
詳
し
い
。 

2 

『
旗
本
高
木
家
文
書
』
（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）F-

1-(
1)-

1

（
同
文
書
に
つ
い
て
は
以

下
請
求
番
号
に
基
づ
き
、
大
項
目-

中
項
目-

（
小
項
目
） ‒

整
理
番
号
の
順
に
記
す
。
）
ほ
か
、
数

多
く
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
年
に
幕
府
か
ら
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。

原
本
は
『
諸
家
系
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
、『
寛
政
譜
』
作
成
の
際
に
は
参
考
と
さ
れ
た
。  

3 

西
高
木
家
の
当
主
は
、
貞
政
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
と
、
西
・
東
・
北
高
木
家
に
分
か
れ

た
際
の
当
主
で
あ
る
貞
利
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
後
者
で
記
す
。 

4 

『
上
石
津
町
史 

史
料
編
』（
一
九
七
五
）
に
所
収
。 

5 

霊
鷲
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所

収
。 

6 

可
賀
（
微
笑
尼
）
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
霊
鷲
院
に
安
置
さ
れ
る
曹
洞
宗
両
祖
の
御
霊

骨
」
（『
禅
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
四
）
な
ど
で
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

も
氏
の
論
文
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
氏
の
御
協
力
を
仰
い
だ
。
以
後
の
脚

注
で
も
氏
の
論
文
を
適
宜
揚
げ
て
い
く
。 

7 

『
名
古
屋
叢
書 

続
編
』
第
十
九
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
一
九
六
八
）
に
所
収
。 

8 

霊
鷲
院
所
蔵
資
料
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
場
合
、
可
賀
で
は
な
く
微
笑
尼
の
名
を
用
い
る
こ

と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
観
音
菩
薩
坐
像
の
表
記
に
従
い
、
名
前
を
可
賀
に
統
一
し
た
。 

9 

木
村
四
郎
右
衛
門
女
は
「
先
祖
書
」・『
寛
政
譜
』
で
は
貞
輝
母
と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
、
貞
則

の
継
室
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
一
つ
考
え
ら
れ

る
の
は
出
自
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
当
主
の
室
は
婿
入
り
し
た
形
の
貞
則
を
除
き
、
基
本
的
に

は
小
笠
原
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
が
多
い
。
そ
の
中
で
名
前
も
は
っ
き
り
記
さ
れ
な
い
木
村
氏
は

異
例
で
、
『
寛
政
譜
』
に
も
木
村
四
郎
右
衛
門
に
あ
た
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
西
高
木
家
三
代
貞

勝
の
女
で
、
西
高
木
家
初
代
・
貞
利
の
血
を
引
く
前
妻
（
貞
順
院
）
に
比
べ
る
と
、
速
証
院
は
生
家

の
家
格
が
劣
っ
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
提
出
し
た
「
先
祖
書
」
や
、
そ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
『
寛

政
譜
』
に
は
、
継
室
と
し
て
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

し
か
し
一
方
で
、
「
先
祖
書
」
よ
り
さ
ら
に
遡
る
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し

た
「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
で
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
本
文
で
述
べ
た
通
り
、
ゴ
シ
ッ
ク

部
分
が
作
成
当
初
の
記
載
事
項
と
考
え
ら
れ
る
。） 
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こ
こ
で
も
貞
順
院
は
「
清
閑
様
奥
様
」
す
な
わ
ち
貞
則
室
と
し
て
記
さ
れ
る
一
方
で
、
速
証
院
は

名
前
こ
そ
登
場
す
る
が
、
貞
則
の
継
室
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
先
祖
書
」
や
『
寛
政

譜
』
と
異
な
り
、
「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
は
高
木
家
内
で
適
宜
加
筆
さ
れ
て
い
っ
た
文
書
で
、
対
外

的
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
表
記
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
明

和
二
年
段
階
の
当
主
は
、
九
代
・
篤
貞
で
あ
る
。
篤
貞
は
可
賀
の
養
母
な
の
で
、
血
は
つ
な
が
っ
て

い
な
も
の
の
速
証
院
は
外
祖
母
に
あ
た
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
は
っ
き
り
と
継
室
と
し
て
速
証
院
を

位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
注
目
す
べ
き
は
「
高
木
系
譜
」
の
表
紙
の
「
経
貞
再
改
之 

西
館
蔵
書

写
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
西
館
と
は
、
西
高
木
家
陣
屋
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陣
屋
に

収
め
ら
れ
て
い
た
蔵
書
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
経
貞
が
「
再
び
改
め
て
」
作

成
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
何
を
改
め
た
の
か
、
と
い
う
と
、
経
貞
の
父
・
貞
臧
が
編
纂

し
た
「
先
祖
書
」
で
あ
ろ
う
。「
高
木
系
譜
」
を
見
る
と
、「
先
祖
書
」
の
内
容
・
構
成
に
従
い
な
が

ら
、
貞
臧
の
寛
政
三
年
以
降
と
自
身
に
つ
い
て
補
足
し
、
先
代
に
つ
い
て
も
標
記
の
若
干
の
変
更
や

                                        
 

1 
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
高
木
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
河
井
信
幸
「
美
濃
国
武
将 

高
木
権

右
衛
門
―
信
長
に
鰹
を 

秀
吉
に
鶴
を 

家
康
に
敷
物
を
贈
っ
た
男
」（
『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
三

二
、
二
〇
〇
九
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向
―
『
高
木
家
文
書
』
を
中
心
と

し
て
―
」
（
『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
三
七
、
二
〇
一
七
）
に
詳
し
い
。 

2 

『
旗
本
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）F

-
1
-
(
1
)
-
1

（
同
文
書
に
つ
い
て
は
以
下

請
求
番
号
に
基
づ
き
、
大
項
目-

中
項
目-

（
小
項
目
） 

–
整
理
番
号
の
順
に
記
す
。
）
ほ
か
、
数
多

く
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
年
に
幕
府
か
ら
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。
原
本

は
『
諸
家
系
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
『
寛
政
譜
』
作
成
の
際
に
は
参
考
と
さ
れ
た
。  

3 

西
高
木
家
の
当
主
は
、
貞
政
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
と
、
西
・
東
・
北
高
木
家
に
分
か
れ
た

際
の
当
主
で
あ
る
貞
利
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
後
者
で
記
す
。 

4 

『
上
石
津
町
史 

史
料
編
』（
一
九
七
五
）
に
所
収
。 

5 

霊
鷲
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

6 

可
賀
（
微
笑
尼
）
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
霊
鷲
院
に
安
置
さ
れ
る
曹
洞
宗
両
祖
の
御
霊
骨
」

（
『
禅
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
四
）
な
ど
で
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
も
氏

の
論
文
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
氏
の
御
協
力
を
仰
い
だ
。 

7 

『
名
古
屋
叢
書 

続
編
』
第
十
九
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
一
九
六
八
）
に
所
収
。 

8 

霊
鷲
院
所
蔵
資
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
場
合
、
可
賀
で
は
な
く
微
笑
尼
の
名
を
用
い
る
こ

と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
観
音
菩
薩
坐
像
の
表
記
に
従
い
、
名
前
を
可
賀
に
統
一
し
た
。 

9 

宗
派
に
よ
っ
て
戒
名
・
法
名
・
法
号
な
ど
呼
称
は
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
「
高
木
系
譜
」
に
し
た

が
い
、
法
号
に
統
一
し
た
。 

10 

木
村
四
郎
右
衛
門
女
は
「
先
祖
書
」・『
寛
政
譜
』
で
は
貞
輝
母
と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
、
貞

則
の
継
室
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
一
つ
考
え
ら

れ
る
の
は
出
自
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
当
主
の
室
は
婿
入
り
し
た
形
の
貞
則
を
除
き
、
基
本
的

に
は
小
笠
原
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
が
多
い
。
そ
の
中
で
名
前
も
は
っ
き
り
記
さ
れ
な
い
木
村
氏

は
異
例
で
、
『
寛
政
譜
』
に
も
木
村
四
郎
右
衛
門
に
あ
た
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
西
高
木
家
三
代

貞
勝
の
女
で
、
西
高
木
家
初
代
・
貞
利
の
血
を
引
く
前
妻
（
貞
順
院
）
に
比
べ
る
と
、
速
証
院
は
生

                                        
 

家
の
家
格
が
劣
っ
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
提
出
し
た
「
先
祖
書
」
や
、
そ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た

『
寛
政
譜
』
に
は
、
継
室
と
し
て
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、「
先
祖
書
」
よ
り
さ
ら
に
遡
る
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先

祖
御
年
忌
覚
」
で
は
、
貞
順
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
本
文
で
述
べ
た
通
り
、

ゴ
シ
ッ
ク
部
分
が
作
成
当
初
の
記
載
事
項
と
考
え
ら
れ
る
。
） 

 
 
 

延
宝
三
卯
年
十
一
月
廿
六
日 

 
 
 
 

 
 
 

貞
順
院
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
入
様 

 
 
 
 

清
閑
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
息
女
様
之 

 
 

奥
様 

 
 
 
 

当
酉
年
九
拾
壱
年 

安
永
五
丙
申
年
迄
百
二
年 

安
永
十
丑
迄
百
七
年 

 
 
 
 

寛
政
三
亥
迄
百
十
七
年 

 
 

こ
こ
で
も
貞
順
院
は
「
清
閑
様
奥
様
」
す
な
わ
ち
貞
則
室
と
し
て
記
さ
れ
る
一
方
で
、【
史
料
Ｇ
】

の
よ
う
に
、
速
証
院
に
つ
い
て
は
貞
則
の
継
室
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
先
祖
書
」
や

『
寛
政
譜
』
と
異
な
り
、「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
は
高
木
家
内
で
適
宜
加
筆
さ
れ
て
い
っ
た
文
書
で
、

対
外
的
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
表
記
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ

の
明
和
二
年
段
階
の
西
高
木
家
当
主
は
、
七
代
・
篤
貞
で
あ
る
。
篤
貞
は
可
賀
の
養
母
な
の
で
、
血

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の
の
速
証
院
は
外
祖
母
に
あ
た
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
は
っ
き
り
と
継
室

と
し
て
速
証
院
を
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
注
目
す
べ
き
は
「
高
木
系
譜
」
の
表
紙
の
「
経
貞
再
改
之 

西
館
蔵
書

写
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
西
館
と
は
、
西
高
木
家
陣
屋
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陣
屋
に

収
め
ら
れ
て
い
た
蔵
書
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
九
代
・
経
貞
が
「
再
び
改
め

て
」
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
何
を
改
め
た
の
か
、
と
い
う
と
、
経
貞
の
父
・
貞
臧

が
編
纂
し
た
「
先
祖
書
」
で
あ
ろ
う
。「
高
木
系
譜
」
を
見
る
と
、「
先
祖
書
」
の
内
容
・
構
成
に
従

い
な
が
ら
、
貞
臧
の
寛
政
三
年
以
降
と
自
身
に
つ
い
て
補
足
し
、
先
代
に
つ
い
て
も
標
記
の
若
干
の

変
更
や
情
報
の
追
加
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
後
室
（
継
室
）
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の

                                        

                                        

                                        

                     

 
三
二
、
二
〇
〇
九
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向
―
『
高
木
家
文
書
』
を
中
心

と
し
て
―
」（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
三
七
、
二
〇
一
七
）
に
詳
し
い
。 

2 

『
旗
本
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）F

-
1
-(
1)

-1

（
同
文
書
に
つ
い
て
は
以
下

請
求
番
号
に
基
づ
き
、
大
項
目-

中
項
目-

（
小
項
目
） –

整
理
番
号
の
順
に
記
す
。）
ほ
か
、
数
多

く
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
年
に
幕
府
か
ら
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。
原
本

は
『
諸
家
系
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
『
寛
政
譜
』
作
成
の
際
に
は
参
考
と
さ
れ
た
。  

3 

西
高
木
家
の
当
主
は
、
貞
政
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
と
、
西
・
東
・
北
高
木
家
に
分
か
れ
た

際
の
当
主
で
あ
る
貞
利
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
後
者
で
記
す
。 

4 

『
上
石
津
町
史 

史
料
編
』（
一
九
七
五
）
に
所
収
。 

5 

霊
鷲
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

6 

可
賀
（
微
笑
尼
）
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
霊
鷲
院
に
安
置
さ
れ
る
曹
洞
宗
両
祖
の
御
霊
骨
」

（『
禅
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
四
）
な
ど
で
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
論
文

に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
氏
の
御
協
力
を
仰
い
だ
。 

7 

『
名
古
屋
叢
書 

続
編
』
第
十
九
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
一
九
六
八
）
に
所
収
。 

8 

霊
鷲
院
所
蔵
資
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
場
合
、
可
賀
で
は
な
く
微
笑
尼
の
名
を
用
い
る
こ

と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
観
音
菩
薩
坐
像
の
表
記
に
従
い
、
名
前
を
可
賀
に
統
一
し
た
。 

9 

宗
派
に
よ
っ
て
戒
名
・
法
名
・
法
号
な
ど
呼
称
は
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
「
高
木
系
譜
」
に
従
い
、

法
号
に
統
一
し
た
。 

10 

木
村
四
郎
右
衛
門
女
は
「
先
祖
書
」・『
寛
政
譜
』
で
は
貞
輝
母
と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
、
貞

則
の
継
室
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
一
つ
考
え
ら

れ
る
の
は
出
自
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
当
主
の
室
は
婿
入
り
し
た
形
の
貞
則
を
除
き
、
基
本
的

に
は
小
笠
原
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
が
多
い
。
そ
の
中
で
名
前
も
は
っ
き
り
記
さ
れ
な
い
木
村
氏

は
異
例
で
、
『
寛
政
譜
』
に
も
木
村
四
郎
右
衛
門
に
あ
た
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
西
高
木
家
三
代

貞
勝
の
女
で
、
西
高
木
家
初
代
・
貞
利
の
血
を
引
く
前
妻
（
貞
順
院
）
に
比
べ
る
と
、
速
証
院
は
生

家
の
家
格
が
劣
っ
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
提
出
し
た
「
先
祖
書
」
や
、
そ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た

『
寛
政
譜
』
に
は
、
継
室
と
し
て
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

                                        

                                        

                                        

                     

 

ま
た
、
「
先
祖
書
」
よ
り
さ
ら
に
遡
る
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先

祖
御
年
忌
覚
」
で
は
、
貞
順
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
本
文
で
述
べ
た
通
り
、

ゴ
シ
ッ
ク
部
分
が
作
成
当
初
の
記
載
事
項
と
考
え
ら
れ
る
。） 

 

 
 

延
宝
三
卯
年
十
一
月
廿
六
日 

 
 
 
 

 
 
 

貞
順
院
様 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

清
入
様 

 
 
 
 

清
閑
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
息
女
様
之 

 
 

奥
様 

 
 
 
 

当
酉
年
九
拾
壱
年 

安
永
五
丙
申
年
迄
百
二
年 

安
永
十
丑
迄
百
七
年 

 
 
 
 

寛
政
三
亥
迄
百
十
七
年 

 
 

こ
こ
で
も
貞
順
院
は
「
清
閑
様
奥
様
」
す
な
わ
ち
貞
則
室
と
し
て
記
さ
れ
る
一
方
で
、【
史
料
Ｇ
】

の
よ
う
に
、
速
証
院
に
つ
い
て
は
貞
則
の
継
室
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
先
祖
書
」
や

『
寛
政
譜
』
と
異
な
り
、「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
は
高
木
家
内
で
適
宜
加
筆
さ
れ
て
い
っ
た
文
書
で
、

対
外
的
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
表
記
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ

の
明
和
二
年
段
階
の
西
高
木
家
当
主
は
、
七
代
・
篤
貞
で
あ
る
。
篤
貞
は
可
賀
の
養
母
な
の
で
、
血

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の
の
速
証
院
は
外
祖
母
に
あ
た
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
は
っ
き
り
と
継
室

と
し
て
速
証
院
を
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
注
目
す
べ
き
は
「
高
木
系
譜
」
の
表
紙
の
「
経
貞
再
改
之 

西
館
蔵
書

写
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
西
館
と
は
、
西
高
木
家
陣
屋
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陣
屋
に

収
め
ら
れ
て
い
た
蔵
書
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
九
代
・
経
貞
が
「
再
び
改
め

て
」
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
何
を
改
め
た
の
か
、
と
い
う
と
、
経
貞
の
父
・
貞
臧

が
編
纂
し
た
「
先
祖
書
」
で
あ
ろ
う
。「
高
木
系
譜
」
を
見
る
と
、「
先
祖
書
」
の
内
容
・
構
成
に
従

い
な
が
ら
、
貞
臧
の
寛
政
三
年
以
降
と
自
身
に
つ
い
て
補
足
し
、
先
代
に
つ
い
て
も
若
干
の
表
記
の

変
更
や
情
報
の
追
加
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
後
室
（
継
室
）
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の

が
速
証
院
こ
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
経
貞
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く

曖
昧
な
立
場
で
あ
っ
た
速
証
院
は
対
外
的
に
も
継
室
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

                                        

                                        

                                        

                     

 
三
二
、
二
〇
〇
九
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向
―
『
高
木
家
文
書
』
を
中
心

と
し
て
―
」（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
三
七
、
二
〇
一
七
）
に
詳
し
い
。 

2 

『
旗
本
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
F-

1-
(

1)
-

1
（
同
文
書
に
つ
い
て

は
以
下
請
求
番
号
に
基
づ
き
、
大
項
目-

中
項
目-

（
小
項
目
） –

整
理
番
号
の
順
に
記
す
。）
ほ
か
、

数
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
年
に
幕
府
か
ら
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。

原
本
は
『
諸
家
系
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
、『
寛
政
譜
』
作
成
の
際
に
は
参
考
と
さ
れ
た
。  

3 

西
高
木
家
の
当
主
は
、
貞
政
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
と
、
西
・
東
・
北
高
木
家
に
分
か
れ
た

際
の
当
主
で
あ
る
貞
利
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
後
者
で
記
す
。 

4 

『
上
石
津
町
史 

史
料
編
』（
一
九
七
五
）
に
所
収
。 

5 

霊
鷲
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

6 

可
賀
（
微
笑
尼
）
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
霊
鷲
院
に
安
置
さ
れ
る
曹
洞
宗
両
祖
の
御
霊
骨
」

（『
禅
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
四
）
な
ど
で
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
論
文

に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
氏
の
御
協
力
を
仰
い
だ
。 

7 

『
名
古
屋
叢
書 

続
編
』
第
十
九
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
一
九
六
八
）
に
所
収
。 

8 

宗
派
に
よ
っ
て
戒
名
・
法
名
・
法
号
な
ど
呼
称
は
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
「
高
木
系
譜
」
に
従
い
、

法
号
に
統
一
し
た
。 

9 

木
村
四
郎
右
衛
門
女
は
「
先
祖
書
」
・
『
寛
政
譜
』
で
は
貞
輝
母
と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
、
貞

則
の
継
室
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
一
つ
考
え
ら

れ
る
の
は
出
自
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
当
主
の
室
は
婿
入
り
し
た
形
の
貞
則
を
除
き
、
基
本
的

に
は
小
笠
原
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
が
多
い
。
そ
の
中
で
名
前
も
は
っ
き
り
記
さ
れ
な
い
木
村
氏

は
異
例
で
、
『
寛
政
譜
』
に
も
木
村
四
郎
右
衛
門
に
あ
た
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
西
高
木
家
三
代

貞
勝
の
女
で
、
西
高
木
家
初
代
・
貞
利
の
血
を
引
く
前
妻
（
貞
順
院
）
に
比
べ
る
と
、
速
証
院
は
生

家
の
家
格
が
劣
っ
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
提
出
し
た
「
先
祖
書
」
や
、
そ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た

『
寛
政
譜
』
に
は
、
継
室
と
し
て
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
「
先
祖
書
」
よ
り
さ
ら
に
遡
る
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先

祖
御
年
忌
覚
」
で
は
、
貞
順
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
本
文
で
述
べ
た
通
り
、

                                        

                                        

                                        

                     

 

ゴ
シ
ッ
ク
部
分
が
作
成
当
初
の
記
載
事
項
と
考
え
ら
れ
る
。） 

 

 
 

延
宝
三
卯
年
十
一
月
廿
六
日 
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清
入
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清
閑
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御
息
女
様
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奥
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当
酉
年
九
拾
壱
年 

安
永
五
丙
申
年
迄
百
二
年 

安
永
十
丑
迄
百
七
年 

 
 
 
 

寛
政
三
亥
迄
百
十
七
年 

 
 

こ
こ
で
も
貞
順
院
は
「
清
閑
様
奥
様
」
す
な
わ
ち
貞
則
室
と
し
て
記
さ
れ
る
一
方
で
、【
史
料
Ｇ
】

の
よ
う
に
、
速
証
院
に
つ
い
て
は
貞
則
の
継
室
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
先
祖
書
」
や

『
寛
政
譜
』
と
異
な
り
、「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
は
高
木
家
内
で
適
宜
加
筆
さ
れ
て
い
っ
た
文
書
で
、

対
外
的
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
表
記
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ

の
明
和
二
年
段
階
の
西
高
木
家
当
主
は
、
七
代
・
篤
貞
で
あ
る
。
篤
貞
は
可
賀
の
養
母
な
の
で
、
血

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の
の
速
証
院
は
外
祖
母
に
あ
た
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
は
っ
き
り
と
継
室

と
し
て
速
証
院
を
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
注
目
す
べ
き
は
「
高
木
系
譜
」
の
表
紙
の
「
経
貞
再
改
之 

西
館
蔵
書

写
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
西
館
と
は
、
西
高
木
家
陣
屋
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陣
屋
に

収
め
ら
れ
て
い
た
蔵
書
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
九
代
・
経
貞
が
「
再
び
改
め

て
」
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
何
を
改
め
た
の
か
、
と
い
う
と
、
経
貞
の
父
・
貞
臧

が
編
纂
し
た
「
先
祖
書
」
で
あ
ろ
う
。「
高
木
系
譜
」
を
見
る
と
、「
先
祖
書
」
の
内
容
・
構
成
に
従

い
な
が
ら
、
貞
臧
の
寛
政
三
年
以
降
と
自
身
に
つ
い
て
補
足
し
、
先
代
に
つ
い
て
も
若
干
の
表
記
の

変
更
や
情
報
の
追
加
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
後
室
（
継
室
）
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の

が
速
証
院
こ
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
経
貞
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く

曖
昧
な
立
場
で
あ
っ
た
速
証
院
は
対
外
的
に
も
継
室
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

10 

『
寛
政
譜
』
に
は
「
享
保
十
六
年
四
月
六
日
遺
跡
を
継
〈
時
に
十
歳
〉
」
と
あ
る
。 

11 

『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

2345678910

龍昌院旧蔵観音菩薩坐像からみる可賀および高木家の信仰

( 9 )



二
歳
で
早
世
し
た
篤
貞
の
三
女
・
世
曽
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
い
ず
れ
も
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
篤

貞
の
三
人
の
女
は
墓
所
を
岡
山
と
し
、
次
男
は
再
び
墓
所
を
正
林
寺
と
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ

も
「
御
年
忌
覚
」
で
は
正
林
寺
が
檀
那
寺
と
な
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
高
木
家
を
除
け
ば
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
墓
所
も
正
林
寺
に
あ
る
。
そ
れ
は
延
享
元
年
（
一

七
四
四
）
四
月
七
日
に
亡
く
な
っ
た
春
月
院
の
墓
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
墓
に
つ
い
て
は
川
口
氏
が

指
摘
し
て
い
る
が
、
春
月
院
と
は
可
賀
と
遠
山
景
供
の
女
で
、
正
林
寺
の
墓
石
は
父
景
供
と
と
も
に

祀
ら
れ
て
い
る25

。
墓
石
の
裏
面
に
は
「
景
供
室
」
と
あ
り
、
可
賀
が
建
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

加
え
て
川
口
氏
に
よ
れ
ば
正
林
寺
に
は
篤
貞
が
納
め
た
春
月
院
の
位
牌
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
正
林
寺
は
可
賀―

篤
貞
母
子
の
働
き
か
け
を
経
て
よ
う
や
く
高

木
家
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
【
史
料
Ｃ
】
で
は

貞
刻
す
な
わ
ち
篤
貞
が
多
良
に
来
た
時
に
母
・
可
賀
も
来
て
後
見
し
た
と
あ
る
の
で
、
正
林
寺
に
も

関
わ
り
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
し
て
「
縁
記
」
は
、
こ
の
高
木
家
へ
の
禅
宗
の
流
入
か
ら
正
林
寺
の
西
高
木
家
菩
提
寺
化
に
至

る
一
連
の
過
程
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
縁
記
」
に
記
さ
れ
た
中
で
時
系
列
上

最
も
遅
い
出
来
事
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
の
祖
仁
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
縁
記
が
作
ら

れ
た
の
は
こ
の
年
か
ら
良
鞭
の
示
寂
す
る
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
間
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
に

「
或
人
」
が
正
林
の
由
来
を
記
す
こ
と
を
良
鞭
に
求
め
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
禅
宗
が
高
木
家
に
と

っ
て
正
統
な
る
信
仰
と
し
、
正
林
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
と
い
う
「
権
威
付
け
」
が
目
的
で
あ
っ
た
と

考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

む
す
び
に
代
え
て 

 

以
上
、
当
館
が
昨
年
度
寄
贈
を
受
け
た
龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
お
よ
び
高
木
家
の
信
仰
に
つ

い
て
考
察
を
深
め
て
き
た
。
観
音
菩
薩
坐
像
が
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
享
保
二
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
は
、
高
木
家
で
は
良
鞭
が
多
良
に
足
を
運
び
、
衛
貞
や
松
寿
院
と
交
流
を
深
め
た
時
期
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
可
賀
が
両
親
の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
観
音
像
を
制
作
し
た
こ
と
は
、
自
身
の
観
音

信
仰
を
具
現
化
す
る
と
当
時
に
、
高
木
家
へ
の
禅
宗
流
入
に
寄
与
す
る
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
可
賀
の
建
立
し
た
霊
鷲
院
も
、
正
林
寺
も
観
音
菩
薩
像
を
本
尊
と
し
て
お
り
、
彼
女

の
観
音
信
仰
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
禅
宗
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
十
八
世
紀
の
間
に
禅
宗
信
仰
が
進
ん
だ
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら

れ
る
の
は
血
脈
の
問
題
で
あ
る
。
貞
則
自
身
は
酒
井
家
出
身
で
、
高
木
家
の
血
を
引
く
の
は
貞
勝
女

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
貞
勝
女
が
亡
く
な
り
、
高
木
家
の
血
を
唯
一
引
く
の
は
衛
貞
の
み
と
な
っ
た
。

そ
し
て
衛
貞
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
後
継
と
な
っ
た
の
は
酒
井
家
出
身
の
貞
則
と
木
村
四
郎
右
衛
門

女
（
速
証
院
）
の
子
で
あ
る
貞
輝
と
な
り
、
完
全
に
高
木
家
の
血
は
分
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
以
降
高
木
家
は
酒
井
家
・
小
笠
原
家
・
遠
山
家
の
血
が
家
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
状
況

に
な
っ
た
。
酒
井
家
・
小
笠
原
家
は
臨
済
宗
、
遠
山
家
は
曹
洞
宗
を
宗
旨
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
高
木
家
の
宗
旨
が
禅
宗
と
な
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
一
方
で
疑
問
点
も
残
る
。
観
音
菩
薩
坐
像
が
禅
宗
信
仰
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
正
林
寺
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。「
縁
記
」
に
見
え
る
可
賀
の
影
響
力

を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
仏
像
は
ど
こ
で
多
良
の
地
を
離
れ
、
流
浪
し
て
い
っ
た
の
か
。

こ
れ
ば
か
り
は
史
料
の
制
約
上
伺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

当
該
資
料
は
、
高
木
家
の
宗
旨
の
変
化
の
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
貴
重
か
つ
興
味
深
い

資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

       
 

   

 

そ
れ
で
は
、
正
林
寺
が
菩
提
寺
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
正
林
寺
に
西
高
木
家
墓
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
か
ら
判
断
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う25

。
正
林
寺
に
あ
る
高
木
家
の
墓
で
最
も
古
い
の
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
七
月
十
日
に

わ
ず
か
二
歳
で
早
世
し
た
篤
貞
の
三
女
・
世
曽
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
い
ず
れ
も
若
く
し
て

亡
く
な
っ
た
篤
貞
の
三
人
の
女
は
墓
所
を
岡
山
と
し
、
次
男
は
再
び
墓
所
を
正
林
寺
と
し
て
い
る
。

し
か
し
い
ず
れ
も
「
御
年
忌
覚
」
で
は
正
林
寺
が
檀
那
寺
と
な
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
高
木
家
を
除
け
ば
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
墓
所
も
正
林
寺
に
あ
る
。
そ
れ
は
延
享
元
年
（
一

七
四
四
）
四
月
七
日
に
亡
く
な
っ
た
春
月
院
の
墓
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
墓
に
つ
い
て
は
川
口
氏
が

指
摘
し
て
い
る
が
、
春
月
院
と
は
可
賀
と
遠
山
景
供
の
女
で
、
正
林
寺
の
墓
石
は
父
景
供
と
と
も
に

祀
ら
れ
て
い
る26

。
墓
石
の
裏
面
に
は
「
景
供
室
」
と
あ
り
、
可
賀
が
建
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

加
え
て
川
口
氏
に
よ
れ
ば
、
正
林
寺
に
は
篤
貞
が
納
め
た
春
月
院
の
位
牌
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
正
林
寺
は
可
賀
―
篤
貞
母
子
の
働
き
か
け
を
経
て
よ
う
や
く
高

木
家
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
【
史
料
Ｃ
】
で
は

貞
刻
す
な
わ
ち
篤
貞
が
多
良
に
来
た
時
に
可
賀
も
来
て
後
見
し
た
と
あ
る
の
で
、
正
林
寺
に
も
関
わ

り
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
し
て
「
縁
記
」
は
、
こ
の
高
木
家
へ
の
禅
宗
の
流
入
か
ら
正
林
寺
の
西
高
木
家
菩
提
寺
化
に
至

る
一
連
の
過
程
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
縁
記
」
に
記
さ
れ
た
中
で
時
系
列
上

最
も
遅
い
出
来
事
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
の
祖
仁
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、
「
縁
記
」
が
作
ら

れ
た
の
は
こ
の
年
か
ら
良
鞭
の
示
寂
す
る
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
間
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
に

「
或
人
」
が
正
林
寺
の
由
来
を
記
す
こ
と
を
良
鞭
に
求
め
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
禅
宗
を
高
木
家
に

と
っ
て
正
統
な
る
信
仰
と
し
、
正
林
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
と
い
う
「
権
威
付
け
」
が
目
的
で
あ
っ
た

と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

む
す
び
に
代
え
て 

 

以
上
、
当
館
が
昨
年
度
寄
贈
を
受
け
た
龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
お
よ
び
高
木
家
の
信
仰
に
つ

い
て
考
察
を
深
め
て
き
た
。
観
音
菩
薩
坐
像
が
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
享
保
二
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
は
、
高
木
家
で
は
良
鞭
が
多
良
に
足
を
運
び
、
衛
貞
や
松
寿
院
と
交
流
を
深
め
た
時
期
に
あ
た

る
。
そ
の
中
で
、
可
賀
が
両
親
の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
観
音
像
を
制
作
し
た
こ
と
は
、
自
身
の
観
音

信
仰
を
具
現
化
す
る
と
当
時
に
、
高
木
家
へ
の
禅
宗
流
入
に
寄
与
す
る
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
可
賀
の
建
立
し
た
霊
鷲
院
と
、
正
林
寺
と
は
い
ず
れ
も
観
音
菩
薩
像
を
本
尊
と
し
て

お
り
、
彼
女
の
観
音
信
仰
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
禅
宗
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
十
八
世
紀
の
間
に
禅
宗
信
仰
が
進
ん
だ
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら

れ
る
の
は
血
脈
の
問
題
で
あ
る
。
貞
則
自
身
は
酒
井
家
出
身
で
、
高
木
家
の
血
を
引
く
の
は
貞
勝
女

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
貞
勝
女
が
亡
く
な
り
、
高
木
家
の
血
を
唯
一
引
く
の
は
衛
貞
の
み
と
な
っ
た
。

そ
し
て
衛
貞
が
亡
く
な
る
と
、
酒
井
家
出
身
の
貞
則
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
（
速
証
院
）
の
子
で
あ

る
貞
輝
が
後
継
と
な
り
、
完
全
に
高
木
家
の
血
は
分
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、

高
木
家
は
酒
井
家
・
小
笠
原
家
・
遠
山
家
の
血
が
家
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
酒
井

家
・
小
笠
原
家
は
臨
済
宗
、
遠
山
家
は
曹
洞
宗
を
宗
旨
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
高
木
家
の
宗

旨
が
禅
宗
へ
と
移
行
す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
当
該
観
音
像
は
、
高
木
家
の
宗
旨
の
変
化
の
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
、
貴
重
か
つ
興
味
深
い
資
料
と
言
え
る
。 

 

し
か
し
一
方
、
本
稿
で
解
決
し
き
れ
な
か
っ
た
疑
問
点
も
あ
る
。
当
該
観
音
像
が
禅
宗
信
仰
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
正
林
寺
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。「
縁
記
」

に
見
え
る
可
賀
の
影
響
力
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
像
は
ど
こ
で
多
良
の
地
を
離
れ
、

流
浪
し
て
い
っ
た
の
か
。
こ
れ
ば
か
り
は
史
料
の
制
約
上
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

そ
し
て
先
述
の
通
り
、
貞
則
の
法
号
が
そ
の
他
の
史
料
類
と
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
理
由
も
よ

く
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
仮
に
当
該
像
が
可
賀
に
仮
託
し
た
後
世
の
創
作
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

法
号
だ
け
が
誤
っ
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。 

 
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

    

あ
ろ
う25

。
正
林
寺
に
あ
る
高
木
家
の
墓
で
最
も
古
い
の
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
七
月
十
日
に

わ
ず
か
二
歳
で
早
世
し
た
篤
貞
の
三
女
・
世
曽
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
い
ず
れ
も
若
く
し
て

亡
く
な
っ
た
篤
貞
の
三
人
の
女
は
墓
所
を
岡
山
と
し
、
次
男
は
再
び
墓
所
を
正
林
寺
と
し
て
い
る
。

し
か
し
い
ず
れ
も
「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
で
は
正
林
寺
が
檀
那
寺
と
な
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
高
木
家
を
除
け
ば
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
墓
所
も
正
林
寺
に
あ
る
。
そ
れ
は
延
享
元
年
（
一

七
四
四
）
四
月
七
日
に
没
し
た
春
月
院
の
墓
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
墓
に
つ
い
て
は
川
口
氏
が
指
摘

し
て
い
る
が
、
春
月
院
と
は
可
賀
と
遠
山
景
供
の
息
女
で
、
正
林
寺
の
墓
石
は
父
景
供
と
と
も
に
祀

ら
れ
て
い
る26

。
墓
石
の
裏
面
に
は
「
景
供
室
」
と
あ
り
、
可
賀
が
建
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
加

え
て
川
口
氏
に
よ
れ
ば
、
正
林
寺
に
は
篤
貞
が
納
め
た
春
月
院
の
位
牌
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
正
林
寺
は
可
賀
―
篤
貞
母
子
の
働
き
か
け
を
経
て
よ
う
や
く
高

木
家
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
【
史
料
Ｃ
】
で
は

貞
刻
す
な
わ
ち
篤
貞
が
多
良
に
来
た
時
に
可
賀
も
来
て
後
見
し
た
と
あ
る
の
で
、
正
林
寺
に
も
関
わ

り
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
し
て
「
縁
記
」
は
、
こ
の
高
木
家
へ
の
禅
宗
の
流
入
か
ら
正
林
寺
の
西
高
木
家
菩
提
寺
化
に
至

る
一
連
の
過
程
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
縁
記
」
に
記
さ
れ
た
中
で
時
系
列
上

最
も
遅
い
出
来
事
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
の
祖
仁
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、
「
縁
記
」
が
作
ら

れ
た
の
は
こ
の
年
か
ら
良
鞭
の
示
寂
す
る
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
間
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
に

「
或
人
」
が
正
林
寺
の
由
来
を
記
す
こ
と
を
良
鞭
に
求
め
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
禅
宗
を
高
木
家
に

と
っ
て
正
統
な
る
信
仰
と
し
、
正
林
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
と
い
う
「
権
威
付
け
」
が
目
的
で
あ
っ
た

と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

む
す
び
に
代
え
て 

 

以
上
、
当
館
が
昨
年
度
寄
贈
を
受
け
た
龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
お
よ
び
高
木
家
の
信
仰
に
つ

い
て
考
察
を
深
め
て
き
た
。
観
音
菩
薩
坐
像
が
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
享
保
二
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
は
、
良
鞭
が
多
良
に
足
を
運
び
、
高
木
家
の
衛
貞
や
松
寿
院
と
交
流
を
深
め
た
時
期
に
当
た
る
。

そ
の
中
で
、
可
賀
が
両
親
の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
観
音
像
を
制
作
し
た
こ
と
は
、
自
身
の
観
音
信
仰

を
具
現
化
す
る
と
同
時
に
、
高
木
家
へ
の
禅
宗
流
入
に
寄
与
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
可
賀
の
建
立
し
た
霊
鷲
院
と
、
正
林
寺
と
は
い
ず
れ
も
観
音
菩
薩
像
を
本
尊
と
し
て
お

り
、
彼
女
の
観
音
信
仰
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
禅
宗
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
十
八
世
紀
の
間
に
禅
宗
信
仰
が
進
ん
だ
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら

れ
る
の
は
血
脈
の
問
題
で
あ
る
。
貞
則
自
身
は
酒
井
家
出
身
で
、
高
木
家
の
血
を
引
く
の
は
貞
勝
女

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
貞
勝
女
が
亡
く
な
り
、
高
木
家
の
血
を
引
く
の
は
衛
貞
の
み
と
な
っ
た
。
そ

し
て
衛
貞
が
亡
く
な
る
と
、
酒
井
家
出
身
の
貞
則
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
（
速
証
院
）
の
子
で
あ
る

貞
輝
が
後
継
と
な
り
、
完
全
に
高
木
家
の
血
は
断
絶
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
高
木
家
は
酒
井
家
・

小
笠
原
家
・
遠
山
家
の
血
が
家
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
酒
井
家
・
小
笠
原
家
は
臨

済
宗
、
遠
山
家
は
曹
洞
宗
を
宗
旨
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
高
木
家
の
宗
旨
が
禅
宗
へ
と
移
行

す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
当
該
観
音
像
は
、
高
木
家
の
宗
旨
の
変
化
の
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
、
貴
重
か
つ
興
味
深
い
資
料
と
い
え
る
。 

 

し
か
し
一
方
、
本
稿
で
解
決
し
き
れ
な
か
っ
た
疑
問
点
も
あ
る
。
当
該
観
音
像
が
禅
宗
信
仰
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
正
林
寺
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。「
縁
記
」

に
み
え
る
可
賀
の
影
響
力
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
像
は
ど
こ
で
多
良
の
地
を
離
れ
、

流
浪
し
て
い
っ
た
の
か
。
こ
れ
ば
か
り
は
史
料
の
制
約
上
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

そ
し
て
先
述
の
通
り
、
貞
則
の
法
号
が
そ
の
他
の
史
料
類
と
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
理
由
も
よ

く
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
仮
に
当
該
像
が
可
賀
に
仮
託
し
た
後
世
の
創
作
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

法
号
だ
け
が
誤
っ
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

                                            

                    

 
1 

信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
高
木
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
河
井
信
幸
「
美
濃
国
武
将 

高
木
権

右
衛
門
～
信
長
に
鰹
を 
秀
吉
に
鶴
を 

家
康
に
敷
物
を
贈
っ
た
男
～
」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』

                                        

                                        

                                        

                     

 

三
二
、
二
〇
〇
九
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向
―
『
高
木
家
文
書
』
を
中
心

と
し
て
―
」（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
三
七
、
二
〇
一
七
）
に
詳
し
い
。 

2 

『
旗
本
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）F

-
1
-(
1)

-1

（
同
文
書
に
つ
い
て
は
以
下

請
求
番
号
に
基
づ
き
、
大
項
目-

中
項
目-

（
小
項
目
） –

整
理
番
号
の
順
に
記
す
。）
ほ
か
、
数
多

く
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
年
に
幕
府
か
ら
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。
原
本

は
『
諸
家
系
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
『
寛
政
譜
』
作
成
の
際
に
は
参
考
と
さ
れ
た
。  

3 

西
高
木
家
の
当
主
は
、
貞
政
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
と
、
西
・
東
・
北
高
木
家
に
分
か
れ
た

際
の
当
主
で
あ
る
貞
利
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
後
者
で
記
す
。 

4 

『
上
石
津
町
史 

史
料
編
』（
一
九
七
五
）
に
所
収
。 

5 

霊
鷲
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

6 

可
賀
（
微
笑
尼
）
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
霊
鷲
院
に
安
置
さ
れ
る
曹
洞
宗
両
祖
の
御
霊
骨
」

（『
禅
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
四
）
な
ど
で
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
論
文

に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
氏
の
御
協
力
を
仰
い
だ
。 

7 

『
名
古
屋
叢
書 

続
編
』
第
十
九
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
一
九
六
八
）
に
所
収
。 

8 

霊
鷲
院
所
蔵
資
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
場
合
、
可
賀
で
は
な
く
微
笑
尼
の
名
を
用
い
る
こ

と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
観
音
菩
薩
坐
像
の
表
記
に
従
い
、
名
前
を
可
賀
に
統
一
し
た
。 

9 

宗
派
に
よ
っ
て
戒
名
・
法
名
・
法
号
な
ど
呼
称
は
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
「
高
木
系
譜
」
に
従
い
、

法
号
に
統
一
し
た
。 

10 

木
村
四
郎
右
衛
門
女
は
「
先
祖
書
」・『
寛
政
譜
』
で
は
貞
輝
母
と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
、
貞

則
の
継
室
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
一
つ
考
え
ら

れ
る
の
は
出
自
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
当
主
の
室
は
婿
入
り
し
た
形
の
貞
則
を
除
き
、
基
本
的

に
は
小
笠
原
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
が
多
い
。
そ
の
中
で
名
前
も
は
っ
き
り
記
さ
れ
な
い
木
村
氏

は
異
例
で
、
『
寛
政
譜
』
に
も
木
村
四
郎
右
衛
門
に
あ
た
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
西
高
木
家
三
代

貞
勝
の
女
で
、
西
高
木
家
初
代
・
貞
利
の
血
を
引
く
前
妻
（
貞
順
院
）
に
比
べ
る
と
、
速
証
院
は
生

家
の
家
格
が
劣
っ
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
提
出
し
た
「
先
祖
書
」
や
、
そ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た

『
寛
政
譜
』
に
は
、
継
室
と
し
て
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

                                        

                                        

                                        

                     

 

ま
た
、
「
先
祖
書
」
よ
り
さ
ら
に
遡
る
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先

祖
御
年
忌
覚
」
で
は
、
貞
順
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
本
文
で
述
べ
た
通
り
、

ゴ
シ
ッ
ク
部
分
が
作
成
当
初
の
記
載
事
項
と
考
え
ら
れ
る
。） 

 

 
 

延
宝
三
卯
年
十
一
月
廿
六
日 

 
 
 
 

 
 
 

貞
順
院
様 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

清
入
様 

 
 
 
 

清
閑
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
息
女
様
之 

 
 

奥
様 

 
 
 
 

当
酉
年
九
拾
壱
年 

安
永
五
丙
申
年
迄
百
二
年 

安
永
十
丑
迄
百
七
年 

 
 
 
 

寛
政
三
亥
迄
百
十
七
年 

 
 

こ
こ
で
も
貞
順
院
は
「
清
閑
様
奥
様
」
す
な
わ
ち
貞
則
室
と
し
て
記
さ
れ
る
一
方
で
、【
史
料
Ｇ
】

の
よ
う
に
、
速
証
院
に
つ
い
て
は
貞
則
の
継
室
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
先
祖
書
」
や

『
寛
政
譜
』
と
異
な
り
、「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
は
高
木
家
内
で
適
宜
加
筆
さ
れ
て
い
っ
た
文
書
で
、

対
外
的
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
表
記
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ

の
明
和
二
年
段
階
の
西
高
木
家
当
主
は
、
七
代
・
篤
貞
で
あ
る
。
篤
貞
は
可
賀
の
養
母
な
の
で
、
血

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の
の
速
証
院
は
外
祖
母
に
あ
た
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
は
っ
き
り
と
継
室

と
し
て
速
証
院
を
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
注
目
す
べ
き
は
「
高
木
系
譜
」
の
表
紙
の
「
経
貞
再
改
之 

西
館
蔵
書

写
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
西
館
と
は
、
西
高
木
家
陣
屋
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陣
屋
に

収
め
ら
れ
て
い
た
蔵
書
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
九
代
・
経
貞
が
「
再
び
改
め

て
」
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
何
を
改
め
た
の
か
、
と
い
う
と
、
経
貞
の
父
・
貞
臧

が
編
纂
し
た
「
先
祖
書
」
で
あ
ろ
う
。「
高
木
系
譜
」
を
見
る
と
、「
先
祖
書
」
の
内
容
・
構
成
に
従

い
な
が
ら
、
貞
臧
の
寛
政
三
年
以
降
と
自
身
に
つ
い
て
補
足
し
、
先
代
に
つ
い
て
も
若
干
の
表
記
の

変
更
や
情
報
の
追
加
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
後
室
（
継
室
）
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の

が
速
証
院
こ
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
経
貞
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く

曖
昧
な
立
場
で
あ
っ
た
速
証
院
は
対
外
的
に
も
継
室
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

                                        

                                        

                                        

                     

 

三
二
、
二
〇
〇
九
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向
―
『
高
木
家
文
書
』
を
中
心

と
し
て
―
」（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
三
七
、
二
〇
一
七
）
に
詳
し
い
。 

2 

『
旗
本
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
F-

1-
(

1)
-

1
（
同
文
書
に
つ
い
て

は
以
下
請
求
番
号
に
基
づ
き
、
大
項
目-

中
項
目-

（
小
項
目
） –

整
理
番
号
の
順
に
記
す
。）
ほ
か
、

数
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
年
に
幕
府
か
ら
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。

原
本
は
『
諸
家
系
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
、『
寛
政
譜
』
作
成
の
際
に
は
参
考
と
さ
れ
た
。  

3 

西
高
木
家
の
当
主
は
、
貞
政
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
と
、
西
・
東
・
北
高
木
家
に
分
か
れ
た

際
の
当
主
で
あ
る
貞
利
を
初
代
と
し
て
数
え
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
後
者
で
記
す
。 

4 

『
上
石
津
町
史 

史
料
編
』（
一
九
七
五
）
に
所
収
。 

5 

霊
鷲
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

6 

可
賀
（
微
笑
尼
）
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
霊
鷲
院
に
安
置
さ
れ
る
曹
洞
宗
両
祖
の
御
霊
骨
」

（『
禅
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
四
）
な
ど
で
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
論
文

に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
も
氏
の
御
協
力
を
仰
い
だ
。 

7 

『
名
古
屋
叢
書 

続
編
』
第
十
九
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
一
九
六
八
）
に
所
収
。 

8 

宗
派
に
よ
っ
て
戒
名
・
法
名
・
法
号
な
ど
呼
称
は
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
「
高
木
系
譜
」
に
従
い
、

法
号
に
統
一
し
た
。 

9 

木
村
四
郎
右
衛
門
女
は
「
先
祖
書
」
・
『
寛
政
譜
』
で
は
貞
輝
母
と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
、
貞

則
の
継
室
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
一
つ
考
え
ら

れ
る
の
は
出
自
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
当
主
の
室
は
婿
入
り
し
た
形
の
貞
則
を
除
き
、
基
本
的

に
は
小
笠
原
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
が
多
い
。
そ
の
中
で
名
前
も
は
っ
き
り
記
さ
れ
な
い
木
村
氏

は
異
例
で
、
『
寛
政
譜
』
に
も
木
村
四
郎
右
衛
門
に
あ
た
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
西
高
木
家
三
代

貞
勝
の
女
で
、
西
高
木
家
初
代
・
貞
利
の
血
を
引
く
前
妻
（
貞
順
院
）
に
比
べ
る
と
、
速
証
院
は
生

家
の
家
格
が
劣
っ
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
提
出
し
た
「
先
祖
書
」
や
、
そ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た

『
寛
政
譜
』
に
は
、
継
室
と
し
て
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
「
先
祖
書
」
よ
り
さ
ら
に
遡
る
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先

祖
御
年
忌
覚
」
で
は
、
貞
順
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
本
文
で
述
べ
た
通
り
、

                                        

                                        

                                        

                     

 

ゴ
シ
ッ
ク
部
分
が
作
成
当
初
の
記
載
事
項
と
考
え
ら
れ
る
。） 

 

 
 

延
宝
三
卯
年
十
一
月
廿
六
日 

 
 
 
 

 
 
 

貞
順
院
様 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

清
入
様 

 
 
 
 

清
閑
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
息
女
様
之 

 
 

奥
様 

 
 
 
 

当
酉
年
九
拾
壱
年 

安
永
五
丙
申
年
迄
百
二
年 

安
永
十
丑
迄
百
七
年 

 
 
 
 

寛
政
三
亥
迄
百
十
七
年 

 
 

こ
こ
で
も
貞
順
院
は
「
清
閑
様
奥
様
」
す
な
わ
ち
貞
則
室
と
し
て
記
さ
れ
る
一
方
で
、【
史
料
Ｇ
】

の
よ
う
に
、
速
証
院
に
つ
い
て
は
貞
則
の
継
室
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
先
祖
書
」
や

『
寛
政
譜
』
と
異
な
り
、「
御
先
祖
御
年
忌
覚
」
は
高
木
家
内
で
適
宜
加
筆
さ
れ
て
い
っ
た
文
書
で
、

対
外
的
な
も
の
と
は
考
え
に
く
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
表
記
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ

の
明
和
二
年
段
階
の
西
高
木
家
当
主
は
、
七
代
・
篤
貞
で
あ
る
。
篤
貞
は
可
賀
の
養
母
な
の
で
、
血

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の
の
速
証
院
は
外
祖
母
に
あ
た
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
は
っ
き
り
と
継
室

と
し
て
速
証
院
を
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
注
目
す
べ
き
は
「
高
木
系
譜
」
の
表
紙
の
「
経
貞
再
改
之 

西
館
蔵
書

写
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
西
館
と
は
、
西
高
木
家
陣
屋
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陣
屋
に

収
め
ら
れ
て
い
た
蔵
書
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
九
代
・
経
貞
が
「
再
び
改
め

て
」
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
何
を
改
め
た
の
か
、
と
い
う
と
、
経
貞
の
父
・
貞
臧

が
編
纂
し
た
「
先
祖
書
」
で
あ
ろ
う
。「
高
木
系
譜
」
を
見
る
と
、「
先
祖
書
」
の
内
容
・
構
成
に
従

い
な
が
ら
、
貞
臧
の
寛
政
三
年
以
降
と
自
身
に
つ
い
て
補
足
し
、
先
代
に
つ
い
て
も
若
干
の
表
記
の

変
更
や
情
報
の
追
加
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
後
室
（
継
室
）
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の

が
速
証
院
こ
と
木
村
四
郎
右
衛
門
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
経
貞
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く

曖
昧
な
立
場
で
あ
っ
た
速
証
院
は
対
外
的
に
も
継
室
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

10 

『
寛
政
譜
』
に
は
「
享
保
十
六
年
四
月
六
日
遺
跡
を
継
〈
時
に
十
歳
〉
」
と
あ
る
。 

11 

『
日
進
町
誌
』
資
料
編
三
（
一
九
八
五
）
に
所
収
。 

25

26

1

安藤　均

( 8 )



 

一
方
で
、
速
証
院
の
息
女
で
あ
る
可
賀
の
「
行
由
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。 

 
【
史
料
Ｈ
】（
合
略
仮
名
は
全
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
） 

五
歳

ニ
シ
テ

偶
〳
〵

遊
ヒ二

親
戚

ノ

家
ニ一

、
聴

テ三

人
ノ

読
ム
ヲ

二

本
朝
信
州
善
光
寺
弥
陀
如
来
観
応
ノ
縁
由

ヲ一

、
始

テ

信
シ二

因
果

ノ

理
ヲ一

深
帰

ス二

仏
乗

ニ一

、
爾

ヨ
リ

後
日

ニ

称
ス
ル

二

弥
陀
宝
号

ヲ一

者
ノ

一
百
八
遍
無

シ二

日
ト
シ
テ

不
ト
云

コ
ト

称
セ

焉
、
七
歳

ニ
シ
テ

随
テ二

母
ニ

同
ク

請
シ二

邑
ノ

一
向
専
念
寺

一ニ

、
聞

テ二

他
力

ノ

宗
要

ヲ一

未
ダ二

全
ク

肯 

之
ヲ

、

又
請

シ
テ

二

他
寺

ニ一

聴
テ二

妙
経
講

ヲ一

、
倍
〳
〵

進 

ニ

修
仏
乗

ヲ一

也
、
八
歳

ニ
シ
テ

閲
シ
テ

二

松
見
寺
如
大
尼

ノ

伝
記

ヲ一

竊
ニ

慕 

レ

之
ヲ

、
自
誓

テ

以
為
吾

レ
モ

亦
闢 

二

一
寺

ノ

基
ヲ一

、
以

テ

托
セ
ン
ト

二 
 

名
ヲ

於
不
朽

ニ一

従
リレ

是
専

ラ

注 

二

心

ヲ

吾
宗

ニ一

、
時
ゝ
参 

シ

訪
済
洞

ノ

名
匠

ヲ

、
夙
夜
匪

スレ

懈
タ
ル
ニ

、
只
管
静
処

ニ

習
禅

ス

焉
、
十
歳

ニ
シ
テ

懇

 

ニ

求
京
師
林
丘
内
親
王
手
造
圓
通
大
士
煉
像

ヲ一

、
則
不

シ
テ

レ

日
ア
ラ

得 

レ

拝 

二

賜
ス
ル
コ
ト
ヲ

之
ヲ一

、 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
可
賀
は
五
歳
の
頃
に
親
戚
の
家
で
信
濃
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
の
感
応
譚
を
聞

い
た
の
を
き
っ
か
け
に
仏
教
に
傾
心
し
、
阿
弥
陀
の
宝
号
を
毎
日
唱
え
る
よ
う
に
な
り
、
七
歳
の
こ

ろ
に
母
に
随
っ
て
「
一
向
専
念
寺
」
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
の
寺
院
よ
り
他
力
回
向
に
つ
い
て
聞
い

た
が
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
法
華
経
の
経
義
を
聞
い
て
な
お

傾
倒
を
深
め
、
八
歳
の
頃
に
松
見
寺
（
現
関
市
）
の
如
大
尼
の
伝
記
に
影
響
を
受
け
て
一
寺
を
開
く

決
意
を
持
ち
、「
吾
宗
（
禅
宗
の
こ
と
か
）
」
に
心
を
注
ぎ
、
臨
済
宗
や
曹
洞
宗
の
高
僧
の
下
を
訪
れ

習
禅
に
励
ん
だ
と
い
う
。 

 

こ
こ
で
は
、
可
賀
が
生
家
高
木
家
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
浄
土
真
宗
に
懐
疑
的
で
、
徐
々
に
禅
宗

に
傾
心
し
て
い
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
こ
の
中
に
は
娘
を
随
行
し
て
浄
土
真
宗
寺
院
で

他
力
回
向
の
宗
要
を
聞
く
母
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
母
は
速
証
院
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
速
証
院
が
真
宗
門
徒
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
伝
記
と

い
う
性
格
か
ら
全
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
勿
論
、
後
欠
と
な
っ
て
い
て
、
成
立

年
代
も
分
か
ら
ず
、
他
の
可
賀
の
伝
記
の
も
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
伝
記
を
も
と
に
後

世
の
修
飾
し
た
も
の
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
信
憑
性
に
は
疑
問
符
が
付
く
。
ま
た
霊
鷲
院
に
残
る
史

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
禅
宗
を
優
位
と
す
る
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
差
し
引
き
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
【
史
料
Ｆ
・
Ｇ
】
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
例
え
個
人
で
禅
宗
に
傾
心

し
て
い
て
も
、
高
木
家
の
人
物
で
あ
る
以
上
、
真
宗
門
徒
と
い
う
立
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
板
挟
み
の
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る20

。 

 

ほ
か
に
「
縁
記
」
に
登
場
す
る
、
衛
貞
と
松
寿
院
の
禅
宗
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
出
自
と
の

関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
衛
貞
に
つ
い
て
は
、
「
先
祖
書
」
・『
寛
政
譜
』
に
よ
れ
ば
貞
則
次
男
と

し
て
誕
生
し
た
た
め
、
当
初
は
京
都
嵯
峨
の
天
龍
寺
塔
頭
で
あ
る
鹿
王
院
に
預
け
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
斎
藤
夏
来
氏
は
、
『
小
寺
家
文
書
』
の
酒
井
忠
知
書
状
と
『
寛
政
譜
』
の

記
述
か
ら
、
貞
則
の
兄
で
鹿
王
院
の
中
興
開
山
で
あ
っ
た
虎
岑
玄
竹
の
も
と
で
衛
貞
が
養
育
さ
れ
た

影
響
を
指
摘
し
て
い
る21

。
鹿
王
院
は
天
龍
寺
派
で
あ
り
、
正
林
寺
が
妙
心
寺
派
あ
る
た
め
、
直
接

的
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
禅
宗
の
影
響
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。 

 

続
い
て
、
衛
貞
の
室
、
松
寿
院
は
、
小
笠
原
系
図
・
系
譜
類
で
は
小
笠
原
信
秀
女
と
し
て
登
場
す

る
一
方
で
、『
高
木
家
文
書
』
中
の
「
松
寿
院
実
父
実
兄
院
号
書
上22

」（
年
号
不
明
）
で
は
信
秀
の

妹
と
し
て
登
場
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
小
笠
原
家
出
身
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い23

。
小
笠
原
家

は
当
時
越
前
勝
山
藩
主
で
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
開
善
寺 

（
福
井
県
勝
山
市
）
を
菩
提
寺
と
し
て

い
る
。
小
笠
原
家
は
松
寿
院
以
前
も
高
木
家
と
縁
戚
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
禅
宗
、
特
に
妙
心
寺
派

の
流
入
に
か
か
わ
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
彼
ら
の
信
仰
を
以
て
し
て
も
、
西
高
木
家
の
宗
旨
替
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
当
主
と
な
っ
た
衛
貞
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
前
掲
の
松
寿
院
に
つ
い
て
も
前

掲
の
【
史
料
Ｆ
】
を
見
る
と
墓
所
は
本
堂
寺
と
あ
る
。
歴
代
高
木
家
の
室
の
中
で
禅
宗
寺
院
に
墓
所

が
置
か
れ
た
の
は
松
寿
院
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
本
堂
寺
は
東
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

「
縁
記
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
松
寿
院
が
没
し
た
享
保
十
六
年
は
す
で
に
正
林
寺
は
建
立
さ
れ
て

い
る
時
期
で
あ
る
。
も
し
正
林
寺
が
西
高
木
家
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
正
林
寺
を
避
け
て
本
堂
寺
に
墓
所
を
設
け
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
だ
こ
の

段
階
の
正
林
寺
は
菩
提
寺
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
ら
ず
、
衛
貞―

貞
輝
が
個
人
的
な
祈
願
で
建

立
し
た
寺
院
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
で
は
、
正
林
寺
が
菩
提
寺
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
。
そ
れ

は
正
林
寺
に
西
高
木
家
墓
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
か
ら
判
断
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う

24

。
正
林
寺
に
あ
る
高
木
家
の
墓
で
最
も
古
い
の
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
七
月
十
日
に
わ
ず
か

一レ 

一レ 

か
ら
速
証
院
永
代
供
養
料
の
請
取
状20

が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
役
割
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち

【
史
料
Ｅ
】
で
禅
宗
に
傾
心
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
願
寺
門
徒
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
速
証
院
の
息
女
で
あ
る
可
賀
の
「
行
由
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｈ
】（
合
略
仮
名
は
全
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
） 

五
歳

ニ
シ
テ

偶
〳
〵

遊
ヒ二

親
戚

ノ

家
ニ一

、
聴

テ三

人
ノ

読
ム
ヲ

二

本
朝
信
州
善
光
寺
弥
陀
如
来
観
応
ノ
縁
由

ヲ一

、

始
テ

信
シ二

因
果

ノ

理
ヲ一

深
帰

ス二

仏
乗

ニ一

、
爾

ヨ
リ

後
日

ニ

称
ス
ル

二

弥
陀
宝
号

ヲ一

者
ノ

一
百
八
遍
無

シ二

日
ト
シ
テ

不
ト

云
コ
ト

称
セ

焉
、
七
歳

ニ
シ
テ

随
テ二

母
ニ

同
ク

請
シ二

邑
ノ

一
向
専
念
寺

ニ一

、
聞

テ二

他
力

ノ

宗
要

ヲ一

未
ダ二

全
ク

肯 

之
ヲ

、

又
請

シ
テ

二

他
寺

ニ一

聴
テ二

妙
経
講

ヲ一

、
倍

〳
〵

進 
ニ

修
仏
乗

ヲ一

也
、
八
歳

ニ
シ
テ

閲
シ
テ

二

松
見
寺
如
大
尼

ノ

伝
記

ヲ一

竊

ニ

慕 

レ

之
ヲ

、
自
誓

テ

以
為
吾

レ
モ

亦
闢

ヒ
テ

二

一
寺

ノ

基
ヲ一

、
以

テ

托
セ
ン
ト

二 
 

名
ヲ

於
不
朽

ニ一

従
リレ

是
専

ラ

注
ギ二

心
ヲ

吾
宗

ニ一

、
時
ゝ
参 

ニ

訪
シ

済
洞

ノ

名
匠

ヲ一

、
夙
夜
匪

スレ

懈
タ
ル
ニ

、
只
管
静
処

ニ

習
禅

ス

焉
、
十
歳

ニ
シ
テ

懇

 

ニ

求
シ

京
師
林
丘
内
親
王
手
造
円
通
大
士
煉
像

ヲ一

、
則
不

シ
テ

レ

日
ア
ラ

得 

レ

拝 

二

賜
ス
ル
コ
ト
ヲ

之
ヲ一

、 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
可
賀
は
五
歳
の
頃
に
親
戚
の
家
で
信
濃
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
の
感
応
譚
を
聞

い
た
の
を
き
っ
か
け
に
仏
教
に
傾
心
し
、
阿
弥
陀
の
宝
号
を
毎
日
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後

七
歳
の
頃
に
母
に
随
っ
て
「
一
向
専
念
寺
」
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
の
寺
院
よ
り
他
力
回
向
に
つ
い

て
聞
い
た
が
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
法
華
経
の
経
義
を
聞
い
て
な

お
傾
倒
し
、
八
歳
の
頃
に
松
見
寺
（
現
関
市
）
の
如
大
尼
の
伝
記
に
影
響
を
受
け
て
一
寺
を
開
く
決

意
を
持
ち
、「
吾
宗
（
禅
宗
の
こ
と
か
）」
に
心
を
注
ぎ
、
臨
済
宗
や
曹
洞
宗
の
高
僧
の
下
を
訪
れ
習

禅
に
励
ん
だ
と
い
う
。 

 

こ
こ
で
は
、
可
賀
が
生
家
高
木
家
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
浄
土
真
宗
に
懐
疑
的
で
、
徐
々
に
禅
宗

に
傾
心
し
て
い
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
こ
こ
で
は
、
娘
を
随
行
し
て
浄
土
真
宗
寺
院
で

他
力
回
向
の
宗
要
を
聞
く
母
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
母
は
速
証
院
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
速
証
院
が
真
宗
門
徒
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
伝
記
と
い
う

性
格
か
ら
全
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
勿
論
、
後
欠
と
な
っ
て
い
て
、
成
立
年
代

も
分
か
ら
ず
、
他
の
可
賀
の
伝
記
の
も
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
伝
記
を
も
と
に
後
世
の

修
飾
が
加
え
ら
れ
た
も
の
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
信
憑
性
に
は
疑
問
符
が
付
く
。
ま
た
霊
鷲
院
に
残

る
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
禅
宗
を
優
位
と
す
る
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
差
し
引
き
し
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
【
史
料
Ｆ
・
Ｇ
】
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
例
え
個
人
で
禅
宗
に

傾
心
し
て
い
て
も
、
高
木
家
の
人
物
で
あ
る
以
上
、
真
宗
門
徒
と
い
う
立
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
板
挟
み
の
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る21

。 
 

ほ
か
に
「
縁
記
」
に
登
場
す
る
、
衛
貞
と
松
寿
院
の
禅
宗
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
出
自
と
の

関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
衛
貞
に
つ
い
て
は
、
「
先
祖
書
」
・
『
寛
政
譜
』
に
よ
れ
ば
貞
則
次
男
と

し
て
誕
生
し
た
た
め
、
当
初
は
京
都
嵯
峨
の
天
龍
寺
塔
頭
で
あ
る
鹿
王
院
に
預
け
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
斎
藤
夏
来
氏
は
、
『
小
寺
家
文
書
』
の
酒
井
忠
知
書
状
と
『
寛
政
譜
』
の

記
述
か
ら
、
貞
則
の
兄
で
鹿
王
院
の
中
興
開
山
で
あ
っ
た
虎
岑
玄
竹
の
も
と
で
衛
貞
が
養
育
さ
れ
た

影
響
を
指
摘
し
て
い
る22

。
鹿
王
院
は
天
龍
寺
派
で
あ
り
、
正
林
寺
は
妙
心
寺
派
で
あ
る
た
め
、
直

接
的
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
禅
宗
の
影
響
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。 

 

続
い
て
、
衛
貞
の
室
、
松
寿
院
は
、
小
笠
原
系
図
・
系
譜
類
で
は
小
笠
原
信
秀
女
と
し
て
登
場
す

る
一
方
で
、『
高
木
家
文
書
』
中
の
「
松
寿
院
実
父
実
兄
院
号
書
上23

」（
作
成
時
期
不
明
）
で
は
信

秀
の
妹
と
し
て
登
場
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
小
笠
原
家
出
身
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い24

。
小
笠

原
家
は
当
時
越
前
勝
山
藩
主
で
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
開
善
寺 

（
福
井
県
勝
山
市
）
を
菩
提
寺
と

し
て
い
る
。
小
笠
原
家
は
松
寿
院
以
前
も
高
木
家
と
縁
戚
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
禅
宗
、
特
に
妙
心

寺
派
の
流
入
に
か
か
わ
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
彼
ら
の
信
仰
を
以
て
し
て
も
、
西
高
木
家
の
宗
旨
替
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
当
主
と
な
っ
た
衛
貞
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
松
寿
院
に
つ
い
て
も
、
前
掲
の

【
史
料
Ｆ
】
を
見
る
と
墓
所
は
本
堂
寺
と
あ
る
。
歴
代
高
木
家
の
室
の
中
で
禅
宗
寺
院
に
墓
所
が
設

け
ら
れ
た
の
は
松
寿
院
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
本
堂
寺
は
東
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

「
縁
記
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
松
寿
院
が
没
し
た
享
保
十
六
年
に
は
、
す
で
に
正
林
寺
は
建
立

さ
れ
て
い
る
。
も
し
正
林
寺
が
西
高
木
家
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

正
林
寺
を
避
け
て
本
堂
寺
に
墓
所
を
設
け
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
だ
こ
の
段
階

の
正
林
寺
は
菩
提
寺
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
ら
ず
、
衛
貞
―
貞
輝
が
個
人
的
な
祈
願
で
建
立
し

た
寺
院
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
可
賀
は
五
歳
の
頃
に
親
戚
の
家
で
信
濃
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
の
感
応
譚
を
聞

い
た
の
を
き
っ
か
け
に
仏
教
に
傾
心
し
、
阿
弥
陀
の
宝
号
を
毎
日
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後

七
歳
の
頃
に
母
に
随
っ
て
「
一
向
専
念
寺
」
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
の
寺
院
よ
り
他
力
回
向
に
つ
い

て
聞
い
た
が
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
法
華
経
の
経
義
を
聞
い
て
な

お
傾
倒
し
、
八
歳
の
頃
に
松
見
寺
（
現
関
市
）
の
如
大
尼
の
伝
記
に
影
響
を
受
け
て
一
寺
を
開
く
決

意
を
持
ち
、「
吾
宗
（
禅
宗
の
こ
と
か
）」
に
心
を
注
ぎ
、
臨
済
宗
や
曹
洞
宗
の
高
僧
の
下
を
訪
れ
習

禅
に
励
ん
だ
と
い
う
。 

 

こ
こ
で
は
、
可
賀
が
生
家
高
木
家
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
浄
土
真
宗
に
懐
疑
的
で
、
徐
々
に
禅
宗

に
傾
心
し
て
い
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
娘
を
随
行
さ
せ
て
浄
土
真
宗
寺
院
で
他
力
回

向
の
宗
要
を
聞
く
母
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
母
と
は
速
証
院
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

速
証
院
が
真
宗
門
徒
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
伝
記
と
い
う
性

格
か
ら
全
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
後
欠
と
な
っ
て
い
て
、
成
立
時

期
も
分
か
ら
ず
、
他
の
可
賀
の
伝
記
の
も
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
伝
記
を
も
と
に
後
世

の
修
飾
が
加
え
ら
れ
た
も
の
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
信
憑
性
に
は
疑
問
符
が
付
く
。
ま
た
霊
鷲
院
に

残
る
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
禅
宗
を
優
位
と
す
る
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
差
し
引
き
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
【
史
料
Ｆ
・
Ｇ
】
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
例
え
個
人
で
禅
宗

に
傾
心
し
て
い
て
も
、
高
木
家
の
人
物
で
あ
る
以
上
、
真
宗
門
徒
と
い
う
立
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
板
挟
み
の
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る21

。 

 

ほ
か
に
「
縁
記
」
に
登
場
す
る
、
衛
貞
と
松
寿
院
の
禅
宗
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
出
自
と
の

関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
衛
貞
に
つ
い
て
は
、
「
先
祖
書
」
・
『
寛
政
譜
』
に
よ
れ
ば
貞
則
次
男
と

し
て
誕
生
し
た
た
め
、
当
初
は
京
都
嵯
峨
の
天
龍
寺
塔
頭
で
あ
る
鹿
王
院
に
預
け
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
斎
藤
夏
来
氏
は
、
『
小
寺
家
文
書
』
の
酒
井
忠
知
書
状
と
『
寛
政
譜
』
の

記
述
か
ら
、
貞
則
の
兄
で
鹿
王
院
の
中
興
開
山
で
あ
っ
た
虎
岑
玄
竹
の
も
と
で
衛
貞
が
養
育
さ
れ
た

影
響
を
指
摘
し
て
い
る22

。
鹿
王
院
は
天
龍
寺
派
で
あ
り
、
正
林
寺
は
妙
心
寺
派
で
あ
る
た
め
、
直

接
的
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
禅
宗
の
影
響
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。 

 

続
い
て
、
衛
貞
の
室
、
松
寿
院
は
、
小
笠
原
系
図
・
系
譜
類
で
は
小
笠
原
信
秀
女
と
し
て
登
場
す

る
一
方
で
、『
高
木
家
文
書
』
中
の
「
松
寿
院
実
父
実
兄
院
号
書
上23

」（
作
成
時
期
不
明
）
で
は
信

秀
の
妹
と
し
て
登
場
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
小
笠
原
家
出
身
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い24

。
小
笠

原
家
は
当
時
越
前
勝
山
藩
主
で
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
開
善
寺 

（
現
福
井
県
勝
山
市
）
を
菩
提
寺

と
し
て
い
る
。
小
笠
原
家
は
松
寿
院
以
前
も
高
木
家
と
縁
戚
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
禅
宗
、
特
に
妙

心
寺
派
の
流
入
に
か
か
わ
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
彼
ら
の
信
仰
を
以
て
し
て
も
、
西
高
木
家
の
宗
旨
替
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
当
主
と
な
っ
た
衛
貞
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
松
寿
院
に
つ
い
て
も
、
前
掲
の

【
史
料
Ｆ
】
を
見
る
と
墓
所
は
本
堂
寺
（
現
上
石
津
町
三
ツ
里
）
と
あ
る
。
歴
代
高
木
家
の
室
の
中

で
禅
宗
寺
院
に
墓
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
松
寿
院
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
本
堂
寺
は
東
高

木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。「
縁
記
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
松
寿
院
が
没
し
た
享
保
十
六
年
に
は
、

す
で
に
正
林
寺
は
建
立
さ
れ
て
い
る
。
も
し
正
林
寺
が
西
高
木
家
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
林
寺
を
避
け
て
本
堂
寺
に
墓
所
を
設
け
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ま
だ
こ
の
段
階
の
正
林
寺
は
菩
提
寺
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
ら
ず
、
衛
貞
―
貞
輝
が
個

人
的
な
祈
願
で
建
立
し
た
寺
院
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
で
は
、
正
林
寺
が
菩
提
寺
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
正
林
寺
に
西
高
木
家
墓
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
か
ら
判
断
す
る
べ
き
で
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
可
賀
は
五
歳
の
頃
に
親
戚
の
家
で
信
濃
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
の
感
応
譚
を
聞

い
た
の
を
き
っ
か
け
に
仏
教
に
傾
心
し
、
阿
弥
陀
の
宝
号
を
毎
日
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後

七
歳
の
頃
に
母
に
随
っ
て
「
一
向
専
念
寺
」
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
の
寺
院
よ
り
他
力
回
向
に
つ
い

て
聞
い
た
が
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
法
華
経
の
経
義
を
聞
い
て
な

お
傾
倒
し
、
八
歳
の
頃
に
松
見
寺
（
現
関
市
）
の
如
大
尼
の
伝
記
に
影
響
を
受
け
て
一
寺
を
開
く
決

意
を
持
ち
、「
吾
宗
（
禅
宗
の
こ
と
か
）」
に
心
を
注
ぎ
、
臨
済
宗
や
曹
洞
宗
の
高
僧
の
下
を
訪
れ
習

禅
に
励
ん
だ
と
い
う
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こ
こ
で
は
、
可
賀
が
生
家
高
木
家
で
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
浄
土
真
宗
に
懐
疑
的
で
、
徐
々
に
禅
宗

に
傾
心
し
て
い
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
娘
を
随
行
さ
せ
て
浄
土
真
宗
寺
院
で
他
力
回

向
の
宗
要
を
聞
く
母
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
母
と
は
速
証
院
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

速
証
院
が
真
宗
門
徒
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
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に
つ
い
て
は
、
伝
記
と
い
う
性

格
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ら
全
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
後
欠
と
な
っ
て
い
て
、
成
立
時

期
も
分
か
ら
ず
、
他
の
可
賀
の
伝
記
の
も
と
に
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っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
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記
を
も
と
に
後
世

の
修
飾
が
加
え
ら
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た
も
の
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
信
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性
に
は
疑
問
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が
付
く
。
ま
た
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院
に
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る
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で
あ
る
こ
と
か
ら
、
禅
宗
を
優
位
と
す
る
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
差
し
引
き
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
【
史
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Ｆ
・
Ｇ
】
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
例
え
個
人
で
禅
宗

に
傾
心
し
て
い
て
も
、
高
木
家
の
人
物
で
あ
る
以
上
、
真
宗
門
徒
と
い
う
立
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
板
挟
み
の
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る21

。 

 

ほ
か
に
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記
」
に
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、
衛
貞
と
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と
の
繋
が
り
に
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て
は
、
出
自
と
の
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る
。
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ず
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に
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は
、
「
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書
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・
『
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に
よ
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貞
則
次
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生
し
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た
め
、
当
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は
京
都
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の
天
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頭
で
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る
鹿
王
院
に
預
け
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と
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。
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来
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『
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家
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書
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の
酒
井
忠
知
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状
と
『
寛
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』
の
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述
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ら
、
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則
の
兄
で
鹿
王
院
の
中
興
開
山
で
あ
っ
た
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玄
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の
も
と
で
衛
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が
養
育
さ
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た

影
響
を
指
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い
る22

。
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院
は
天
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寺
派
で
あ
り
、
正
林
寺
は
妙
心
寺
派
で
あ
る
た
め
、
直

接
的
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
禅
宗
の
影
響
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。 

 

続
い
て
、
衛
貞
の
室
、
松
寿
院
は
、
小
笠
原
系
図
・
系
譜
類
で
は
小
笠
原
信
秀
女
と
し
て
登
場
す

る
一
方
で
、『
高
木
家
文
書
』
中
の
「
松
寿
院
実
父
実
兄
院
号
書
上23

」（
作
成
時
期
不
明
）
で
は
信

秀
の
妹
と
し
て
登
場
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
小
笠
原
家
出
身
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い24

。
小
笠

原
家
は
当
時
越
前
勝
山
藩
主
で
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
開
善
寺 

（
現
福
井
県
勝
山
市
）
を
菩
提
寺

と
し
て
い
る
。
小
笠
原
家
は
松
寿
院
以
前
も
高
木
家
と
縁
戚
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
禅
宗
、
特
に
妙

心
寺
派
の
流
入
に
か
か
わ
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
彼
ら
の
信
仰
を
以
て
し
て
も
、
西
高
木
家
の
宗
旨
替
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
当
主
と
な
っ
た
衛
貞
は
や
む
を
得
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
松
寿
院
に
つ
い
て
も
、
前
掲
の

【
史
料
Ｆ
】
を
見
る
と
墓
所
は
本
堂
寺
（
現
上
石
津
町
三
ツ
里
）
と
あ
る
。
歴
代
高
木
家
の
室
の
中

で
禅
宗
寺
院
に
墓
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
松
寿
院
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
本
堂
寺
は
東
高

木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。「
縁
記
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
松
寿
院
が
没
し
た
享
保
十
六
年
に
は
、

す
で
に
正
林
寺
は
建
立
さ
れ
て
い
る
。
も
し
正
林
寺
が
西
高
木
家
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
林
寺
を
避
け
て
本
堂
寺
に
墓
所
を
設
け
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ま
だ
こ
の
段
階
の
正
林
寺
は
菩
提
寺
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
ら
ず
、
衛
貞
―
貞
輝
が
個

人
的
な
祈
願
で
建
立
し
た
寺
院
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
で
は
、
正
林
寺
が
菩
提
寺
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
正
林
寺
に
西
高
木
家
墓
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
か
ら
判
断
す
る
べ
き
で

 

一レ 

21

22

23

24

龍昌院旧蔵観音菩薩坐像からみる可賀および高木家の信仰

( 7 )



す
な
わ
ち
禅
宗
の
流
入
が
発
生
し
た
時
期
と
分
か
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
高
木
家
文
書
』

葬
祭
関
係
史
料
の
分
析
を
通
じ
て
、
桐
原
千
文
氏
に
よ
る
研
究18

が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
氏
の

研
究
を
踏
ま
え
て
そ
の
概
要
を
述
べ
て
い
き
た
い
。 

 

高
木
家
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
長
島
一
向
一
揆
に
家
臣
が
多
数
参
加
し
て
い
た
よ
う
に
、

戦
国
時
代
末
以
来
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
。
特
に
伊
勢
国
桑
名
郡
の
香
取
法
泉
寺
（
現
三
重
県
桑
名

市
）
と
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
な
お
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
本
願
寺
東
西
分
立
後
、
法
泉

寺
は
東
派
に
属
し
た
た
め
、
高
木
家
も
東
派
門
徒
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
法
泉
寺
を
檀
那
寺
と
し

た
の
は
高
木
家
の
う
ち
当
主
と
嫡
子
の
み
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
念
通
寺
・
唯
願
寺
と
い
っ
た

領
内
の
東
派
寺
院
が
檀
那
寺
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
十
八
世
紀
に
な
る
と
西
高
木
家
に
は
複
数
寺

制
が
導
入
さ
れ
て
禅
宗
が
当
主
と
嫡
子
以
外
の
宗
旨
と
な
り
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
建
て

ら
れ
た
正
林
寺
を
檀
那
寺
・
墓
所
と
し
て
い
っ
た
と
い
う
。 

 

当
該
資
料
で
冥
福
が
祈
ら
れ
て
い
る
速
証
院
の
信
仰
に
つ
い
て
、「
縁
記
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

【
史
料
Ｅ
】 

貞
則
ノ
室
法
名
速
証
院
幼
ニ
シ
テ
世
ノ
幻
ヲ
悟
リ
、
深
ク
仏
道
ヲ
信
心
シ
、
心
ヲ
教
外
ノ
禅
ニ

傾
ク
、
故
ニ
慈
ニ
シ
テ
愛
ア
リ
、
節
ニ
シ
テ
貞
ナ
リ
、
又
和
歌
ニ
志
シ
深
ク
シ
テ
終
ニ
其
ノ
名

ヲ
夷
洛
ニ
ホ
ト
コ
ス
、
曽
テ
海
禅
仏
鑑
和
尚
慈
慶
大
春
和
尚
ヲ
時
ニ
宅
ニ
請
シ
テ
法
要
ヲ
問
フ
、

然
レ
ト
モ
心
頭
不
安
常
ニ
仏
神
ニ
誓
願
シ
坐
禅
工
夫
ス
、 

  

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
速
証
院
は
幼
い
頃
よ
り
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
宗
に
傾
心
し
、
海
禅
寺
の
仏
鑑
や

慈
慶
寺
（
慈
渓
寺
・
現
大
垣
市
）
の
大
春
を
招
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
先
述
の
「
御

忌
日
記
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 【
史
料
Ｆ
】 

 
 

 
 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日 

 

本 
 

速
証
院
殿
桂
室
高
円
尼
大
姉
様 

 
 

貞
則
様
御
後
室 
 

御
墓
御
西
御
裏 

 
 

 
 

 
 

 

京
都
之
住
人 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 

 

享
保
十
六
年
辛
亥
五
月
廿
日 

 

禅 

松
寿
院
殿
真
相
常
榮
尼
大
姉
様 

 

五
郎
左
衛
門
衛
貞
様
御
室
小
笠
原
大
膳
亮
信
秀
公
之
御
女 

御
墓
所
本
堂
寺 

 

（
『
旗
本
高
木
家
文
書
』F-

11
-(1

)-7

） 

 
 こ

の
史
料
で
は
当
主
以
外
の
法
号
の
前
に
は
本
願
寺
門
徒
な
ら
「
本
」、
禅
宗
を
信
仰
し
て
い
れ
ば

「
禅
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先
祖
御
年
忌

覚
」
で
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
史
料
は
後
の
加
筆
が
多
い
た
め
、
作
成
当
初
に
記
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
た
。） 

 
 【

史
料
Ｇ
】 享

保
二
酉
年
十
一
月
十
四
日 

 
 

 

速
証
院
様 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

唯
願
寺1 

 
 

 
 

当
酉
年
四
拾
九
年 

安
永
五
丙
申
迄
六
拾
年 

安
永
十
丑
迄
六
拾
五
年 

 

 
 
 

(

『
旗
本
高
木
家
文
書
』F

-11
-(1

)-
1) 

 
 

こ
の
唯
願
寺
は
速
証
院
の
檀
那
寺
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
唯
願
寺
は
西
高
木
家
陣
屋
か
ら

直
線
距
離
に
し
て
４
キ
ロ
強
離
れ
た
、
東
派
本
願
寺
寺
院
で
あ
る
。
実
際
に
明
和
九
年
二
月
に
唯
願

寺
か
ら
速
証
院
永
代
供
養
料
の
請
取
状19

が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
役
割
が
窺
え
る
。
す
な
わ

ち
【
史
料
Ｅ
】
で
禅
宗
に
傾
心
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
願
寺
門
徒
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

五
、
高
木
家
の
信
仰
を
め
ぐ
る
問
題 

 
さ
て
、
「
縁
記
」
を
読
ん
で
い
く
と
、
こ
の
十
八
世
紀
中
盤
は
、
高
木
家
の
宗
旨
に
大
き
な
変
化

で
あ
る
禅
宗
の
流
入
が
発
生
し
た
時
期
と
分
か
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
高
木
家
文
書
』
中

の
葬
祭
関
係
史
料
の
分
析
を
通
じ
て
、
桐
原
千
文
氏
に
よ
る
研
究19

が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
氏

の
成
果
を
踏
ま
え
て
そ
の
概
要
を
述
べ
て
い
き
た
い
。 

 

高
木
家
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
長
島
一
向
一
揆
に
家
臣
が
多
数
参
加
し
て
い
た
よ
う
に
、

戦
国
時
代
末
以
来
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
。
特
に
伊
勢
国
桑
名
郡
の
香
取
法
泉
寺
（
現
三
重
県
桑
名

市
）
と
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
な
お
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
本
願
寺
東
西
分
立
後
、
法
泉

寺
は
東
派
に
属
し
た
た
め
、
高
木
家
も
東
派
門
徒
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
法
泉
寺
を
檀
那
寺
と
し

た
の
は
高
木
家
の
う
ち
当
主
と
嫡
子
の
み
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
念
通
寺
・
唯
願
寺
と
い
っ
た

領
内
の
東
派
寺
院
が
檀
那
寺
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
十
八
世
紀
に
な
る
と
西
高
木
家
に
は
複
数
寺

制
が
導
入
さ
れ
て
禅
宗
が
当
主
と
嫡
子
以
外
の
宗
旨
と
な
り
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
建
て

ら
れ
た
正
林
寺
を
檀
那
寺
・
墓
所
と
し
て
い
っ
た
と
い
う
。 

 

当
該
資
料
で
冥
福
が
祈
ら
れ
て
い
る
速
証
院
の
信
仰
に
つ
い
て
、「
縁
記
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

【
史
料
Ｅ
】 

貞
則
ノ
室
法
名
速
証
院
幼
ニ
シ
テ
世
ノ
幻
ヲ
悟
リ
、
深
ク
仏
道
ヲ
信
心
シ
、
心
ヲ
教
外
ノ
禅
ニ

傾
ク
、
故
ニ
慈
ニ
シ
テ
愛
ア
リ
、
節
ニ
シ
テ
貞
ナ
リ
、
又
和
歌
ニ
志
シ
深
ク
シ
テ
終
ニ
其
ノ
名

ヲ
夷
洛
ニ
ホ
ト
コ
ス
、
曽
テ
海
禅
仏
鑑
和
尚
慈
慶
大
春
和
尚
ヲ
時
ニ
宅
ニ
請
シ
テ
法
要
ヲ
問
フ
、

然
レ
ト
モ
心
頭
不
安
常
ニ
仏
神
ニ
誓
願
シ
坐
禅
工
夫
ス
、 

  

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
速
証
院
は
幼
い
頃
よ
り
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
宗
に
傾
心
し
、
海
禅
寺
の
仏
鑑
や

慈
慶
寺
（
慈
渓
寺
・
現
大
垣
市
）
の
大
春
を
招
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
先
述
の
「
御

忌
日
記
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 【
史
料
Ｆ
】 

 
 
 
 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日 

 

本 
 

速
証
院
殿
桂
室
高
円
尼
大
姉
様 

 
 
 

貞
則
様
御
後
室 

 

御
墓
御
西
御
裏 

 
 
 
 
 
 
 

京
都
之
住
人 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 
 

享
保
十
六
年
辛
亥
五
月
廿
日 

 

禅 
 

松
寿
院
殿
真
相
常
榮
尼
大
姉
様 

 

五
郎
左
衛
門
衛
貞
様
御
室
小
笠
原
大
膳
亮
信
秀
公
之
御
女 

御
墓
所
本
堂
寺 

 

（
『
旗
本
高
木
家
文
書
』F

-
1
1
-
(
1
)
-
7

） 

 
 

こ
の
史
料
で
は
当
主
以
外
の
法
号
の
前
に
は
本
願
寺
門
徒
な
ら
ば
「
本
」
、
禅
宗
を
信
仰
し
て
い

れ
ば
「
禅
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先
祖
御

年
忌
覚
」
で
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
史
料
は
後
の
加
筆
が
多
い
た
め
、
作
成
当
初
に

記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
た
。
） 

 
 【

史
料
Ｇ
】 

享
保
二
酉
年
十
一
月
十
四
日 

速
証
院
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

唯
願
寺 

 
 

当
酉
年
四
拾
九
年 

安
永
五
丙
申
迄
六
拾
年 

安
永
十
丑
迄
六
拾
五
年 

 
 
 
 

寛
政
三
丑
迄
七
十
五
年 

 

（
『
旗
本
高
木
家
文
書
』F

-
1
1
-
(
1
)
-
1
) 

 
 

唯
願
寺
と
は
速
証
院
の
檀
那
寺
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
唯
願
寺
は
西
高
木
家
陣
屋
か
ら
直

線
距
離
に
し
て
四
キ
ロ
強
離
れ
た
、
東
派
本
願
寺
寺
院
で
あ
る
。
実
際
に
明
和
九
年
二
月
に
唯
願
寺

な
変
化
で
あ
る
、
禅
宗
の
流
入
が
発
生
し
た
時
期
と
分
か
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
高
木
家

文
書
』
中
の
葬
祭
関
係
史
料
の
分
析
を
通
じ
て
、
桐
原
千
文
氏
に
よ
る
研
究19

が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
て
そ
の
概
要
を
述
べ
て
い
き
た
い
。 

 

高
木
家
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
長
島
一
向
一
揆
に
家
臣
が
多
数
参
加
し
て
い
た
よ
う
に
、

戦
国
時
代
末
以
来
本
願
寺
門
徒
で
あ
っ
た
。
特
に
伊
勢
国
桑
名
郡
の
香
取
法
泉
寺
（
現
三
重
県
桑
名

市
）
と
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
な
お
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
本
願
寺
東
西
分
立
後
、
法
泉

寺
は
東
派
に
属
し
た
た
め
、
高
木
家
も
東
派
門
徒
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
法
泉
寺
を
檀
那
寺
と
し

た
の
は
高
木
家
の
う
ち
当
主
と
嫡
子
の
み
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
念
通
寺
・
唯
願
寺
と
い
っ
た

領
内
の
東
派
寺
院
が
檀
那
寺
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
十
八
世
紀
に
な
る
と
西
高
木
家
に
は
複
数
寺

制
が
導
入
さ
れ
て
禅
宗
が
当
主
と
嫡
子
以
外
の
宗
旨
と
な
り
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
建
て

ら
れ
た
正
林
寺
を
檀
那
寺
・
墓
所
と
し
て
い
っ
た
と
い
う
。 

 

当
該
資
料
で
冥
福
が
祈
ら
れ
て
い
る
速
証
院
の
信
仰
に
つ
い
て
、
「
縁
記
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

【
史
料
Ｅ
】 

貞
則
ノ
室
法
名
速
証
院
幼
ニ
シ
テ
世
ノ
幻
ヲ
悟
リ
、
深
ク
仏
道
ヲ
信
心
シ
、
心
ヲ
教
外
ノ
禅
ニ

傾
ク
、
故
ニ
慈
ニ
シ
テ
愛
ア
リ
、
節
ニ
シ
テ
貞
ナ
リ
、
又
和
歌
ニ
志
シ
深
ク
シ
テ
終
ニ
其
ノ
名

ヲ
夷
洛
ニ
ホ
ト
コ
ス
、
曽
テ
海
禅
仏
鑑
和
尚
慈
慶
大
春
和
尚
ヲ
時
ニ
宅
ニ
請
シ
テ
法
要
ヲ
問
フ
、

然
レ
ト
モ
心
頭
不
安
常
ニ
仏
神
ニ
誓
願
シ
坐
禅
工
夫
ス
、 

  

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
速
証
院
は
幼
い
頃
よ
り
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
宗
に
傾
心
し
、
海
禅
寺
の
仏
鑑
や

慈
慶
寺
（
慈
渓
寺
・
現
大
垣
市
）
の
大
春
を
招
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
先
述
の
「
御

忌
日
記
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 【
史
料
Ｆ
】 

 
 
 
 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日 

 

本 
 

速
証
院
殿
桂
室
高
円
尼
大
姉
様 

 
 
 
 
 

貞
則
様
御
後
室 

 

御
墓
御
西
御
裏 

 
 
 
 
 
 
 

京
都
之
住
人 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 

 

享
保
十
六
年
辛
亥
五
月
廿
日 

 

禅 
 

松
寿
院
殿
真
相
常
栄
尼
大
姉
様 

 

五
郎
左
衛
門
衛
貞
様
御
室 

小
笠
原
大
膳
亮
信
秀
公
之
御
女 

御
墓
所
本
堂
寺 

 

（『
旗
本
高
木
家
文
書
』F

-
1
1-
(1
)-
7

） 

 
 

こ
の
史
料
で
は
当
主
以
外
の
法
号
の
前
に
、
本
願
寺
門
徒
な
ら
ば
「
本
」
、
禅
宗
を
信
仰
し
て
い

れ
ば
「
禅
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
「
御
先
祖
御

年
忌
覚
」
で
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
史
料
は
後
の
加
筆
が
多
い
た
め
、
作
成
当
初
に

記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
た
。） 

 
 【

史
料
Ｇ
】 

享
保
二
酉
年
十
一
月
十
四
日 

速
証
院
様 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

唯
願
寺 

 
 

当
酉
年
四
拾
九
年 

安
永
五
丙
申
年
迄
六
拾
年 

安
永
十
丑
迄
六
拾
五
年 

 

 
 
 

寛
政
三
丑
迄
七
十
五
年 

 

（『
旗
本
高
木
家
文
書
』F

-
1
1-
(1
)-
1
) 

 
 

唯
願
寺
と
は
速
証
院
の
檀
那
寺
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
唯
願
寺
（
現
上
石
津
町
下
山
）
は

西
高
木
家
陣
屋
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
四
㎞
強
離
れ
た
、
東
派
本
願
寺
寺
院
で
あ
る
。
実
際
に
明
和

九
年
二
月
に
唯
願
寺
か
ら
速
証
院
永
代
供
養
料
の
請
取
状

20

が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
役
割

が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
【
史
料
Ｅ
】
で
禅
宗
に
傾
心
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
願
寺
門
徒
と
し

19

20
（『
旗
本
高
木
家
文
書
』
F-

11-(

1)-

7
）

（『
旗
本
高
木
家
文
書
』
F-

11-(

1)-

1
）

安藤　均

( 6 )



処
ニ
向
テ
去
ル
、
大
姉
声
ニ
随
テ
頑
翁
ト
呼
フ
、
頑
師
応
諾
ス
、
大
姉
云
ク
、
蝉
茲
ニ
ア
リ
、

或
時
日
蓮
宗
身
延
ノ
上
人
尾
ノ
妙
蓮
寺
ニ
来
ル
、
大
姉
往
テ
大
通
智
勝
仏
十
劫
坐
道
場
ノ
文
ヲ

挙
テ
問
フ
、
上
人
ノ
荅
話
不
分
明
、
即
チ
和
歌
ヲ
呈
ス
、 

法
華
経
ノ
八
巻
ノ
数
ヲ
読
ナ
ガ
ラ
妙
ノ
一
字
ヲ
知
ル
人
ソ
ナ
シ
、 

大
姉
常
ニ
双
親
手
沢
ノ
華
牋
ヲ
聚
テ
牋
コ
ト
ニ
普
門
品
ヲ
写
シ
、
焼
テ
其
ノ
灰
烬
ヲ
歛
メ
樒
葉

若
干
ヲ
采
テ
葉
ゴ
ト
ニ
大
士
ノ
號
ヲ
書
シ
同
ク
焼
テ
併
テ
セ
テ
是
レ
ヲ
臼
中
ニ
納
テ
侍
女
ニ

命
シ
テ
搗
ク
事
三
十
三
万
有
余
下
、
自
ラ
聖
号
ヲ
以
テ
杵
数
ヲ
計
ス
、
䪠
粉
成
テ
黒
漆
煉
ル
ニ

模
ニ
幾
ク
像
ヲ
脱
シ
テ
是
レ
ヲ
諸
州
ノ
名
藍
ニ
頒
シ
蔵
メ
テ
双
親
無
上
菩
提
ノ
為
メ
ニ
ス
、
若

シ
信
心
ノ
曹
テ
ア
レ
ハ
、
緇
素
ヲ
不
問
、
需
メ
ニ
応
シ
テ
寄
与
ス
、
享
保
十
六
年
ノ
春
貞
刻
公

多
良
ニ
移
ル
、
母
公
モ
同
ク
来
テ
後
見
ス
、
速
証
院
及
ヒ
亮
鏡
院
ノ
志
願
ヲ
追
思
シ
テ
、
正
林

ノ
外
護
ス
ル
事
増
ス
渥
シ
、
涅
柈
像
一
幅
尾
陽
大
君
ノ
画
師
ヲ
シ
テ
令
図
之
、
寄
俯
ス
、 

 

貞
輝
の
没
後
は
、
養
子
と
な
っ
て
い
た
遠
山
家
出
身
の
貞
刻
（
篤
貞
）
が
当
主
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
母
と
し
て
可
賀
に
つ
い
て
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
可
賀
に
つ
い
て
の
説
明
は
他
の
人
物
に

比
べ
て
明
ら
か
に
細
か
く
、
「
縁
記
」
全
体
の
流
れ
と
は
独
立
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
。
そ
の
構
成
は
、
傍
線
部
の
出
家
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
波
線
部
の
観
音
造
像

に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
観
音
造
像
の
部
分
は
一
見
す
る
と
分
か
る
通
り
、【
史

料
Ｂ
】
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。「
縁
記
」
の
別
の
箇
所
を
参
照
す
る
と
、「
享
保
十
一
年

午
ノ
春
、
予
江
都
ヨ
リ
尾
州
ニ
到
リ
遠
山
景
供
ノ
宅
ニ
在
テ
錫
ヲ
留
ム
ル
事
」
と
あ
る
。【
史
料
Ｂ
】

は
享
保
九
年
に
成
立
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に
良
鞭
が
参
照
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
傍
線

部
は
霊
鷲
院
側
の
可
賀
の
記
録
に
は
登
場
し
な
い
話
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
に
伝
聞

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
観
音
像
の
墨
書
が
享
保
七
年
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
良
鞭
は
遠
山
家
を
訪
れ
る
前
か
ら

す
で
に
可
賀
と
面
識
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
良
鞭
が
多
良
を
訪
れ
た
正
徳
元
年
に
は
す
で
に
可

賀
は
遠
山
家
に
嫁
い
で
い
る
の
で
、
実
母
速
証
院
か
、
異
母
兄
の
衛
貞
、
そ
の
室
の
松
寿
院
の
い
ず

れ
か
を
介
し
て
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

も
う
一
つ
両
者
の
関
わ
り
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
同
史
料
に
あ
る
次
の
記
載
で
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｄ
】 

松
寿
院
尼
大
師
此
ノ
年
五
月
廿
日
ヲ
以
て
逝
去
ス
。
尼
師
預
メ
予
ニ
叚
子
ノ
蒲
団
一
箇
ヲ
賜
テ

法
衣
ト
成
ン
ト
ホ
ツ
ス
レ
ト
モ
不
果
。
予
微
笑
大
姉
ニ
謂
テ
曰
ク
。
此
ノ
叚
子
九
条
法
衣
ノ
地

ト
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
。
其
ノ
餘
ノ
不
足
処
ノ
綿
繍
綺
羅
ハ
大
姉
喜
捨
シ
自
ラ
裁
縫
シ
テ
尼
師
ノ
志

ヲ
ト
ゲ
テ
禅
師
ニ
贈
ル
ヘ
シ
。
大
姉
歓
喜
シ
テ
其
ノ
後
チ
綿
繍
ノ
新
故
細
大
ヲ
不
捐
。
倶
ニ
収

集
シ
テ
終
ニ
僧
伽
梨
衣
ヲ
製
シ
テ
禅
師
ニ
被
贈
。
其
ノ
様
璨
然
タ
ル
カ
如
シ
。
寔
ニ
針
巧
可
称
。

禅
師
打
一
偈
遠
信
ヲ
謝
ス
。
大
姉
モ
又
和
歌
ヲ
以
テ
尊
偈
ノ
謝
ヲ
伸
。 

 

禅
師
偈 

 
 

施
心
一
念
先
天
地 

 
 

線
路
纔
通
北
作
南 

 
 

塔
起
無
針
無
箚
処 

 
 

萬
紅
千
紫
一
肩
擔 

 
 

 
 
 

予
塵
尊
韵
欽
上
老
禅
師 

 
 

無
針
無
箚
一
金
鏤 

 
 

祖
仏
由
来
伝
自
南 

 
 

庚
嶺
誰
言
提
不
起 

 
 

瑞
雲
斯
日
半
肩
擔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
姉
和
歌 

 

誰
カ
代
ヨ
リ
キ
ソ
メ
シ
法
ノ
カ
ラ
衣
モ
始
メ
ナ
ケ
レ
バ
終
リ
シ
ラ
レ
ズ 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
寿
院
は
以
前
、
良
鞭
に
叚
子
の
蒲
団
で
法
衣
を
作
っ
て
贈
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
亡
く
な
っ
た
た
め
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
良
鞭
は
そ
の
こ
と
を
微

笑
尼
（
可
賀
）
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
微
笑
尼
（
可
賀
）
は
喜
ん
で
そ
れ
に
応
じ
自
ら
裁
縫
し
て
法
衣

を
作
っ
て
良
鞭
へ
送
っ
た
と
い
う
。
そ
の
法
衣
は
節
外
か
ら
如
法
寺
の
住
持
を
引
き
継
い
だ
、
良
鞭

の
兄
弟
子
に
あ
た
る
逸
山
祖
仁
（
浄
明
禅
師
）
へ
奉
納
し
た
た
め
、
祖
仁
は
偈
で
謝
意
を
示
し
、
良

鞭
も
和
韻
し
、
対
し
て
微
笑
尼
は
和
歌
を
奉
じ
た
と
い
う
。
松
寿
院
の
遺
志
を
継
い
で
わ
ざ
わ
ざ
自

ら
縫
製
し
て
法
衣
を
贈
る
の
で
あ
る
か
ら
、
可
賀
と
良
鞭
の
間
に
深
い
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。 

 

五
、
高
木
家
の
信
仰
を
め
ぐ
る
問
題 

 

さ
て
、「
縁
記
」
を
読
ん
で
い
く
と
、
こ
の
十
八
世
紀
中
盤
は
、
高
木
家
の
宗
旨
に
大
き
な
変
化
、

山
深
ク
タ
ズ
ネ
タ
ズ
ネ
テ
主
人
公
逢
テ
見
タ
レ
ハ
ナ
ニ
ノ
名
モ
ナ
シ
、 

橋
師
許
可
ス
又
願
翁
師
ヲ
宅
ニ
招
ク
、
頑
師
蝉
ノ
殻
ラ
ヲ
取
テ
同
ク
殻
ラ
茲
ニ
ア
リ
、
蝉
甚
広

処
ニ
向
テ
去
ル
、
大
姉
声
ニ
随
テ
頑
翁
ト
呼
フ
、
頑
師
応
諾
ス
、
大
姉
云
ク
、
蝉
茲
ニ
ア
リ
、

或
時
日
蓮
宗
身
延
ノ
上
人
尾
ノ
妙
蓮
寺
ニ
来
ル
、
大
姉
往
テ
大
通
智
勝
仏
十
劫
坐
道
場
ノ
文
ヲ

挙
テ
問
フ
、
上
人
ノ
荅
話
不
分
明
、
即
チ
和
歌
ヲ
呈
ス
、 

法
華
経
ノ
八
巻
ノ
数
ヲ
読
ナ
ガ
ラ
妙
ノ
一
字
ヲ
知
ル
人
ソ
ナ
シ
、 

大
姉
常
ニ
双
親
手
沢
ノ
華
牋
ヲ
聚
テ
牋
コ
ト
ニ
普
門
品
ヲ
写
シ
、
焼
テ
其
ノ
灰
烬
ヲ
歛
メ
樒
葉

若
干
ヲ
采
テ
葉
ゴ
ト
ニ
大
士
ノ
號
ヲ
書
シ
同
ク
焼
テ
併
テ
セ
テ
是
レ
ヲ
臼
中
ニ
納
テ
侍
女
ニ

命
シ
テ
搗
ク
事
三
十
三
万
有
余
下
、
自
ラ
聖
号
ヲ
以
テ
杵
数
ヲ
計
ス
、
䪠
粉
成
テ
黒
漆
煉
ル
ニ

模
ニ
幾
ク
像
ヲ
脱
シ
テ
是
レ
ヲ
諸
州
ノ
名
藍
ニ
頒
シ
蔵
メ
テ
双
親
無
上
菩
提
ノ
為
メ
ニ
ス
、
若

シ
信
心
ノ
曹
テ
ア
レ
ハ
、
緇
素
ヲ
不
問
、
需
メ
ニ
応
シ
テ
寄
与
ス
、
享
保
十
六
年
ノ
春
貞
刻
公

多
良
ニ
移
ル
、
母
公
モ
同
ク
来
テ
後
見
ス
、
速
証
院
及
ヒ
亮
鏡
院
ノ
志
願
ヲ
追
思
シ
テ
、
正
林

ノ
外
護
ス
ル
事
増
ス
渥
シ
、
涅
柈
像
一
幅
尾
陽
大
君
ノ
画
師
ヲ
シ
テ
令
図
之
、
寄
俯
ス
、 

 

貞
輝
の
没
後
は
、
養
子
と
な
っ
て
い
た
遠
山
家
出
身
の
貞
刻
（
篤
貞
）
が
当
主
と
な
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
母
と
し
て
可
賀
に
つ
い
て
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
可
賀
の
記
述
は
他
の
人
物
に
比
べ

て
明
ら
か
に
細
か
く
、「
縁
記
」
全
体
の
流
れ
と
は
独
立
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
。
そ
の
構
成
は
、
傍
線
部
の
出
家
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
波
線
部
の
観
音
造
像
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
観
音
造
像
の
部
分
は
一
見
す
る
と
分
か
る
通
り
、
【
史
料

Ｂ
】
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。「
縁
記
」
の
別
の
箇
所
を
参
照
す
る
と
、「
享
保
十
一
年
午

ノ
春
、
予
江
都
ヨ
リ
尾
州
ニ
到
リ
遠
山
景
供
ノ
宅
ニ
在
テ
錫
ヲ
留
ム
ル
事
」
と
あ
る
。
【
史
料
Ｂ
】

は
享
保
九
年
に
成
立
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に
良
鞭
が
参
照
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
傍

線
部
は
霊
鷲
院
側
の
可
賀
の
記
録
に
は
登
場
し
な
い
話
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
に
伝

聞
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
観
音
像
の
墨
書
が
享
保
七
年
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
良
鞭
は
遠
山
家
を
訪
れ
る
前
か
ら

す
で
に
可
賀
と
面
識
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
良
鞭
が
多
良
を
訪
れ
た
正
徳
元
年
に
は
す
で
に
可

賀
は
遠
山
家
に
嫁
い
で
い
る
の
で
、
実
母
速
証
院
か
、
異
母
兄
の
衛
貞
、
そ
の
室
の
松
寿
院
の
い
ず

れ
か
を
介
し
て
繋
が
っ
た
の
で
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叚
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縫
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、
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の
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仁
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、
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仁
は
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で
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意
を
示
し
、
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も
和
韻
し
、
対
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て
可
賀
は
和
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を
奉
じ
た
と
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。
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わ
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縫
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家
出
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の
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（
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貞
）
が
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と
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の
で
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る

が
、
そ
の
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と
し
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可
賀
に
つ
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て
説
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が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
可
賀
の
記
述
は
他
の
人
物
に
比
べ
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ら
か
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く
、
「
縁
記
」
全
体
の
流
れ
と
は
独
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し
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い
る
か
の
よ
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な
印
象

を
受
け
る
。
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の
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は
、
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の
出
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エ
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と
、
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線
部
の
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に
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る
。
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、
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施
心
一
念
先
天
地 

 
 

線
路
纔
通
北
作
南 

 
 

塔
起
無
針
無
箚
処 

 
 

萬
紅
千
紫
一
肩
擔 

 
 
 
 
 

予
塵
尊
韵
欽
上
老
禅
師 

 
 

無
針
無
箚
一
金
鏤 

 
 

祖
仏
由
来
伝
自
南 

 
 

庚
嶺
誰
言
提
不
起 

 
 

瑞
雲
斯
日
半
肩
擔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

大
姉
和
歌 

 

誰
カ
代
ヨ
リ
キ
ソ
メ
シ
法
ノ
カ
ラ
衣
モ
始
メ
ナ
ケ
レ
バ
終
リ
シ
ラ
レ
ズ 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
寿
院
は
以
前
、
良
鞭
に
叚
子
の
蒲
団
で
法
衣
を
作
っ
て
贈
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
亡
く
な
っ
た
た
め
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
良
鞭
は
そ
の
こ
と
を
可
賀
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

可
賀
は
喜
ん
で
そ
れ
に
応
じ
自
ら
裁
縫
し
て
法
衣
を
作
っ
て
良
鞭
へ
送
っ
た
と
い
う
。
そ
の
法
衣
は

節
外
か
ら
如
法
寺
の
住
持
を
引
き
継
い
だ
、
良
鞭
兄
弟
子
の
逸
山
祖
仁
（
浄
明
禅
師
）
へ
奉
納
し
た

た
め
、
祖
仁
は
偈
で
謝
意
を
示
し
、
良
鞭
も
和
韻
し
、
対
し
て
可
賀
は
和
歌
を
奉
じ
た
と
い
う
。
松

寿
院
の
遺
志
を
継
い
で
わ
ざ
わ
ざ
自
ら
裁
縫
し
て
法
衣
を
贈
る
の
で
あ
る
か
ら
、
可
賀
と
良
鞭
の
間

に
深
い
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

五
、
高
木
家
の
信
仰
を
め
ぐ
る
問
題 

 

さ
て
、
「
縁
記
」
を
読
ん
で
い
く
と
、
こ
の
十
八
世
紀
中
盤
は
、
高
木
家
の
宗
旨
に
と
っ
て
大
き

龍昌院旧蔵観音菩薩坐像からみる可賀および高木家の信仰

( 5 )



と
は
難
し
い
。 

 
そ
し
て
何
よ
り
も
両
者
を
結
び
付
け
ら
れ
な
い
決
定
的
な
理
由
は
、
そ
の
尊
容
の
違
い
で
あ
る
。

各
地
の
送
ら
れ
た
観
音
像
は
立
像
で
あ
る
が
、
当
該
像
は
坐
像
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
像
と
異
な
り

光
背
も
つ
い
て
い
な
い
。
同
じ
観
音
像
で
も
鋳
型
を
用
い
て
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一

点
物
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
理
由
で
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
造
像
に
際
し
て
両
親
の

手
紙
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
享
保
十
年
以
降
の
造
像
と
は
結
び
付
か
な
く
て
も
、

「
両
親
の
手
紙
を
用
い
て
（
そ
の
灰
を
煉
り
こ
み
）
造
像
し
て
、
父
母
の
冥
福
を
祈
る
」
と
い
う
追

善
行
為
を
可
賀
が
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 
 四

、
正
林
寺
縁
記
と
良
鞭 

 

さ
て
、
厨
子
背
面
の
墨
書
を
し
た
良
鞭
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
に
伝
わ
る
「
済
生
山
正
林
寺
記
（
以

下
、
寺
記
と
す
る
。）
」・「
済
生
山
正
林
寺
縁
記
（
以
下
、
縁
記
と
す
る
。
）」
と
い
う
二
つ
の
縁
起
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
所
蔵
の
写
真
版
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
両
者
は
「
寺
記
」
は
漢
文
、
「
縁
記
」
は
仮
名
交
じ
り
文
と
い
う
表
記
の
違
い
は
あ
る

が
、
こ
れ
ら
史
料
の
お
お
ま
か
な
構
成
は
共
通
し
て
い
る
。
表
現
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た

め
、
一
方
を
参
照
し
な
が
ら
一
方
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。 

 

そ
し
て
「
縁
記
」
の
末
に
は
、
「
或
ル
予
ニ
謂
フ
、
正
林
ノ
由
来
誰
カ
知
ル
事
ア
ラ
ン
、
今
予
カ

視
聴
ニ
熟
ス
ル
ヲ
以
テ
記
シ
テ
後
世
ニ
ノ
コ
サ
ズ
ン
ハ
後
人
必
悔
ル
事
ア
ラ
ン
、
因
テ
国
字
ヲ
以
て

大
略
ヲ
誌
ス
」
と
あ
る
。
「
予
」
と
は
良
鞭
で
あ
り
、
良
鞭
自
ら
正
林
寺
の
由
来
を
伝
え
る
た
め
に

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。
一
方
で
「
寺
記
」
は
末
尾
か
ら
伊
予
如
法
寺
（
現
愛
媛
県
大
洲

市
）
の
末
寺
で
あ
る
遍
照
寺13

の
兀
庵
祖
徴
が
撰
し
た
で
、
良
鞭
の
示
寂
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

二
つ
の
記
録
に
よ
れ
ば
良
鞭
は
享
保
十
六
年
四
月
に
伊
予
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る14

。 

 

以
上
か
ら
、
二
つ
の
史
料
の
編
纂
・
伝
来
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
良
鞭
が
正
林
寺

か
ら
如
法
寺
に
移
っ
た
後
、
求
め
に
応
じ
て
正
林
寺
の
由
来
を
述
べ
た
「
縁
記
」
を
作
成
し
た
。
そ

れ
は
勿
論
美
濃
に
送
ら
れ
た
が
、
良
鞭
の
い
た
伊
予
に
も
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
縁
記
」
を
参

照
し
、
祖
徴
が
漢
文
に
再
構
成
し
た
の
が
「
寺
記
」
で
あ
っ
た
。 

 

「
縁
記
」
は
縁
起
に
類
す
る
が
、
内
容
に
霊
験
譚
を
含
む
も
の
で
は
な
い
し
、
後
世
の
創
作
で
は

な
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
良
鞭
自
ら
同
時
代
の
状
況
を
執
筆
し
た
も
の
で
、
信
憑
性
は
高
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
加
え
、
良
鞭
の
師
で
あ
る
節
外
祖
貞
（
妙
応
禅
師
）
の
伝
記15

を
参
照

し
な
が
ら
、
良
鞭
の
生
涯
を
見
て
い
こ
う
。 

 

良
鞭
は
播
磨
国
赤
穂
の
三
木
氏
の
出
身
で
、
十
二
歳
の
頃
、
如
法
寺
に
住
持
し
た
祖
貞
の
下
で
出

家
し
て
修
行
に
励
ん
だ
。
高
木
家
と
の
交
わ
り
と
し
て
は
、
衛
貞16

に
よ
る
節
外
へ
の
求
め
に
応
じ

る
形
で
、
節
外
高
弟
と
し
て
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
多
良
を
初
め
て
訪
れ
た
。
そ
の
時
に
速

証
院
や
、
貞
衛
室
で
あ
る
松
寿
院
と
関
わ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
衛

貞
が
設
け
た
常
楽
庵
を
居
所
と
し
た
。
同
十
三
年
の
衛
貞
の
没
後
、
貞
輝
に
よ
っ
て
常
楽
庵
を
正
林

寺
と
改
め
、
逸
山
祖
仁
（
浄
名
禅
師
）
を
開
山
と
し
、
自
ら
は
引
き
続
き
住
持
し
た
と
い
う
。
そ
の

後
同
十
六
年
四
月
、
正
林
寺
を
法
弟
で
あ
る
無
等
（
探
源
祖
篆
）
に
任
せ
る
と
、
自
ら
は
推
挙
さ
れ

て
伊
予
景
光
寺
（
現
愛
媛
県
大
洲
市17

）
に
移
り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
九
月
四
日
に
五
十
歳

で
寂
し
た
と
い
う
。 

 

さ
て
、
こ
の
良
鞭
と
可
賀
に
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
縁
記
」
の
中
で

可
賀
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｃ
】 

享
保
十
六
亥
ノ
春
貞
輝
公
卒
ス
、
亮
鏡
院
清
円
ト
法
号
ス
、
松
寿
院
尼
師
柤
被
教
行
ヲ
正
林
ニ

喜
捨
ス
、
貞
輝
曽
テ
尾
州
遠
山
景
供
ノ
二
男
重
一
郎
貞
刻
公
ヲ
養
子
ト
ス
、
貞
刻
ノ
母
公
ハ
貞

則
ノ
令
女
ニ
シ
テ
貞
輝
ノ
賢
姉
ナ
リ
、
景
供
卒
シ
テ
後
チ
、
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
ト
云
フ
、
大
姉

少
シ
テ
仏
道
ヲ
信
シ
心
ニ
邪
念
ナ
ク
、
身
ニ
塵
垢
ヲ
禁
ス
、
中
年
ニ
及
テ
霊
泉
海
老
ヲ
尾
州
ニ

招
キ
法
要
ヲ
聞
テ
自
已
ラ
了
知
ス
、
其
ノ
後
チ
洞
家
ノ
独
橋
師
ヲ
拝
ス
、
橋
師
主
人
公
ノ
古
則

ヲ
提
撕
セ
シ
ム
、
昼
夜
打
成
ニ
工
夫
ス
、
一
朝
撞
著
主
人
公
即
チ
和
歌
ヲ
以
テ
所
解
ヲ
呈
ス
、 

山
深
ク
タ
ズ
ネ
タ
ズ
ネ
テ
主
人
公
逢
テ
見
タ
レ
ハ
ナ
ニ
ノ
名
モ
ナ
シ
、 

橋
師
許
可
ス
又
願
翁
師
ヲ
宅
ニ
招
ク
、
頑
師
蝉
ノ
殻
ラ
ヲ
取
テ
同
ク
殻
ラ
茲
ニ
ア
リ
、
蝉
甚
広

光
寺
塔
頭
玉
照
院
を
皮
切
り
に
同
十
六
年
ま
で
の
七
年
間
、
そ
し
て
少
し
時
期
を
隔
て
た
元
文
四

(
一
七
三
九)

・
五
年
の
二
年
間
で
あ
る
。
特
に
享
保
十
年
か
ら
同
十
六
年
に
か
け
て
は
毎
年
観
音
像

が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
享
保
七
年
以
前
に
制
作
さ
れ
た
当
該
像
と
直
接
結
び
付
け
る

こ
と
は
難
し
い
。 

 

加
え
て
決
定
的
な
理
由
は
、
そ
の
尊
容
の
違
い
で
あ
る
。
各
地
に
送
ら
れ
た
観
音
像
は
立
像
で
あ

る
が
、
当
該
像
は
坐
像
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
像
と
異
な
り
光
背
も
つ
い
て
い
な
い
。
同
じ
観
音
像

で
も
鋳
型
を
用
い
て
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
点
物
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
墨
書
と
史
料
を
比
較
す
る
限
り
で
は
、
少
な
く
と
も
、
造
像
に
際
し
て
両
親
の
手
紙
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。
「
両
親
の
手
紙
を
用
い
て
（
そ
の
灰
を
煉
り
こ
み
）

造
像
し
て
、
父
母
の
冥
福
を
祈
る
」
と
い
う
追
善
行
為
は
、
可
賀
に
と
っ
て
重
視
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 四

、
「
済
生
山
正
林
寺
縁
記
」
と
良
鞭 

 

さ
て
、
厨
子
背
面
の
墨
書
を
し
た
良
鞭
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
に
伝
わ
る
「
済
生
山
正
林
寺
記
（
以

下
、
寺
記
と
す
る
。
）」・「
済
生
山
正
林
寺
縁
記
（
以
下
、
縁
記
と
す
る
。
）」
と
い
う
二
つ
の
縁
起
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
所
蔵
の
写
真
版
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
両
者
は
「
寺
記
」
は
漢
文
、
「
縁
記
」
は
仮
名
交
じ
り
文
と
い
う
表
記
の
違
い
は
あ
る

が
、
こ
れ
ら
史
料
の
お
お
ま
か
な
構
成
は
共
通
し
て
い
る
。
表
現
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た

め
、
一
方
を
参
照
し
な
が
ら
も
う
一
方
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。 

 

そ
し
て
「
縁
記
」
の
末
に
は
、
「
或
ル
予
ニ
謂
フ
、
正
林
ノ
由
来
誰
カ
知
ル
事
ア
ラ
ン
、
今
予
カ

視
聴
ニ
熟
ス
ル
ヲ
以
テ
記
シ
テ
後
世
ニ
ノ
コ
サ
ズ
ン
ハ
後
人
必
ス
悔
ル
事
ア
ラ
ン
、
因
テ
国
字
ヲ
以

て
大
略
ヲ
誌
ス
」
と
あ
る
。
「
予
」
と
は
良
鞭
で
あ
り
、
良
鞭
自
ら
正
林
寺
の
由
来
を
伝
え
る
た
め

に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。
一
方
で
「
寺
記
」
は
末
尾
か
ら
伊
予
如
法
寺
（
現
愛
媛
県
大

洲
市
）
の
末
寺
で
あ
る
遍
照
寺1

4

の
兀
庵
祖
徴
が
撰
し
た
も
の
で
、
良
鞭
の
示
寂
も
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
二
つ
の
記
録
に
よ
れ
ば
良
鞭
は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
四
月
に
伊
予
に
渡
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る1

5

。 

 

以
上
か
ら
、
二
つ
の
史
料
の
編
纂
・
伝
来
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
良
鞭
が
正
林
寺

か
ら
如
法
寺
に
移
っ
た
後
、
求
め
に
応
じ
て
正
林
寺
の
由
来
を
述
べ
た
「
縁
記
」
を
作
成
し
た
。
そ

れ
は
勿
論
美
濃
に
送
ら
れ
た
が
、
良
鞭
の
い
た
伊
予
に
も
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
縁
記
」
を
参

照
し
、
祖
徴
が
漢
文
に
再
構
成
し
た
の
が
「
寺
記
」
で
あ
っ
た
。
「
縁
記
」
は
縁
起
に
類
す
る
が
、

内
容
に
霊
験
譚
な
ど
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
良
鞭
自
ら
同
時
代
の
状
況
を
執
筆
し
た
も
の
と
い
う
こ
と

で
、
信
憑
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
加
え
、
良
鞭
の
師
で
あ
る
節
外
祖
貞
（
妙
応
禅
師
）
の
伝
記1

6

を
参
照

し
な
が
ら
、
良
鞭
の
生
涯
を
見
て
い
こ
う
。 

 

良
鞭
は
播
磨
国
赤
穂
の
三
木
氏
の
出
身
で
、
十
二
歳
の
頃
、
如
法
寺
に
住
持
し
た
祖
貞
の
下
で
出

家
し
て
修
行
に
励
ん
だ
。
高
木
家
と
の
交
わ
り
と
し
て
は
、
衛
貞1

7

に
よ
る
祖
貞
へ
の
求
め
に
応
じ

る
形
で
、
祖
貞
高
弟
と
し
て
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
多
良
を
初
め
て
訪
れ
た
。
そ
の
時
に
速

証
院
や
、
貞
衛
室
で
あ
る
松
寿
院
と
関
わ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
享
保
十
一
年
に
衛
貞
が
設
け
た
常

楽
庵
を
居
所
と
し
た
。
同
十
三
年
の
衛
貞
の
没
後
、
貞
輝
に
よ
っ
て
常
楽
庵
を
正
林
寺
と
改
め
、
逸

山
祖
仁
（
浄
名
禅
師
）
を
開
山
と
し
、
自
ら
は
引
き
続
き
住
持
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
同
十
六
年
四

月
、
正
林
寺
を
法
弟
で
あ
る
無
等
（
探
源
祖
篆
）
に
任
せ
る
と
、
自
ら
は
推
挙
さ
れ
て
伊
予
景
光
寺

（
現
愛
媛
県
大
洲
市1

8

）
に
移
り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
九
月
四
日
に
五
十
歳
で
寂
し
た
と
い

う
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
良
鞭
と
可
賀
に
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
縁
記
」
の

中
で
可
賀
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｃ
】 

享
保
十
六
亥
ノ
春
貞
輝
公
卒
ス
、
亮
鏡
院
清
円
ト
法
号
ス
、
松
寿
院
尼
師
柤
被
教
行
ヲ
正
林
ニ

喜
捨
ス
、
貞
輝
曽
テ
尾
州
遠
山
景
供
ノ
二
男
重
一
郎
貞
刻
公
ヲ
養
子
ト
ス
、
貞
刻
ノ
母
公
ハ
貞

則
ノ
令
女
ニ
シ
テ
貞
輝
ノ
賢
姉
ナ
リ
、
景
供
卒
シ
テ
後
チ
、
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
ト
云
フ
、
大
姉

少
シ
テ
仏
道
ヲ
信
シ
心
ニ
邪
念
ナ
ク
、
身
ニ
塵
垢
ヲ
禁
ス
、
中
年
ニ
及
テ
霊
泉
海
老
ヲ
尾
州
ニ

招
キ
法
要
ヲ
聞
テ
自
已
ラ
了
知
ス
、
其
ノ
後
チ
洞
家
ノ
独
橋
師
ヲ
拝
ス
、
橋
師
主
人
公
ノ
古
則

ヲ
提
撕
セ
シ
ム
、
昼
夜
打
成
ニ
工
夫
ス
、
一
朝
撞
著
主
人
公
即
チ
和
歌
ヲ
以
テ
所
解
ヲ
呈
ス
、 

こ
と
を
考
え
る
と
、
享
保
七
年
以
前
に
制
作
さ
れ
た
当
該
像
と
直
接
結
び
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。 

 
加
え
て
決
定
的
な
理
由
は
、
そ
の
尊
容
の
違
い
で
あ
る
。
各
地
に
送
ら
れ
た
観
音
像
は
立
像
で
あ

る
が
、
当
該
像
は
坐
像
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
像
と
異
な
り
光
背
も
つ
い
て
い
な
い
。
同
じ
観
音
像

で
も
鋳
型
を
用
い
て
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
点
物
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
墨
書
と
史
料
を
比
較
す
る
限
り
で
は
、
少
な
く
と
も
、
造
像
に
際
し
て
両
親
の
手
紙
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。
「
両
親
の
手
紙
を
用
い
て
（
そ
の
灰
を
煉
り
こ
み
）

造
像
し
て
、
父
母
の
冥
福
を
祈
る
」
と
い
う
追
善
行
為
は
、
可
賀
に
と
っ
て
重
視
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 四

、「
済
生
山
正
林
寺
縁
記
」
と
良
鞭 

 

さ
て
、
厨
子
背
面
の
墨
書
を
し
た
良
鞭
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
（
大
垣
市
上
石
津
町
祢
宜
上
）
に
関

す
る
「
済
生
山
正
林
寺
記
（
以
下
、
寺
記
と
す
る
。）」・「
済
生
山
正
林
寺
縁
記
（
以
下
、
縁
記
と
す

る
。）」
と
い
う
二
つ
の
縁
起
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
所

蔵
の
写
真
版
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
は
「
寺
記
」
は
漢
文
、
「
縁
記
」
は
仮
名
交
じ
り

文
と
い
う
表
記
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
史
料
の
お
お
ま
か
な
構
成
は
共
通
し
て
い
る
。
表
現
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
一
方
を
参
照
し
な
が
ら
も
う
一
方
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ

い
。 

 

そ
し
て
「
縁
記
」
の
末
に
は
、
「
或
ル
予
ニ
謂
フ
、
正
林
ノ
由
来
誰
カ
知
ル
事
ア
ラ
ン
、
今
予
カ

視
聴
ニ
熟
ス
ル
ヲ
以
テ
記
シ
テ
後
世
ニ
ノ
コ
サ
ズ
ン
ハ
後
人
必
ス
悔
ル
事
ア
ラ
ン
、
因
テ
国
字
ヲ
以

て
大
略
ヲ
誌
ス
」
と
あ
る
。
「
予
」
と
は
良
鞭
で
あ
り
、
良
鞭
自
ら
正
林
寺
の
由
来
を
伝
え
る
た
め

に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。
一
方
で
「
寺
記
」
は
末
尾
か
ら
伊
予
如
法
寺
（
現
愛
媛
県
大

洲
市
柚
木
）
の
末
寺
で
あ
る
遍
照
寺

1
4

の
兀
庵
祖
徴
が
撰
し
た
も
の
で
、
良
鞭
の
示
寂
も
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
二
つ
の
記
録
に
よ
れ
ば
良
鞭
は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
四
月
に
伊
予
に
渡
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る

1
5

。 

 

以
上
か
ら
、
二
つ
の
史
料
の
編
纂
・
伝
来
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
良
鞭
が
正
林
寺

か
ら
如
法
寺
に
移
っ
た
後
、
求
め
に
応
じ
て
正
林
寺
の
由
来
を
述
べ
た
「
縁
記
」
を
作
成
し
た
。
そ

れ
は
も
ち
ろ
ん
美
濃
に
送
ら
れ
た
が
、
良
鞭
の
い
た
伊
予
に
も
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
縁
記
」

を
参
照
し
、
祖
徴
が
漢
文
に
再
構
成
し
た
の
が
「
寺
記
」
で
あ
っ
た
。
「
縁
記
」
は
寺
院
縁
起
に
類

す
る
が
、
内
容
に
霊
験
譚
な
ど
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
良
鞭
自
ら
同
時
代
の
状
況
を
執
筆
し
た
も
の
と

い
う
こ
と
で
、
信
憑
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
加
え
、
良
鞭
の
師
で
あ
る
節
外
祖
貞
（
妙
応
禅
師
）
の
伝
記

1
6

を
参
照

し
な
が
ら
、
良
鞭
の
生
涯
を
み
て
い
こ
う
。 

 

良
鞭
は
播
磨
国
赤
穂
の
三
木
氏
の
出
身
で
、
十
二
歳
の
頃
、
如
法
寺
に
住
持
し
た
祖
貞
の
下
で
出

家
し
て
修
行
に
励
ん
だ
。
高
木
家
と
の
交
わ
り
と
し
て
は
、
衛
貞

1
7

に
よ
る
祖
貞
へ
の
求
め
に
応
じ

る
形
で
、
祖
貞
高
弟
と
し
て
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
多
良
を
初
め
て
訪
れ
た
。
そ
の
時
に
速

証
院
や
、
貞
衛
室
で
あ
る
松
寿
院
と
関
わ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
享
保
十
一
年
に
衛
貞
が
設
け
た
常

楽
庵
を
居
所
と
し
た
。
同
十
三
年
の
衛
貞
の
没
後
、
貞
輝
に
よ
っ
て
常
楽
庵
を
正
林
寺
と
改
め
、
逸

山
祖
仁
（
浄
名
禅
師
）
を
開
山
と
し
、
自
ら
は
引
き
続
き
住
持
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
同
十
六
年
四

月
、
正
林
寺
を
法
弟
で
あ
る
無
等
（
探
源
祖
篆
）
に
任
せ
る
と
、
自
ら
は
推
挙
さ
れ
て
伊
予
景
光
寺

（
現
愛
媛
県
大
洲
市

1
8

）
に
移
り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
九
月
四
日
に
五
十
歳
で
寂
し
た
と
い

う
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
良
鞭
と
可
賀
に
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
縁
記
」
の

中
で
可
賀
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｃ
】 

享
保
十
六
亥
ノ
春
貞
輝
公
卒
ス
、
亮
鏡
院
清
円
ト
法
号
ス
、
松
寿
院
尼
師
柤
被
教
行
ヲ
正
林
ニ

喜
捨
ス
、
貞
輝
曽
テ
尾
州
遠
山
景
供
ノ
二
男
重
一
郎
貞
刻
公
ヲ
養
子
ト
ス
、
貞
刻
ノ
母
公
ハ
貞

則
ノ
令
女
ニ
シ
テ
貞
輝
ノ
賢
姉
ナ
リ
、
景
供
卒
シ
テ
後
チ
、
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
ト
云
フ
、
大
姉

少
シ
テ
仏
道
ヲ
信
シ
心
ニ
邪
念
ナ
ク
、
身
ニ
塵
垢
ヲ
禁
ス
、
中
年
ニ
及
テ
霊
泉
海
老
ヲ
尾
州
ニ

招
キ
法
要
ヲ
聞
テ
自
已
ラ
了
知
ス
、
其
ノ
後
チ
洞
家
ノ
独
橋
師
ヲ
拝
ス
、
橋
師
主
人
公
ノ
古
則

ヲ
提
撕
セ
シ
ム
、
昼
夜
打
成
ニ
工
夫
ス
、
一
朝
撞
著
主
人
公
即
チ
和
歌
ヲ
以
テ
所
解
ヲ
呈
ス
、 

山
深
ク
タ
ズ
ネ
タ
ズ
ネ
テ
主
人
公
逢
テ
見
タ
レ
ハ
ナ
ニ
ノ
名
モ
ナ
シ
、 

橋
師
許
可
ス
又
願
翁
師
ヲ
宅
ニ
招
ク
、
頑
師
蝉
ノ
殻
ラ
ヲ
取
テ
同
ク
殻
ラ
茲
ニ
ア
リ
、
蝉
甚
広

14

15

16

17

18

招
キ
法
要
ヲ
聞
テ
自
已
ラ
了
知
ス
、
其
ノ
後
チ
洞
家
ノ
独
橋
師
ヲ
拝
ス
、
橋
師
主
人
公
ノ
古
則

少
シ
テ
仏
道
ヲ
信
シ
心
ニ
邪
念
ナ
ク
、
身
ニ
塵
垢
ヲ
禁
ス
、
中
年
ニ
及
テ
霊
泉
海
老
ヲ
尾
州
ニ

安藤　均

( 4 )



間
に
絞
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
享
保
二
年
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
こ
の
年
が
母
の
没
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
可
賀
が
龍
福
寺
（
現
京
都
府
船
井
郡
京

丹
波
町
）
開
山
の
断
崖
独
橋
の
も
と
菩
薩
戒
を
受
け
て
剃
度
し
た
年
に
当
た
る
。
微
笑
尼
と
号
し
た

の
も
こ
の
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。
墓
誌
を
見
る
限
り
、
剃
度
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
こ
の
年
に
剃
度
す
る
こ
と
は
母
の
死
没
と
無
関
係
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
ま
た
可
賀
が
養
子

と
し
た
、
後
の
西
高
木
家
六
代
で
あ
る
篤
貞
は
享
保
七
年10

の
生
ま
れ
な
の
で
、
養
育
す
る
の
は
そ

の
先
の
こ
と
で
あ
る
し
、
可
賀
が
剃
髪
し
て
諸
国
を
行
脚
し
た
の
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
享
保
二
年
段
階
で
は
遠
山
景
供
の
正
室
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
は
い
な
い
し
、
時

期
的
に
も
側
室
よ
り
引
き
取
っ
た
子
ど
も
の
養
育
を
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
剃
度
を
し
た
と
い
う
の
は
、
両
親
の
追
善
目
的
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
当
該
の
観
音
像
は
母
の
死
を
機
に
、
可
賀
が
両
親
（
高
木
貞
則
・
貞
勝
女
）
の
追
善

を
目
的
に
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
性
格
と
し
て
は
念
持
仏
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

三
、
造
像
方
法
に
つ
い
て 

墨
書
に
あ
る
、
両
親
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
を
も
と
に
仏
像
を
制
作
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
体

ど
の
よ
う
な
制
作
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
可
賀
が
建
立

し
た
霊
鷲
院
所
蔵
の
、「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒11

」
と
い
う
史
料
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
、
次
に
掲

載
す
る
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
、
武
州
の
霊
穏
大
慈
門
徒
が
記
し
た
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
で

あ
る
。 

 

【
史
料
Ｂ
】 

 

観
音
大
士
煉
像
記 

此
救
世
大
士
之
煉
像
者
、
濃
州
多
良
郷
高
木
氏
息
女
、
法
諱
微
笑
之
所
造
也
、
微
笑
居
常
聚
双

親
手
沢
之
華
牋
、
毎
牋
書
普
門
品
、
焼
而
斂
其
灰
烬
、
又
采
采
樒
葉
若
干
、
毎
葉
書
大
士
号
、

同
焼
而
足
過
半
、
併
納
之
臼
中
、
命
侍
女
搗
三
十
三
万
有
余
、
下
自
以
聖
号
計
杵
数
、
䪠
粉
成

而
黒
漆
煉
其
製
也
、
慣
京
華
林
丘
寺
内
親
王
之
規
模
、
脱
幾
像
庶
幾
頒
蔵
之
諸
州
名
藍
、
為
双

親
并
上
菩
提
、
倘
有
信
心
之
曹
不
問
、
緇
素
応
需
而
寄
與
之
素
微
笑
之
志
願
也
、
微
笑
、
俗
名

可
賀
曽
、
為
尾
州
遠
山
氏
某
室
、
人
琴
瑟
相
和
、
自
若
歸
我
大
慈
翁
法
道
、
而
受
以
今
法
諱
、

其
志
操
可
知
焉
、
令
予
記
造
像
之
始
末
、
而
拡
充
諸
遐
邇
云
、
旹
享
保
第
九
龍
舎
甲
辰
某
月
日
、

武
州
霊
隠
大
慈
翁
門
徒
某
記 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

微 

笑 

 

明
ら
け
き
道
の
し
る
へ
そ
濱
千
鳥 

 
 

は
か
な
き
跡
を
世
ゝ
に
残
し
て 

 

 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
親
の
手
紙
を
集
め
、
そ
こ
に
普
門
品
（
観
音
経)

を
書
写
し
て
焼
い
た
灰
と
、

樒
の
葉
に
観
音
大
士
の
称
号
を
書
い
て
焼
い
た
灰
と
を
そ
れ
ぞ
れ
臼
に
入
れ
て
、
侍
女
に
三
十
三
万

遍
搗
か
せ
て
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
観
音
像
に
成
形
し
た
と
い
う
。
こ
の
像
は
「
観
音
大
士
煉
像
記
」

の
後
に
続
く
得
券
牒
か
ら
各
地
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る12

。
霊
鷲
院
に
は
現
在
そ
の
観
音
像
と

鋳
型
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
だ
け
見
れ
ば
、
灰
と
漆
の
み
で
生

成
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
観
音
像
は
鉛
と
思
わ
れ
る
素
材
で
作
ら
れ
て
お
り
、
鋳
型

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
灰
と
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
鉛
に
混
ぜ
て
成
形
し
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で

あ
ろ
う
。 

 

「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
と
照
合
す
る
と
、
当
該
資
料
の
厨
子
裏
の
墨
書
に
あ
る
「
双
親
在

日
集
所
賜
簡
墨
、
謹
手
形
摸
之
」
と
は
、
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
（
の
筆
跡
）
を
書
写
し
、
そ
れ

を
燃
や
し
た
灰
を
煉
り
こ
ん
で
作
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
経
緯
は
似
て
い
る
が
、
当
該
の
観
音
像
と
各
地
に
送
ら
れ
た
観
音
像
は
直
ち
に
結
び
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
時
期
に
隔
た
り
が
見

え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒
」
で
は
、
い
つ
ど
こ
に
観
音
像
が
送
ら
れ
た
の
か
が

分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
は
、
年
号
が
確
認
で
き
る
限
り
で
は
享
保
十
年
五
月
八
日
の
信
濃
善

光
寺
塔
頭
玉
照
院
を
皮
切
り
に
同
十
六
年
ま
で
の
七
年
間
、
そ
し
て
少
し
時
期
を
隔
て
た
元
文
四

(

一
七
三
九)

・
五
年
の
二
年
間
で
あ
る
。
特
に
享
保
十
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
は
毎
年
観
音
像
が

送
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
享
保
七
年
以
前
に
制
作
さ
れ
た
当
該
像
と
直
接
結
び
つ
け
る
こ

院
没
後
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
継
室
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る10

。
霊
鷲
院
の
可
賀
の
墓
誌
に
も

「
濃
州
多
良
郡
源
貞
則
女
也
、
其
母
木
村
氏
」
と
あ
り
、
速
証
院
は
実
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
て
、
貞
則
は
宝
永
七
年
の
没
で
、
可
賀
の
母
は
享
保
二
年
十
一
月
の
没
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
観
音
像
の
制
作
時
期
を
享
保
二
年
十
一
月
～
七
年
春
ま
で
の
四
年
半
弱
の
間
に
絞
れ
る
の
で
あ

る
が
、
私
見
で
は
享
保
二
年
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
年
が
母

の
没
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
可
賀
が
龍
福
寺
（
現
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
）
開
山
の
断

崖
独
橋
の
も
と
菩
薩
戒
を
受
け
て
剃
度
し
た
年
に
当
た
る
。
微
笑
尼
と
号
し
た
の
も
こ
の
時
期
だ
と

思
わ
れ
る
。
墓
誌
を
見
る
限
り
、
剃
度
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
年
に
剃
度

す
る
こ
と
は
母
の
死
没
と
無
関
係
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
ま
た
可
賀
が
養
子
と
し
た
、
後
の
西
高

木
家
六
代
で
あ
る
篤
貞
は
享
保
七
年11

の
生
ま
れ
な
の
で
、
養
育
す
る
の
は
そ
の
先
の
こ
と
で
あ
る

し
、
先
述
の
通
り
可
賀
が
剃
髪
し
て
諸
国
を
行
脚
し
た
の
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
享
保
二
年
段
階
で
は
遠
山
景
供
の
正
室
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
は
お
ら
ず
、
時
期
的
に
も

側
室
よ
り
引
き
取
っ
た
子
ど
も
の
養
育
を
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
剃
度
を
し
た
こ
と
を
、
両
親
の
追
善
目
的
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な

る
と
、
当
該
像
も
そ
の
一
環
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
可
賀
に
と
っ
て
念
持
仏
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

三
、
造
像
方
法
に
つ
い
て 

墨
書
に
あ
る
、
両
親
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
を
も
と
に
仏
像
を
制
作
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
体

ど
の
よ
う
な
制
作
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
可
賀
が
建
立

し
た
霊
鷲
院
所
蔵
の
、
「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒12

」
と
い
う
史
料
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
、
次
に

掲
載
す
る
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
、
武
蔵
の
霊
穏
大
慈
門
徒
が
記
し
た
「
観
音
大
士
煉
像
記
」

で
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｂ
】 

 

観
音
大
士
煉
像
記 

此
救
世
大
士
之
煉
像
者
、
濃
州
多
良
郷
高
木
氏
息
女
、
法
諱
微
笑
之
所
造
也
、
微
笑
居
常
聚
双

親
手
沢
之
華
牋
、
毎
牋
書
普
門
品
、
焼
而
斂
其
灰
烬
、
又
采
采
樒
葉
若
干
、
毎
葉
書
大
士
号
、

同
焼
而
足
過
半
、
併
納
之
臼
中
、
命
侍
女
搗
三
十
三
万
有
余
、
下
自
以
聖
号
計
杵
数
、
䪠
粉
成

而
黒
漆
煉
其
製
也
、
慣
京
華
林
丘
寺
内
親
王
之
規
模
、
脱
幾
像
庶
幾
頒
蔵
之
諸
州
名
藍
、
為
双

親
并
上
菩
提
、
倘
有
信
心
之
曹
不
問
、
緇
素
応
需
而
寄
與
之
素
微
笑
之
志
願
也
、
微
笑
、
俗
名

可
賀
曽
、
為
尾
州
遠
山
氏
某
室
、
人
琴
瑟
相
和
、
自
若
歸
我
大
慈
翁
法
道
、
而
受
以
今
法
諱
、

其
志
操
可
知
焉
、
令
予
記
造
像
之
始
末
、
而
拡
充
諸
遐
邇
云
、
旹
享
保
第
九
龍
舎
甲
辰
某
月
日
、

武
州
霊
隠
大
慈
翁
門
徒
某
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

微 

笑 

 

明
ら
け
き
道
の
し
る
へ
そ
濱
千
鳥 

 
 

は
か
な
き
跡
を
世
ゝ
に
残
し
て 

 

 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
親
の
手
紙
を
集
め
、
そ
こ
に
普
門
品
（
観
音
経)

を
書
写
し
て
焼
い
た
灰
と
、

樒
の
葉
に
観
音
大
士
の
称
号
を
書
い
て
焼
い
た
灰
と
を
そ
れ
ぞ
れ
臼
に
入
れ
て
、
侍
女
に
三
十
三
万

遍
搗
か
せ
て
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
観
音
像
に
成
形
し
た
と
い
う
。
こ
の
像
は
「
観
音
大
士
煉
像
記
」

の
後
に
続
く
得
券
牒
か
ら
各
地
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る1

3

。
霊
鷲
院
に
は
現
在
そ
の
観
音
像
と

鋳
型
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
だ
け
見
れ
ば
、
灰
と
漆
の
み
で
生

成
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
観
音
像
は
鉛
製
と
み
ら
れ
、
鋳
型
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
灰
と
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
鉛
に
混
ぜ
て
成
形
し
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。 

 
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
と
照
合
す
る
と
、
当
該
観
音
像
の
厨
子
裏
の
墨
書
に
あ
る
「
双
親

在
日
集
所
賜
簡
墨
、
謹
手
形
摸
之
」
と
は
、
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
（
の
筆
跡
）
を
書
写
し
、
そ

れ
を
燃
や
し
た
灰
を
煉
り
こ
ん
で
作
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
経
緯
は
似
て
い
る
が
、
当
該
観
音
像
と
各
地
に
送
ら
れ
た
観
音
像
は
直
ち
に
結
び
付
け

け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
時
期
に
隔
た
り
が
見

え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒
」
で
は
、
い
つ
ど
こ
に
観
音
像
が
送
ら
れ
た
の
か
が

分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
は
、
年
号
が
確
認
で
き
る
限
り
で
は
享
保
十
年
五
月
八
日
の
信
濃
善

と
分
か
る
。
後
室
は
一
般
的
に
は
未
亡
人
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
貞
順

院
没
後
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
継
室
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る

10

。
霊
鷲
院
の
可
賀
の
墓
誌
に
も

「
濃
州
多
良
郡
源
貞
則
女
也
、
其
母
木
村
氏
」
と
あ
り
、
速
証
院
は
実
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
て
、
貞
則
は
宝
永
七
年
の
没
で
、
可
賀
の
母
は
享
保
二
年
十
一
月
の
没
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
観
音
像
の
制
作
時
期
を
享
保
二
年
十
一
月
～
七
年
春
ま
で
の
四
年
半
弱
の
間
に
絞
れ
る
の
で
あ

る
が
、
私
見
で
は
享
保
二
年
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
年
が
母

の
没
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
可
賀
が
剃
度
し
た
年
に
当
た
る
。
微
笑
尼
と
号
し
た
の
も
こ

の
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。
墓
誌
を
見
る
限
り
、
得
度
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
年
に
得
度
す
る
こ
と
が
母
の
死
没
と
無
関
係
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
可
賀
が
養
子
と
し
た
、
後
の

西
高
木
家
六
代
で
あ
る
篤
貞
は
享
保
七
年11
の
生
ま
れ
な
の
で
、
養
育
す
る
の
は
そ
の
先
の
こ
と
で

あ
る
し
、
先
述
の
通
り
可
賀
が
剃
髪
し
て
諸
国
を
行
脚
し
た
の
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
享
保
二
年
段
階
で
は
遠
山
景
供
の
正
室
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
は
お
ら
ず
、
時
期
的
に

も
側
室
よ
り
引
き
取
っ
た
子
ど
も
の
養
育
を
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
得
度
を
し
た
こ
と
を
、
両
親
の
追
善
目
的
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

な
る
と
、
当
該
像
も
そ
の
一
環
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
可
賀
に
と
っ
て
念
持
仏
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

三
、
造
像
方
法
に
つ
い
て 

墨
書
に
あ
る
、
両
親
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
を
も
と
に
仏
像
を
制
作
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
体

ど
の
よ
う
な
制
作
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
霊
鷲
院
所
蔵

の
「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒12

」
と
い
う
史
料
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
、
次
に
掲
載
す
る
、
享
保
九

年
（
一
七
二
四
）、
武
蔵
の
霊
穏
大
慈
門
徒
が
記
し
た
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
が
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｂ
】 

 

観
音
大
士
煉
像
記 

此
救
世
大
士
之
煉
像
者
、
濃
州
多
良
郷
高
木
氏
息
女
、
法
諱
微
笑
之
所
造
也
、
微
笑
居
常
聚
双

親
手
沢
之
華
牋
、
毎
牋
書
普
門
品
、
焼
而
斂
其
灰
烬
、
又
采
采
樒
葉
若
干
、
毎
葉
書
大
士
号
、

同
焼
而
足
過
半
、
併
納
之
臼
中
、
命
侍
女
搗
三
十
三
万
有
余
、
下
自
以
聖
号
計
杵
数
、
䪠
粉
成

而
黒
漆
煉
其
製
也
、
慣
京
華
林
丘
寺
内
親
王
之
規
模
、
脱
幾
像
庶
幾
頒
蔵
之
諸
州
名
藍
、
為
双

親
并
上
菩
提
、
倘
有
信
心
之
曹
不
問
、
緇
素
応
需
而
寄
与
之
素
微
笑
之
志
願
也
、
微
笑
、
俗
名

可
賀
曽
、
為
尾
州
遠
山
氏
某
室
、
人
琴
瑟
相
和
、
自
若
歸
我
大
慈
翁
法
道
、
而
受
以
今
法
諱
、

其
志
操
可
知
焉
、
令
予
記
造
像
之
始
末
、
而
拡
充
諸
遐
邇
云
、
旹
享
保
第
九
龍
舎
甲
辰
某
月
日
、

武
州
霊
隠
大
慈
翁
門
徒
某
記 
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明
ら
け
き
道
の
し
る
へ
そ
濱
千
鳥 

 
 

は
か
な
き
跡
を
世
ゝ
に
残
し
て 

 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
親
の
手
紙
を
集
め
、
そ
こ
に
普
門
品
（
観
音
経)

を
書
写
し
て
焼
い
た
灰
と
、

樒
の
葉
に
観
音
大
士
の
称
号
を
書
い
て
焼
い
た
灰
と
を
そ
れ
ぞ
れ
臼
に
入
れ
て
、
侍
女
に
三
十
三
万

遍
搗
か
せ
て
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
観
音
像
に
成
形
し
た
と
い
う
。
こ
の
像
は
「
観
音
大
士
煉
像
記
」

の
後
に
続
く
得
券
牒
か
ら
各
地
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る

1
3

。
霊
鷲
院
に
は
現
在
そ
の
観
音
像
と

鋳
型
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
だ
け
見
れ
ば
、
灰
と
漆
の
み
で
生

成
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
観
音
像
は
鉛
製
と
み
ら
れ
、
鋳
型
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
灰
と
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
鉛
に
混
ぜ
て
成
形
し
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。 

 

「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
と
照
合
す
る
と
、
当
該
観
音
像
の
厨
子
裏
の
墨
書
に
あ
る
「
双
親

在
日
集
所
賜
簡
墨
、
謹
手
形
摸
之
」
と
は
、
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
（
の
筆
跡
）
を
書
写
し
、
そ

れ
を
燃
や
し
た
灰
を
煉
り
込
ん
で
作
っ
た
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
し
か
し
、
経
緯
は
似
て
い
る
が
、
当
該
観
音
像
と
各
地
に
送
ら
れ
た
観
音
像
は
直
ち
に
結
び
付
け

け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
時
期
の
隔
た
り
で
あ

る
。
「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒
」
で
は
、
い
つ
ど
こ
に
観
音
像
が
送
ら
れ
た
の
か
が
分
か
っ
て
い
る

が
、
そ
の
時
期
は
、
年
号
が
確
認
で
き
る
限
り
で
は
享
保
十
年
五
月
八
日
の
信
濃
善
光
寺
塔
頭
玉
照

院
を
皮
切
り
に
同
十
六
年
ま
で
の
七
年
間
、
そ
し
て
少
し
時
期
を
隔
て
た
元
文
四(

一
七
三
九)

・
五

年
の
二
年
間
で
あ
る
。
特
に
享
保
十
年
か
ら
同
十
六
年
に
か
け
て
は
毎
年
観
音
像
が
送
ら
れ
て
い
る

と
分
か
る
。
後
室
は
一
般
的
に
は
未
亡
人
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
貞
順

院
没
後
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
継
室
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る

10

。
霊
鷲
院
の
可
賀
の
墓
誌
に
も

「
濃
州
多
良
郡
源
貞
則
女
也
、
其
母
木
村
氏
」
と
あ
り
、
速
証
院
は
実
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
て
、
貞
則
は
宝
永
七
年
の
没
で
、
可
賀
の
母
は
享
保
二
年
十
一
月
の
没
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
観
音
像
の
制
作
時
期
を
享
保
二
年
十
一
月
～
七
年
春
ま
で
の
四
年
半
弱
の
間
に
絞
れ
る
の
で
あ

る
が
、
私
見
で
は
享
保
二
年
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
年
が
母

の
没
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
可
賀
が
得
度
し
た
年
に
当
た
る
。
微
笑
尼
と
号
し
た
の
も
こ

の
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。
墓
誌
を
見
る
限
り
、
得
度
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
年
に
得
度
す
る
こ
と
が
母
の
死
没
と
無
関
係
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
可
賀
が
養
子
と
し
た
、
後
の

西
高
木
家
六
代
で
あ
る
篤
貞
は
享
保
七
年11
の
生
ま
れ
な
の
で
、
養
育
す
る
の
は
そ
の
先
の
こ
と
で

あ
る
し
、
先
述
の
通
り
可
賀
が
剃
髪
し
て
諸
国
を
行
脚
し
た
の
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
享
保
二
年
段
階
で
は
遠
山
景
供
の
正
室
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
は
お
ら
ず
、
時
期
的
に

も
側
室
よ
り
引
き
取
っ
た
子
ど
も
の
養
育
を
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
得
度
を
し
た
こ
と
を
、
両
親
の
追
善
目
的
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

な
る
と
、
当
該
像
も
そ
の
一
環
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
可
賀
に
と
っ
て
念
持
仏
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

三
、
造
像
方
法
に
つ
い
て 

墨
書
に
あ
る
、
両
親
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
を
も
と
に
仏
像
を
制
作
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
体

ど
の
よ
う
な
制
作
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
霊
鷲
院
所
蔵

の
「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒12

」
と
い
う
史
料
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
、
次
に
掲
載
す
る
、
享
保
九

年
（
一
七
二
四
）、
武
蔵
の
霊
穏
大
慈
門
徒
が
記
し
た
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
が
あ
る
。 

 

【
史
料
Ｂ
】 

 

観
音
大
士
煉
像
記 

此
救
世
大
士
之
煉
像
者
、
濃
州
多
良
郷
高
木
氏
息
女
、
法
諱
微
笑
之
所
造
也
、
微
笑
居
常
聚
双

親
手
沢
之
華
牋
、
毎
牋
書
普
門
品
、
焼
而
斂
其
灰
烬
、
又
采
采
樒
葉
若
干
、
毎
葉
書
大
士
号
、

同
焼
而
足
過
半
、
併
納
之
臼
中
、
命
侍
女
搗
三
十
三
万
有
余
、
下
自
以
聖
号
計
杵
数
、
䪠
粉
成

而
黒
漆
煉
其
製
也
、
慣
京
華
林
丘
寺
内
親
王
之
規
模
、
脱
幾
像
庶
幾
頒
蔵
之
諸
州
名
藍
、
為
双

親
并
上
菩
提
、
倘
有
信
心
之
曹
不
問
、
緇
素
応
需
而
寄
与
之
素
微
笑
之
志
願
也
、
微
笑
、
俗
名

可
賀
曽
、
為
尾
州
遠
山
氏
某
室
、
人
琴
瑟
相
和
、
自
若
歸
我
大
慈
翁
法
道
、
而
受
以
今
法
諱
、

其
志
操
可
知
焉
、
令
予
記
造
像
之
始
末
、
而
拡
充
諸
遐
邇
云
、
旹
享
保
第
九
龍
舎
甲
辰
某
月
日
、

武
州
霊
隠
大
慈
翁
門
徒
某
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

微 

笑 

 

明
ら
け
き
道
の
し
る
へ
そ
濱
千
鳥 

 
 

は
か
な
き
跡
を
世
ゝ
に
残
し
て 

 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
親
の
手
紙
を
集
め
、
そ
こ
に
普
門
品
（
観
音
経)

を
書
写
し
て
焼
い
た
灰
と
、

樒
の
葉
に
観
音
大
士
の
称
号
を
書
い
て
焼
い
た
灰
と
を
そ
れ
ぞ
れ
臼
に
入
れ
て
、
侍
女
に
三
十
三
万

遍
搗
か
せ
て
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
観
音
像
に
成
形
し
た
と
い
う
。
こ
の
像
は
「
観
音
大
士
煉
像
記
」

の
後
に
続
く
得
券
牒
か
ら
各
地
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る

1
3

。
霊
鷲
院
に
は
現
在
そ
の
観
音
像
と

鋳
型
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
だ
け
見
れ
ば
、
灰
と
漆
の
み
で
生

成
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
観
音
像
は
鉛
製
と
み
ら
れ
、
鋳
型
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
灰
と
漆
で
煉
っ
た
も
の
を
鉛
に
混
ぜ
て
成
形
し
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。 

 

「
観
音
大
士
煉
像
記
」
の
記
述
と
照
合
す
る
と
、
当
該
観
音
像
の
厨
子
裏
の
墨
書
に
あ
る
「
双
親

在
日
集
所
賜
簡
墨
、
謹
手
形
摸
之
」
と
は
、
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
（
の
筆
跡
）
を
書
写
し
、
そ

れ
を
燃
や
し
た
灰
を
煉
り
込
ん
で
作
っ
た
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
し
か
し
、
経
緯
は
似
て
い
る
が
、
当
該
観
音
像
と
各
地
に
送
ら
れ
た
観
音
像
は
直
ち
に
結
び
付
け

け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
時
期
の
隔
た
り
で
あ

る
。
「
観
音
煉
像
諸
国
得
券
牒
」
で
は
、
い
つ
ど
こ
に
観
音
像
が
送
ら
れ
た
の
か
が
分
か
っ
て
い
る

が
、
そ
の
時
期
は
、
年
号
が
確
認
で
き
る
限
り
で
は
享
保
十
年
五
月
八
日
の
信
濃
善
光
寺
塔
頭
玉
照

院
を
皮
切
り
に
同
十
六
年
ま
で
の
七
年
間
、
そ
し
て
少
し
時
期
を
隔
て
た
元
文
四(

一
七
三
九)

・
五

年
の
二
年
間
で
あ
る
。
特
に
享
保
十
年
か
ら
同
十
六
年
に
か
け
て
は
毎
年
観
音
像
が
送
ら
れ
て
い
る

10
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龍昌院旧蔵観音菩薩坐像からみる可賀および高木家の信仰

( 3 )



 

可
賀
は
、『
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
含
ま
れ
る
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

十
月
の
「
先
祖
書2

」
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
（
以
下
、
寛
政
譜
と
す
る
）』
に
よ
れ
ば
、
西
高
木
家

四
代
（
高
木
家
六
代
）3

貞
則
の
四
女
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
ま
と
め
ら
れ

た
「
高
木
系
譜4

」
で
は
、
貞
則
の
六
女
と
さ
れ
て
い
る
。
可
賀
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
霊
鷲
院
（
愛

知
県
日
進
市
）
の
所
蔵
す
る
、
宝
暦
二
年
（
一
五
六
二
）
の
「
観
自
在
菩
薩
塑
像
一
千
軀
藕
絲
袈
裟

記
」
や
、
成
立
年
代
不
詳
の
「
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
行
由
并
手
造
円
通
薩
埵
朝
鮮
・
琉
球
拝
受
契
券
及

太
上
天
皇
瞻
礼
睿
感
所
賜
三
夕
和
歌
記
（
以
下
、
行
由
記
と
す
る)

」、
霊
鷲
院
に
あ
る
無
縫
塔
台
石

の
墓
志
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り5

、
す
で
に
川
口
高
風
氏6

に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
霊
鷲
院
関
係
史
料
と
川
口
氏
の
研
究
成
果
に
加
え
、
『
寛
政
譜
』
や
遠
山
家
の

系
図
が
残
る
『
士
林
泝
洄7

』
で
適
宜
補
い
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
を
概
観
し
て
い
こ
う
。 

 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
四
月
八
日
に
生
ま
れ
た
可
賀
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
、
尾
張
藩

家
老
・
遠
山
景
供
に
正
室
と
し
て
嫁
い
だ
。
し
か
し
自
身
に
は
子
供
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
景
供

と
側
室
の
間
に
生
ま
れ
た
景
慶
・
貞
刻
の
兄
弟
と
一
人
の
女
子
を
養
子
と
し
て
育
て
た
。
そ
の
一
方

で
、
幼
い
頃
か
ら
仏
教
へ
の
信
仰
が
篤
く
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
断
崖
独
橋
の
も
と
で
菩

薩
戒
を
受
け
て
有
髪
の
ま
ま
得
度
す
る
と
、
微
笑
尼8

と
号
し
た
。
そ
し
て
同
十
四
年
に
は
開
基
と

し
て
霊
鷲
院
を
建
立
、
頑
翁
曳
石
を
開
山
と
し
た
。 

 

翌
十
五
年
に
夫
・
景
供
が
没
す
る
と
、
景
慶
を
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
に
、
さ
ら
に
翌
年
に
生
家
で
あ

る
西
高
木
家
の
六
代
・
貞
輝
が
没
す
る
と
貞
刻
を
西
高
木
家
の
跡
継
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
据
え
た
（
西
高

木
家
当
主
と
な
っ
て
か
ら
は
篤
貞
に
改
め
た
か
）
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
、
若
い
景
慶
が
当
主
を
務

め
る
遠
山
家
の
家
政
を
取
り
仕
切
っ
た
後
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
剃
髪
し
、
尼
僧
と
し
て

諸
国
を
行
脚
し
た
後
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
示
叔
し
て
い
る
。 

 

実
子
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
家
で
あ
る
西
高
木
家
と
、
嫁
ぎ
先
で
あ
る
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
を

そ
れ
ぞ
れ
養
育
し
た
と
い
う
点
で
、
両
家
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
自
ら
建
立
し
た
霊
鷲
院
は
も
と
よ
り
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
に
も
墓

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

厨
子
扉
の
左
右
に
記
さ
れ
た
法
号
は
可
賀
が
冥
福
を
祈
っ
た
対
象
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
に
つ
い
て

は
先
述
の
「
先
祖
書
」・
『
寛
政
譜
』
・「
高
木
系
譜
」
や
、
「
高
木
系
譜
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
で

あ
る
「
御
当
家
御
代
々
御
忌
日
記
（
以
下
、
御
忌
日
記
と
す
る
。
）」
な
ど
で
法
号
と
人
物
を
照
合
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
そ
の
一
例
を
呈
示
し
よ
う
。（
以
下
の
掲
載
史
料
は
、
漢
字
表
記
に
つ
い
て

は
す
べ
て
新
字
体
で
統
一
し
、
句
読
点
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。
） 

 

【
史
料
Ａ
】
「
高
木
系
譜
」 

一 

六
代
目
生
国
武
蔵 

 
 

台
徳
院
様
御
従
弟
違 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
木
新
兵
衛
貞
則 

（
中
略
） 

宝
永
七
庚
寅
年
六
月
廿
日
卒
、
享
年
八
十
歳 

 

法
号 

済
生
院
殿
一
漚
清
閑
居
士 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

（
中
略
） 

室 
 

 

養
父
貞
勝
女 

 

延
宝
三
乙
卯
年
十
一
月
六
日
卒
、
享
年
難
相
分 

 

法
号 

貞
順
院
釈
正
清 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

 
 

 
 
 

 

京
都
住
人 

後
室 

 
 

 
 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 

 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日
卒 

 

法
号 

速
証
院
桂
室
高
円
大
姉 

 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
こ
か
ら
、「
済
生
院
殿
一
漚
清
閑
居
士
」
と
は
可
賀
の
父
で
あ
る
西
高
木
家
六
代
・
貞
則
で
、

「
速
証
院
殿
桂
室
高
圓
大
姉
」
は
貞
則
の
後
室
と
し
て
記
さ
れ
る
木
村
四
郎
右
衛
門
女
と
分
か
る
。

後
室
は
一
般
的
に
は
未
亡
人
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
貞
順
院
没
後
に
迎

え
入
れ
ら
れ
た
継
室
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る9

。
霊
鷲
院
の
微
笑
尼
（
可
賀
）
の
墓
誌
に
も
「
濃

州
多
良
郡
源
貞
則
女
也
、
其
母
木
村
氏
」
と
あ
り
、
速
証
院
は
実
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
て
、
貞
則
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
没
で
、
可
賀
の
母
は
享
保
二
年
十
一
月
の
没
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
該
観
音
像
の
制
作
時
期
を
享
保
二
年
十
一
月
～
享
保
七
年
三
月
ま
で
の
四
年
半
弱
の

四
千
三
百
石
を
拝
領
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
交
代
寄
合
に
列
し
、
大
名
に
準
ず
る
格
を
得
て
い
た
。

 
 

可
賀
は
、『
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
含
ま
れ
る
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

十
月
の
「
先
祖
書2

」
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
（
以
下
、
寛
政
譜
と
す
る
）
』
に
よ
れ
ば
、
西
高
木
家

四
代
（
高
木
家
六
代
）3

・
貞
則
の
四
女
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
ま
と
め

ら
れ
た
「
高
木
系
譜4

」
で
は
、
貞
則
の
六
女
と
さ
れ
て
い
る
。
可
賀
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
霊
鷲

院
（
現
愛
知
県
日
進
市
）
の
所
蔵
す
る
、
宝
暦
二
年
（
一
五
六
二
）
の
「
観
自
在
菩
薩
塑
像
一
千
軀

藕
絲
袈
裟
記
」
や
、
成
立
年
代
不
詳
の
「
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
行
由
并
手
造
円
通
薩
埵
朝
鮮
・
琉
球
拝

受
契
券
及
太
上
天
皇
瞻
礼
睿
感
所
賜
三
夕
和
歌
記
（
以
下
、
行
由
記
と
す
る
）」
、
霊
鷲
院
に
あ
る
無

縫
塔
台
石
の
墓
志
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り5

、
す
で
に
川
口
高
風
氏6

に
よ
る
詳
細
な
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
霊
鷲
院
関
係
史
料
と
氏
の
研
究
成
果
に
加
え
、
『
寛
政
譜
』
や
遠
山

家
の
系
図
が
残
る
『
士
林
泝
洄7

』
で
情
報
を
適
宜
補
い
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
を
概
観
し
て
い
こ
う
。 

 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
四
月
八
日
に
生
ま
れ
た
可
賀
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
、
尾
張
藩

家
老
・
遠
山
景
供
に
正
室
と
し
て
嫁
い
だ
。
し
か
し
自
身
に
は
子
供
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
景
供

と
側
室
の
間
に
生
ま
れ
た
景
慶
・
貞
刻
の
兄
弟
と
一
人
の
女
子
を
養
子
と
し
て
育
て
た
。
そ
の
一
方

で
、
幼
い
頃
か
ら
仏
教
へ
の
信
仰
が
篤
く
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
断
崖
独
橋
の
も
と
で
菩

薩
戒
を
受
け
て
有
髪
の
ま
ま
得
度
す
る
と
、
微
笑
尼8

と
号
し
た
。
そ
し
て
同
十
四
年
に
は
開
基
と

し
て
霊
鷲
院
を
建
立
、
頑
翁
曳
石
を
開
山
と
し
た
。 

 

翌
十
五
年
に
夫
・
景
供
が
没
す
る
と
、
景
慶
を
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
に
、
さ
ら
に
翌
年
に
生
家
で
あ

る
西
高
木
家
の
六
代
・
貞
輝
が
没
す
る
と
貞
刻
を
西
高
木
家
の
跡
継
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
据
え
た
（
西
高

木
家
当
主
と
な
っ
て
か
ら
は
篤
貞
に
改
め
た
か
）
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
、
若
い
景
慶
が
当
主
を
務

め
る
遠
山
家
の
家
政
を
取
り
仕
切
っ
た
後
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
剃
髪
し
、
尼
僧
と
し
て

諸
国
を
行
脚
し
た
後
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
示
寂
し
て
い
る
。 

 

実
子
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
家
で
あ
る
西
高
木
家
と
、
嫁
ぎ
先
で
あ
る
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
を

そ
れ
ぞ
れ
養
育
し
た
と
い
う
点
で
、
両
家
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
自
ら
建
立
し
た
霊
鷲
院
は
も
と
よ
り
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
に
も
墓

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

厨
子
扉
の
左
右
に
記
さ
れ
た
法
号9

は
可
賀
が
冥
福
を
祈
っ
た
対
象
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
に
つ
い

て
は
先
述
の
「
先
祖
書
」
・
『
寛
政
譜
』・
「
高
木
系
譜
」
や
、「
高
木
系
譜
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立

で
あ
る
「
御
当
家
御
代
々
御
忌
日
記
（
以
下
、
御
忌
日
記
と
す
る
。
）」
な
ど
で
法
号
と
人
物
を
照
合

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
そ
の
一
例
を
呈
示
し
よ
う
。
（
以
下
の
掲
載
史
料
は
、
漢
字
表
記
に
つ
い

て
は
す
べ
て
新
字
体
で
統
一
し
、
句
読
点
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。
） 

 

【
史
料
Ａ
】「
高
木
系
譜
」 

一 

六
代
目
生
国
武
蔵 

 
 

台
徳
院
様
御
従
弟
違 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
木
新
兵
衛
貞
則 

（
中
略
） 

宝
永
七
庚
寅
年
六
月
廿
日
卒
、
享
年
八
十
歳 

 

法
号 

済
生
院
殿
一
漚
清
閑
居
士 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

（
中
略
） 

室 
 
 

養
父
貞
勝
女 

 

延
宝
三
乙
卯
年
十
一
月
六
日
卒
、
享
年
難
相
分 

 
 

法
号 

貞
順
院
釈
正
清 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

 
 
 
 
 
 

京
都
住
人 

後
室 

 
 
 
 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 

 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日
卒 

 
 

法
号 

速
証
院
桂
室
高
円
大
姉 

 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こ
こ
か
ら
、「
済
生
院
」
と
は
可
賀
の
父
で
あ
る
西
高
木
家
四
代
・
貞
則
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
高
木
家
の
法
号
を
記
し
た
史
料
で
は
い
ず
れ
も
「
一
漚
」
と
あ
り
、
観
音
菩
薩
坐
像
の
よ

う
に
「
雲
嶽
」
と
記
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
明
確
な
解
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

一
方
で
、
「
速
証
院
殿
桂
室
高
円
大
姉
」
は
貞
則
の
後
室
と
し
て
記
さ
れ
る
木
村
四
郎
右
衛
門
女

と
分
か
る
。
後
室
は
一
般
的
に
は
未
亡
人
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
貞
順

れ
た
も
の
の
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
に
忠
誠
を
誓
っ
て
以
来
、
徳
川
家
康
に
接
近
し
た
。 

そ
の
後
関
ヶ
原
合
戦
の
軍
功
に
よ
っ
て
高
木
三
家
（
西
・
東
・
北
）
は
石
津
郡
の
時
・
多
良
郷
計

四
千
三
百
石
を
拝
領
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
交
代
寄
合
に
列
し
、
大
名
に
準
ず
る
格
を
得
て
い
た
。 

 

可
賀
は
、『
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
含
ま
れ
る
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

十
月
の
「
先
祖
書

2

」
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
（
以
下
、
寛
政
譜
と
す
る
）
』
に
よ
れ
ば
、
西
高
木

家
四
代
（
高
木
家
六
代
）3

・
貞
則
の
四
女
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
ま
と

め
ら
れ
た
「
高
木
系
譜4
」
で
は
、
貞
則
の
六
女
と
さ
れ
て
い
る
。
可
賀
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
霊

鷲
院
（
愛
知
県
日
進
市
）
が
所
蔵
す
る
、
宝
暦
二
年
（
一
五
六
二
）
の
「
観
自
在
菩
薩
塑
像
一
千
軀

藕
絲
袈
裟
記
」
・
成
立
年
代
不
詳
の
「
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
行
由
并
手
造
円
通
薩
埵
朝
鮮
・
琉
球
拝
受

契
券
及
太
上
天
皇
瞻
礼
睿
感
所
賜
三
夕
和
歌
記
（
以
下
、
行
由
記
と
す
る
）」、
霊
鷲
院
に
あ
る
無
縫

塔
台
石
の
墓
誌
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り

5

、
す
で
に
川
口
高
風
氏

6

に
よ
る
詳
細
な
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
霊
鷲
院
関
係
史
料
と
氏
の
研
究
成
果
に
加
え
、
『
寛
政
譜
』
や
遠
山

家
の
系
図
が
残
る
『
士
林
泝
洄7

』
で
情
報
を
適
宜
補
い
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
を
概
観
し
て
い
こ
う
。 

 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
四
月
八
日
に
生
ま
れ
た
可
賀
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
、
尾
張
藩

家
老
・
遠
山
景
供
に
正
室
と
し
て
嫁
い
だ
。
し
か
し
自
身
に
は
子
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
景
供
と

側
室
の
間
に
生
ま
れ
た
景
慶
・
貞
刻
の
兄
弟
と
一
人
の
女
子
を
養
子
と
し
て
育
て
た
。
そ
の
一
方
で
、

幼
い
頃
か
ら
仏
教
へ
の
信
仰
が
篤
く
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
断
崖
独
橋
の
下
で
菩
薩
戒
を

受
け
て
有
髪
の
ま
ま
得
度
す
る
と
、
微
笑
尼8

と
号
し
た
。
そ
し
て
丹
波
龍
福
寺
（
現
京
都
府
船
井

郡
京
丹
波
町
）
開
山
の
同
十
四
年
に
は
開
基
と
し
て
霊
鷲
院
を
建
立
、
頑
翁
曳
石
を
開
山
と
し
た
。 

 

翌
十
五
年
に
夫
・
景
供
が
没
す
る
と
、
景
慶
を
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
に
、
さ
ら
に
翌
年
に
生
家
で
あ

る
西
高
木
家
の
六
代
・
貞
輝
が
没
す
る
と
貞
刻
を
西
高
木
家
の
跡
継
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
据
え
た
（
西
高

木
家
当
主
と
な
っ
て
か
ら
は
篤
貞
に
改
め
た
か
）
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
、
若
い
景
慶
が
当
主
を
務

め
る
遠
山
家
の
家
政
を
取
り
仕
切
っ
た
後
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
剃
髪
し
、
尼
僧
と
し
て

諸
国
を
行
脚
し
た
後
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
示
寂
し
て
い
る
。 

 

実
子
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
家
で
あ
る
西
高
木
家
と
、
嫁
ぎ
先
で
あ
る
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
を

そ
れ
ぞ
れ
養
育
し
た
と
い
う
点
で
、
両
家
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
自
ら
建
立
し
た
霊
鷲
院
は
も
と
よ
り
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
に
も
墓

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

厨
子
扉
の
左
右
に
記
さ
れ
た
法
号9

は
可
賀
が
冥
福
を
祈
っ
た
対
象
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
に
つ
い

て
は
先
述
の
「
先
祖
書
」
・『
寛
政
譜
』
・「
高
木
系
譜
」
や
、
「
高
木
系
譜
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立

で
あ
る
「
御
当
家
御
代
々
御
忌
日
記
（
以
下
、
御
忌
日
記
と
す
る
。
）
」
な
ど
で
法
号
と
人
物
を
照
合

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
そ
の
一
例
を
呈
示
し
よ
う
。
（
以
下
の
掲
載
史
料
は
、
漢
字
表
記
に
つ
い

て
は
新
字
体
に
改
め
、
句
読
点
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。） 

 

【
史
料
Ａ
】「
高
木
系
譜
」 

一 

六
代
目 

生
国
武
蔵 

 
 

台
徳
院
様
御
従
弟
違 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
木
新
兵
衛
貞
則 

（
中
略
） 

宝
永
七
庚
寅
年
六
月
廿
日
卒
、
享
年
八
十
歳 

 

法
号 

済
生
院
一
漚
清
閑
居
士 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

（
中
略
） 

室 
 
 

養
父
貞
勝
女 

 

延
宝
三
乙
卯
年
十
一
月
六
日
卒
、
享
年
難
相
分 

 
 

法
号 

貞
順
院
釈
正
清
大
姉 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

後
室 

 

京
都
住
人 

 
 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 

 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日
卒 

 
 

法
号 

速
証
院
桂
室
高
円
大
姉 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

 
こ
こ
か
ら
、「
済
生
院
」
と
は
可
賀
の
父
で
あ
る
西
高
木
家
四
代
・
貞
則
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
高
木
家
の
法
号
を
記
し
た
史
料
で
は
い
ず
れ
も
「
一
漚
」
と
あ
り
、
観
音
菩
薩
坐
像
の
よ

う
に
「
雲
嶽
」
と
記
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
明
確
な
解
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

一
方
で
、
「
速
証
院
殿
桂
室
高
円
大
姉
」
は
貞
則
の
後
室
と
し
て
記
さ
れ
る
木
村
四
郎
右
衛
門
女

れ
た
も
の
の
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
に
忠
誠
を
誓
っ
て
以
来
、
徳
川
家
康
に
接
近
し
た
。 

そ
の
後
関
ヶ
原
合
戦
の
軍
功
に
よ
っ
て
高
木
三
家
（
西
・
東
・
北
）
は
石
津
郡
の
時
・
多
良
郷
計

四
千
三
百
石
を
拝
領
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
交
代
寄
合
に
列
し
、
大
名
に
準
ず
る
格
を
得
て
い
た
。 

 

可
賀
は
、『
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
含
ま
れ
る
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

十
月
の
「
先
祖
書

2
」
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
（
以
下
、
寛
政
譜
と
す
る
）
』
に
よ
れ
ば
、
西
高
木

家
四
代
（
高
木
家
六
代
）3

・
貞
則
の
四
女
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
ま
と

め
ら
れ
た
「
高
木
系
譜4

」
で
は
、
貞
則
の
六
女
と
さ
れ
て
い
る
。
可
賀
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
霊

鷲
院
（
愛
知
県
日
進
市
）
が
所
蔵
す
る
、
宝
暦
二
年
（
一
五
六
二
）
の
「
観
自
在
菩
薩
塑
像
一
千
軀

藕
絲
袈
裟
記
」
・
成
立
年
代
不
詳
の
「
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
行
由
并
手
造
円
通
薩
埵
朝
鮮
・
琉
球
拝
受

契
券
及
太
上
天
皇
瞻
礼
睿
感
所
賜
三
夕
和
歌
記
（
以
下
、
行
由
記
と
す
る
）」、
霊
鷲
院
に
あ
る
無
縫

塔
台
石
の
墓
誌
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り

5
、
す
で
に
川
口
高
風
氏

6

に
よ
る
詳
細
な
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
霊
鷲
院
関
係
史
料
と
氏
の
研
究
成
果
に
加
え
、
『
寛
政
譜
』
や
遠
山

家
の
系
図
が
残
る
『
士
林
泝
洄7

』
で
情
報
を
適
宜
補
い
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
を
概
観
し
て
い
こ
う
。 

 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
四
月
八
日
に
生
ま
れ
た
可
賀
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
、
尾
張
藩

家
老
・
遠
山
景
供
に
正
室
と
し
て
嫁
い
だ
。
し
か
し
自
身
に
は
子
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
景
供
と

側
室
の
間
に
生
ま
れ
た
景
慶
・
貞
刻
の
兄
弟
と
一
人
の
女
子
を
養
子
と
し
て
育
て
た
。
そ
の
一
方
で
、

幼
い
頃
か
ら
仏
教
へ
の
信
仰
が
篤
く
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
断
崖
独
橋
の
下
で
菩
薩
戒
を

受
け
て
有
髪
の
ま
ま
得
度
す
る
と
、
微
笑
尼8

と
号
し
た
。
そ
し
て
丹
波
龍
福
寺
（
現
京
都
府
船
井

郡
京
丹
波
町
）
開
山
の
同
十
四
年
に
は
開
基
と
し
て
霊
鷲
院
を
建
立
、
頑
翁
曳
石
を
開
山
と
し
た
。 

 

翌
十
五
年
に
夫
・
景
供
が
没
す
る
と
、
景
慶
を
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
に
、
さ
ら
に
翌
年
に
生
家
で
あ

る
西
高
木
家
の
六
代
・
貞
輝
が
没
す
る
と
貞
刻
を
西
高
木
家
の
跡
継
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
据
え
た
（
西
高

木
家
当
主
と
な
っ
て
か
ら
は
篤
貞
に
改
め
た
か
）
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
、
若
い
景
慶
が
当
主
を
務

め
る
遠
山
家
の
家
政
を
取
り
仕
切
っ
た
後
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
剃
髪
し
、
尼
僧
と
し
て

諸
国
を
行
脚
し
た
後
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
示
寂
し
て
い
る
。 

 

実
子
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
家
で
あ
る
西
高
木
家
と
、
嫁
ぎ
先
で
あ
る
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
を

そ
れ
ぞ
れ
養
育
し
た
と
い
う
点
で
、
両
家
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
自
ら
建
立
し
た
霊
鷲
院
は
も
と
よ
り
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
に
も
墓

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

厨
子
扉
の
左
右
に
記
さ
れ
た
法
号9

は
可
賀
が
冥
福
を
祈
っ
た
対
象
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
に
つ
い

て
は
先
述
の
「
先
祖
書
」
・『
寛
政
譜
』
・「
高
木
系
譜
」
や
、
「
高
木
系
譜
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立

で
あ
る
「
御
当
家
御
代
々
御
忌
日
記
（
以
下
、
御
忌
日
記
と
す
る
。
）
」
な
ど
で
法
号
と
人
物
を
照
合

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
そ
の
一
例
を
呈
示
し
よ
う
。
（
以
下
の
掲
載
史
料
は
、
漢
字
表
記
に
つ
い

て
は
新
字
体
に
改
め
、
句
読
点
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。） 

 

【
史
料
Ａ
】「
高
木
系
譜
」 

一 

六
代
目 

生
国
武
蔵 

 
 

台
徳
院
様
御
従
弟
違 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
木
新
兵
衛
貞
則 

（
中
略
） 

宝
永
七
庚
寅
年
六
月
廿
日
卒
、
享
年
八
十
歳 

 

法
号 

済
生
院
一
漚
清
閑
居
士 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

（
中
略
） 

室 
 
 

養
父
貞
勝
女 

 

延
宝
三
乙
卯
年
十
一
月
六
日
卒
、
享
年
難
相
分 

 
 

法
号 

貞
順
院
釈
正
清
大
姉 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

後
室 

 

京
都
住
人 

 
 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 

 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日
卒 

 
 

法
号 

速
証
院
桂
室
高
円
大
姉 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

 
こ
こ
か
ら
、「
済
生
院
」
と
は
可
賀
の
父
で
あ
る
西
高
木
家
四
代
・
貞
則
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
高
木
家
の
法
号
を
記
し
た
史
料
で
は
い
ず
れ
も
「
一
漚
」
と
あ
り
、
観
音
菩
薩
坐
像
の
よ

う
に
「
雲
嶽
」
と
記
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
明
確
な
解
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

一
方
で
、
「
速
証
院
殿
桂
室
高
円
大
姉
」
は
貞
則
の
後
室
と
し
て
記
さ
れ
る
木
村
四
郎
右
衛
門
女

れ
た
も
の
の
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
に
忠
誠
を
誓
っ
て
以
来
、
徳
川
家
康
に
接
近
し
た
。 

そ
の
後
関
ヶ
原
合
戦
の
軍
功
に
よ
っ
て
高
木
三
家
（
西
・
東
・
北
）
は
石
津
郡
の
時
・
多
良
郷
計

四
千
三
百
石
を
拝
領
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
交
代
寄
合
に
列
し
、
大
名
に
準
ず
る
格
を
得
て
い
た
。 

 

可
賀
は
、『
高
木
家
文
書
』（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
含
ま
れ
る
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

十
月
の
「
先
祖
書

2

」
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
（
以
下
、
寛
政
譜
と
す
る
）
』
に
よ
れ
ば
、
西
高
木

家
四
代
（
高
木
家
六
代
）3

・
貞
則
の
四
女
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
ま
と

め
ら
れ
た
「
高
木
系
譜4
」
で
は
、
貞
則
の
六
女
と
さ
れ
て
い
る
。
可
賀
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
霊

鷲
院
（
愛
知
県
日
進
市
）
が
所
蔵
す
る
、
宝
暦
二
年
（
一
五
六
二
）
の
「
観
自
在
菩
薩
塑
像
一
千
軀

藕
絲
袈
裟
記
」
・
成
立
年
代
不
詳
の
「
霊
鷲
院
微
笑
大
姉
行
由
并
手
造
円
通
薩
埵
朝
鮮
・
琉
球
拝
受

契
券
及
太
上
天
皇
瞻
礼
睿
感
所
賜
三
夕
和
歌
記
（
以
下
、
行
由
記
と
す
る
）」、
霊
鷲
院
に
あ
る
無
縫

塔
台
石
の
墓
誌
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り

5

、
す
で
に
川
口
高
風
氏

6

に
よ
る
詳
細
な
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
霊
鷲
院
関
係
史
料
と
氏
の
研
究
成
果
に
加
え
、
『
寛
政
譜
』
や
遠
山

家
の
系
図
が
残
る
『
士
林
泝
洄7

』
で
情
報
を
適
宜
補
い
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
を
概
観
し
て
い
こ
う
。 

 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
四
月
八
日
に
生
ま
れ
た
可
賀
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
、
尾
張
藩

家
老
・
遠
山
景
供
に
正
室
と
し
て
嫁
い
だ
。
し
か
し
自
身
に
は
子
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
景
供
と

側
室
の
間
に
生
ま
れ
た
景
慶
・
貞
刻
の
兄
弟
と
一
人
の
女
子
を
養
子
と
し
て
育
て
た
。
そ
の
一
方
で
、

幼
い
頃
か
ら
仏
教
へ
の
信
仰
が
篤
く
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
丹
波
龍
福
寺
（
現
京
都
府
船

井
郡
京
丹
波
町
）
開
山
の
断
崖
独
橋
の
下
で
菩
薩
戒
を
受
け
て
有
髪
の
ま
ま
得
度
す
る
と
、
微
笑
尼

と
号
し
た
。
そ
し
て
同
十
四
年
に
は
開
基
と
し
て
霊
鷲
院
を
建
立
、
頑
翁
曳
石
を
開
山
と
し
た
。 

 

翌
十
五
年
に
夫
・
景
供
が
没
す
る
と
、
景
慶
を
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
に
、
さ
ら
に
翌
年
に
生
家
で
あ

る
西
高
木
家
の
六
代
・
貞
輝
が
没
す
る
と
貞
刻
を
西
高
木
家
の
跡
継
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
据
え
た
（
西
高

木
家
当
主
と
な
っ
て
か
ら
は
篤
貞
に
改
め
た
か
）
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
、
若
い
景
慶
が
当
主
を
務

め
る
遠
山
家
の
家
政
を
取
り
仕
切
っ
た
後
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
剃
髪
し
、
尼
僧
と
し
て

諸
国
を
行
脚
し
た
後
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
示
寂
し
て
い
る
。 

 

実
子
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
家
で
あ
る
西
高
木
家
と
、
嫁
ぎ
先
で
あ
る
遠
山
家
の
跡
継
ぎ
を

そ
れ
ぞ
れ
養
育
し
た
と
い
う
点
で
、
両
家
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
自
ら
建
立
し
た
霊
鷲
院
は
も
と
よ
り
、
西
高
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
正
林
寺
に
も
墓

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

厨
子
扉
の
左
右
に
記
さ
れ
た
法
号8

は
可
賀
が
冥
福
を
祈
っ
た
対
象
で
あ
ろ
う
。
高
木
家
に
つ
い

て
は
先
述
の
「
先
祖
書
」
・『
寛
政
譜
』
・「
高
木
系
譜
」
や
、
「
高
木
系
譜
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立

で
あ
る
「
御
当
家
御
代
々
御
忌
日
記
（
以
下
、
御
忌
日
記
と
す
る
。
）
」
な
ど
で
法
号
と
人
物
を
照
合

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
そ
の
一
例
を
呈
示
し
よ
う
。
（
以
下
の
掲
載
史
料
は
、
漢
字
表
記
に
つ
い

て
は
新
字
体
に
改
め
、
句
読
点
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。） 

 

【
史
料
Ａ
】「
高
木
系
譜
」 

一 

六
代
目 

生
国
武
蔵 

 
 

台
徳
院
様
御
従
弟
違 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
木
新
兵
衛
貞
則 

（
中
略
） 

宝
永
七
庚
寅
年
六
月
廿
日
卒
、
享
年
八
十
歳 

 

法
号 

済
生
院
一
漚
清
閑
居
士 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

（
中
略
） 

室 
 
 

養
父
貞
勝
女 

 

延
宝
三
乙
卯
年
十
一
月
六
日
卒
、
享
年
難
相
分 

 
 

法
号 

貞
順
院
釈
正
清
大
姉 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

後
室 

 

京
都
住
人 

 
 

木
村
四
郎
右
衛
門
女 

 

享
保
二
丁
酉
年
十
一
月
十
四
日
卒 

 
 

法
号 

速
証
院
桂
室
高
円
大
姉 

墓
ハ
舘
西
ノ
岡
ニ
有
之 

 
こ
こ
か
ら
、「
済
生
院
」
と
は
可
賀
の
父
で
あ
る
西
高
木
家
四
代
・
貞
則
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
高
木
家
の
法
号
を
記
し
た
史
料
で
は
い
ず
れ
も
「
一
漚
」
と
あ
り
、
観
音
菩
薩
坐
像
の
よ

う
に
「
雲
嶽
」
と
記
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
明
確
な
解
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

一
方
で
、
「
速
証
院
殿
桂
室
高
円
大
姉
」
は
貞
則
の
後
室
と
し
て
記
さ
れ
る
木
村
四
郎
右
衛
門
女

2

3
4

5

7

6

8

9

安藤　均

( 2 )



龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
か
ら
見
る
可
賀
お
よ
び
高
木
家
の
信
仰 

安
藤 

均 

 

The w
orship of 

“Kaga

” and The Takagi

ʼs seen from
 a statue of Goddess of 

M
ercy from

 Ryushoin tem
ple. 

 

は
じ
め
に 

 

令
和
二
年
度
、
岐
阜
県
博
物
館
で
は
龍
昌
院
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
観
音
菩
薩

坐
像
の
寄
贈
を
受
け
た
。
当
該
資
料
は
厨
子
と
一
体
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
厨
子
の
裏
面
に
は
美

濃
で
交
代
寄
合
と
し
て
勢
力
を
張
っ
た
高
木
家
に
関
連
し
た
由
来
が
示
さ
れ
て
い
る
。
美
濃
の
近
世

を
語
る
う
え
で
高
木
家
の
存
在
は
不
可
欠
で
、
当
館
に
も
、
土
俵
空
穂
を
は
じ
め
と
す
る
高
木
家
関

連
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
此
度
寄
贈
を
受
け
た
龍
昌
院
観
音
菩
薩
坐
像
を
通
じ
て
、

十
八
世
紀
前
半
の
高
木
家
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
す
る
。 

 

一
、
資
料
の
概
要 

 

当
該
資
料
は
、
像
高
約
〇
㎝
の
像
で
、
幅
〇
㎝
・
奥
行
〇
㎝
・
高
さ
〇
㎝
の
厨
子
に
納
め
ら
れ
て

い
る
。
高
髺
を
結
い
、
宝
冠
を
頂
き
、
表
情
は
半
眼
閉
口
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
手
は
施
無

畏
印
を
結
び
、
左
手
に
は
未
開
敷
蓮
華
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
典
型
的
な
聖
観
音
菩
薩
の
容
貌
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
光
背
は
雲
で
覆
わ
れ
た
舟
形
で
あ
る
。
厨
子
の
扉
に
は
法
号
が
し
る
さ
れ
て
お
り
、

観
音
像
側
か
ら
見
て
、
左
手
に
「
済
正
院
殿
一
漚
清
閑
居
士
」、
右
手
に
「
速
証
院
殿
桂
室
高
円
大

姉
」
、
院
号
が
位
牌
の
絵
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
像
の
伝
来
を
伝
え
る
、
厨
子
背
面
に
記
さ
れ
た
墨
書
は
左
の
通
り
で
あ
る
。（
読
点
に
つ
い

て
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。） 

 

這
大
悲
尊
容
者
、
高
木
氏
源
貞
則
公
女 

可
賀
、
双
親
在
日
集
所
賜
簡
墨
、
謹
手
形 

摸
之
、
以
資
冥
福
者
也
、 

享
保
七
歳
次
壬
寅
季
春
仲
幹
、
桑
門
良
鞭
記
焉 

 

墨
書
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
良
鞭
（
黙
隠
良
鞭
）
と
い
う
僧
が
記
し
た
も
の
で
、
観
音
像

の
謂
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
観
音
像
は
高
木
貞
則
の
女
で
あ
る
可
賀
と
い
う

人
物
が
、
両
親
が
存
命
の
時
に
、
送
ら
れ
た
手
紙
を
集
め
、
手
形
を
写
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
冥
福
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
手
形
」
に
は
、
手
を
墨
で
塗
っ
て
押
し
付
け

た
判
、
筆
跡
・
書
、
金
銭
貸
借
に
係
る
証
書
や
契
約
書
、
旅
行
の
た
め
の
証
明
書
な
ど
様
々
な
意
味

が
あ
る
が
、
両
親
か
ら
の
手
紙
に
手
の
判
が
押
さ
れ
る
の
は
一
般
的
で
は
な
い
し
、
証
明
書
な
ど
の

意
味
だ
と
意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
こ
は
筆
跡
・
書
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
を
集
め
て
こ
れ
ら
を
可
賀
が
書
写
を
し
た
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
手
紙
を
書
写
す
る
こ
と
と
像
と
が
今
一
つ
結
び
つ
か
な
い
印
象
は
否

め
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

な
お
、「
享
保
七
歳
次
壬
寅
季
春
仲
幹
、
桑
門
良
鞭
焉
を
記
す
」
と
い
う
書
き
方
か
ら
、
享
保
七

年
と
は
良
鞭
が
墨
書
し
た
年
に
過
ぎ
ず
、
観
音
像
自
体
は
そ
れ
よ
り
も
前
に
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
、
可
賀
と
そ
の
両
親
に
つ
い
て 

ま
ず
は
こ
の
観
音
像
の
制
作
主
体
で
あ
っ
た
可
賀
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
彼
女

の
出
身
で
あ
る
高
木
家
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ
た
い1

。 

高
木
家
は
大
和
国
高
木
郷
を
本
貫
と
し
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
美
濃
国
石
津
郡
に
移
り
、

駒
に
居
城
を
構
え
た
と
い
う
。
高
木
貞
政
の
時
代
に
は
斎
藤
家
に
仕
え
た
が
、
永
禄
七
年
（
一
五
六

四
）
織
田
信
長
の
美
濃
侵
攻
に
際
し
て
高
木
直
介
（
貞
久
）
が
信
長
に
内
応
、
天
正
二
年
（
一
五
七

四
）
に
は
今
尾
に
居
城
を
移
し
た
。
本
能
寺
の
変
後
は
秀
吉
か
ら
の
圧
力
を
受
け
、
織
田
信
雄
に
臣

従
し
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
も
参
戦
し
た
。
信
雄
の
改
易
に
と
も
な
い
美
濃
の
地
を
一
時
離
れ

た
も
の
の
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
に
忠
誠
を
誓
っ
て
以
来
、
徳
川
家
康
に
接
近
し
た
。 

そ
の
後
関
ヶ
原
合
戦
の
軍
功
に
よ
っ
て
高
木
三
家
（
西
・
東
・
北
）
は
石
津
郡
の
時
・
多
良
郷
計

四
千
三
百
石
を
拝
領
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
交
代
寄
合
に
列
し
て
大
名
に
準
ず
る
格
を
得
て
い
た
。 

コメントの追加 [G1]: 計測していないので、校正で入

力します。 

 

龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
か
ら
み
る
可
賀
お
よ
び
高
木
家
の
信
仰 

安
藤 

均 
 

The w
orship of “K

aga” and The Takagi’s seen from
 a statue of G

oddess of M
ercy 

from
 Ryushoin tem

ple. 

 

は
じ
め
に 

 

令
和
二
年
度
、
岐
阜
県
博
物
館
で
は
龍
昌
院
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
観
音
菩
薩

坐
像
の
寄
贈
を
受
け
た
。
当
該
資
料
は
厨
子
と
一
体
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
厨
子
の
裏
面
に
は
美
濃

で
交
代
寄
合
と
し
て
勢
力
を
張
っ
た
高
木
家
に
関
連
し
た
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
美
濃
の
近
世
を

語
る
上
で
高
木
家
の
存
在
は
不
可
欠
で
、
当
館
に
も
、
土
俵
空
穂
を
は
じ
め
と
す
る
高
木
家
関
連
資

料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
此
度
寄
贈
を
受
け
た
龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
を
通
じ
て
、

十
八
世
紀
前
半
の
高
木
家
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
す
る
。 

 

一
、
資
料
の
概
要 

 

当
該
資
料
は
、
像
高
約
三
二
㎝
（
台
座
・
光
背
を
含
む
）
で
、
幅
二
一
・
四
㎝
、
奥
行
十
七
㎝
（
い

ず
れ
も
下
部
張
り
出
し
部
分
を
除
く
）
、
高
さ
四
一
㎝
の
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
高
髺
を
結
い
、

宝
冠
を
頂
き
、
表
情
は
半
眼
閉
口
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
手
は
施
無
畏
印
を
結
び
、
左
手
に

は
蓮
華
を
持
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
典
型
的
な
聖
観
音
菩
薩
の
容
貌
と
言
っ
て
も
よ

い
。
ま
た
、
光
背
は
雲
で
覆
わ
れ
た
舟
形
で
あ
る
。
厨
子
の
扉
に
は
位
牌
の
絵
と
と
も
に
、
観
音
像

側
か
ら
見
て
、
左
側
に
「
済
正
院
殿
一
漚
清
閑
居
士
」
、
右
側
に
「
速
証
院
殿
桂
室
高
円
大
姉
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
像
の
伝
来
を
伝
え
る
、
厨
子
背
面
に
記
さ
れ
た
墨
書
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
（
読
点
に
つ
い

て
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。
） 

 

這
大
悲
尊
容
者
、
高
木
氏
源
貞
則
公
女 

可
賀
、
双
親
在
日
集
所
賜
簡
墨
、
謹
手
形 

摸
之
、
以
資
冥
福
者
也
、 

享
保
七
歳
次
壬
寅
季
春
仲
幹
、
桑
門
良
鞭
記
焉 

 

墨
書
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
良
鞭
（
黙
隠
良
鞭
）
と
い
う
僧
が
記
し
た
も
の
で
、
観
音
像

の
謂
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
観
音
像
は
高
木
貞
則
の
女
で
あ
る
可
賀
と
い
う

人
物
が
、
両
親
が
存
命
の
時
に
、
送
ら
れ
た
手
紙
を
集
め
、
手
形
を
写
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
冥
福
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
「
手
形
」
に
は
、
手
を
墨
で
塗
っ
て
押
し
付
け

た
判
、
筆
跡
・
書
、
金
銭
貸
借
に
係
る
証
書
や
契
約
書
、
旅
行
の
た
め
の
証
明
書
な
ど
様
々
な
意
味

が
あ
る
が
、
両
親
か
ら
の
手
紙
に
手
の
判
が
押
さ
れ
る
の
は
一
般
的
で
は
な
く
、
証
明
書
な
ど
と
し

た
場
合
は
意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
こ
は
筆
跡
・
書
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
を
集
め
て
こ
れ
ら
を
可
賀
が
書
写
を
し
た
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
手
紙
を
書
写
す
る
こ
と
と
像
と
が
今
一
つ
結
び
付
か
な
い
印
象
は
否

め
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

な
お
、「
享
保
七
歳
次
壬
寅
季
春
仲
幹
、
桑
門
良
鞭
焉
を
記
す
」
と
い
う
書
き
方
か
ら
、
享
保
七

年
と
は
良
鞭
が
墨
書
し
た
年
に
過
ぎ
ず
、
観
音
像
自
体
は
そ
れ
よ
り
も
前
に
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
、
可
賀
と
そ
の
両
親
に
つ
い
て 

ま
ず
は
こ
の
観
音
像
の
制
作
主
体
で
あ
っ
た
可
賀
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
彼
女

の
生
家
で
あ
る
高
木
家
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
こ
う1

。 

高
木
家
は
大
和
国
高
木
郷
を
本
貫
と
し
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
美
濃
国
石
津
郡
に
移
り
、

駒
野
に
居
城
を
構
え
た
と
い
う
。
高
木
貞
政
の
時
代
に
は
斎
藤
家
に
仕
え
た
が
、
永
禄
七
年
（
一
五

六
四
）
織
田
信
長
の
美
濃
侵
攻
に
際
し
て
高
木
直
介
（
貞
久
）
が
信
長
に
内
応
、
天
正
二
年
（
一
五

七
四
）
に
は
今
尾
に
居
城
を
移
し
た
。
本
能
寺
の
変
後
は
秀
吉
か
ら
の
圧
力
を
受
け
、
織
田
信
雄
に

臣
従
し
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
も
参
戦
し
た
。
信
雄
の
改
易
に
と
も
な
い
美
濃
の
地
を
一
時
離

れ
た
も
の
の
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
に
忠
誠
を
誓
っ
て
以
来
、
徳
川
家
康
に
接
近
し
た
。 

そ
の
後
関
ヶ
原
合
戦
の
軍
功
に
よ
っ
て
高
木
三
家
（
西
・
東
・
北
）
は
石
津
郡
の
時
・
多
良
郷
計

龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
か
ら
み
る
可
賀
お
よ
び
高
木
家
の
信
仰 

安
藤 

均 

 

The Beliefs of Kaga and the Takagi's as Seen in the Seated Statue of the Kannon 

(G
oddess of M

ercy) Form
erly O

wned by Ryushoin Tem
ple.        

AN
D

O
 H

itoshi  
 

は
じ
め
に 

 

令
和
二
年
度
、
岐
阜
県
博
物
館
で
は
龍
昌
院
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
観
音
菩
薩

坐
像
の
寄
贈
を
受
け
た
。
当
該
像
は
厨
子
と
一
体
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
厨
子
の
背
面
に
は
美
濃
で

交
代
寄
合
と
し
て
勢
力
を
張
っ
た
高
木
家
に
関
連
し
た
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
美
濃
の
近
世
を
語

る
上
で
高
木
家
の
存
在
は
不
可
欠
で
、
当
館
に
も
、
土
俵
空
穂
を
は
じ
め
と
す
る
高
木
家
関
連
資
料

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
た
び
寄
贈
を
受
け
た
龍
昌
院
旧
蔵
観
音
菩
薩
坐
像
を
通
じ

て
、
十
八
世
紀
前
半
の
高
木
家
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
す
る
。 

 

一
、
観
音
菩
薩
坐
像
の
概
要 

 

当
該
像
は
、
像
高
約
三
二
㎝
（
台
座
・
光
背
を
含
む
）
で
、
幅
二
一
・
四
㎝
、
奥
行
十
七
㎝
（
い

ず
れ
も
下
部
張
り
出
し
部
分
を
除
く
）、
高
さ
四
一
㎝
の
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
高
髺
を
結
い
、

宝
冠
を
頂
き
、
表
情
は
半
眼
閉
口
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
手
は
施
無
畏
印
を
結
び
、
左
手
に

は
蓮
華
を
持
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
典
型
的
な
聖
観
音
菩
薩
の
容
貌
と
い
っ
て
も
よ

い
。
ま
た
、
光
背
は
雲
で
覆
わ
れ
た
舟
形
で
あ
る
。
厨
子
の
扉
に
は
位
牌
の
絵
と
と
も
に
、
観
音
像

側
か
ら
見
て
、
左
側
に
「
済
正
院
殿
雲
嶽
清
閑
居
士
」
、
右
側
に
「
速
証
院
殿
桂
室
高
円
大
姉
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
像
の
由
緒
を
伝
え
る
、
厨
子
背
面
に
記
さ
れ
た
墨
書
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
（
読
点
に
つ
い

て
は
執
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。） 

 

這
大
悲
尊
容
者
、
高
木
氏
源
貞
則
公
女 

可
賀
、
双
親
在
日
集
所
賜
簡
墨
、
謹
手
形 

摸
之
、
以
資
冥
福
者
也
、 

享
保
七
歳
次
壬
寅
季
春
仲
幹
、 

桑
門
良
鞭
記
焉 

 

墨
書
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
良
鞭
（
黙
隠
良
鞭
）
と
い
う
僧
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
観
音
像
は
高
木
貞
則
の
息
女
で
あ
る
可
賀
と
い
う
人
物
が
、
両
親
が
存
命
の
時

に
、
送
ら
れ
た
手
紙
を
集
め
、
手
形
を
写
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
冥
福
を
祈
っ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
「
手
形
」
に
は
、
手
を
墨
で
塗
っ
て
押
し
付
け
た
判
、
筆
跡
・
書
、
金
銭
貸

借
に
係
る
証
書
や
契
約
書
、
旅
行
の
た
め
の
証
明
書
な
ど
様
々
な
意
味
が
あ
る
が
、
両
親
か
ら
の
手

紙
に
手
の
判
が
押
さ
れ
る
の
は
一
般
的
で
は
な
く
、
証
明
書
な
ど
と
し
た
場
合
は
意
味
が
通
じ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
こ
は
筆
跡
・
書
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
手

紙
を
集
め
て
こ
れ
ら
を
可
賀
が
書
写
を
し
た
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、

手
紙
を
書
写
す
る
こ
と
と
像
と
が
今
一
つ
結
び
付
か
な
い
印
象
は
否
め
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。 

な
お
、
「
享
保
七
歳
次
壬
寅
季
春
仲
幹
、
桑
門
良
鞭
焉
を
記
す
」
と
い
う
書
き
方
か
ら
、
享
保
七

年
と
は
良
鞭
が
墨
書
し
た
年
に
過
ぎ
ず
、
観
音
像
自
体
は
そ
れ
よ
り
も
前
に
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
、
可
賀
と
そ
の
両
親
に
つ
い
て 

ま
ず
は
こ
の
観
音
像
の
制
作
主
体
で
あ
っ
た
可
賀
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
彼
女

の
生
家
で
あ
る
高
木
家
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
こ
う1

。 
高
木
家
は
大
和
国
高
木
郷
を
本
貫
と
し
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
美
濃
国
石
津
郡
に
移
り
、

駒
野
に
居
城
を
構
え
た
と
い
う
。
高
木
貞
政
の
時
代
に
は
斎
藤
家
に
仕
え
た
が
、
永
禄
七
年
（
一
五

六
四
）
織
田
信
長
の
美
濃
侵
攻
に
際
し
て
高
木
直
介
（
貞
久
）
が
信
長
に
内
応
、
天
正
二
年
（
一
五

七
四
）
に
は
今
尾
に
居
城
を
移
し
た
。
本
能
寺
の
変
後
は
羽
柴
秀
吉
か
ら
の
圧
力
を
受
け
、
織
田
信

雄
に
臣
従
し
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
も
参
加
し
た
。
信
雄
の
改
易
に
と
も
な
い
美
濃
を
一
時
離

１

( 1 )
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